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はじめに

このガイドには、Oracle の StorageTek Tape Analytics (STA) を使用するための概念および
手順が記載されています。

対象読者
このドキュメントは、STA の新規ユーザーおよび経験豊富なユーザーを対象としています。

ドキュメントのアクセシビリティー
オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web
サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照し
てください。

Oracle Support へのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを
提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?
ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。

関連ドキュメント
STA のドキュメントセットは、次のドキュメントで構成されています。

STA アプリケーションのユーザー向け

• 『STA クイックスタートガイド』— STA アプリケーションとユーザーインタフェースの一部
の特徴について学習するには、このガイドを使用します。

• 『STA ユーザーズガイド』— ダッシュボード、テンプレート、フィルタ、アラート、エグゼクティ
ブレポート、論理グループ、STA メディア検証などの STA アプリケーションのすべての機
能の使用手順については、このガイドを使用します。このガイドでは、STA のユーザー名、
電子メールアドレス、サービスログ、およびモニター対象ライブラリとの SNMP 接続を管理
する手順も説明されています。

• 『STA 画面基本ガイド』— STA ユーザーインタフェースの詳細については、このガイドを
使用します。画面のナビゲーションと配置、およびグラフと表の使用の説明が記載されて
います。

• 『STA データリファレンスガイド』— すべての STA テープライブラリシステム画面とデータ
属性の定義を検索するには、このガイドを使用します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
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STA サーバーとアプリケーションのインストール担当者と管理者
向け

• 『STA リリースノート』— STA をインストールして使用する前にこのドキュメントをお読みく
ださい。既知の問題など、リリースに関する重要な情報が記載されています。このドキュメ
ントは、STA メディアパックダウンロードに含まれています。

• 『STA 要件ガイド』— STA の使用の最小要件と推奨要件の詳細について学ぶには、この
ガイドを使用します。このガイドには、ライブラリ、ドライブ、サーバー、ユーザーインタフェー
ス、STA メディア検証、および IBM RACF アクセス制御の要件が記載されています。

• 『STA インストールおよび構成ガイド』— このガイドは、STA のインストールの計画、Linux
オペレーティングシステムのインストール、STA アプリケーションのインストール、そしてラ
イブラリのモニタリングを開始するための STA の構成を行うときに使用します。このガイド
では、STA の新しいバージョンにアップグレードする手順も説明されています。

• 『STA 管理ガイド』— STA サービス構成、データベースのバックアップおよび復元、データ
ベースアカウントのパスワード管理など、STA サーバーの管理タスクの情報については、こ
のガイドを使用します。

• 『STA セキュリティーガイド』— 要件、推奨事項、一般的なセキュリティー原則といった重
要な STA のセキュリティー情報については、このドキュメントをお読みください。

• 『STA ライセンス情報ユーザーマニュアル』— STA 製品とともに配布されるサードパー
ティーのテクノロジの使用については、このドキュメントをお読みください。

表記規則

このドキュメントでは、次のテキスト表記規則を使用しています。

表記規則 意味

太字 太字は、アクションに関連付けられたグラフィカルユーザーインタフェースの要素、また
はテキストや用語集で定義される用語を示します。

斜体 斜体は、マニュアルタイトル、強調、または特定の値を指定するプレースホルダ変数を
示します。

固定幅フォント モノスペースは、段落内のコマンド、URL、例のコード、画面に表示されるテキスト、また
はユーザーが入力するテキストを示します。
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新機能

このセクションでは、StorageTek Tape Analytics 2.1.0 の新機能および拡張機能の概要につ
いて説明します。

STA 2.1.0 2015 年 1 月
新機能および拡張機能の詳細については、次に示すマニュアルを参照してください。

『STA 要件ガイド』に記載されている内容

• STA 2.1.0 をサポートするための新しいライブラリとドライブの推奨されるファームウェアレ
ベル。

• Oracle の StorageTek T10000C および T10000D ドライブでの TTI 5.50 プロトコルのサ
ポート。

• STA 2.1.0 をサポートするための更新されたライブラリとドライブの要件。

• 更新された推奨される STA サーバーの構成。

『STA インストールおよび構成ガイド』に記載されている内容

• 新しい STA 2.1.0 インストーラおよびデインストーラには、次の新機能があります。

◦ Oracle インストールユーザーとグループ - STA サーバーへの Oracle 製品のインストー
ルとアップグレードに排他的に使用される Linux ユーザーとグループ。

◦ ユーザー定義の Oracle ストレージホームの場所 - STA アプリケーションおよび関連す
る Oracle ソフトウェアは、十分な領域を持つ任意のファイルシステムにインストールでき
ます。

◦ ユーザー定義のデータベースおよびローカルバックアップの場所。

◦ Oracle 中央インベントリの場所 - STA サーバーにインストールされている Oracle 製品
に関する情報を追跡するために使用するディレクトリ。

◦ STA インストーラおよびデインストーラのサイレントモード - グラフィカルユーザーインタ
フェースをバイパスするように、XML プロパティーファイルでインストールオプションを
指定できます。

◦ 新しい詳細な STA インストーラおよびデインストーラのログ。

◦ すべての STA グラフィカルインストーラおよびデインストーラ画面の状況依存ヘルプ。

• 追加の Linux RPM パッケージ要件 - xorg-x11-utils パッケージをインストールし
て、STA グラフィカルインストーラを実行する必要があります。
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• WebLogic 管理コンソールのデフォルトポートが、7019 (HTTP) と 7020 (HTTPS) に変更
されました。以前のデフォルトの割り当てを使用している場合は、新しいポートに変更する
必要があります。

• STA および MySQL ユーザー名に対する新しいパスワード要件。

• STA 1.0.x および STA 2.0.x データベースを STA 2.1.0 にアップグレードするための新し
いプロセス。

『STA クイックスタートガイド』に記載されている内容

• 大きな変更なし

『STA ユーザーズガイド』に記載されている内容

• 追加情報を提供して操作性を向上させるための次のテンプレートへの小さな更新。

◦ STA-Complex-Configuration

◦ STA-Complex-Utilization

◦ STA-Lib-Configuration

◦ STA-Drive-MV

◦ STA-Media-All

◦ STA-Media-MV-Calibration

◦ 「Media Validation Overview」画面、STA-Default テンプレート

• ドキュメントの変更 - 次の章が『STA 管理ガイド』から別の場所に移動しました。『STA
ユーザーズガイド』では、STA ユーザーインタフェースから実行できるすべての機能とアク
ティビティーについて説明しています。

◦ STA ユーザー名と電子メール

◦ STA サービスログ

◦ STA での SNMP 接続の管理

『STA 画面基本ガイド』に記載されている内容

• 大きな変更なし

『STA データリファレンスガイド』に記載されている内容

• 操作性を向上させるために、一部の画面の属性が再編成されました。

• 「Last Messages」属性は、CAP、ドライブ、エレベータ、ライブラリ、PTP、およびロボットの各
画面で使用できます。
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『STA 管理ガイド』に記載されている内容

• ドキュメントの変更 - 次の章が『STA ユーザーズガイド』に移動しました。

◦ ユーザー名と電子メール

◦ ロギング

◦ SNMP 管理
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1 
はじめに

この章の内容は次のとおりです。

• STA の概要

• サポートされるデバイス

• STA のログインセッション

• ログインタスク

• ヘルプ

1.1. STA の概要

Oracle の StorageTek Tape Analytics (STA) は、インテリジェントなモニタリングアプリケー
ションで、Oracle の StorageTek モジュール型テープライブラリのみで使用できます。これは
テープストレージ管理を簡略化し、ユーザーは使用環境の現在の健全性に基づき、将来の
テープストレージ投資について情報を得たうえでの意思決定を行うことができます。

STA を使用することで、グローバルに分散したライブラリを単一のブラウザベースのユー
ザーインタフェースからモニターできます。ユーザーは、複数のライブラリプラットフォームに
またがるオープンシステムとメインフレームの混在メディアや混在ドライブ環境を管理できま
す。

STA の詳細なパフォーマンス傾向分析を行うことにより、テープ投資の利用率およびパ
フォーマンスを向上させることができます。これらの分析は、継続的に更新されるライブラリ
操作のデータベースに基づいています。STA はテープライブラリ環境からデータを取得して
保持し、このデータを用いて、ライブラリリソース (ドライブおよびメディア) の健全性ステータ
スを計算します。STA はさまざまな条件に従ってデータを集計し、表形式やグラフ形式で表
示するため、環境のアクティビティー、健全性、および容量をすばやく評価できます。

1.2. サポートされるデバイス

このセクションでは、STA でサポートされるデバイスを確認します。ファームウェアの最小レベ
ルおよびその他の要件の詳細は、『STA 要件ガイド』を参照してください。
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一般に、ドライブのモデルが新しいほど、ドライブやライブラリのファームウェアは新しくな
り、STA が受信するデータも豊富になって、実行できる分析がより詳細になります。最善の結
果を得るためには、ドライブおよびライブラリのファームウェアを現行の最新バージョンに更
新することをお勧めします。

1.2.1. StorageTek モジュール型テープライブラリ

• SL8500 スタンドアロンライブラリおよびコンプレックス

• SL3000

• SL500

• SL150

1.2.2. ドライブおよびメディアのタイプ

• StorageTek T10000A、T10000B、T10000C、および T10000D ドライブ

• StorageTek T10000T1 および T10000T2 メディア

• StorageTek 9840C および 9840D

• HP LTO‐3、LTO‐4、LTO‐5、および LTO‐6、Automation Drive Interface (ADI) の完全なサ
ポート

• IBM LTO‐3 および LTO‐4、ADI の完全なサポート

• IBM LTO‐5 および LTO‐6、基本的なサポート — Library Drive Interface (LDI) モードの
み

注:

LTO ドライブの場合、STA のドライブとライブラリの両方で ADI プロトコルを有効にして、これらのドライ
ブに関する豊富なデータを受信できるようにする必要があります。LTO 2 および SDLT ドライブは ADI
をサポートしないため、STA はそれらのドライブに関して最小限のデータしか受信しません。

1.3. STA のログインセッション
STA の管理者が、STA にログインするための STA ユーザー名とパスワードを提供します。ロ
グインすると、STA のすべての画面と機能にアクセスできます。手順については、「STA への
ログイン」を参照してください。

1.3.1. パスワードの要件

ユーザーパスワードの形式には次のような要件があります。

• 8–32 文字の長さにする必要があります
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• 特殊文字を少なくとも 1 つ含める必要があります

• 次に示す特殊文字を含めないでください。

& ' ( ) < > ? { } *  / ' "

パスワードは任意の時点で変更できます。詳細は、「パスワードの変更」を参照してください。

1.3.2. ユーザーアカウントのロックアウト

失敗したログイン試行が 5 分以内に 5 回あると、ユーザーアカウントが 30 分間ロックアウト
されます。セキュリティー上の理由から、STA 管理者であってもロックアウト期間中にアカウン
トをリセットすることはできないため、再度ログインを試行するまで 30 分間待つ必要がありま
す。

1.3.3. ユーザーの役割

STA の各ユーザー名にはユーザーの役割が割り当てられ、この役割によって、ユーザーがア
クセスできる画面およびアクティビティーが決まります。ユーザーの役割は、メインツールバー
の STA ユーザー名の隣に表示されます。

ユーザーの役割には次のものがあります。

• Viewer – 「Home」、「Tape System Hardware」、および「Tape System Activity」の各メ
ニューからすべての画面にアクセスできます。

• Operator – 「Viewer」役割のすべての権限を持っています。また、「Setup &
Administration」の一部の画面の編集権限、および「Configuration」の画面の表示専用権
限も持っています。

• Administrator – 「Operator」役割のすべての権限と、「Setup & Administration」のすべて
の画面の完全な編集権限を持っています。

各役割で使用可能な画面およびアクティビティーの詳細な説明は、「STA ユーザー役割」を
参照してください。

STA のドキュメントで、画面のアクセスおよびアクティビティーの実行に必要なユーザーの
役割を確認できます。役割が指定されていない場合、そのアクティビティーはすべてのユー
ザーが実行できます。
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1.3.4. 画面ナビゲーション

STA 画面を移動するためにブラウザの「進む」および「戻る」 (または「次へ」および「前へ」)
ボタンを使用しないでください。これらのボタンを使用すると、予期しない結果が生じる可能
性があり、表示されるデータが古くなったり、STA サーバー上のデータと同期されなくなっ
たりすることがあります。移動する場合は、ナビゲーションバーおよびテキストリンクといった
STA で提供される方法を必ず使用してください。

STA の画面移動の詳細は、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。また、画面表示およ
びナビゲーションの問題のトラブルシューティングの詳細についても、『STA 画面基本ガイ
ド』を参照してください。

1.3.5. ログアウト

ログインセッションを終了する準備ができたら、単にブラウザウィンドウを閉じるのではな
く、STA からログアウトすることをお勧めします。ログアウトすると、STA サーバーのセッション
メモリーが解放され、ほかのプロセスで使用できるようになります。ブラウザのウィンドウを閉
じただけの場合、定義されたセッションタイムアウト期間を過ぎるまでセッションメモリーは解
放されず、特にセッションタイムアウト期間が長い場合には STA のパフォーマンスに影響を
与える可能性があります。手順については、「STA からのログアウト」を参照してください。

1.4. ログインタスク
• 「STA へのログイン」

• 「STA からのログアウト」

• 「STA ソフトウェアのバージョン情報の表示」

• 「パスワードの変更」

1.4.1. STA へのログイン

STA セッションを開始するには、この手順を使用します。この手順を使用する前に、コン
ピュータとブラウザが正しく構成されていることを確認する必要があります。最小要件につい
ては、『STA 要件ガイド』を参照してください。

また、STA の管理者から、次の情報を受け取る必要があります。

• STA アプリケーションの URL

• STA のユーザー名とパスワード

1. サポートされている Web ブラウザをコンピュータで起動します。
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2. ロケーションバーまたはアドレスフィールドに、STA アプリケーションの URL を入力しま
す。URL では、次のいずれかの形式が使用されます。

http://local_host_name:port_number/STA

https://local_host_name:port_number/STA

ここで、local_host_name および port_number は、STA 管理者から提供された STA
サーバーの名前とポート番号です。通常、STA はポート 7021 で実行されます。

「Login」画面が表示されます。

3. 割り当てられた STA のユーザー名とパスワードを入力して、「Login」をクリックします。

STA ユーザー名の設定に応じて、「Accessibility Settings」ダイアログボックスが表示さ
れる場合があります。
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4. 該当する場合は「Accessibility Settings」ダイアログボックスに入力して、「OK」をクリック
します。このダイアログボックスの設定については、『STA 画面基本ガイド』を参照してく
ださい。

ダッシュボードが表示されます。

1.4.2. STA からのログアウト

STA セッションを終了するには、この手順を使用します。セッションは任意の時点で終了でき
ます。

注:

単にブラウザウィンドウを閉じるのではなく、STA からログアウトすることをお勧めします。ログアウトする
と、STA サーバーのセッションメモリーが解放され、ほかのプロセスで使用できるようになります。定義さ
れたログインセッションのタイムアウト時間が長い場合は、ログアウトすることが特に重要です。関連情報
については、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

1. 任意の STA 画面で、メインツールバーの「Logout」をクリックします。

ログインセッションが終了し、「Logged Out」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「Go to Login」をクリックします。
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「Login」画面が表示されます。ログインの手順については、「STA へのログイン」を参照
してください。

1.4.3. STA ソフトウェアのバージョン情報の表示

STA アプリケーションおよびサポートされているソフトウェアに関するバージョン情報を表示
するには、この手順を使用します。この情報は、Oracle サポート担当者 への連絡の際に役立
ちます。

1. ステータス行の「About」をクリックします。

バージョン情報のダイアログボックスが表示されます。

2. 「OK」をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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1.4.4. パスワードの変更

STA ユーザー名のパスワードを変更するには、この手順を使用します。有効なパスワードの
割り当ての詳細は、「パスワードの要件」を参照してください。

1. メインツールバーで、「Preferences」を選択して、「General」を選択します。

「General」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「Change Password」フィールドに、割り当てる新しいパスワードを入力します。

エントリは、入力するとマスクされます。

3. 「Verify Password」フィールドにパスワードを再入力します。

4. 「OK」をクリックします。
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パスワードが更新され、次回ログインする際に新しいパスワードを使用する必要がありま
す。

1.5. ヘルプ

STA には、すべての画面で状況依存ヘルプが用意されています。「Help」ボタンは次のツー
ルバーにあります。

• メインツールバー

• 「Template」ツールバー

• 「Graphics Area」ツールバー

• 「List View Table」ツールバー (「Overview」画面のみ)
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• 「Pivot Table」ツールバー (「Analysis」画面のみ)

• ダイアログボックス

1.5.1. 「Help」ウィンドウのレイアウト

項目 名前 説明

A タイトル ヘルプシステムのタイトルを表示します。

B ヘルプセットクイック検
索

ヘルプセット全体でクイック検索を実行できます。

C ヘルプツールバー ヘルプセットと対話するためのコマンドに直接アクセスできます。詳細は、「ヘルプ
ツールバー」を参照してください。

D トピッククイック検索 現在表示されているトピック内のクイック検索を実行できます。

E ヘルプナビゲーション
バー

「Contents」、「Index」、および「Search」の 3 つのナビゲーションタブがあります。詳
細は、次のトピックを参照してください。
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項目 名前 説明

• 「ヘルプの「Contents」タブ」

• 「ヘルプの「Index」タブ」

• 「ヘルプの「Search」タブ 」

F ブラウズボタン ヘルプトピックを順番に、前方および後方に閲覧できます。

G トピックのブレッドクラム トピック階層内の現在のトピックを表示します。そのトピックを表示するには、親見
出しをクリックします。

H トピック領域 ヘルプトピックの内容を表示します。

1.5.2. ヘルプツールバー

「Help」ツールバーでは、ヘルプシステムの表示および利用のために頻繁に使用するコマンド
に直接アクセスできます。

アイコン 名前 説明

「View」メニュー 次の選択項目があります。

• Maximize Reading Pane – ナビゲータペインの展開と折りたた
みを切り替えます。

• Restore Default Window Layout – デフォルトのレイアウトに
従ってペインを再配置します。

• Contents – 「Help」ナビゲーションバーの「Contents」タブを展開
します。

• Index – 「Help」ナビゲーションバーの「Index」タブを展開します。

• Search – 「Help」ナビゲーションバーの「Search」タブを展開しま
す。

• Show permanent link for this topic page – 現在のトピックへの
リンクをブラウザのブックマークに保存できます。

1 ページ戻る/進む それまでに表示したトピック間を後方および前方にたどることができ
ます。

このトピックページを
印刷

コンピュータの印刷ダイアログボックスを開いて、現在のトピックを
印刷できるようにします。

このトピックページを
電子メール

コンピュータのデフォルトの電子メールアプリケーションを開いて、
現在のトピックへのリンクを電子メールで送信できるようにします。

このトピックページへ
のリンク

現在のトピックへのリンクをブラウザのブックマークに保存できます。
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1.5.3. ヘルプの「Contents」タブ

「Contents」タブには、ヘルプセットの目次が表示されます。トピックが階層ツリーで一覧表
示され、上位レベルの見出しはフォルダとして示されます。フォルダを展開するか折りたたん
で、見出しを表示したり、内部に隠すことができます。見出しをクリックすると、トピックがトピッ
ク領域に表示されます。

1.5.3.1. コンテキストメニュー

「Contents」タブ内を右クリックすると、「Context」メニューが表示されます。
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メニューの選択項目 アクション

Print This Page コンピュータの印刷ダイアログボックスを開いて、現在のトピックを印刷できるように
します。「Help」ツールバーからも使用できます。

Email This Page コンピュータのデフォルトの電子メールアプリケーションを開いて、このトピックへの
リンクを電子メールで送信できるようにします。「Help」ツールバーからも使用できま
す。

Link to This Page 現在のトピックへのリンクをブラウザのブックマークに保存できます。「Help」ツール
バーからも使用できます。

Expand 選択した見出しを展開します。

Collapse 目次を折りたたんで、選択した見出しの中に見出しを隠します。

Expand All Below 選択した見出しと、そこに含まれるすべてのサブ見出しを展開します。

Collapse All Below 選択した見出しと、そこに含まれるすべてのサブ見出しを折りたたみます。

Show As Top 現在の見出しを「Contents」タブの最上位に表示します。

1.5.4. ヘルプの「Index」タブ

「Index」タブには、ソートされた索引のキーワードが 2 レベルの階層で表示されます。1 つの
キーワードを複数のトピックに関連付けることができます。
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項目 名前 説明

A キーワードに移動 テキストフィールドに 1 つ以上の単語を入力します。入力すると、リスト内のキー
ワードのうち、入力された文字列に一致する最初のキーワードが選択されます。入
力する文字が多いほど、より正確な選択が行われます。

B キーワードリスト アルファベット順にソートされたキーワードの 2 レベルのリストです。関連トピックを
表示するキーワードをトピックリストで選択します。

C ペインを展開/折りたた
む

クリックして、トピックリストを展開または折りたたみます。

D トピックリスト キーワードのリストです。キーワードリンクをクリックすると、関連トピックがトピック
領域に表示されます。列見出し (「Topic」または「Source」) をクリックすると、その
列順にソートされます。

1.5.5. ヘルプの「Search」タブ

「Search」タブでは、ヘルプセット全体を検索するフルテキスト問合せを作成できます。
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項目 名前 説明

A 検索テキスト テキストフィールドに 1 つ以上の単語を入力します。入力すると、リスト内のキー
ワードのうち、入力された文字列に一致する最初のキーワードが選択されます。入
力する文字が多いほど、より正確な選択が行われます。

B 選択条件 検索の選択条件を指定できます。

C ペインを展開/折りたた
む

クリックして、トピックリストを展開または折りたたみます。

D トピックリスト 検索結果のリストです。トピックタイトル、スコア、およびそれぞれのソースが含まれ
ます。トピックリンクをクリックすると、そのトピックがトピック領域に表示されます。

「Score」列には、検索条件との一致率に応じたトピックのランキングが表示されま
す。デフォルトでは、すべてのトピックが「Score」でソートされています。列見出し
(「Topic Title」、「Score」または「Source」) をクリックすると、その列順にソートされま
す。
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2 
Dashboard

「Dashboard」は、ログイン時に表示される最初の画面です。これは、それぞれがテープライブ
ラリシステムの異なるビューを表示する複数のポートレットで構成されます。

この章の内容は次のとおりです。

• 「Dashboard」の使用

• 「Dashboard」のレイアウト

• ポートレットタイプ

• モバイルの「Dashboard」の表示

• 「Dashboard」のタスク

2.1. 「Dashboard」の使用

次に、STA に付属のデフォルトの「Dashboard」の例を示します。STA ユーザー名のデフォル
トとして別の「Dashboard」テンプレートが割り当てられている場合、表示は異なることがあり
ます。
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2.1.1. 「Dashboard」のカスタマイズ

「Dashboard」は完全にカスタマイズ可能です。それぞれが、STA によって収集された異なる
分析とサマリーデータのセットを表示する、50 を超えるさまざまなポートレットを表示できま
す。一度に最大 30 個のポートレットを含めることができます。使用可能なポートレットの説明
については、「ポートレットタイプ」を参照してください。

ポートレットの再配置、そのサイズの変更、各ポートレットに表示されるデータのフィルタを行
うことができます。手順については、「「Dashboard」のタスク」を参照してください。
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2.1.2. 「Dashboard」テンプレート

オペレータ権限または管理者権限を持っている場合、「Dashboard」を好みの方法で配置した
あとで、表示をカスタマイズ済みの「Dashboard」テンプレートとして保存できます。ポートレッ
トの順序とサイズ、および適用されているフィルタが、テンプレートの一部として保存されま
す。

「Dashboard」テンプレートは、エグゼクティブレポートの基礎です。詳細は、6章「エグゼクティ
ブレポート 」を参照してください。

注:

複雑な「Dashboard」の配置が画面にロードされるまでにはしばらく時間がかかる場合があります。
「Dashboard」ポートレットにフィルタを適用すると、画面のロード時間も影響を受ける可能性があります。
ロード時間が長い場合、複雑な「Dashboard」を複数の小さい「Dashboards」に分割してもかまいません。

2.1.2.1. デフォルトの「Dashboard」

デフォルトの「Dashboard」ビューは、ユーザーの役割ではなく STA ユーザー名によって決ま
ります。STA ユーザー名ごとに異なるデフォルトの「Dashboard」テンプレートが存在すること
があります。

2.1.3. 「Dashboard」に表示される時間

「Dashboard」では、テープライブラリシステム全体の大まかなサマリーが報告されるため、す
べてのデータが UTC 時間で報告されます。これに対して、その他すべての STA 画面では、
ローカルタイムゾーンに合わせて調整された時間が報告されます (STA ユーザー名のタイ
ムゾーン設定で指定されます。詳細は、『STA ユーザーズガイド』を参照してください)。

次のサンプルの「Maximum Mount Time (Hourly)」グラフでは、選択したマウントは「3/18/14
9:00 AM」の日付と時間を示しています。ただし、このマウントを「Exchanges Overview」画面
で表示した場合、日付と時間はタイムゾーン設定に調整されます。たとえば、設定が UTC‐5
である場合、選択したマウントは、「Exchanges Overview」画面では「3/18/14 4:00 AM」の日
付と時間を示します。
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2.1.4. 詳細画面へのリンク

一部の「Dashboard」ポートレットには、その他の STA 画面へのリンクが表示され、選択したリ
ソースに関する詳細にドリルダウンできます。詳細は、「ダッシュボードグラフィックスを使用し
たフィルタリング」と「ダッシュボードからのフィルタの適用 」を参照してください。

2.1.4.1. グラフのリンク

棒グラフ、円グラフ、および面グラフは、画面表示にフィルタが適用された、選択したリソース
の「List View」を表示します。次の画面には、円グラフセクションをクリックすると、選択したメ
ディアタイプのみを表示するようにフィルタされた「Media – Overview」画面のリストビューが
どのようにして表示されるかを示しています。
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一部のグラフセクションでは、関連付けられた「Overview」画面情報が表示されないことが
あります。たとえば、次の「Library Media Slots」ポートレットには、「Unallocated」カテゴリにつ
いて使用可能なメディアの詳細はなく、これは空であるかアクティブ化されていないメディア
スロットを表しています。そのため、円のこのセクションをクリックしても効果はありません。
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2.1.4.2. テキストリンク

一部の表ポートレットには、選択したリソースの詳細ビューが表示されるテキストリンクが含
まれています。次の画面は、「Dashboard」ポートレット上のドライブのシリアル番号リンクに
よって、選択したドライブの「Drives – Overview」画面の詳細ビューが表示される方法を示し
ています。テキストリンクの詳細については、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。
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2.2. 「Dashboard」のレイアウト

「Dashboard」は、列と行に配置された同じサイズのポートレットに分かれています。1 列から 5
列、および任意の数の行が存在することがあります。行の高さには 100 - 600 ピクセルを指定
できます。

項目 名前 説明

A 「Template」ツールバー テンプレートを適用および管理するためのコマンドに直接アクセスできます。この
ツールバーは、ほとんどの STA 画面に表示されます。詳細は、「テンプレートツー
ルバー」を参照してください。

B 「Dashboard」ツール
バー

「Dashboard」の表示を管理するためのコマンドに直接アクセスできます。各アイコ
ンの説明については、「「Dashboard」ツールバー」を参照してください。

C 「Dashboard」ポートレッ
ト

「Dashboard」ポートレットは、列と行に配置されています。各ポートレットには、
テープライブラリシステムのさまざまな概要ビューが表示されます。詳細は、付録
A「ダッシュボードポートレット」を参照してください。

D 「Dashboard」ポートレッ
トのタイトル

ポートレット内のデータのタイプを識別します。詳細は、付録A「ダッシュボードポー
トレット」を参照してください。

E 「Dashboard」ポートレッ
トツールバー

この「Dashboard」ポートレットの表示を操作するためのコマンドに直接アクセスで
きます。詳細は、「「Dashboard」ポートレットツールバー」を参照してください。
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項目 名前 説明

F 「Dashboard」ポートレッ
トの枠線

「Dashboard」ポートレットの上部にある陰付きの領域。ポートレットをグラブして移
動できます。詳細は、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

G 垂直スクロールバー 画面の下部に追加の行がある場合にのみ表示されます。

2.2.1. 「Dashboard」ツールバー

「Dashboard」ツールバーは、「Dashboard」の上部に表示されます。「Dashboard」の全体的な
表示を制御するために頻繁に使用されるコマンドに直接アクセスできます。

アイコン 名前 説明

「Help」 「Dashboard」のヘルプを表示します。

関連トピック: 「ヘルプ」

「Column
Count」

「Dashboard」の表示内の列数が表示され、列数を変更できます。

関連トピック: 「「Dashboard」の列と行のレイアウトの変更」

「Row Height」 各「Dashboard」の行の高さが表示され、高さを変更できます。

関連トピック: 「「Dashboard」の列と行のレイアウトの変更」

「Add Portlet」メ
ニュー

メニューは、選択したグラフ、表、またはレポートポートレットを
「Dashboard」の表示に追加できるオプションを提供します。

関連トピック: 「「Dashboard」ポートレットの追加」

2.2.2. 「Dashboard」ポートレットツールバー

「Dashboard」ポートレットツールバーは、各「Dashboard」ポートレットの上部に表示されます。
ポートレットを変更するために頻繁に使用されるコマンドに直接アクセスできます。

アイコン 名前 説明

「Panel Information」 ポートレットの説明が表示され、エグゼクティブレポートに表示さ
れる注釈を追加できます。

関連タスク 「「Dashboard」ポートレットの注釈の追加または変
更」

「Detach Pane」 ポートレットを画面から切り離して、ブラウザ前景の別のウィンド
ウで表示します。



ポートレットタイプ

第2章 Dashboard · 59

アイコン 名前 説明

関連トピック: 『STA 画面基本ガイド』

「Filter Data」 フィルタ条件を定義、変更、またはリセットして、ポートレットに適
用できるダイアログボックスが表示されます。最初のアイコンは、
有効なフィルタがないことを示し、2 番目のアイコンは、フィルタ
が適用されていることを示します。

関連トピック: 「「Dashboard」ポートレットフィルタの適用または変
更」と「「Dashboard」ポートレットフィルタのクリア」

「Remove Pane」 「Dashboard」の表示からポートレットを削除します。

関連トピック: 『STA 画面基本ガイド』

2.3. ポートレットタイプ

次のポートレットタイプを使用できます。

• 「グラフポートレット」

• 「表ポートレット」

• 「レポートポートレット」

使用可能なポートレットの説明については、付録A「ダッシュボードポートレット」を参照してく
ださい。

2.3.1. グラフポートレット

次のタイプのグラフポートレットを使用できます。個々のポートレットの説明については、「グラ
フポートレット」を参照してください。さまざまなグラフタイプの表示および使用の詳細につい
ては、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

• 棒グラフ — 特定時点のデータに使用されます。
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• 円グラフ — 特定時点のデータに使用されます。

• 折れ線グラフ — 日付および時間範囲のデータに使用されます。



ポートレットタイプ

第2章 Dashboard · 61

単一の月のデータのみが存在する月次グラフのような単一点のデータのみが存在する折
れ線グラフでは、代わりに棒グラフが表示されます。次に例を示します。

2.3.2. 表ポートレット

次のタイプの表ポートレットを使用できます。個々のポートレットの説明については、「表ポー
トレット」を参照してください。

• リスト表 — 従来のリスト表でデータが表示されます。

• 傾向レポート — 範囲全体における開始値、終了値、高値、低値を示す組み込みのスパー
クチャートが含まれています。スパークチャートの詳細については、『STA 画面基本ガイド』
を参照してください。
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2.3.3. レポートポートレット

レポートポートレットは、最新情報を示すテキストのみのウィンドウです。個々のポートレットの
説明については、「レポートポートレット」を参照してください。

2.4. モバイルの「Dashboard」の表示

STA は、モバイルデバイスでの「Dashboard」の表示をサポートします。STA ユーザー名で使
用可能な「Dashboard」テンプレートを表示できます。ただし、ユーザーの役割に関係なく、モ
バイル表示は読み取り専用です。「Dashboard」からほかの画面にリンクしたり、ポートレットを
再配置したり、テンプレートを保存したりすることはできません。そのため、モバイルデバイス
からアクセスする「Dashboard」テンプレートは、デスクトップの STA 接続を介して最初に作成
する必要があります。

「Dashboard」の表示は、モバイルデバイス用に自動的に最適化されます。たとえば、3 列のテ
ンプレートは、携帯電話では 1 列で表示されても、タブレットでは 2 列で表示されることがあ
ります。デバイスの回転もサポートされます。サンプルの「Dashboard」の表示については、図
2.1「タブレットでのサンプルのモバイルの「Dashboard」の表示」 と図2.2「携帯電話でのサン
プルのモバイルの「Dashboard」の表示」 を参照してください。
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図2.1 タブレットでのサンプルのモバイルの「Dashboard」の表示

図2.2 携帯電話でのサンプルのモバイルの「Dashboard」の表示
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2.4.1. モバイル表示の要件

次の表に、モバイル表示でのデバイスのオペレーティングシステム要件を一覧表示します。
さらに、すべてのデバイスが、デバイスのオペレーティングシステムに付属のデフォルトのブ
ラウザバージョンを実行している必要があります。

デバイスタイプ オペレーティングシステム

Apple iPhone および iPad iOS 5.0 以上

• iPhone 4S は iOS 5.0 を実行します

• iPhone 5 は iOS 6.0 を実行します

• iPad3 は iOS 5.1.1 をサポートします

• iPads 4 と 5 は iOS 6.13 をサポートします

Google Android Android 2.3 以上

• Samsung および Amazon のタブレットは Android バージョン 4.0 を
実行します

• Google タブレットは Android バージョン 4.1 を実行します

Blackberry Blackberry 7 OS 以上

Windows タブレット 最新バージョン

2.4.2. モバイルデバイスからの STA へのアクセス

モバイルデバイスは、STA が実行されているネットワークにアクセスできる必要があります。

• ネットワークが公にアクセス可能な場合、単にモバイルデバイスでブラウザウィンドウを開
き、STA アプリケーションの URL を入力してから、STA ユーザー名とパスワードでログイ
ンします。手順については、「STA へのログイン」を参照してください。

• ネットワークがファイアウォールまたは仮想プライベートネットワーク (VPN) で保護されて
いる場合、アクセス手順についてシステム管理者に連絡してください。

2.5. 「Dashboard」のタスク

これらの手順を使用すると、「Dashboard」の外観と配置を変更できます。オペレータ権
限または管理者権限を持っている場合、「Dashboard」の表示を変更したあとで、配置を
「Dashboard」テンプレートとして保存できます。

• 「「Dashboard」の列と行のレイアウトの変更」

• 「「Dashboard」ポートレットの追加」
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• 「「Dashboard」ポートレットの注釈の追加または変更」

• 「「Dashboard」ポートレットフィルタの適用または変更」

• 「「Dashboard」ポートレットフィルタのクリア」

• 「モバイルデバイスでの「Dashboard」の表示」

また、「Dashboard」で次の手順を実行でき、手順はほかの STA 表示領域と同じです。

• 「Dashboard」ポートレットを切り離します。『STA 画面基本ガイド』を参照してください

• 「Dashboard」ポートレットを削除ます。『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

• 現在の「Dashboard」の表示を新規または変更されたテンプレートとして保存します (オペ
レータユーザーと管理者ユーザーのみ)。詳細な手順については、「テンプレートの作成」ま
たは「テンプレートの変更」を参照してください。

2.5.1. 「Dashboard」の列と行のレイアウトの変更

列の数と行の高さを変更することで、個々の「Dashboard」ポートレットのサイズを変更できま
す。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Dashboard」を選択します。

STA ユーザー名のデフォルトの「Dashboard」が表示されます。

2. ポートレットの列の数を変更して、各ポートレットの幅も変更するには、「Dashboard」の
ツールバーの「Column Count」フィールドに数値を入力します。スピンボックスコントロー
ル矢印を使用して、フィールド値を変更することもできます。有効な入力値は 1 - 5 です。

Enter キーを押すか、カーソルを画面の別の領域に移動するとすぐに変更が有効になり
ます。
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注:

列の数を増やす場合、領域の不足が原因で「Dashboard」ポートレットツールバーが切り捨てられる
ことがあります。非表示になったアイコンは、ツールバーの右端にあるメニューから使用可能です。

3. 各ポートレットの高さを変更するには、「Dashboard」ツールバーの「Row Height」フィール
ドに数値を入力します。スピンボックスコントロール矢印を使用して、フィールド値を変更
することもできます。有効な入力値は 100 - 600 です。

Enter キーを押すか、カーソルを画面の別の領域に移動するとすぐに変更が有効になり
ます。
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2.5.2. 「Dashboard」ポートレットの追加

ポートレットを「Dashboard」の表示に追加するには、この手順を使用します。最大 30 個の
ポートレットを含めることができます。

同じタイプのポートレットの複数のインスタンスを追加でき、異なるデータにフォーカスを移
動できるように各インスタンスを異なる方法でフィルタできます。たとえば、大きいライブラリ
(SL3000 と SL8500) 用に 1 つ、小さいライブラリ (SL150 と SL500) 用に 1 つの 2 つの別個
の「Media Health」ポートレットを追加してもかまいません。

注:

多数の「Dashboard」ポートレットを追加すると、ポートレットの凡例が切り捨てられたり、まったく表示され
なかったりすることがあります。これが発生した場合、一部のポートレットを削除して、凡例を復元してもか
まいません。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Dashboard」を選択します。

STA ユーザー名のデフォルトの「Dashboard」が表示されます。

2. 「Dashboard」ツールバーで、「Add Portlet」メニューを選択します。
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ポートレットのタイプ用のサブメニュー (「Graphs」、「Tables」、および「Reports」) が表示さ
れます。

3. 適切なポートレットサブメニューから、追加する特定のポートレットを選択します。時間に
関連するポートレットには、「Monthly」、「Weekly」、「Daily」、または「Hourly」の時間の増
分のオプションが表示されます。

ポートレットが「Dashboard」の表示の最後に追加されます。表示するには、垂直スクロー
ルバーを使用する必要があることがあります。ポートレットを新しい位置に移動するには、
『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

2.5.3. 「Dashboard」ポートレットの注釈の追加または変更

現在のポートレットのユーザー定義のテキスト注釈を追加または変更するには、この手順を
使用します。注釈は、エグゼクティブレポートに表示され、表示される情報の明確化や特定
のデータへの注目など、さまざまな目的で使用できます。
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注:

入力するテキストは、現在の「Dashboard」テンプレートに固有です。たとえば、「Drive Health」ポートレット
はいくつかの「Dashboard」テンプレートに表示され、「Drive Health」ポートレットの各インスタンスには異
なる注釈が関連付けられています。

注:

注釈テキストは STA ユーザー名に固有です。たとえば、あるユーザーが「Drive Health」ポートレットで入
力した注釈は、別の STA ユーザー名を使用してログインしたユーザーには表示されません。

注釈の長さの最大は 1,000 ASCII 文字です。太字や色などの書式オプションはありません。
また、強制的な改行などの余白オプションは、エグゼクティブレポートでは保存されません。

注釈をエグゼクティブレポートに表示するには、現在の「Dashboard」ビューをテンプレート
として保存する必要があります。さらに、ポートレット注釈を変更する場合、更新した注釈を
エグゼクティブレポートに表示するために、そのポートレットを使用する既存の「Dashboard」
テンプレートを再度保存する必要があります。詳細な手順については、「テンプレートの作
成」と「テンプレートの変更」を参照してください。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Dashboard」を選択します。

STA ユーザー名のデフォルトの「Dashboard」が表示されます。

2. 注釈を付ける「Dashboard」ポートレットのポートレットツールバーで「Panel Information」
をクリックします。
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「Annotate」ダイアログボックスが表示されます。

3. ポートレットのこのインスタンスに表示する注釈テキストを入力して、「Save Annotation」
をクリックして情報を保存します。注釈の長さの最大は 1,000 文字です。

注:

テキストをより適切に表示するには、テキスト領域の右下隅をグラブして広げることで、ダイアログ
ボックスのサイズを変更できます。

保存後に、注釈は「Dashboard」ポートレット自体には表示されませんが、「Panel
Information」を再度クリックすることで表示できます。この「Dashboard」の表示に基づい
て注釈をエグゼクティブレポートに表示するには、表示を新しいテンプレートとして保存
するか既存のテンプレートへの更新として保存する必要があります。

注意:

この注釈を今後のログインセッションのために保持するには、現在の表示をテンプレートとして保存
するか既存のテンプレートへの更新として保存する必要があります。テンプレートを保存せずにこの
セッションからログアウトした場合、今後のログインセッションとエグゼクティブレポートの実行では
注釈は失われます。

2.5.4. 「Dashboard」ポートレットフィルタの適用または変更

新しいフィルタを適用するか、既存のフィルタを変更することで、「Dashboard」ポートレットに
表示されるデータを変更するには、この手順を使用します。

注:

「Dashboard」ポートレットからすべてのフィルタ条件を削除するには、「「Dashboard」ポートレットフィルタ
のクリア」を参照してください。
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フィルタがポートレットに適用されている場合、「Applied Filter」アイコンが表示されます。一
部のポートレットはデフォルトでフィルタされるため、このアイコンをすでに含んでいます。適
用されているフィルタの説明を表示するには、アイコンの上にマウスを置きます。

「Dashboard」ポートレットをフィルタするための条件は、ポートレットタイプによって異なりま
す。たとえば、ほとんどの折れ線グラフをデータ範囲でフィルタできますが、円グラフではこれ
を行うことはできません。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Dashboard」を選択します。

STA ユーザー名のデフォルトの「Dashboard」が表示されます。

2. 変更するポートレットの「Dashboard」ポートレットツールバーで、「Filter」をクリックしま
す。ポートレットにフィルタがすでに適用されている場合、「Applied Filter」をクリックしま
す。

「Filter Data」ダイアログボックスが表示されます。フィルタが適用されていない場合、ダ
イアログボックスにはデフォルト設定が表示されます。フィルタがすでに有効になってい
る場合、条件がダイアログボックスに表示されます。
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3. 次のようにダイアログボックスでフィルタ条件を指定します。

a. 「Filter Matching」フィールドで、指定した任意の条件と一致するか、すべての条件
と一致するかを示すいずれかのオプションを選択します。詳細は、「「Filter Data」ダイ
アログボックス 」を参照してください。

b. 必要な数のポートレット属性のフィルタ条件を指定します。さらに条件を追加するに
は、「Add new filter criteria row」をクリックします。

c. フィルタ条件を削除するには、「Remove this filter criteria row」をクリックします。

4. 指定が正しいことを確認して、「Apply」をクリックします。
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次の更新が「Dashboard」ポートレットに行われます。

• ポートレットには、指定した条件と一致するレコードのみのサマリーまたは分析が表示
されます。

• 「Dashboard」ポートレットツールバーには、「Applied Filter」アイコンが表示されます。

2.5.5. 「Dashboard」ポートレットフィルタのクリア

「Dashboard」ポートレットからすべてのフィルタ条件を削除するには、この手順を使用します。
ほかの画面のグラフポートレットとは異なり、「Dashboard」ポートレットでは「Reset Filter」ア
イコンは使用できません。
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注:

(すべてではなく) 選択したフィルタ条件を「Dashboard」ポートレットから削除するには、「「Dashboard」
ポートレットフィルタの適用または変更」を参照してください。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Dashboard」を選択します。

STA ユーザー名のデフォルトの「Dashboard」が表示されます。

2. 「Dashboard」ポートレットツールバーの「Filter Data」をクリックします。

「Filter Data」ダイアログボックスが表示され、現在有効になっているすべての選択条件
が示されます。

3. 「Reset」をクリックします。
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次の更新が「Dashboard」ポートレットに行われます。

• すべてのフィルタ条件がポートレットから削除されるため、使用可能なすべてのレコー
ドが表示されます。

• 「Dashboard」ポートレットツールバーに「Filter」アイコンが表示されます。

2.5.6. モバイルデバイスでの「Dashboard」の表示

携帯電話やタブレットなどのモバイルデバイスで読み取り専用バージョンの「Dashboard」
を表示するには、この手順を使用します。デバイスがサポートされていることを確認するに
は、「モバイル表示の要件」を参照してください。
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注:

この手順を実行する前に、STA が実行されているネットワークへのアクセスを取得する必要があります。
詳細は、「モバイルデバイスからの STA へのアクセス」を参照してください。

注:

この手順の例は、携帯電話の表示から取得されています。

1. モバイルデバイスのブラウザウィンドウを起動して、STA にログインします。詳細は、「STA
へのログイン」を参照してください。

STA ユーザー名のデフォルトの「Dashboard」テンプレートが表示されます。

2. 表示を変更するには、表示するテンプレートを「Templates」メニューから選択します。
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3. ログアウトするには、画面の下部にある「Logout」リンクをクリックします。
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3 
テンプレート

テンプレートにより、変更された STA 画面表示が提供されますが、これは保存、再利用、およ
びほかのユーザーとの共有が可能です。この章では、テンプレートの作成、使用、管理の概
念および詳細な手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

• テンプレートの使用

• テンプレートの定義と管理

• テンプレートツールバーと画面

• テンプレートの使用タスク

• テンプレート管理タスク

3.1. テンプレートの使用

テンプレートは、Dashboard および「Tape System Hardware」と「Tape System Activity」タ
ブのすべての画面で使用できます。これらは、「Setup & Administration」タブの画面では使
用できません。

テンプレートは画面固有です。たとえば、「Drives – Overview」画面用のテンプレートはその
画面にのみ適用可能であり、たとえば「Drives – Analysis」画面には適用できません。各画面
にはデフォルトのテンプレートがあり、ログインセッションで最初にその画面に移動したときに
自動的に適用されます。

別のテンプレートを画面に適用するには、テンプレートツールバーの「Templates」メニューか
ら使用したいテンプレートを選択するだけです。画面を離れて、あとから戻ると、最後に使用し
たテンプレートが適用されたままになっています。

3.1.1. テンプレートのデフォルト

どのログインセッションでも、最初に画面に移動したときには、デフォルトテンプレートを使っ
て表示されます。各画面には独自のデフォルトがあり、それは指定可能です。各画面のデ
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フォルトテンプレートはユーザー固有であるため、各 STA ユーザー名には独自のデフォルト
セットが割り当てられています。各画面のデフォルトは 1 つだけです。

割り当てることができるのは、自分の現在の STA ユーザー名のデフォルトだけです。手順に
ついては、「画面のデフォルトテンプレートを設定する」および 「画面のデフォルトテンプレー
トをクリアする」を参照してください。

STA で提供される定義済みテンプレートには、初期画面のデフォルトセットが含まれます。こ
れらのすべてのテンプレートには「STA-Default」という名前が付けられており、各画面に 1 つ
存在します。

3.1.2. 定義済みのテンプレート

STA は、ライブラリリソース (ライブラリ、ドライブ、メディアなど) およびイベント (交換、クリー
ニングアクティビティーなど) に関する頻繁に使用される情報を提供する、定義済みのテン
プレートセットとともに提供されます。定義済みテンプレートを即座に識別するために、名前に
「STA‐」接頭辞が付けられています。

定義済みテンプレートは、すべてのユーザーが使用できますが、変更できるのはオペレータ
または管理者権限を持つユーザーだけです。定義済みテンプレートを直接変更することはで
きません。代わりに、新しいカスタムテンプレートに変更を保存する必要があります。ただし、
使用しない定義済みテンプレートを削除して、あとで復元することはできます。

3.1.3. カスタムテンプレート

画面ごとに任意の数のカスタムテンプレートを作成できます。オペレータまたは管理者権限
を持つユーザーだけが、カスタムテンプレートを作成または変更できます。

カスタムテンプレートは、グラフ化された属性を変更したり、リストビューテーブル内の列を並
べ替えたり、フィルタ条件を適用したりして現在の画面を変更し、新しい表示をテンプレートと
して保存することで作成できます。テンプレートの保存時に、それに名前を割り当てて可視性
(パブリックまたはプライベート) 設定を指定します。

注:

STA 定義済みテンプレートには常に、「STA–」接頭辞が付けられています。このため、Oracle では、カス
タムテンプレートに名前を付ける際に、この接頭辞を使用しないことを推奨しています。

カスタムテンプレートは、保存するとすぐに現在および将来のログインセッションで使用でき
ます。



テンプレートの定義と管理

第3章 テンプレート · 81

3.1.4. テンプレート使用アクティビティーのユーザー役割

テンプレートアクティビティーには、すべてのユーザー役割で実行できるものと、管理者また
はオペレータ権限を持つユーザーだけが実行できるものがあります。次の表に、各役割で実
行可能なアクティビティーのサマリーを示します。

注:

ユーザー役割に関係なく、現在の STA ユーザー名が所有しているすべてのパブリックテンプレートおよ
びプライベートテンプレートにアクセスできます。別の STA ユーザー名が所有するプライベートテンプ
レートを使用することはできません。

ユーザーの役割 テンプレートアクティビティー 画面またはツールバー

ビューア以上 テンプレートを現在の画面に適用します

現在のテンプレートを、STA ユーザー名の画面のデフォルトと
して設定します

テンプレートツールバー

ビューア以上 STA ユーザー名で使用可能なすべてのテンプレートのリスト
を表示します

選択したテンプレートが適用された画面に移動します

「Home」を選択し
て、「Quick Links」を選択し
ます。

オペレータ以上 STA ユーザー名で使用可能なすべてのテンプレートのリスト
を表示します

STA ユーザー名のデフォルト画面テンプレートを変更します

「Setup &
Administration」を
選択して、「Template
Management」を選択しま
す。

3.2. テンプレートの定義と管理
テンプレートには、グラフやテーブルのレイアウトおよびフィルタ条件などのさまざまな画面表
示特性が含まれます。テンプレートを画面に適用すると、テンプレートで定義された特性に合
わせて画面表示が更新されます。

STA は、各画面のデフォルトテンプレート、およびすべての STA ユーザー名が使用可能な
定義済みテンプレートのセットを提供します。また、自分のニーズに合わせて独自のカスタム
テンプレートを作成したり、オプションでそれをほかのユーザーと共有したりできます。

STA テンプレートの動作は固定的であり、いったんテンプレートが画面に適用されると、明示
的に別のテンプレートを適用しないかぎり、現在のログインセッションの続きで画面にアクセ
スするたびにそのテンプレートが引き続き表示されます。

3.2.1. テンプレート定義に含まれる画面特性

次の画面特性への切り替えは、テンプレート定義の一部として保存されます。
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• 次を含むグラフ表示の詳細:

◦ ワイドビュー対ナロービュー

◦ グラフ化された属性

◦ 割合表示対実際値表示

◦ 日付範囲

◦ グラフィック領域が表示されているか、折りたたまれているか (詳細については、『STA
画面基本ガイド』を参照)

• 次を含むテーブル表示の詳細:

◦ 非表示列と表示列

◦ 列の順序

◦ 列の幅

• フィルタ条件

3.2.2. テンプレート定義に含まれない画面特性

次の画面特性への変更は、テンプレート定義の一部として保存されません。

• グラフに適用されるテーブルリソースの選択

• テーブルのソート条件

• 特定のデータ内容

3.2.3. テンプレートの所有権と可視性

使用可能なテンプレートの所有権および可視性は「Templates Management」画面に表示さ
れますが、この画面はオペレータおよび管理者の権限を持つすべてのユーザーが使用でき
ます。次に 2 つの概念について説明します。

3.2.3.1. 所有権

テンプレートは、それを作成した STA ユーザー名により所有され、所有権を変更することは
できません。STA の定義済みテンプレートでは、所有者は常に「STA」です。オペレータまた
は管理者の権限を保持している場合は、デフォルトステータスを変更、名前変更、削除、およ
び所有するいずれかのテンプレートに割り当てることができます。

3.2.3.2. 可視性

テンプレートの可視性により、テンプレートを表示および使用可能なユーザーが決まります。
テンプレートの可視性を変更できるのは、所有者だけです。可視性は、次に示すパブリックま
たはプライベートのどちらかになります。
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• パブリック – テンプレートは、すべての STA ユーザー名で使用できます。STA の定義済み
テンプレートは常にパブリックです。オペレータまたは管理者の権限を保持している場合、
パブリックの可視性を持つ任意のテンプレートを、たとえそれが別の STA ユーザー名の所
有であっても使用、変更、および削除できます。

• プライベート – テンプレートを使用できるのは、それを所有している STA ユーザー名だけ
です。

注:

STA ユーザー名が削除されると、そのユーザーの所有するすべてのプライベートテンプレートは、削
除を実行する管理者ユーザーの選択に応じて、自動的に削除されるかパブリックになります。詳細
は、「STA ユーザー名の削除」を参照してください。

3.2.4. テンプレートの共有

STA のインポートおよびエクスポート機能を使用して、カスタムテンプレートをほかのユー
ザーと共有できます。たとえば、カスタムテンプレートを保存し、XML ファイルとしてローカル
コンピュータにエクスポートしてから、別のユーザーに電子メールで XML ファイルを送信で
きます。その後、ほかのユーザーが STA ユーザー名で STA にログインし、XML ファイルをイ
ンポートして、そのテンプレートをすぐに使い始めることができます。

手順については、「テンプレートのエクスポート」および 「テンプレートのインポート」を参照し
てください。これらのアクティビティーには、オペレータまたは管理者の権限が必要です。

3.2.5. テンプレート管理アクティビティー用のユーザー役割

テンプレート管理アクティビティーを実行できるのは、管理者またはオペレータの権限を持つ
ユーザーだけです。次の表に、各役割で実行可能なアクティビティーのサマリーを示します。

注:

現在の STA ユーザー名の所有するパブリックテンプレートとプライベートテンプレートを管理できます。
別の STA ユーザー名が所有するプライベートテンプレートを管理することはできません。

ユーザーの役割 テンプレートアクティビティー 画面またはツールバー

オペレータ以上 テンプレートを作成する

テンプレートの外観を変更する — カスタムテンプレートのみ

テンプレートを新しい名前で保存する — カスタムテンプレー
トのみ

テンプレートツールバー
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ユーザーの役割 テンプレートアクティビティー 画面またはツールバー

テンプレートのパブリックまたはプライベート可視性設定を変
更する — STA ユーザー名の所有するカスタムテンプレート
のみ

オペレータ以上 テンプレート名を変更する — カスタムテンプレートのみ

テンプレートのパブリックまたはプライベートの可視性設定を
変更する — STA ユーザー名の所有するテンプレートのみ

テンプレートをエクスポートする — カスタムテンプレートのみ

テンプレートをインポートする

テンプレートを削除する

STA の定義済みテンプレートを復元する

「Setup &
Administration」を
選択して、「Template
Management」を選択しま
す。

3.3. テンプレートツールバーと画面

このセクションでは、テンプレートを使用および管理可能な次のツールバーと画面について
説明します。

• 「テンプレートツールバー」

• 「テンプレートの「Quick Links」画面」

• 「「Templates Management」画面」

3.3.1. テンプレートツールバー

テンプレートを含む画面では、テンプレートツールバーがメインウィンドウ領域の上部に表示
されます。これを使って頻繁に使用するコマンドに直接アクセスして、テンプレートを適用した
り、管理したりできます。

アイコン 名前 説明

「Help」 テンプレート機能のヘルプを表示します。

関連トピック: 「ヘルプ」

「Templates」メ
ニュー

メニューに、この画面で使用可能なすべてのテンプレートをリ
スト表示します。最初のエントリは、常に「STA-Default」になり
ます。このリストには、現在のユーザーが使用可能なすべての
定義済みおよびカスタムテンプレートが含まれます。現在の画
面に適用するテンプレートを選択します。
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アイコン 名前 説明

関連トピック: 「テンプレートの適用」

Save Template 現在の画面構成を、新規テンプレートまたは既存のテンプ
レートへの変更 (所有者の場合) として保存できます。

注: このアイコンが表示されるのは、オペレータおよび管理者
のユーザーだけです。

関連トピック: 「テンプレートの作成」と「テンプレートの変更」

Default Template 現在のテンプレートを、現在の STA ユーザー名の画面のデ
フォルトとして設定できます。

関連トピック: 「画面のデフォルトテンプレートを設定する」

3.3.2. テンプレートの「Quick Links」画面

「Quick Lists」画面には、STA ユーザー名で使用可能なテンプレートへのリンクが表示され
ます。次に示すのは、STA で提供されるデフォルトの「Quick Links」画面の例です。このリス
トは現在の STA ユーザー名に固有であるため、STA ユーザー名でほかのテンプレートを使
用できる場合、表示が異なることがあります。

次の画面サンプルに示すように、各テンプレート名はホットリンクであり、クリックすると、選択
したテンプレートが自動的に適用された状態でその画面に移動できます。
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テンプレートは、「Libraries Overview Templates」、「Drive Analysis Templates」、「Exchanges
Templates」などの画面ごとにグループ分けされています。各画面グループ内で、テンプレー
トがアルファベット順にリスト表示されます。新しいテンプレートが追加されたり、テンプレート
名が変更されると、リストが自動的に更新されます。

クイックリンクは、次のテンプレートタイプで使用できます。

• すべての定義済みテンプレート – これらは名前の後のアスタリスク (*) で識別できます

• すべてのカスタムパブリックテンプレート

• 現在の STA ユーザー名が所有するすべてのカスタムプライベートテンプレート

注:

「Quick Links」画面には、各画面グループの「STA-Default」という名前のテンプレートは含まれません。
このため、STA ユーザー名が特定の画面で使用可能な唯一のテンプレートが「STA-Default」という名前
である場合、そのグループはリストに含まれません。これは、カスタムテンプレートが追加されるとすぐに
画面に追加されます。

3.3.3. 「Templates Management」画面

「Setup & Administration」タブの「Templates Management」画面は、オペレータおよび管理
者ユーザーだけが使用できます。

次に、STA で提供されるデフォルトの「Templates Management」画面のサンプルを示します。
このリストは現在の STA ユーザー名に固有のものであるため、画面に表示されるテンプレー
トは異なる場合があります。
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次の画面サンプルに示すように、各テンプレート名はホットリンクであり、クリックすると、選択
したテンプレートが自動的に適用された状態でその画面に移動できます。

3.4. テンプレートの使用タスク

• 「テンプレートの適用」

• 「画面のデフォルトテンプレートを設定する」

• 「画面のデフォルトテンプレートをクリアする」

3.4.1. テンプレートの適用

この手順を使用して、テンプレートを現在の画面に適用します。最初にログインセッション内
の画面に移動すると、STA ユーザー名のデフォルトテンプレートが自動的に適用されます。

この手順は、次のいずれかの方法で実行できます。

• 「テンプレートツールバーを使用する」

• 「「Quick Links」画面から」

• 「「Templates Management」画面から」
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3.4.1.1. テンプレートツールバーを使用する

注:

このオプションは、すべてのユーザーが実行できます。

1. 現在の画面で、「Templates」メニューを選択します。

メニューに、STA ユーザー名で使用可能なすべてのテンプレートが表示されます。現在
表示されているテンプレートは、「Templates」フィールド内の暗色の領域で確認できま
す。

2. 「Templates」メニューで、適用するテンプレートを選択します。
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新しいテンプレートが適用されます。

注:

「Templates」フィールドに表示されている名前で、現在適用されているテンプレートをいつでも確認
できます。
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3.4.1.2. 「Quick Links」画面から

注:

このオプションは、すべてのユーザーが実行できます。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Quick Links」を選択します。

画面に STA ユーザー名で使用可能なテンプレートが表示されます。

注:

「STA-Default」という名前のテンプレートは、リストに含まれていません。
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2. 使用するテンプレートのテキストリンクを選択します。

3. 選択したテンプレートが適用された画面になります。

3.4.1.3. 「Templates Management」画面から

注:

このオプションには、オペレータまたは管理者の権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

画面に、STA ユーザー名で使用可能なすべてのテンプレートが表示されます。

注:

「STA-Default」という名前のテンプレートは、リストに含まれていません。

2. 使用するテンプレートのテキストリンクを選択します。

3. 選択したテンプレートが適用された画面になります。

3.4.2. 画面のデフォルトテンプレートを設定する

この手順を使用して、テンプレートを STA ユーザー名の画面のデフォルトとして割り当てま
す。各 STA ユーザー名は独自のデフォルトセットを保持できますが、設定可能なデフォルト
は各画面に 1 つだけです。
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注:

ほかの STA ユーザー名のデフォルトテンプレートを割り当てることはできません。

この手順は、次のいずれかの方法で実行できます。

• 「テンプレートツールバーから」

• 「「Templates Management」画面から」

3.4.2.1. テンプレートツールバーから

1. 現在の画面の「Templates」メニューで、デフォルトにするテンプレートを選択します。

テンプレートが適用されます。

2. 「Templates」メニューで、「Default Template」をクリックします。

テンプレートが更新されて、この画面のデフォルトになります。

3.4.2.2. 「Templates Management」画面から

注:

このオプションには、オペレータまたは管理者の権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. 選択した画面のデフォルトにするテンプレートを選択します。
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3. テンプレート管理ツールバーで、「Set Default」をクリックします。

テンプレートが更新されて、選択した画面のデフォルトになります。この更新は、次回のロ
グインセッションまで有効になりません。

3.4.3. 画面のデフォルトテンプレートをクリアする

この手順を使用して、画面のデフォルトテンプレート設定をクリアして、「STA-Default」テンプ
レートを STA ユーザー名の画面のデフォルトとして割り当てます。

注:

ほかの STA ユーザー名のデフォルトテンプレートをクリアすることはできません。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. 指定された画面タイプのデフォルトにするテンプレートを選択します。

3. テンプレート管理ツールバーの「Clear Default」をクリックします。

「STA-Default」が、選択した画面のデフォルトテンプレートとしてふたたび割り当てられま
す。

3.5. テンプレート管理タスク

• 「テンプレートの作成」

• 「テンプレートの変更」

• 「テンプレート名の変更」

• 「テンプレートの可視性 (パブリックまたはプライベート) 設定を変更する」

• 「テンプレートのエクスポート」

• 「テンプレートのインポート」

• 「テンプレートの削除」

• 「STA 定義済みテンプレートの復元」
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3.5.1. テンプレートの作成

この手順を使用して、現在の画面の新規テンプレートを作成および保存します。テンプレート
を STA ユーザー名のみで使用可能にするか、すべてのユーザーで使用可能にするかを指
定できます。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. 目的の変更を現在の画面に適用します。

注:

テンプレートに含めることのできる画面変更のタイプについては、「テンプレート定義に含まれる画
面特性」を参照してください。

次の例では、グラフィックスペインを縮小してテーブル領域のみを表示するよう、
「Media – Overview」画面が変更されています。
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2. 加える変更をすべて実行したら、「Save Template」をクリックします。

「Save Template」ダイアログボックスが表示されます。
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3. 次のようにして、「Save Template」ダイアログボックスを指定します。

a. 「Template Name」フィールドに、新しい一意の名前を入力します。

注:

名前がすでに存在する場合、「Confirmations」設定の内容によっては、「Save」をクリックすると
既存のテンプレートを上書きするかどうか確認が求められます。手順については、「テンプレー
トの変更」を参照してください。

b. 「Shared」フィールドで、可視性オプションを選択します。追加情報については、「テン
プレートの所有権と可視性」を参照してください。

• 「Private」 – テンプレートを使用できるのは、現在の STA ユーザー名だけです。

• 「Public」 – すべての STA ユーザー名がテンプレートを使用できます。

4. 「Save」をクリックします。

テンプレートが保存され、名前が「Templates」メニューに表示されます。
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3.5.2. テンプレートの変更

この手順を使用して、現在の画面の既存テンプレートを変更します。STA ユーザー名の所有
するすべてのカスタムテンプレートを変更できます。

テンプレートを直接変更するには、そのテンプレートの所有者である必要があります。STA の
定義済みテンプレート、または別の STA ユーザー名の所有するパブリックテンプレートを変
更するには、変更を加えたテンプレートを新しい名前で保存する必要があります。手順につい
ては、「テンプレートの作成」を参照してください。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. 「Templates」メニューで、変更するテンプレートを選択します。

テンプレートが画面に適用されます。
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2. テンプレートに含める変更を画面に加えます。

注:

テンプレートに含めることのできる画面変更のタイプについては、「テンプレート定義に含まれる画
面特性」を参照してください。

この例では、フィルタ「Media Type=TCLNU」を適用して画面が変更されています。
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3. 変更を確認して、テンプレートツールバーの「Save Template」をクリックします。

「Save Template」ダイアログボックスが表示され、現在のテンプレート名が「Template
Name」フィールドに表示されます。

4. 次のようにして、「Save Template」ダイアログボックスを指定します。

a. 「Template Name」フィールドはそのままにします。

b. テンプレートの可視性を変更するかどうかに応じて、「Shared」フィールドのオプショ
ンを選択するか、フィールドをそのままにしておきます。

• 「Private」 – テンプレートを使用できるのは、現在の STA ユーザー名だけです。

• 「Public」 – すべての STA ユーザー名がテンプレートを使用できます。

5. 「Save」をクリックします。



テンプレート管理タスク

100

「Template Overwrite Confirmation」ダイアログボックスが表示されます。

注:

このダイアログボックスがオフに設定されている場合は表示されません。詳細については、『STA 画
面基本ガイド』を参照してください。

6. 「Yes」をクリックして変更を確定します。

テンプレートが更新されて、指定した変更が反映されます。

3.5.3. テンプレート名の変更

この手順を使用して、既存のカスタムテンプレートの名前を変更します。STA ユーザー名で
使用可能なすべてのカスタムテンプレートの名前を、たとえその所有者でなくても、変更でき
ます。STA の定義済みテンプレートの名前を変更することはできません。
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注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. 名前を変更するカスタムテンプレートを選択します。

3. テンプレート管理ツールバーの「Rename」をクリックします。

「Rename Template」ダイアログボックスが表示されます。

4. 「New Name」フィールドに割り当てる名前を入力します。入力内容は一意でなければな
らず、割り当て済みの名前を入力することはできません。

5. 「OK」をクリックします。

名前が更新されます。

3.5.4. テンプレートの可視性 (パブリックまたはプライベート) 設
定を変更する

この手順を使用して、STA ユーザー名の所有するテンプレートにパブリックまたはプライベー
トの可視性を割り当てます。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。さらに、STA ユーザー名がテンプレートの
所有者である必要があります。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. 変更するテンプレートを選択します。

テンプレートが現在プライベートである場合、テンプレート管理ツールバーの「Make
Template Public」アイコンがアクティブになります。テンプレートが現在パブリックである
場合、「Make Template Private」アイコンがアクティブになります。

3. 「Make Template public/ private」をクリックします。

選択に合わせてテンプレートが更新されます。
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3.5.5. テンプレートのエクスポート

この手順を使用すると、カスタムテンプレートを STA アプリケーションからコンピュータに
XML 形式でエクスポートできます。これにより、カスタムテンプレートをほかのユーザーと共
有できます。

STA ユーザー名で使用可能なすべてのカスタムテンプレートを、たとえその所有者でなくて
もエクスポートできます。STA の定義済みテンプレートをエクスポートすることはできません。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. エクスポートするカスタムテンプレートを選択します。

3. テンプレート管理ツールバーの「Export」をクリックします。

ファイルは、ブラウザ設定に従ってコンピュータにダウンロードされます。詳細は、使用し
ているブラウザのドキュメントを参照してください。次に、Windows を実行しているコン
ピュータで表示される可能性のあるダイアログボックスの例を示します。ファイルは、拡
張子 .xml を付けて保存されます。
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3.5.6. テンプレートのインポート

この手順を使用して、別のソースから受信した STA テンプレートをインポートして、STA ユー
ザー名で使用できるようにします。これにより、別のユーザーがカスタムテンプレートをエクス
ポートし、電子メールで送信して使用することが可能になります。追加情報については、「テン
プレートの共有」を参照してください。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

インポートするテンプレートは、ローカルドライブ、接続されているネットワークドライブ、コン
ピュータにマウントされているフラッシュドライブなどの、コンピュータからアクセス可能なドラ
イブ上に存在する必要があります。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. テンプレート管理ツールバーの「Import Template」をクリックします。

「Import Template」ダイアログボックスが表示されます。
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3. 「Browse」をクリックして、インポートするテンプレートファイルの場所に移動します。

ブラウザの設定に従って、ナビゲーションダイアログボックスが表示されます。詳細は、使
用しているブラウザのドキュメントを参照してください。

4. ナビゲーションダイアログを使用してテンプレートファイルを見つけて、アップロードしま
す。ファイルには、.xml 拡張子が付いている必要があります。

5. テンプレートがリストに追加されます。割り当てられる「Owner」が自分の STA ユーザー
名になり、「Visibility」がプライベートに設定されます。

3.5.7. テンプレートの削除

この手順を使用して、テンプレートを STA アプリケーションから削除します。テンプレートは、
すべての STA ユーザー名から削除されます。

STA ユーザー名で使用できるすべてのカスタムテンプレートを、たとえその所有者でなくても
削除できます。また、「STA-Default」という名前のテンプレート以外の、STA の定義済みテン
プレートも削除できます。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。
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注:

STA の定義済みテンプレートを削除した場合、あとで復元できます。詳細は、「STA 定義済みテンプレー
トの復元」を参照してください。

注:

削除したテンプレートがいずれかの STA ユーザー名の画面デフォルトであった場合、その画面の「STA-
Default」テンプレートが新しいデフォルトになります。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. 削除するテンプレートを選択します。

3. テンプレート管理ツールバーの「Delete」をクリックします。

「Delete Template」確認ダイアログボックスが表示されます。

注:

このダイアログボックスがオフに設定されている場合は表示されません。詳細については、『STA 画
面基本ガイド』を参照してください。

4. 「Yes」をクリックして削除を確定します。
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テンプレートが削除されて、「Templates Management」リストが更新されます。

3.5.8. STA 定義済みテンプレートの復元

この手順を使用して、削除した STA 定義済みテンプレートを復元します。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

注:

この手順は、作成したカスタムテンプレートには影響を与えません。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Templates
Management」を選択します。

2. テンプレート管理ツールバーの「Restore Predefined Templates」を選択します。

テンプレートの「Reset」ダイアログボックスが表示されます。
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3. 「Yes」をクリックします。

定義済みテンプレートがすぐに STA アプリケーションに復元されて、すべてのユーザー
が使用可能になります。作成したすべてのカスタムテンプレートも、引き続き使用できま
す。「Templates Management」リストが更新されます。



108



第4章 データのフィルタリング · 109

4 
データのフィルタリング

STA を使用すると、ピボットテーブルおよびリストビューテーブルに表示されるレコードをフィ
ルタリングできます。フィルタを使用すると、特定の条件を満たすレコードのみを表示すること
で、情報の一部に焦点を当てることができます。

この章の内容は次のとおりです。

• フィルタについて

• フィルタの適用

• フィルタリングタスク

4.1. フィルタについて

テーブル属性が現在テーブルに表示されているかどうかに関係なく、その属性別にテーブ
ルデータをフィルタリングできます。フィルタ条件は任意の数の属性に指定でき、条件のいず
れかを満たす必要があるのか、すべてを満たす必要があるのかを選択できます。完全な詳細
は、「フィルタの適用 」を参照してください。

フィルタを適用すると、その条件がテーブルの「Applied Filter」領域に表示されます。これに
より、現在のテーブルビューに適用されているフィルタ条件を確認できます。条件が適用され
ていない場合、この領域は空白です。

注:

250 文字を超えるフィルタの説明は切り捨てられます。カーソルをテキストの上に置くと、完全な説明を含
むツールチップが表示されます。

4.1.1. フィルタの適用

「Drives」および「Media」タブ上の一部の画面は、相互にペアリングされています。このよう
にペアリングすると、1 つの画面に適用されたフィルタが自動的にパートナにも適用されま
す。画面は次のようにペアリングされます。
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• 「Drives – Overview」と「Drives – Analysis」

• 「Media – Overview」と「Media – Analysis」

• 「All Messages – Overview」と「All Messages – Analysis」

このようにペアリングしない場合は、適用する画面にのみフィルタが適用されます。次に例を
示します。

• フィルタを「Drives – Overview」画面に適用した場合は、自動的に同じフィルタが
「Drives – Analysis」画面に適用されますが、「Drives – Cleaning Activities」やその他の
STA 画面には適用されません。

• フィルタを「Libraries – Overview」画面 (「パートナ」がない画面) に適用した場合は、その
画面にのみフィルタが適用されます。

4.1.2. フィルタの期間

フィルタを画面に適用すると、ログインセッションの期間中、フィルタは有効のままです。画面
から離れて、セッション内にあとで戻った場合も、フィルタは有効のままです。フィルタを変更
または削除するには、次のアクションのいずれかを実行する必要があります。

• 新しいフィルタを適用します。詳細については、「フィルタの適用 」を参照してください。

• フィルタを削除します。詳細については、「現在のフィルタのクリア」を参照してください。

• テンプレートを適用します。既存の条件は、テンプレートのフィルタ条件によってオーバーラ
イドされます。詳細については、「テンプレートの適用」を参照してください。

• STA からログアウトします。詳細については、「STA からのログアウト」を参照してください。

4.2. フィルタの適用

フィルタは次の方法のいずれかで適用できます。

• ピボットテーブルまたはリストビューテーブルの「Filter Data」ダイアログボックスを入力す
る。詳細については、「「Filter Data」ダイアログボックス 」を参照してください。

• ピボットテーブルで集計数リンクをクリックする。詳細については、「集計数リンクを使用し
たフィルタリング 」を参照してください。

• テンプレートを適用する。詳細については、「テンプレートの適用によるフィルタリング」を参
照してください。

• ダッシュボードで棒グラフまたは円グラフのセクションをクリックする。詳細について
は、「ダッシュボードグラフィックスを使用したフィルタリング」を参照してください。
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4.2.1. 「Filter Data」ダイアログボックス

「Filter Data」アイコンをクリックすると、「Filter Data」ダイアログボックスが表示されま

す。  ダイアログボックスのサンプルを次に示します。

項目 名前 説明

A 「Filter Matching」フィー
ルド

実行する一致のタイプを指定できます。次のオプションのいずれかを選択します。

• 「Match ANY of the following」 – 指定した条件のいずれかを満たすテーブル
レコードを選択します。これはデフォルトです。

• 「Match ALL of the following」 – 指定した条件のすべてを満たすレコードのみ
を選択します。

B フィルタ条件の行 各行には、テーブルに適用するフィルタ条件を指定します。行は必要な数だけ追加
できます。行ごとに、次のメニュー選択を使用して条件を指定します。

• 表属性 – 表で使用可能なすべての属性がメニューに一覧表示されます。

注: 選択する属性の名前が判明している場合は、最初の数文字を入力すれば、
メニュー内の該当項目にカーソルをすばやく移動できます。

• フィルタ演算子 – フィルタ演算子は、属性タイプによって異なります。

• 属性値 – 属性値は、属性によって異なります。
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項目 名前 説明

フィルタ演算子および属性値については、「属性タイプ別のフィルタ演算子」を参
照してください。

C フィルタ条件のボタン ボタンを使用すると、新しいフィルタ条件の行を追加したり、関連する行を削除した
りできます。

D ボタン 次のボタンのいずれかをクリックします。

• 「Apply」 – 指定したフィルタ条件をテーブルに適用します。詳細は、「「Filter
Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」を参照してくださ
い。

• 「Reset」 – すべてのレコードがテーブルに表示されるように、フィルタ条件をすべ
て削除します。詳細については、「現在のフィルタのクリア」を参照してください。

• 「Cancel」 – 変更を適用せずに、ダイアログボックスを終了します。

4.2.2. 属性タイプ別のフィルタ演算子

このセクションでは、選択条件の作成時に使用する演算子について説明します。使用可能な
演算子は、属性のタイプによって異なります。

テキスト属性演算子
テキスト属性の例には、「Drive Health Indicator」、「Volume Serial Number」、および
「Drive WWNN」があります。
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• 「Is」 – 指定した文字列と正確に一致する属性値が含まれるレコードを選択します。

• 「Isn't」 – 指定した文字列と正確に一致しない属性値が含まれるレコードを選択しま
す。

• 「Is Blank」 – 空白または NULL の属性値が含まれるレコードを選択します。これ
は、STA で特定の属性値が設定されなかったレコードを選択する際に役立ちます。た
とえば、条件「% Drive Utilization (30 Days) Is Blank」では、過去 30 日間に使用され
ていないすべてのドライブが選択されます。

• 「Starts With」 – 指定した文字列で始まる属性値が含まれるレコードを選択します。

• 「Contains」 – 指定した文字列が属性値内の任意の場所に含まれるレコードを選択し
ます。

• 「Doesn't Contain」 – 指定した文字列が属性値内の任意の場所に含まれないレコー
ドを選択します。

• 「Ends With」 – 指定した文字列で終わる属性値が含まれるレコードを選択します。

テキストエントリの大文字と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」や
「Abc」と一致します。

一部のテキスト属性は自由形式です。この場合、関連するテキストエントリフィールドに
文字列を入力します。

その他のテキスト属性は事前に定義されています。この場合、指定可能な値のメニュー
から値を選択します。必ずしも、リスト表示される値に、STA ユーザー名に対して現在適
用されているフィルタまたは現在削除されているドライブとメディアの表示設定が反映さ
れているわけではありません。たとえば、「Drive Health Indicator」ドロップダウンメニュー
に、モニター対象のライブラリに現在含まれていない健全性値が表示されることがありま
す

論理グループ演算子
論理グループでフィルタリングする場合、ほかのテキスト属性でのフィルタリング時と同
じ演算子を使用できます。ただし、ドライブとメディアは複数の論理グループに割り当てら
れることがあるため、排他的一致を実行する「Is」および「Isn't」演算子では、論理グルー
プで予期した結果にならない可能性があります。論理グループでのフィルタリング時に
は、通常「Contains」および「Doesn't Contain」演算子がより適しています。

論理グループでのフィルタリングに使用する場合、これらの演算子によって次の結果に
なります。

• 「Is」 – 指定した論理グループにのみ割り当てられていて、ほかのものには割り当てら
れていないドライブとメディアを選択します。
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• 「Isn't」 – 指定した論理グループにのみ割り当てられていてほかのものには割り当て
られていないものを除く、すべてのドライブとメディアを選択します。

• 「Contains」 – 指定した論理グループとほかのものに割り当てられているドライブとメ
ディアを選択します。

• 「Doesn't Contain」 – 指定したグループに割り当てられてないが、ほかのものに割り
当てられているドライブとメディアを選択します。

詳細は、「論理グループでフィルタリング」を参照してください。

日付とタイムスタンプの演算子
タイムスタンプ属性の例には、「STA Start Tracking (Dates)」と「Last Exchange Start
(Dates)」が含まれます。

• 「Equals」 – 指定した日時と等しい属性日時が含まれるエントリを選択します。

• 「Isn't」 – 指定した日時と等しくない属性日時が含まれるエントリを選択します。

• 「Is Before」 – 指定した日時よりも前の属性日時が含まれるエントリを選択します。

• 「Is After」 – 指定した日時よりもあとの属性日時が含まれるエントリを選択します。

「日数」演算子
「日数」属性の例には、「STA Start Tracking (No. Days)」と「Last Exchange Start (No.
Days)」が含まれます

• 「Less than # days ago」 – 指定した日数前の日付よりも前 (<) に発生したエントリを
選択します。

• 「More than # days ago」 – 指定した日数前の日付よりもあと (>) に発生したエントリ
を選択します。

関連するテキストエントリフィールドに値を入力します。
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これらの演算子は、保存されているテンプレートに時間関連のフィルタを含める場合に
特に役立ちます。特定の日付とタイムスタンプよりも、経過時間に基づいてレコードを選
択することで、現在および今後においてフィルタが役立ちます。

数値演算子
数値属性の例には、「Media Length in Meters」と「Exchange Elapsed Time」が含まれま
す。

• 「Is」 – 指定した値と等しい属性値が含まれるレコードを選択します。

• 「Isn't」 – 指定した値と等しくない属性値が含まれるレコードを選択します。

• 「Less Than」 – 指定した値よりも小さい (<) 属性値が含まれるレコードを選択します。

• 「Greater Than」 – 指定した値よりも大きい (>) 属性値が含まれるレコードを選択しま
す。

関連するテキストエントリフィールドに値を入力します。エントリには測定単位 (MB など)
を含めないでください。小数は使用可能です。

ブール演算子
ブール属性の例には、「Cleaning Media」と「Exchange Write Inefficient」が含まれます

• 「True」 – 条件に当てはまるレコードを選択します。

• 「False」 – 条件に当てはまらないレコードを選択します。

4.2.3. 集計数リンクを使用したフィルタリング

ピボットテーブル内のセルには、特定の条件を満たすリソースまたはイベントの集計数が含
まれます。したがって、フィルタは各集計数に固有であり、ピボットテーブルの縁に表示される
選択条件に基づきます。ピボットテーブルのレイヤーおよびフィルタの詳細については、「STA
画面基本ガイド」を参照してください。
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たとえば、次の「Drives – Analysis」ピボットテーブルでは、「MONITOR」列の「5」は、健全性
ステータスが「Monitor」のドライブが合計で 5 台あることを示します。

このリンクをクリックすると、「Drives – Overview」画面に移動し、テーブルの縁に基づいて適
切なフィルタが適用されます。フィルタ条件は、テーブルの「Applied Filter」領域に示されま
す。

注:

すでに「Analysis」または「Overview」画面に適用されているフィルタは、テーブルの縁に基づくフィルタ
によってオーバーライドされます。

注:

250 文字を超えるフィルタの説明は切り捨てられます。カーソルをテキストの上に置くと、完全な説明を含
むツールチップが表示されます。

詳細な手順については、「集計数リンクを使用したフィルタの適用 」を参照してください。

4.2.4. テンプレートの適用によるフィルタリング

テンプレートを適用すると、テンプレートの定義に含まれるフィルタ条件が自動的に適用され
ます。すでに有効になっている可能性のあるフィルタは、これらの条件によってオーバーライ
ドされます。
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たとえば、次の「Drives – Analysis」ピボットテーブルには、「Drive Health Indicator=USE」フィ
ルタが適用されています。

別のフィルタ (この場合は、「Drive Health Indicator=MONITOR」) が含まれるテンプレートを
適用すると、テーブルの表示が変更され、元のフィルタがオーバーライドされます。

新しいフィルタ条件は、テーブルの「Applied Filter」領域に示されます。

4.2.5. ダッシュボードグラフィックスを使用したフィルタリング

ダッシュボードの棒グラフ、円グラフ、および面グラフには、特定の条件を満たすリソースまた
はイベントの集計データが表示されます。したがって、フィルタは、これらのダッシュボードグ
ラフの各セクションに固有です。

たとえば、次の「Health by Media Type」グラフでは、LTO‐4 バーの選択されたセクションに、
健全性ステータスが「Monitor」のドライブが 34 台あることが表示されています。
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バーのこのセクションをクリックすると、「Media – Overview」画面に移動し、固有のフィルタ
が適用されます。フィルタ条件は、テーブルの「Applied Filter」領域に示されます。

4.3. フィルタリングタスク

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

• 「現在のフィルタのクリア」

• 「集計数リンクを使用したフィルタの適用 」

• 「ダッシュボードからのフィルタの適用 」

4.3.1. 「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブル
フィルタの変更

注:

この手順は、ピボットテーブルとリストビューテーブルの両方に適用されます。

この手順を使用して、現在のテーブルに新しいフィルタ条件を適用します。1 つ以上のレコー
ド属性でフィルタリングしたり、選択したフィルタ条件を削除したりできます。
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「パートナ」とペアリングされている画面では、1 つの画面に適用されたフィルタは自動的に
パートナにも適用されます。詳細については、「フィルタの適用 」を参照してください。

1. テーブルツールバーで「Filter Data」をクリックします。

「Filter Data」ダイアログボックスが表示されます。すでにフィルタが適用されている場
合、次の例のように、その条件がダイアログボックスに表示されます。

2. 次のようにダイアログボックスでフィルタ条件を指定します。

a. 「Filter Matching」フィールドで、指定した任意の条件と一致するか、すべての条件
と一致するかを示すいずれかのオプションを選択します。詳細は、を参照してくださ
い。
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b. 「Add New Filter Criteria」をクリックして、ダイアログボックスに新しい空のフィルタ
条件の行を追加します。

c. メニューおよび行のテキストフィールドを使用して、フィルタ条件を指定します。各行
の入力の詳細は、「属性タイプ別のフィルタ演算子」を参照してください。

注:

フィルタリングの属性を選択する際に、選択する属性の名前がわかっている場合は、最初の数
文字を入力すると、メニュー内のその項目にカーソルをすばやく移動できます。

d. フィルタ条件の行は必要な数だけ追加できます。

e. フィルタ条件を削除するには、関連する行で「Remove This Filter Criteria Row」を
クリックします。

3. 指定が正しいことを確認して、「Apply」をクリックします。
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テーブルは次のように更新されます。

• テーブルには、指定した条件を満たすレコードのみが表示されます。

• 「Applied Filter」領域には、指定された条件が示されます。

• リストビューテーブルの場合、テーブルのステータス行にレコード数が示されます。

4. 画面が「Drives」、「Media」、または「All Messages」画面のペアのいずれかである場合、
フィルタ条件もそのパートナに適用されます。パートナの画面に移動して、これを確認で
きます。
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両方の画面上のテーブルの「Applied Filter」領域に、同じフィルタが示されます。
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4.3.2. 現在のフィルタのクリア

注:

この手順は、ピボットテーブルとリストビューテーブルの両方に適用されます。

この手順を使用して、テーブルからすべてのフィルタ条件を削除します。

注:

選択したフィルタ条件をテーブルから削除する場合は、「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテー
ブルフィルタの変更」を参照してください。

1. テーブルツールバーで「Reset Filter」をクリックします。

テーブルは次のように更新されます。

• 使用可能なすべてのレコードが表示されるように、すべてのフィルタ条件がテーブルか
ら削除されます。

• 「Applied Filter」領域は空白で、フィルタ条件が現在適用されていないことを示してい
ます。

• リストビューテーブルの場合、テーブルのステータス行に表示されたレコード数が示さ
れます。
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4.3.3. 集計数リンクを使用したフィルタの適用

この手順を使用して、「パートナ」の「Analysis」画面のピボットテーブルで集計数リンクをク
リックすることで、「Overview」画面にフィルタを適用します。結果の表示には、集計数に関す
る詳細が表示されます。

各表セルの集約数は、各表レイヤーに組み込みのフィルタ基準を「AND」文で結合した結
果です。ピボットテーブルのセルで集計数リンクをクリックすると、関連するフィルタ条件が
「Overview」画面に適用されます。

注:

すでに「Overview」画面に適用されているフィルタは、この方法で適用されたフィルタでオーバーライドさ
れます。

1. ナビゲーションバーを使用して、「Analysis」画面を起動します。

この例では、「Media – Analysis」画面が使用されています。
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2. ピボットテーブルで、集計数リンクをクリックします。

「パートナ」の「Overview」画面 (この例では、「Media – Overview」) に移動し、リスト
ビューテーブルが次のように更新されます。

• テーブルには、ピボットテーブルの集計数に含まれるレコードのみが表示されます。

• 「Applied Filter」領域には、集計数のフィルタ条件が示されます。

• テーブルのステータス行には、表示されたレコード数が示されます。この数値は、ピ
ボットテーブルの集計数と同じです。
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3. ナビゲーションバーを使用して、「Analysis」画面に戻ります。

フィルタはアクティブのままです。したがって、「Analysis」画面には、元の集計数リンクに
固有の選択条件を満たすレコードのみが表示されます。
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4.3.4. ダッシュボードからのフィルタの適用

この手順を使用して、ダッシュボードで棒グラフまたは円グラフのセクションをクリックするこ
とでフィルタを適用します。対応する「Overview」画面に移動し、棒グラフまたは円グラフのセ
クションに固有のフィルタが適用されます。この手順を使用すると、ダッシュボードに表示さ
れたデータに関する詳細を表示できます。

1. ナビゲーションバーを使用して、ダッシュボードに移動します。

2. ダッシュボードの棒グラフまたは円グラフのセクションをクリックします。
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対応する「Overview」画面 (この例では、「Media – Overview」) に移動し、リストビュー
テーブルが次のように更新されます。

• テーブルには、選択したダッシュボードセクションに含まれるレコードのみが表示され
ます。

• 「Applied Filter」領域には、選択したセクションのフィルタ条件が示されます。

• テーブルのステータス行には、表示されたレコード数が示されます。この数値は、選択
したダッシュボードセクションの値と同じです。
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3. ナビゲーションバーを使用して、「パートナ」の「Analysis」画面を選択します (該当する場
合)。

注:

この段階は、「Drive」、「Media」、および「All Messages」画面にのみ適用されます。
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フィルタはアクティブのままです。したがって、「Analysis」画面には、選択した棒グラフま
たは円グラフのセクションに固有の選択条件を満たすレコードのみが表示されます。
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5 
STA のアラート

STA のアラート機能は、ユーザー定義のアラートポリシーに基づいてテープライブラリシステ
ムでのイベントと状況を通知します。必要な数のアラートポリシーを作成できます。アラートポ
リシーは、アラートを送信する条件とイベントのタイプ、およびアラートが生成される頻度を識
別します。オプションで、指定した電子メールアドレスにアラートを送信することを指定できま
す。

この章の内容は次のとおりです。

• アラートの動作方法

• アラート管理のユーザーの役割

• アラートポリシーの定義に関する詳細

• アラート電子メール

• アラートワークフロー

• アラート管理タスク

5.1. アラートの動作方法
STA のアラートプロセスは、次の部分で構成されています。

• 「アラートポリシーの定義」

• 「アラートの生成」

• 「生成されたアラートのモニタリング」

5.1.1. アラートポリシーの定義

管理者権限を持つユーザーは、「Setup & Administration」タブの「Alerts Policies」画面か
らこの部分のプロセスを実行します。

アラートポリシーの作成時に、即時に有効にすることも、しばらくの間無効のままにすることも
できます。さらに、いくつかのサンプルアラートポリシーが STA で提供されており、デフォルト
で無効になっています (詳細は、「STA のサンプルのアラートポリシー」を参照してください)。
有効になったアラートポリシーのみがアラートの生成に使用されます。
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アラートポリシーを定義するには、次の情報を指定します。

• ポリシー名 – ポリシーの英数字の識別子。ポリシー名は一意である必要があります。

• ポリシーの説明 – ポリシーのオプションの説明。

• エンティティータイプ – エンティティーは、テープライブラリシステムのリソースまたはイベ
ントです。アラートポリシーによって評価するエンティティーのタイプを指定する必要があり
ます。オプションには、ライブラリ、ドライブ、メディア、交換、およびメディア検証が含まれま
す。完全なリストについては、「アラートポリシーエンティティー」を参照してください。

• 重要度 – このポリシーによって定義された条件が満たされるたびにアラートを生成する頻
度を決定します。詳細は、「アラートポリシーの重要度」を参照してください。

• アラートの条件 – 該当するライブラリシステムのリソースを評価するユーザー定義の条
件。アラート条件は、STA フィルタリング機能とほとんど同じ方法で機能します。詳細
は、「「Filter Data」ダイアログボックス 」を参照してください。

• 電子メール受信者 – ポリシーによってアラートが生成されるたびに電子メールを受信する
電子メールアドレスのオプションのリスト。詳細は、「アラート電子メール」を参照してくださ
い。

5.1.2. アラートの生成

この部分のプロセスは、STA によって自動的に行われます。

STA は、有効になったアラートポリシーをバックグラウンドで連続的に評価します。特に、次の
タイプのアクティビティーが発生するたびに、アラートポリシーが評価されます。

• 有効になったアラートポリシーが何らかの形で作成または変更される。

• ドライブ/メディアの交換が発生する。

• メディア検証の交換が発生する。

• モニター対象ライブラリから SNMP トラップを受信する。

• ライブラリデータの収集が発生する。

• STA アプリケーションまたはサーバーのイベントが発生する。

STA が、アラートポリシーの条件と重要度に基づいてアラートを生成する。ポリシーの条件
が一致し、同じライブラリリソースとイベントの最後のアラートから十分な時間が経過した
場合、新しいアラートが生成されます。期間は、ポリシーの重要度によって決まります。詳細
は、「アラートポリシーの重要度」を参照してください。

アラートポリシーに電子メールアドレスが含まれている場合、アラートに関する詳細が含まれ
ている電子メールが指定のアドレスに送信されます。詳細は、「アラート電子メール」を参照し
てください。
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アラートポリシーの評価プロセスの詳細は、「アラートポリシーの重要度の例」を参照してくだ
さい。

5.1.3. 生成されたアラートのモニタリング

すべての STA ユーザーが、「Alerts Overview」画面の「Tape System Activity」タブからこの
部分のプロセスを実行できます。

画面には、生成されたアラートのリストが表示され、ニーズに合わせてこのリストをソート、フィ
ルタ、エクスポート、および印刷できます。オペレータ権限を持つユーザーは、選択したアラー
トに注釈を付けることもできます。

サイトでアラートワークフローを使用している場合、選択したアラートの状態を更新して、現在
の進捗を反映させることができます。アラートワークフロー管理は、オプションの手動プロセ
スです。詳細は、「アラートワークフロー」を参照してください。

5.2. アラート管理のユーザーの役割

表5.1「アラートポリシーのユーザーの役割」 にそれぞれの STA ユーザーの役割で使用可
能なアラートポリシー定義アクティビティーのサマリーを示します。

表5.1 アラートポリシーのユーザーの役割

ユーザーの役割 アラートポリシーのアクティビティー 画面

オペレータ以上 定義済みのアラートポリシーのリストを表示、フィルタ、および
出力します。

「Setup &
Administration」を選択し
て、「Alerts Policies」を選
択します。

管理者のみ アラートポリシーを定義します。

アラートポリシーをコピーします。

ポリシーの名前を変更します。

ポリシーの条件を変更します。

電子メール受信者のリストを変更します。

アラートポリシーを有効または無効にします。

アラートポリシーを削除します。

「Setup &
Administration」を選択し
て、「Alerts Policies」を選
択します。
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表5.2「アラートのモニタリングのユーザーの役割」 にそれぞれの STA ユーザーの役割で使
用可能なアラートモニタリングアクティビティーのサマリーを示します。

表5.2 アラートのモニタリングのユーザーの役割

ユーザーの役割 アラートのモニタリングアクティビティー 画面

ビューア以上 生成されるすべてのアラートのリストを表示、フィルタ、および
出力します。

アラートリストをスプレッドシートまたはドキュメントにエクス
ポートします。選択したアラートの詳細を表示します。

選択したアラートの状態を変更します。

消去したアラートを表示するか非表示にします。

「Tape System Activity」
を選択して、「Alerts
Overview」を選択します。

オペレータ以上 アラートに注釈を付けます。 「Tape System Activity」
を選択して、「Alerts
Overview」を選択します。

5.3. アラートポリシーの定義に関する詳細
このセクションでは、アラートポリシーの作成時に役立つ追加の詳細を示します。次の情報
が含まれています。

• 「アラートポリシーエンティティー」

• 「アラートポリシーの重要度」

• 「アラートポリシーのベストプラクティス」

• 「STA のサンプルのアラートポリシー」

5.3.1. アラートポリシーエンティティー

次のタイプのエンティティー、またはテープライブラリシステムのリソースまたはイベントにつ
いてアラートポリシーを定義できます。

• ライブラリコンプレックス

• ライブラリ

• ドライブ

• メディア

• ロボット

• CAP
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• PTP – SL8500 ライブラリにのみ関連します。

• エレベータ – SL8500 ライブラリにのみ関連します。

• 交換 – 交換のアラートポリシーがほかのポリシータイプとどのように異なる方法で処理さ
れるのかに関する詳細は、「アラートポリシーの重要度」を参照してください。

• メディア検証 – メディア検証が STA で有効になっている場合にのみ適用されます。アラー
トは、中間結果ではなく最終検証結果によってのみ呼び出されます。詳細は、8章「STA メ
ディア検証 」を参照してください。

• STA アプリケーション自体 – STA アプリケーションの再起動のたびに通知を受け取るた
め。

5.3.2. アラートポリシーの重要度

ポリシーの重要度は、アラートがポリシーから生成される頻度を決定します。重要度レベルは
次のとおりです。

• 重大 – アラートは 1 時間に 1 回生成される可能性があります。

• 警告 – アラートは 24 時間ごとに 1 回生成される可能性があります。

• 情報 – 1 つのアラートのみが生成されます。ポリシーの条件を引き続き満たしている場合
でも、追加のアラートは生成されません。

割り当てられる重要度レベルの影響を詳細に説明した例については、「アラートポリシーの重
要度の例」を参照してください。

5.3.2.1. 交換およびメディア検証アクティビティーのアラートポ
リシーと重要度

交換とメディア検証は持続リソースではなく別個のイベントであるため、時間の枠に関係な
く、新しい交換または検証が処理され、ポリシーの条件が一致するたびに、交換とメディア検
証のアラートポリシーがアラートを生成します。そのため、これらのアラートポリシーに割り当
てる重要度レベルは無関係です。詳細は、次の と を参照してください。

さらに、交換とメディア検証のアラートポリシーでは、同じ交換または検証から複数のアラー
トを生成する可能性がある、重なり合うポリシーを作成しないように注意する必要がありま
す。詳細は、「多すぎるアラートの回避」を参照してください。

5.3.2.2. アラートポリシーの重要度の例

次の例は、特定のポリシーの条件と重要度に基づいてアラートを生成する方法とその時期
を示しています。これらの例は、ポリシーの重要度レベルがアラート生成の頻度にどのように
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影響を与えるかを示しています。この情報を使用すると、アラートポリシーに割り当てる重要
度レベルを決定できます。

• 例 1 ドライブの「警告」ポリシー

• 例 1 ドライブの「情報」ポリシー

• 例 1 メディアの「重大」ポリシー

• 例 1 CAP の「重大」ポリシー

• 例 1 「Media Health Indicator」を使用した交換のポリシー

• 例 1 「Media Health Indicator」を使用したメディアの「警告」ポリシー

例 1 ドライブの「警告」ポリシー
このポリシーは、ドライブに「ACTION」または「EVALUATE」の健全性があるために注
意を必要とする、ドライブのアラートを生成します。

ポリシーエンティティー: ドライブ

ポリシーの重要度: 警告 – アラートは 24 時間ごとに生成される可能性があります。

ポリシーの条件: 「Drive Health Indicator」が「ACTION」であるか、「Drive Health
Indicator」が「EVALUATE」です。

時間 イベント 評価 結果

1 日
目、05:00:17 

ポリシーが作成され、有
効にされます。

ドライブ 1 の健全性は
「EVALUATE」です。

ドライブ 2 の健全性は
「MONITOR」です。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 2 ではなくドライ
ブ 1 について照合されま
す。

ドライブ 1 のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。

ドライブ 2 のアラートはありません。

1 日目、08:12:24 ドライブ 1 の健全性は
「ACTION」になります。

ドライブ 2 の健全性はま
だ「MONITOR」です。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 2 ではなくドライ
ブ 1 について照合されま
す。

ドライブ 1 の最後のアラートから 24 時間経
過していないため、新しいアラートは生成さ
れません。

ドライブ 2 のアラートはありません。

1 日目、13:37:01 ドライブ 1 の健全性はま
だ「ACTION」です。

ドライブ 2 の健全性は
「EVALUATE」になりま
す。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 1 とドライブ 2
の両方について照合さ
れます。

ドライブ 1 のアラートはありません。

ドライブ 2 のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。

2 日目、05:01:03 ドライブ 1 の健全性はま
だ「ACTION」です。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、

ドライブ 1 の前のアラートから 24 時間以上
経過しているため、新しいアラートが生成さ
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時間 イベント 評価 結果

ドライブ 2 の健全性はま
だ「EVALUATE」です。

ドライブ 1 とドライブ 2
の両方について照合さ
れます。

れ、電子メールが定義済みの受信者に送
信されます。

ドライブ 2 の最後のアラートから 24 時間
経過していないため、ドライブ 2 の新しいア
ラートはありません。

2 日目、17:08:43 新しい電子メール受信
者がポリシーに追加され
ます。

ドライブ 1 の健全性はま
だ「ACTION」です。

ドライブ 2 の健全性はま
だ「EVALUATE」です。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 1 とドライブ 2
の両方について照合さ
れます。

ドライブ 1 の新しいアラートはありません。

ドライブ 2 の前のアラートから 24 時間以上
経過しているため、新しいアラートが生成さ
れ、電子メールが定義済みの受信者に送
信されます。

例 1 ドライブの「情報」ポリシー
この例は、 と同じポリシーの条件を表していますが、重要度は「情報」です。

ポリシーの条件: 「Drive Health Indicator」が「ACTION」であるか、「Drive Health
Indicator」が「EVALUATE」です。

ポリシーエンティティー: ドライブ

ポリシーの重要度: 情報 – アラートは 1 回のみ生成されます。

時間 イベント 評価 結果

05:00:171 ポリシーが作成され、有
効にされます。

ドライブ 1 の健全性は
「EVALUATE」です。

ドライブ 2 の健全性は
「MONITOR」です。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 2 ではなくドライ
ブ 1 について照合されま
す。

ドライブ 1 のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。こ
のドライブでは、このポリシーによって追加
のアラートは生成されません。

ドライブ 2 のアラートはありません。

08:12:24 ドライブ 1 の健全性は
「ACTION」になります。

ドライブ 2 の健全性はま
だ「MONITOR」です。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 2 ではなくドライ
ブ 1 について照合されま
す。

ドライブ 1 の新しいアラートはありません。

ドライブ 2 のアラートはありません。

13:37:01 ドライブ 1 の健全性はま
だ「ACTION」です。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 1 とドライブ 2
の両方について照合さ
れます。

ドライブ 1 の新しいアラートはありません。

ドライブ 2 のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。こ
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時間 イベント 評価 結果

ドライブ 2 の健全性は
「EVALUATE」になりま
す。

のドライブでは、このポリシーによって追加
のアラートは生成されません。

05:01:03 ドライブ 1 の健全性はま
だ「ACTION」です。

ドライブ 2 の健全性は
「USE」になります。

ポリシーはすべてのドラ
イブについて評価され、
ドライブ 2 ではなくドライ
ブ 1 について照合されま
す。

ドライブ 1 についても、ドライブ 2 について
も新しいアラートはありません。

例 1 メディアの「重大」ポリシー
このポリシーは、5135 FSC になる交換のアラートを生成します。この FSC は、テープリー
ダーの問題を示しており、できるかぎりすぐにメディアをライブラリから取り出して調べる
べきです。

ポリシーエンティティー: メディア

ポリシーの重要度: 重大 – 交換アクティビティーによっては、アラートは 1 時間ごとに生
成される可能性があります。

ポリシーの条件: 交換の FSC は 5135 です。

時間 イベント 評価 結果

08:00:53 ポリシーが作成され、有
効にされます。

新しい交換が処理され、
一致が見つからないとき
に、ポリシーが評価され
ます。

アラートは生成されません。

08:05:09 メディア A の交換で
5135 FSC が発生しま
す。

新しい交換が処理され、
メディア A について照合
されると、ポリシーが評
価されます。

メディア A のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。

この交換では、このポリシーによって追加の
アラートは生成されません。新しい交換が
発生するまで、メディア A は、このポリシー
からこれ以上のアラートを受け取りません
(将来の交換でも 5135 FSC が発生すると
想定します)。

09:13:17 メディア B の交換で
5135 FSC が発生しま
す。

ポリシーは新しい交換に
ついて評価され、メディ
ア B について照合され
ます。

メディア B のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。

この交換では、このポリシーによって追加の
アラートは生成されません。

10:35:22 メディア A の新しい交換
で 5135 FSC が発生しま
す。

ポリシーは新しい交換に
ついて評価され、メディ

メディア A のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。
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時間 イベント 評価 結果

ア A について照合され
ます。

この交換では、このポリシーによって追加の
アラートは生成されません。

例 1 CAP の「重大」ポリシー
このポリシーは、注意が必要な CAP のアラートを生成します。

ポリシーエンティティー: CAP

ポリシーの重要度: 重大 – アラートは 1 時間ごとに生成される可能性があります。

ポリシーの条件: 「CAP Library Health」が「NOTOPERATIVE」であるか、「CAP Library
Health」が「DEGRADED」です。

時間 イベント 評価 結果

14:05:10 ポリシーが作成され、有
効にされます。

CAP 1A は
「DEGRADED」状態で
す。

ポリシーはすべての
CAP について評価さ
れ、CAP 1A について照
合されます。

CAP 1A のアラートが生成され、電子メール
が定義済みの受信者に送信されます。

15:01:12 CAP 2B は
「NOTOPERATIVE」状
態になります。

ポリシーはすべての
CAP について評価さ
れ、CAP 1A と CAP 2B
の両方について照合さ
れます。

CAP 1A の新しいアラートはありません。

CAP 2B のアラートが生成され、電子メール
が定義済みの受信者に送信されます。

15:05:20 CAP 1A はまだ
「DEGRADED」
で、CAP 2B はまだ
「NOTOPERATIVE」で
す。

ポリシーはすべての
CAP について評価さ
れ、CAP 1A と CAP 2B
の両方について照合さ
れます。

CAP 1A の新しいアラートが生成され、電
子メールが定義済みの受信者に送信され
ます。

CAP 2B の新しいアラートはありません。

16:01:27 CAP 1A はまだ
「DEGRADED」
で、CAP 2B はまだ
「NOTOPERATIVE」で
す。

ポリシーはすべての
CAP について評価さ
れ、CAP 1A と CAP 2B
の両方について照合さ
れます。

CAP 1A の新しいアラートはありません。

CAP 2B の新しいアラートが生成され、電子
メールが定義済みの受信者に送信されま
す。

例 1 「Media Health Indicator」を使用した交換のポリシー
交換のアラートポリシーは、ポリシーの重要度が関係ないという点で、ほかのライブラリ
システムコンポーネントのポリシーとは異なります。交換は別個のイベントであるため、ポ
リシーの重要度に関係なくポリシーの条件が満たされると、交換のアラートポリシーは常
にアラートを生成します。この例では、この点について説明します。アラートがほとんど生
成されない類似した例については、例 1 「Media Health Indicator」を使用したメディアの
「警告」ポリシー を参照してください。
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ポリシーエンティティー: 交換

ポリシーの重要度: これは交換のアラートであるため、ポリシーの重要度は関係ありませ
ん。この場合、重要度は「情報」ですが、結果はすべての重要度レベルで同じです。健全
性が「EVALUATE」のメディアが関与するすべての交換についてアラートが生成されま
す。

ポリシーの条件: 「Media Health Indicator」が「EVALUATE」です。

時間 イベント 評価 結果

1 日目、13:13:17 ポリシーが作成され、有
効にされます。

メディア Z の健全性は
「EVALUATE」です。

ポリシーはすべての交換
について評価され、一致
は見つかりません。

アラートは生成されません。

1 日目、14:43:09 健全性が
「EVALUATE」のメディ
ア Z の交換が発生しま
す。

ポリシーはすべての交
換について評価され、メ
ディア Z について照合さ
れます。

メディア Z のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。

1 日目、07:20:24 健全性がまだ
「EVALUATE」のメディ
ア Z の別の交換が発生
します。

ポリシーはすべての交
換について評価され、メ
ディア Z について照合さ
れます。

メディア Z の新しいアラートが生成され、電
子メールが定義済みの受信者に送信され
ます。

2 日目、15:05:19 健全性がまだ
「EVALUATE」のメディ
ア Z の別の交換が発生
します。

ポリシーはすべての交
換について評価され、メ
ディア Z について照合さ
れます。

メディア Z の新しいアラートが生成され、電
子メールが定義済みの受信者に送信され
ます。

例 1 「Media Health Indicator」を使用したメディアの「警告」ポリシー
このポリシーは、健全性が「EVALUATE」のメディアのアラートを生成します。この例
は例 1 「Media Health Indicator」を使用した交換のポリシー と似ていますが、これはメ
ディアのアラートポリシーであるためアラートはほとんど生成されません。

ポリシーエンティティー: メディア

ポリシーの重要度: 警告 – アラートは 24 時間ごとに生成される可能性があります。

ポリシーの条件: 「Media Health Indicator」が「EVALUATE」です。

時間 イベント 評価 結果

1 日目、13:13:17 ポリシーが作成され、有
効にされます。

ポリシーはすべてのメ
ディアについて評価さ
れ、メディア Z について
照合されます。

メディア Z のアラートが生成され、電子メー
ルが定義済みの受信者に送信されます。
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時間 イベント 評価 結果

メディア Z の健全性は
「EVALUATE」です。

1 日目、14:43:09 健全性がまだ
「EVALUATE」のメディ
ア Z の交換が発生しま
す。

ポリシーはすべてのメ
ディアについて評価さ
れ、メディア Z について
照合されます。

メディア Z の最後のアラートから 24 時間経
過していないため、新しいアラートは生成さ
れません。

2 日目、07:20:24 健全性がまだ
「EVALUATE」のメディ
ア Z の別の交換が発生
します。

ポリシーはすべてのメ
ディアについて評価さ
れ、メディア Z について
照合されます。

メディア Z の最後のアラートからまだ 24 時
間経過していないため、新しいアラートは生
成されません。

2 日目、15:05:19 健全性がまだ
「EVALUATE」のメディ
ア Z の別の交換が発生
します。

ポリシーはすべてのメ
ディアについて評価さ
れ、メディア Z について
照合されます。

メディア Z の前のアラートから 24 時間以上
経過しているため、新しいアラートが生成さ
れ、電子メールが定義済みの受信者に送
信されます。

5.3.3. アラートポリシーの条件

選択したアラートエンティティーに使用可能な属性に基づいて、アラートを定義できます。た
だし、一部の属性では、実際にアラートを呼び出すイベントは作成されません。さらに、メディ
ア検証のアラートポリシーでは、アラートは、中間結果ではなく最終検証結果によってのみ呼
び出されます。

5.3.4. アラートポリシーのベストプラクティス

このセクションには、アラートポリシーの作成に関するいくつかのヒントが記載されています。

5.3.4.1. 多すぎるアラートの回避

ポリシーエンティティータイプに固有の条件を使用してアラートポリシーを定義することをお
勧めします。また、交換とメディア検証のアラートポリシーでは、交換と検証に固有であり、ド
ライブとメディアには使用できない条件を使用することをお勧めします。そうしない場合、重な
り合うアラートポリシーが作成され、同じイベントまたはリソース属性について複数のアラート
と電子メールが生成される可能性があります。

たとえば、次の 3 つすべてのポリシーを作成して有効にできます。

• メディアの警告ポリシー: 「Drive Health Indicator」が「MONITOR」であるか、「Drive
Health Indicator」が「MONITOR」です

• ドライブの警告ポリシー: 「Drive Health Indicator」が「MONITOR」であるか、「Media
Health Indicator」が「MONITOR」です
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• 交換のポリシー: 「Drive Health Indicator」が「MONITOR」であるか、「Media Health
Indicator」が「MONITOR」です

メディアとドライブのアラートポリシーはそれぞれ、健全性が「MONITOR」の各ドライブとメ
ディアについて 24 時間ごとにアラートを生成します。さらに、交換のアラートポリシーは、健
全性が「MONITOR」の各ドライブまたはメディアが交換で使用されるたびにアラートを生成
します。健全性が「MONITOR」の単一のドライブまたはメディアから多数のアラートを受け取
る可能性があります。

より適切な方法は、次のポリシーを作成して有効にすることです。

• メディアの警告ポリシー: 「Media Health Indicator」が「MONITOR」です

• ドライブの警告ポリシー: 「Drive Health Indicator」が「MONITOR」です

• 交換のポリシー: アラート: 「Drive Dump Available」が「True」です

5.3.4.2. 論理グループを使用したアラートポリシーの定義

ドライブまたはメディアのアラートポリシーを定義する際に、選択条件で論理グループを使用
できます。ドライブとメディアは一度に複数の論理グループに属することがあるため、条件の
指定時には、通常は「Is」と「Isn't」演算子ではなく、「Contains」と「Doesn't Contain」演算子を
使用する方が適しています。詳細は、「論理グループでフィルタリング」を参照してください。

5.3.5. STA のサンプルのアラートポリシー

いくつかのサンプルアラートポリシーが STA で提供されます。これらのポリシーは、ポリシー
作成の具体的な例を示すことを意図しており、すべてデフォルトで無効になっています。必要
な数だけ有効にしてそのまま使用することも、ニーズに応じてより具体的なポリシーを作成す
るための開始点として使用することもできます。

注意:

STA で提供される定義済みテンプレートとは異なり、サンプルアラートポリシーは書き込み保護されてお
らず、直接変更できます。ただし、サンプルポリシーを変更または削除した場合、オリジナルの状態に復
元できません。変更する場合、サンプルポリシーをコピーしてコピーを変更し、オリジナルは未変更のまま
にすることをお勧めします。詳細は、「アラートポリシーのコピー」を参照してください。

また、提供されるサンプルポリシーのレコードを出力して、必要に応じて手動で再作成できるようにするこ
とをお勧めします。詳細は、「アラートポリシーのリストの管理」を参照してください。

STA のすべてのサンプルアラートポリシーの名前に、「STA」接頭辞が付いています。サン
プルポリシーのこの命名規則を保持し、独自のアラートポリシーの名前を付けるときには
「STA」接頭辞を使用しないことをお勧めします。STA のサンプルアラートポリシーの「Date
Created/Updated」は、STA アプリケーションが最後にインストールされたときの日付です。



アラート電子メール

第5章 STA のアラート · 143

5.4. アラート電子メール
アラートは、任意の数の電子メールアドレスに送信できます。電子メールで送信されたアラー
トによって、ユーザーは、STA アプリケーションにログインすることなく、テープライブラリシス
テムでの重要なイベントの通知を受けます。アラートは、STA のユーザー名を持たない従業
員にも送信できます。

使用可能な電子メールアドレスは、「Configuration」–「Email」画面で STA に対して事前に定
義しておく必要があります。手順については、「有効な電子メール受信者の追加」を参照して
ください。

例5.1「サンプルの交換のアラート電子メール」 と例5.2「サンプルの STA アプリケーションの
アラート電子メール 」 は、受信することがあるアラート電子メールのテキストの例です。

例5.1 サンプルの交換のアラート電子メール
Exchange Started at December 13, 2013 5:52:05 AM MDT and Ended at December 13, 2013
 7:15:41 AM MDT
STA Drive Alert - 2013-12-13 07:20:46   (Drive HU1233210W)
Alert Summary:
   Policy Desc:    Generates an alert when the Drive Health Indicator is Evaluate and
 Drive Health Trend is Worse.
   Criteria Met:   Drive Health Indicator=EVALUATE and Drive Health Trend=WORSE
   STA Server:     sysbiz
 
DRIVE
   Serial Number:        HU1233210W
   Tray Serial Number:   UNKNOWN
   Model:                HpUltrium6
   Last Annotation:      
 
   Health Indicator:                  Evaluate
   Health Trend:                      Worse
   Suspicion Level:                   90.0
   Exchange Status:                   GOOD
   Exchange Tape Alerts - Warning:    0
   Exchange Tape Alerts - Critical:   0
   Alerts (30 days):                  3

例5.2 サンプルの STA アプリケーションのアラート電子メール
STA STA Server Alert 2013-12-15 22:39:21 (STA Server bizsys)
Alert Summary:
   Policy Desc:    This policy will match when the STA software is restarted.
   Criteria Met:   staEngine: Server in an UNKNOWN State - Restarting.
   STA Server:     bizsys

5.5. アラートワークフロー
アラートワークフローは、「Alerts Overview」画面で選択したアラートに割り当てることができ
る定義済みの状態に基づくオプションの手動プロセスです。サイトにとって最適な方法でア
ラートワークフローを実装できますが、アラート状態の推奨される行程は次のとおりです。
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1. 「New」– STA は、すべてのアラートの作成時にこの状態を割り当てます。

2. 「Acknowledged」– アラートが確認されました。

3. 「In Progress」– アラートが担当者に割り当てられ、評価されています。

4. 「Dismissed」– 担当者がアラートに関するすべてのアクティビティーを完了しました。デ
フォルトでは、消去されたすべてのアラートが「Alerts Overview」画面で非表示になりま
すが、オプションで表示することもできます。詳細は、「消去したアラートの表示または非
表示」を参照してください。

アラート状態を使用した手動のワークフローの実装に関する詳細は、「アラートの状態の変
更」を参照してください。

5.6. アラート管理タスク
アラートポリシー定義タスク

• 「アラートポリシーのリストの管理」

• 「アラートポリシーの作成」

• 「アラートポリシーのコピー」

• 「アラートポリシーの変更」

• 「アラートポリシーの電子メール受信者の変更」

• 「アラートポリシーの有効化または無効化」

• 「アラートポリシーの削除」

アラートモニタリングタスク

• 「生成されたアラートのリストの管理」

• 「アラートの詳細の表示」

• 「消去したアラートの表示または非表示」

• 「アラートの状態の変更」

5.6.1. アラートポリシーのリストの管理

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Alerts Policies」を選択
します。
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「Alerts Policies」画面が表示され、サイトでのすべてのサンプルポリシーとユーザー定義
ポリシーが示されます。

2. 次のタスクを実行して、アラートポリシーのリストを管理できます。

• 表レコードをフィルタします。「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィ
ルタの変更」を参照してください。

• 表に適用されたフィルタをリセットします。「現在のフィルタのクリア」を参照してくださ
い。

• 表をリフレッシュして、新しいポリシーを表示します。『STA 画面基本ガイド』を参照して
ください。

• 出力可能な形式の表を別のブラウザのタブまたはウィンドウで表示します。『STA 画面
基本ガイド』を参照してください。

5.6.2. アラートポリシーの作成

アラートポリシーを作成するには、この手順を使用します。「Alert Policies」ウィザードは、ポリ
シーに関するすべての情報を定義するための手順を順に示します。
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注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Alerts Policies」を選択
します。

「Alerts Policies」画面が表示されます。

2. 「New Alert Policy」をクリックします。

「Alert Policies」ウィザードが表示されます。

3. 次のようにウィザードの最初の画面に入力します。

a. 「Policy Name」フィールドに、一意の名前を入力します。

入力には、長さ 250 文字までの英数字を含めることができます。

注:

STA で提供されるすべてのサンプルアラートポリシーに「STA」で始まる名前が付いているた
め、アラートポリシーに割り当てる名前の先頭にはこの接頭辞を付けないことをお勧めします。
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b. 「Policy Description」フィールドに、ポリシーのオプションの説明を入力します。この
情報はアラート電子メールに含められます。このフィールドを使用して、このポリシー
によって生成されるアラートの推奨される修正アクションを指定してもかまいません。

c. 「Next」をクリックします。

注:

ウィザードの任意の画面で、ダイアログボックスの上部にあるブレッドクラムリンクを選択して、次の
画面またはすでにアクセスした任意の画面に直接移動できます。

4. 次のようにウィザードの 2 番目の画面に入力します。

a. 「Entity Type」メニューで、このポリシーがアラートを生成する対象のライブラリシス
テムコンポーネントのタイプを選択します。タイプについては、「アラートポリシーエン
ティティー」を参照してください。

b. 「Select Severity」フィールドで、アラートポリシーの重要度レベルを選択します。重要
度レベルについては、「アラートポリシーの重要度」を参照してください。

c. 「Next」をクリックします。
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5. ウィザードの 3 番目の画面で、次のようにアラートポリシーの条件を指定します。

a. 「Filter Matching」フィールドで、指定するいずれかの条件と一致するか、すべての
条件と一致するかを示します。

b. 新しい空白の選択条件の行をダイアログボックスに追加するには、「Add New Filter
Criteria Row」ボタンをクリックします。

c. 行のメニューとテキストフィールドを使用して、選択条件を指定します。各行の入力の
詳細は、「属性タイプ別のフィルタ演算子」を参照してください。

注:

フィルタリングの属性を選択する際に、選択する属性の名前がわかっている場合は、最初の数
文字を入力すると、メニュー内のその項目にカーソルをすばやく移動できます。

d. 必要な数の選択条件の行を追加できます。
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注:

選択条件が論理グループに基づくときは、通常は「Is」と「Isn't」演算子ではなく、「Contains」と
「Doesn't Contain」演算子を使用する方が適しています。これは、ドライブとメディアが一度に複
数の論理グループに属することがあるためです。詳細は、「論理グループでフィルタリング」を
参照してください。

e. 条件を削除するには、削除する行で「Remove This Filter Criteria Row」ボタンをク
リックします。

6. 条件が正しいことを確認して、「Next」をクリックします。

7. 次のようにウィザードの 4 番目の画面に入力します。

a. 「Email Recipients」メニューで、このポリシーによってアラートが生成されるたびに
電子メールを送信する先の電子メールアドレスを選択します。
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b. 「Next」をクリックします。

8. 次のようにウィザードの最後の画面に入力します。

a. すべてのポリシー情報が正しいことを確認します。

b. 次のように「Enable Alert Policy」チェックボックスを使用します。

• ポリシーを作成し、即時に有効にするには、チェックボックスを選択します。

• ポリシーを作成しても、現在のところは無効のままにしておくには、このチェック
ボックスを選択解除します。あとで有効にできます。詳細は、「アラートポリシーの
有効化または無効化」を参照してください。

c. 「Save」をクリックします。
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ポリシーが作成されます。ポリシーが有効になっている場合、適切なライブラリシステムリ
ソースがポリシーに対して即時に評価され、必要に応じてアラートが生成されます。ポリ
シーが無効になっている場合、現在のところポリシーは評価されません。

5.6.3. アラートポリシーのコピー

選択したアラートポリシーをコピーするには、この手順を使用します。ニーズに応じて、ユー
ザー定義ポリシーまたは STA のサンプルポリシーをコピーできます。次に、この手順のいく
つかの用途を示します。

• 新しいポリシーのベースとして既存のポリシーを使用します。作成するポリシーに類似した
既存のポリシーをコピーして、コピーを変更します。詳細は、「アラートポリシーの変更」を参
照してください。

• STA のサンプルポリシーをコピーして、オリジナルバージョンを保持します。STA のサンプ
ルポリシーは書き込み保護されておらず、オリジナルバージョンを変更した場合に復元す
る方法はないため、使用しない場合でもオリジナルバージョンのコピーを保持することを
お勧めします。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。
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1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Alerts Policies」を選択
します。

「Alerts Policies」画面が表示されます。

2. コピーするアラートポリシーを選択して、「Copy Alert Policy」をクリックします。

「Alert Policies」ウィザードの最初の画面が表示されます。ポリシーのコピーには、次の点
を除きオリジナルと同じすべての情報が含まれています。

• 「Copy」という単語が「Policy Name」の最後に追加されます。

• 電子メール受信者は定義されていません。

• ポリシーは無効になっています (「Enable Alert Policy」チェックボックスは選択解除
されています)。
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3. 「Policy Name」フィールドに、割り当てる名前を入力します。

4. 「Next」ボタン、またはダイアログボックスの上部にあるウィザードのブレッドクラムを使用
して、変更する情報がある画面に移動します。これらの画面への入力の詳細は、「アラー
トポリシーの作成」を参照してください。単にオリジナルポリシーをコピーして保持する場
合は、すべての情報を未変更のままにすることもできます。

5. 完了したら、「Save」をクリックします。

新しいポリシーが作成され、「Alerts Policies」画面が情報で更新されます。

次の例では、Drive-Diag-SL3000 ポリシーが Drive-Diag-SL8500 ポリシーからコピーさ
れ、SL3000 ライブラリ内のドライブを評価するようアラートの条件が変更されました。

5.6.4. アラートポリシーの変更

選択したアラートポリシーに次のいずれかの変更を行うには、この手順を使用します。

• ポリシー名を変更します。
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• ポリシーの説明を変更します。

• このポリシーで評価するようにテープライブラリシステムのリソースまたはイベントを変更
します。

• ポリシーの重要度を変更します。

• ポリシーの選択条件を追加、削除、または変更します。

• 電子メール受信者を追加または削除します。より直接的な方法については、「アラートポリ
シーの電子メール受信者の変更」を参照してください。

• ポリシーを有効または無効にします。より直接的な方法については、「アラートポリシーの
有効化または無効化」を参照してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Alerts Policies」を選択
します。

「Alerts Policies」画面が表示されます。

2. 変更するアラートポリシーを選択して、「Edit Alert Policy」をクリックします。
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「Alerts Policy」ウィザードの最初の画面が表示され、ポリシーの最新情報が表示されま
す。

3. 「Next」ボタン、またはダイアログボックスの上部にあるウィザードのブレッドクラムを使用
して、変更する情報がある画面に移動します。これらの画面への入力の詳細は、「アラー
トポリシーの作成」を参照してください。

4. 完了したら、「Save」をクリックします。

ポリシーが更新され、「Alerts Policies」画面に変更が表示されます。

5.6.5. アラートポリシーの電子メール受信者の変更

選択したアラートポリシーの電子メール受信者を追加または削除するには、この手順を
使用します。受信者には、ポリシーによって生成されるすべてのアラートが通知されます。
「Configuration」–「Email」画面で STA に対して事前定義された、任意の数のアドレスを選
択できます。詳細は、「アラート電子メール」を参照してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Alerts Policies」を選択
します。
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「Alerts Policies」画面が表示されます。

2. 変更するポリシーを選択して、「Email Recipients」をクリックします。

「Email Recipients」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Email Recipients」メニューで、このポリシーから生成されるアラートを受信するアドレ
スの横にあるチェックボックスを選択します。アラートを受信しないアドレスの横にある
チェックボックスを選択解除します。

4. 「OK」をクリックします。

変更に従ってポリシーが更新されます。
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5.6.6. アラートポリシーの有効化または無効化

選択したアラートポリシーを有効または無効にするには、この手順を使用します。有効にした
ポリシーのみがアラートを生成できます。

特定のポリシーによって生成されるすべてのアラートが必ず電子メール受信者に通知され
るように、ポリシーを有効にする前に、受信者をポリシーに追加してください。手順について
は、「アラートポリシーの電子メール受信者の変更」を参照してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Alerts Policies」を選択
します。

「Alerts Policies」画面が表示されます。

2. 変更するポリシーを選択します。

ポリシーが現在有効になっている場合、「Alerts Policies」ツールバーの「Disable Alert
Policy」アイコンがアクティブになります。ポリシーが現在無効になっている場合、
「Enable Alert Policy」アイコンがアクティブになります。

3. 「Enable/Disable Alert Policy」をクリックします。
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選択に従ってポリシーが更新されます。

• ポリシーを有効にした場合、対応するテープライブラリのリソースまたはイベントがポリ
シーの条件に対して即時に評価され、必要に応じてアラートが生成されます。

• ポリシーを無効にした場合、ポリシーのアラートは生成されなくなります。

5.6.7. アラートポリシーの削除

アラートポリシーを削除するには、この手順を使用します。ポリシーを削除しても、すでに生成
されたアラートはこのポリシーから削除されません。「Alerts Overview」画面で引き続き表示
できます。アラートポリシーを削除する前に無効にする必要はありません。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

注意:

STA のサンプルアラートポリシーを削除しないように注意してください。手動で再作成しないかぎり、復
元できません。STA のすべてのサンプルアラートポリシーの名前に「STA」接頭辞が付いています。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Alerts Policies」を選択
します。
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「Alerts Policies」画面が表示されます。

2. 削除するアラートポリシーを選択して、「Delete Alert Policy」をクリックします。

「Delete」ダイアログボックスが表示されます。

3. 選択を確認して、「Yes」をクリックして削除を確認します。

ポリシーが削除され、「Alerts Policies」画面のリストが更新されます。

5.6.8. 生成されたアラートのリストの管理

注:

アラートの注釈付けを除き、この手順はすべての STA ユーザーが実行できます。注釈付けにはオペレー
タ権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Alerts Overview」を選択
します。
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「Alerts Overview」画面が表示され、今までに生成されたすべてのアクティブな (消去さ
れていない) アラートが示されます。

2. 次の手順を実行して、アラートのリストを管理できます。

• 出力可能な形式の表を別のブラウザのタブまたはウィンドウで表示します。『STA 画面
基本ガイド』を参照してください。

• アラートに注釈を付けます。『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

• アラートのリストをエクスポートします。『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

• アラートのリストをフィルタします。「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブ
ルフィルタの変更」を参照してください。

• 表に適用されたフィルタをリセットします。「現在のフィルタのクリア」を参照してくださ
い。

• 表をリフレッシュして、新しいアラートを表示します。『STA 画面基本ガイド』を参照して
ください。

• 表を画面から切り離して、ブラウザ前景の別のウィンドウで表示します。『STA 画面基
本ガイド』を参照してください。

• 画面の特定のページに直接移動します。『STA 画面基本ガイド』を参照してください

5.6.9. アラートの詳細の表示

アラートを表示して、このアラートを呼び出したテープライブラリシステムのイベントまたは状
態にトレースするには、この手順を使用します。

注:

この手順は、ビューア以上の権限を持つすべての STA ユーザーが実行できます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Alerts Overview」を選択
します。
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「Alerts Overview」画面が表示されます。

2. 表示するアラートを選択して、「Detail View」をクリックします。

「Detail View」で、選択したそれぞれのレコードに、関連情報が記載されたほかの画面へ
のいくつかのリンクが含まれています。

3. 「Alert Event Type」フィールドでリンク (この例では、Exchange) を選択して、アラートを呼
び出したイベントの詳細を表示します。

表示される情報を使用して、アラートの原因をトレースして、アクションを行う必要がある
かどうかを判別できます。
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5.6.10. アラートの状態の変更

サイトで実装されたアラートワークフロープロセスに従って、選択したアラートの状態を変更
するには、この手順を使用します。このプロセスの詳細は、「アラートワークフロー」を参照して
ください。

注:

この手順は、ビューア以上の権限を持つすべての STA ユーザーが実行できます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Alerts Overview」を選択
します。

「Alerts Overview」画面が表示されます。

2. 変更するアラートを選択して、「Change Alert State」をクリックします。複数のアラートを
選択できます。
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「Change Alert State」ダイアログボックスが表示されます。

3. メニューで、選択したアラートに割り当てる状態を選択します。使用可能な任意の状態を
割り当ててから、「OK」をクリックできます。

アラートが更新され、その新しい状態が「Alerts Overview」画面に表示されます。

注:

選択したアラートを「Dismissed」に変更し、「Alerts Overview」画面が消去したアラートを非表示にす
るよう設定されている場合、アラートは表示から削除されます。消去したアラートの表示に関する詳
細は、「消去したアラートの表示または非表示」を参照してください。

5.6.11. 消去したアラートの表示または非表示

消去したアラートの表示を「Alerts Overview」画面で切り替えるには、この手順を使用しま
す。アラートの消去方法の詳細は、「アラートの状態の変更」を参照してください。
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注:

この手順は、ビューア以上の権限を持つすべての STA ユーザーが実行できます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Alerts Overview」を選択
します。

「Alerts Overview」画面が表示され、デフォルトでは消去したアラートはすべて非表示に
なっています。

2. 表のツールバーで「Show Dismissed Alerts」ボタンをクリックします。

消去したアラートが画面に表示されるようになり、ボタンのラベルが「Hide Dismissed
Alerts」に変更されました。
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3. 消去したアラートを再度非表示にするには、「Hide Dismissed Alerts」ボタンをクリックし
ます。
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6 
エグゼクティブレポート

STA エグゼクティブレポートでは、テープライブラリシステムの概要ビューを提供します。エ
グゼクティブレポートは、定義済みのダッシュボードテンプレートに基づき、テンプレート内の
すべての情報は各レポートに含まれます。ダッシュボードポートレット注釈も、個々のダッシュ
ボードポートレットに追加され、ダッシュボードテンプレートの一部として保存された場合に
は、レポートに含まれます。

すべてのユーザーにはエグゼクティブレポートを表示する権限がありますが、レポートポリ
シーの定義には管理者権限、レポートの実行にはオペレータ権限が必要です。詳細は、「エ
グゼクティブレポートポリシーのユーザーの役割」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

• エグゼクティブレポートの作成プロセス

• エグゼクティブレポートの使用

• エグゼクティブレポートポリシー

• エグゼクティブレポートファイルのタスク

• エグゼクティブレポートポリシーのタスク

6.1. エグゼクティブレポートの作成プロセス

エグゼクティブレポートを実行するプロセスは、次のとおりです。レポートファイルは次のすべ
ての手順が完了するまで使用できません。

1. オペレータまたは管理者ユーザーは、カスタムダッシュボードテンプレートを定義および
保存します。(エグゼクティブレポートは STA に付属の事前定義済みテンプレートを基に
することもできるため、この手順はオプションです。)詳細については、「テンプレートの作
成」を参照してください。

2. 管理者ユーザーは、ダッシュボードテンプレートに基づいてエグゼクティブレポートポリ
シーを作成します。詳細については、「エグゼクティブレポートポリシーの作成または変
更」を参照してください。
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3. オペレータまたは管理者ユーザーがレポートをオンデマンドで実行するか、またはポリ
シーで定義されたスケジュールに従って自動でレポートを実行します。詳細について
は、「エグゼクティブレポートのオンデマンド実行」を参照してください。

4. レポートポリシーに電子メール受信者のリストが含まれる場合、レポートファイルはそれら
のユーザーに電子メールで送信されます。詳細については、「エグゼクティブレポートの
電子メール送信」を参照してください。

5. ユーザーは、レポートファイルを表示します。詳細については、「エグゼクティブレポートの
表示」を参照してください。

6.2. エグゼクティブレポートの使用

エグゼクティブレポートは PDF 形式で生成され、STA データベースに保存されます。レポー
トは、指定された受信者に電子メールで自動送信することもできます。

6.2.1. エグゼクティブレポートの表示

エグゼクティブレポートを実行すると、「Home」タブの「Executive Reports」画面から表示でき
ます。図6.1「サンプルの「Executive Reports」画面」 は例です。画面には、自分の STA ユー
ザー名で使用可能なすべてのレポートファイルが一覧表示されます。リストが空の場合、また
は表示されるはずのレポートファイルが含まれない場合は、STA 管理者ユーザーに問い合
わせてください。

レポートポリシーは複数回実行できるため、同一レポートの日時スタンプが異なる複数のイ
ンスタンスが表示されることがあります。レポートファイルは STA データベースに保存される
ため、通常のデータベースバックアップでバックアップされます。不要になった古いレポート
ファイルは、定期的に削除できます。詳細については、「エグゼクティブレポートファイルの削
除」を参照してください。



エグゼクティブレポートの使用

第6章 エグゼクティブレポート · 169

図6.1 サンプルの「Executive Reports」画面

レポートは PDF 形式で作成されるため、ブラウザウィンドウで直接表示したり、あとで表示す
るためにローカルコンピュータに保存したりすることができます。手順については、「エグゼク
ティブレポートの表示」を参照してください。図6.2「サンプルのエグゼクティブレポート」 は、
エグゼクティブレポートのサンプルページです。

エグゼクティブレポートの出力は電子メールで受け取ることもできます。これは、管理者権
限を持つユーザーによって設定される必要があります。詳細については、「エグゼクティブレ
ポートの電子メール送信」を参照してください。
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図6.2 サンプルのエグゼクティブレポート

6.2.2. エグゼクティブレポートの実行

エグゼクティブレポートは、定期スケジュールおよびオンデマンドで実行できます。レポートス
ケジュールは、管理者権限を持つユーザーのみが定義できます。レポートは、オペレータ権限
以上を持つユーザーがオンデマンドで実行できます。
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6.2.2.1. レポートスケジュール

エグゼクティブレポートは、次の頻度の定期スケジュールで実行できます。

• 毎日 (24 時間おき)

• 毎週 (7 日おき)

• 毎月 (30 日おき)

• 毎四半期 (90 日おき)

• 毎年 (365 日おき)

ユーザーは、レポートを実行するためにログインする必要はありません。レポートは、UTC 時
間 00:30 の直後にバックグラウンドで自動で実行されます。レポートヘッダーに表示される時
間は、UTC 時間です。

レポートのスケジュールは、レポートの開始日に基づき、カレンダーベースではなく日数ベー
スです。つまり、月次レポートは指定された開始日とその後 30 日ごとに実行され、必ずしも
毎月同じ日付にはなりません。次にわかりやすくするための例をいくつか示します。すべての
開始日は 2013/10/15 です。

頻度 レポートのスケジュール

毎日 2013/10/15、2013/10/16、2013/10/17 など

毎週 2013/10/15、2013/10/22、2013/10/29 など

毎月 2013/10/15、2013/11/14、2013/12/14、2014/01/13 など

毎四半期 2013/10/15、2014/01/13、2014/04/13、2014/07/12 など

毎年 2014/10/15、2015/10/15、2016/10/15、2017/10/14 など

6.2.2.2. オンデマンドレポート

オンデマンドで実行すると、エグゼクティブレポートは次の使用可能なタイミングで実行され
ます。システムアクティビティーによっては、実行開始までに最大で 2 分の遅延が生じること
があります。オンデマンドレポートの実行は、通常のレポートのスケジュールには影響しませ
ん。レポートは、オンデマンドで実行された回数に関係なく、定期的にスケジュールされた時
間に実行されます。

6.2.3. レポートファイルを実行するためのユーザーの役割

エグゼクティブレポートファイルタスクには、すべてのユーザーの役割で実行することができ
るものも、管理者またはオペレータ役割でのみ使用可能なものもあります。
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注:

ユーザーの役割に関係なく、自動で実行されたレポートや任意の STA ユーザー名で実行されたレポー
トを表示できます。

表6.1「エグゼクティブレポートファイルのユーザーの役割」 に、各 STA ユーザーの役割で使
用可能なエグゼクティブレポートファイルアクティビティーのサマリーを示します。

表6.1 エグゼクティブレポートファイルのユーザーの役割

ユーザーの役割 レポートアクティビティー 画面

オペレータ以上 パブリックレポートをオンデマンドで実行します。 「Setup &
Administration」を選択
して、「Executive Reports
Policies」を選択します。

オペレータ以上 自動またはオンデマンドで実行したパブリックレポートファイ
ルを削除します。

「Home」を選択して、
「Executive Reports」を選
択します。

ビューア以上 自動またはオンデマンドで実行したパブリックレポートファイ
ルのリストを表示し、次のようにします。

• レポートファイルをエクスポートおよび表示します。

• レポートファイルリストをフィルタします。

• レポートファイルリストを出力します。

「Home」を選択して、
「Executive Reports」を選
択します。

6.3. エグゼクティブレポートポリシー

このセクションでは、エグゼクティブレポートポリシーに関する情報について説明します。

6.3.1. エグゼクティブレポートポリシーの定義

「Setup & Administration」タブの「Executive Reports Policies」画面には、すべてのエグゼ
クティブレポートポリシーが表示されます。図6.3「サンプルの「Executive Reports Policies」画
面」 は例です。
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図6.3 サンプルの「Executive Reports Policies」画面

各エグゼクティブレポートポリシーは、保存されているダッシュボードテンプレートに基づき、
次の要素が含まれます。

• レポート名 – レポートの英数字識別子。レポート名は、一意である必要はありません。

• ソースダッシュボードテンプレート – レポートは、「STA‐Default」以外の STA ユーザー名
に基づくことができます。「STA‐Default」という名前のテンプレートに基づくレポートを作
成するには、このテンプレートを別名で保存してから、その新しい名前に基づいたレポート
にします。

• 開始日 – レポートを実行するようにスケジュールされた最初の日。詳細については、「エグ
ゼクティブレポートの実行」を参照してください。これは、この日の 00:30 UTC の直後に自
動で実行されます。

• 頻度 – レポートを実行するようにスケジュールされた頻度。詳細については、「エグゼク
ティブレポートの実行」を参照してください。

• 所有権 – エグゼクティブレポートポリシーの所有権により、ポリシーを表示および使用でき
るユーザーが決まります。パブリックポリシーは、STA ユーザーによって所有されます。プラ
イベートポリシーは、このポリシーを作成した STA 管理者ユーザー名によって所有されま
す。プライベートポリシーと、プライベートポリシーによって生成されるレポートは、ポリシー
所有者のみが STA ユーザーインタフェースから管理および表示できます。パブリックポリ
シーと、パブリックポリシーによって生成されるレポートは、どのユーザーでも表示および管
理できます。

注:

STA ユーザー名が削除されると、そのユーザーの所有するすべてのプライベートレポートポリシー
は、削除を実行する管理者ユーザーの選択に応じて、自動的に削除されるかパブリックになります。詳
細は、「STA ユーザー名の削除」を参照してください。



エグゼクティブレポートポリシー

174

• 電子メール受信者 – レポートは、任意の数の電子メールアドレスに送信できます。電子
メールアドレスは、「Configuration – Email」画面で定義する必要があります。レポートの
PDF は、各レポート実行の完了後に受信者へ電子メールで送信されます。

6.3.2. エグゼクティブレポートの電子メール送信

レポートを電子メールで送信することは、STA の通常ユーザーではない相手や STA ユー
ザー名を持たない人にレポートを提供できる方法の 1 つです。各エグゼクティブレポート
は、STA の「Configuration – Email」画面で事前に定義した任意の数の電子メールアドレス
に送信できます。手順については、「STA ユーザー名の追加」を参照してください。

各レポートの電子メール受信者リストは、管理者権限を持つユーザーのみが定義できます。
レポートの PDF は、実行されるとすぐに受信者に電子メールで送信されます。エグゼクティ
ブレポートのサンプルページについては、図6.2「サンプルのエグゼクティブレポート」 を参照
してください。

6.3.3. エグゼクティブレポートポリシーのユーザーの役割

表6.2「エグゼクティブレポートポリシーのユーザーの役割」 に、オペレータ役割および管理
者役割が使用可能なエグゼクティブレポートポリシーアクティビティーをサマリーします。

表6.2 エグゼクティブレポートポリシーのユーザーの役割

ユーザーの役割 レポートアクティビティー 画面

管理者のみ パブリックまたはプライベートレポートポリシーを作成します。

レポートポリシーのリストを表示します (現在の STA ユー
ザー名によって作成されたパブリックポリシーおよびプライ
ベートポリシーを含む)。

レポートポリシーを次のように変更します (現在の STA ユー
ザー名によって作成されたパブリックポリシーまたはプライ
ベートポリシーを含む)。

• レポートの通常スケジュールを定義します。

• パブリックまたはプライベート所有権をポリシーに割り当て
ます。

• レポートファイルを受信する電子メールアドレスを指定しま
す。

「Setup &
Administration」を選択
して、「Executive Reports
Policies」を選択します。
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ユーザーの役割 レポートアクティビティー 画面

• レポートの基になるダッシュボードテンプレートを変更しま
す。

• ポリシーを削除します。

オペレータ以上 次のようにパブリックレポートポリシーのリストを表示します。

• レポートポリシーリストをフィルタします。

• レポートポリシーリストを出力します。

「Setup &
Administration」を選択
して、「Executive Reports
Policies」を選択します。

6.4. エグゼクティブレポートファイルのタスク

これらのタスクには、エグゼクティブレポート出力ファイルの表示と管理が含まれ、すべての
ユーザーの役割で実行できます。これらのタスクは、「Home」タブの「Executive Reports」画
面から実行できます。

注:

パブリックレポートおよび自分の STA ユーザー名によって所有されているプライベートレポートのみにア
クセスできます。別の STA ユーザー名によってプライベートに所有されているレポートでこれらのタスク
を実行することはできません。詳細は、「エグゼクティブレポートポリシーの定義」を参照してください。

• 「エグゼクティブレポートの表示」

• 「エグゼクティブレポートファイルの削除」

• 「エグゼクティブレポートファイルのリストの管理」

6.4.1. エグゼクティブレポートのオンデマンド実行

この手順を使用して、選択したエグゼクティブレポートをただちに実行します。レポートは、最
初の利用可能な機会に実行されます (最大 2 分遅れることがあります)。これは、レポートの
スケジュールには影響せず、通常のスケジュールされた時間にも実行されます。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Executive Reports
Policies」を選択します。
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「Executive Reports Policies」画面が表示されます。

2. 実行するレポートポリシーを選択し、「Run」をクリックします。

確認ダイアログボックスが表示されます。

3. 情報を検証し、「OK」をクリックしてレポートを実行します。

レポートが実行されます。出力を表示する手順については、「エグゼクティブレポートの表
示」を参照してください。

6.4.2. エグゼクティブレポートの表示

この手順を使用して、エグゼクティブレポートを実行後に表示します。レポートは Adobe PDF
形式で作成されます。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Executive Reports」を選択します。
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「Executive Reports」画面が表示され、自分の STA ユーザー名で使用可能なすべての
レポートファイルが示されます。

2. 表示するレポートファイルを選択し、「Export」をクリックします。

ファイルは、ブラウザ設定に従ってコンピュータにダウンロードされます。詳細は、使用し
ているブラウザのドキュメントを参照してください。次は、Windows で Mozilla Firefox を
実行しているコンピュータで表示される可能性のある、サンプルのダイアログボックスで
す。

この例では、次のように進めます。

• 「Save File」および「OK」をクリックすると、レポートがローカルコンピュータに保存され
ます。レポートは PDF 形式で保存され、あとで Adobe Reader を使用して表示できま
す。
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• 「Open with」および「OK」をクリックして、レポートをブラウザから表示します。このオプ
ションでは、Adobe Acrobat アドオンがブラウザにインストールされ、有効になっている
必要があり、正確な動作はブラウザ構成によって異なります。このオプションを使用で
きない場合は、手順について使用しているブラウザのドキュメントを参照してください。

6.4.3. エグゼクティブレポートファイルの削除

この手順を使用して、選択したレポートファイルを削除します。これは、ほかのレポートファイ
ルにも、レポートポリシー定義にも影響を与えません。削除するレポートファイルは 1 回につ
き 1 つのみ選択できます。

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Executive Reports」を選択します。

「Executive Reports」画面が表示され、自分の STA ユーザー名で使用可能なすべての
レポートファイルが示されます。

2. 削除するレポートファイルを選択し、「Delete」をクリックします。

削除の確認ダイアログボックスが表示されます。

3. 選択を確認して、「Yes」をクリックして削除を確認します。

レポートファイルが削除され、「Executive Reports」画面から表示できなくなります。
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6.4.4. エグゼクティブレポートファイルのリストの管理

エグゼクティブレポートファイルのリストはリストビュー表であり、概要画面で見られるものと
似ています。任意のリストビュー表と同じ機能を実行できます。手順については、次の手順を
参照してください。

• 表レコードをフィルタするには、「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィ
ルタの変更」を参照してください。

• 表に適用されたフィルタをリセットするには、「現在のフィルタのクリア」を参照してくださ
い。

• 表をリフレッシュして新しいレポートファイルを表示するには、『STA 画面基本ガイド』を参
照してください。

• テーブルの出力可能なフォームをブラウザの別個のタブまたはウィンドウに表示するには、
『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

• テーブルを画面から切り離して、ブラウザフォアグラウンド内の別個のウィンドウに表示す
るには、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

6.5. エグゼクティブレポートポリシーのタスク

これらのタスクには、エグゼクティブレポートポリシーの作成と管理が含まれ、オペレータまた
は管理者権限が必要です。これらのタスクは、「Setup & Administration」タブの「Executive
Reports Policies」画面から実行します。

注:

パブリックレポートおよび自分の STA ユーザー名によって所有されているレポートのみにアクセスできま
す。別の STA ユーザー名によってプライベートに所有されているレポートでこれらのタスクを実行するこ
とはできません。詳細は、「エグゼクティブレポートポリシーの定義」を参照してください。

• 「エグゼクティブレポートポリシーの作成または変更」。

• 「エグゼクティブレポートポリシーの削除」

• 「エグゼクティブレポートのオンデマンド実行」

• 「エグゼクティブレポートポリシーのリストの管理」
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6.5.1. エグゼクティブレポートポリシーの作成または変更

この手順を使用して、エグゼクティブレポートポリシーを作成したり、既存のパブリックポリ
シーまたは自分の STA ユーザー名によって所有されているプライベートポリシーに次の変
更を加えたりします。

• ポリシーの名前を変更します。

• ポリシーの基になる別のダッシュボードテンプレートを指定します。

注:

ポリシーが自分の STA ユーザー名によって所有されているプライベートテンプレート、またはパブリッ
クテンプレートに基づいている場合にかぎり、この変更を加えることができます。

• レポートがポリシーから生成される定期スケジュールを変更します。

• ポリシーのパブリックまたはプライベート所有権や生成されるレポートを変更します。

• ポリシーによって生成されるレポートの電子メール受信者を変更します。

オプションで、変更を加えたあとオンデマンドでレポートを実行できます。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Executive Reports
Policies」を選択します。

「Executive Reports Policies」画面が表示されます。

2. 次のように進めます。
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• レポートを作成するには、「Executive Reports Policies」表ツールバーの「Add」をクリッ
クします。

• 既存のレポートポリシーを変更するには、表でポリシーを選択し、「Edit」をクリックしま
す。別の STA ユーザー名によって所有されているプライベートエグゼクティブレポート
ポリシーは、変更することができません。

「Add/Edit Executive Reports Policy」ダイアログボックスが表示されます。

3. 次のように「Add/Edit Executive Reports Policy」ダイアログボックスを完成させます。

a. 「Report Name」フィールドで、一意の名前を入力します。

入力には、長さ 250 文字までの英数字を含めることができます。

b. 「Source Dashboard Template」メニューで、エグゼクティブレポートの基として使
用するテンプレートを選択します。メニューに、STA ユーザー名に適用可能なすべて
のダッシュボードテンプレートが表示されます。

注:

ポリシーを変更していて、ソーステンプレートが別の STA ユーザー名によってプライベートに所
有されている場合、このフィールドは表示専用です。

c. 「Locale」メニューで、「English」を選択します。これは、この時点で使用可能な唯一
のオプションです。

d. 「Start Date」フィールドで、レポートのスケジュール実行を開始する日付を指定しま
す。レポートは、この日付から開始して、00:30 UTC の直後に実行されます。

e. 「Run Frequency」メニューで、レポートを実行する頻度を選択します。

f. 「Shared」フィールドで、次のいずれかのオプションを選択します。
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• レポートをすべてのユーザーに使用可能にする場合は 「Public」。

• レポートを現在の STA ユーザー名のみに使用可能にする場合は「Private」。これ
は電子メール受信者リストには影響しません。レポートがプライベートであっても、
ほかのユーザーに電子メールで送信したレポートのコピーは保持できます。

g. 「Email Recipients」メニューで、レポートの各実行後にレポートのコピーを電子メー
ルで送信する電子メールアドレスを選択します。レポートは、PDF 添付ファイルとして
送信されます。メニューには、STA に定義されたすべての電子メールアドレスが一覧
表示されます。

4. 情報が正しいことを検証し、次のいずれかのボタンをクリックします。

• レポートポリシーを保存し、指定された「Start Date」にはじめて実行する場合
は「Save」。

• レポートポリシーを保存し、ただちに実行する場合は「Save and Run」。これは、定義し
たスケジュールには影響せず、指定された「Start Date」以降の通常のスケジュールさ
れた時間にも実行されます。

新しいポリシー情報で「Executive Reports Policies」画面が更新されます。
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「Save and Run」を選択した場合、レポートは最初に使用可能なタイミングでバックグラ
ウンドで実行されます。レポートの実行が開始されるまでに、最大で 2 分かかることがあ
ります。

レポートの実行が完了するとすぐに、「Home」タブの「Executive Reports」画面から出力
を利用できます。出力を表示する手順については、「エグゼクティブレポートの表示」を参
照してください。

6.5.2. エグゼクティブレポートポリシーの削除

この手順を使用して、エグゼクティブレポートポリシーを削除します。パブリックポリシー、また
は自分の STA ユーザー名によって作成されたプライベートポリシーのみを削除できます。

レポートポリシーを削除しても、それまでに実行されたレポートファイルは削除されず、引き続
き「Executive Reports」画面で表示できます。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Executive Reports
Policies」を選択します。

「Executive Reports Policies」画面が表示されます。

2. 削除するレポートポリシーを選択し、「Delete」をクリックします。
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「Delete」ダイアログボックスが表示されます。

3. 選択を確認して、「Yes」をクリックして削除を確認します。

レポートポリシーが削除されます。

6.5.3. エグゼクティブレポートポリシーのリストの管理

エグゼクティブレポートポリシーのリストはリストビュー表であり、概要画面で見られるものと
似ています。任意のリストビュー表と同じタスクを実行できます。手順については、次の手順
を参照してください。

• 表レコードをフィルタするには、「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィ
ルタの変更」を参照してください。

• 表に適用されたフィルタをリセットするには、「現在のフィルタのクリア」を参照してくださ
い。

• テーブルをリフレッシュして新しいレポートポリシーを表示するには、『STA 画面基本ガイ
ド』を参照してください。

• テーブルの出力可能なフォームをブラウザの別個のタブまたはウィンドウに表示するには、
『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

• テーブルを画面から切り離して、ブラウザフォアグラウンド内の別個のウィンドウに表示す
るには、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。
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7 
Logical Groups

STA の論理グループ機能を使用すると、ドライブおよびメディアのユーザー定義グループを
いくつでも作成できます。論理グループは、STA データのフィルタリングおよびレポート作成
を行う際に役立ちます。サイトでオプションの STA メディア検証機能を有効にしている場合、
自動メディア検証ポリシーを定義する際に論理グループを使用できます。詳細は、「論理グ
ループごとにメディアを検証する」を参照してください。

論理グループには、任意の組み合わせのドライブ、メディア、またはその両方を含めることが
できます。個々のドライブおよびメディアは、一度に複数の論理グループに属することができ
ます。

オペレータ権限または管理者権限を持つすべてのユーザーは、この章で説明しているアク
ティビティーを実行できます。

この章の内容は次のとおりです。

• 論理グループの使用

• 論理グループの作成プロセス

• 論理グループのタイプ

• 論理グループでフィルタリング

• 論理グループの作成および管理タスク

7.1. 論理グループの使用

論理グループを使用することで、STA データの整理およびレポート作成が可能になるいくつ
かの方法を次に示します。

• 次の画面で、論理グループを使用してデータをフィルタします。詳細は、「論理グループで
フィルタリング」を参照してください。

◦ 「Drives Overview」および「Drives Analysis」

◦ 「Media Overview」および「Media Analysis」
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◦ 選択したダッシュボードポートレット

• 論理グループでフィルタされた画面のレイアウトをテンプレートとして保存します。フィルタ
はテンプレートの一部として保存されます。詳細は、「テンプレート定義に含まれる画面特
性」を参照してください。

• 論理グループでフィルタされたダッシュボードテンプレートに基づいてエグゼクティブレ
ポートを作成します。詳細は、6章「エグゼクティブレポート 」を参照してください。

7.1.1. 論理グループの例

例 1 ライブラリパーティションの論理グループ
ライブラリには 8 つのパーティションがあり、ユーザーは各パーティションのドライブおよ
びメディアについて STA レポートを作成したいと考えます。それを行うには、ライブラリの
パーティションごとに 1 つの論理グループを作成できます。

例 1 地理的に異なる場所にあるライブラリの論理グループ
2 人のライブラリオペレータがあるサイトのライブラリを管理し、別の 3 人のオペレータが
もう 1 つのサイトを管理しています。オペレータは、自分たちのサイトのドライブとメディア
のみを対象とする STA データを参照したいと考えます。それを行うには、サイトごとに 1
つの論理グループを作成できます。

例 1 アーカイブメディアの論理グループ
アーカイブサイトでは、各アーカイブメディアの 2 つのコピーが作成されます。2 セットの
メディアを管理しやすくするために、すべてのコピー #1 メディアに対する 1 つの論理グ
ループと、コピー #2 メディアに対する別の論理グループを作成できます。

例 1 測定メディアの論理グループ
STA メディア検証機能の一部であるドライブの測定および評価を有効にするよう選択す
る場合、この目的で使用するメディアの論理グループを定義する必要があります。すべて
のドライブの測定および評価アクティビティーはこれらのメディアのみで行い、これらの
メディアは本番データには使用しないようにします。詳細は、「キャリブレーションメディア
論理グループ」を参照してください。

7.2. 論理グループの作成プロセス
論理グループを作成するプロセスは次のとおりです。

1. 「Logical Groups」画面から論理グループを作成します。名前を割り当て、手動にするか、
動的グループにするかを指定します。詳細は、「論理グループのタイプ」を参照してくださ
い。

2. 次のいずれかの方法を使用して、グループにドライブおよびメディアを追加します。

• グループが手動の場合は、グループに追加する個々のドライブとメディアを選択しま
す。これは「Drives Overview」および「Media Overview」の各画面から実行します。詳
細は、「手動論理グループへのドライブおよびメディアの追加」を参照してください。
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• グループが動的な場合、ドライブとメディアをグループに割り当てるための選択条件を
定義します。これも「Logical Groups」画面から実行します。これで、STA が自動的にグ
ループを作成するようになります。詳細は、「動的論理グループの作成および定義」を
参照してください。

7.2.1. 論理グループの所有権

論理グループは、そのグループを作成した STA ユーザー名によって所有され、所有者を削
除した場合を除き所有権は変更できません。論理グループの所有者は「Logical Groups」画
面に表示されます。

注:

STA ユーザー名が削除されると、そのユーザー名が所有しているすべての論理グループは、その削除を
実行する管理者ユーザーが選択する内容に従って自動的に削除されるか、パブリックにされます。詳細
は、「STA ユーザー名の削除」を参照してください。

7.3. 論理グループのタイプ

論理グループを作成する際に、手動か動的かを指定します。グループを一度作成したあと
は、そのタイプを変更することができません。

7.3.1. 手動論理グループ

手動論理グループは比較的静的です。ユーザーが直接操作を行う場合を除いてメンバー
シップは変更されません。手動論理グループは、選択したドライブおよびメディアを手動で
グループに割り当てることで作成します。グループに対するドライブとメディアの追加や削除
は、任意の時点で行うことができます。詳細は、「手動論理グループの作成」を参照してくだ
さい。

7.3.2. 動的論理グループ

動的論理グループは、ドライブとメディアの属性の変化に応じて、時間の経過とともに変化し
ます。動的論理グループのメンバーシップは、ユーザーが定義する選択条件に基づいていま
す。論理グループの選択条件は STA のフィルタリング機能とほぼ同様に機能し、単純なも
のから非常に複雑なものにまでできます。詳細は、「動的論理グループの作成および定義」を
参照してください。

テープライブラリシステムのサイズによっては、はじめて動的グループを作成する際に時間
がかかる場合があります。グループはバックグラウンドで作成されるため、グループの作成中
もその他の STA アクティビティーを続行できます。
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7.3.2.1. 動的グループメンバーシップの更新

動的グループメンバーシップは、ライブラリ環境に対してドライブとメディアが追加または削
除されたとき、および個々のドライブとメディアの属性が変更されたときに自動的に更新され
ます。ドライブとメディアは、グループの選択条件を満たすと自動的にグループに追加され、
条件を満たさなくなると自動的に削除されます。

グループメンバーシップの更新は 1 時間ごとに行われますが、グループの更新を手動でい
つでも開始できます。詳細は、「動的論理グループの強制的な更新」を参照してください。

個々のドライブとメディアを動的グループから手動で追加または削除することはできません。
動的グループのメンバーシップを変更するには、選択条件を修正します。「動的論理グルー
プの選択条件の変更」を参照してください。

7.3.2.2. 動的グループの選択条件

選択条件の作成に使用できるドライブとメディアの属性はさまざまです。ドライブのみに適用
される属性もあれば、メディアのみに適用される属性、その両方に適用される属性もありま
す。次に例を示します。

• 「Matching on Library Name」ではドライブとメディアの両方が選択されます。

• 「Matching on Drive Type」ではドライブのみが選択されます。

• 「Matching on Cleaning Media」ではドメディアのみが選択されます。

表7.1「動的論理グループの選択条件」 は、使用可能な条件と、それらの条件がドライブのみ
に適用されるか、メディアのみか、またはその両方に適用されるかを示しています。

表7.1 動的論理グループの選択条件

属性 ドライブのみ メディアのみ 両方

Cleaning Media X

Drive Firmware Version X

ドライブの健全性インジケータ X

ドライブシリアル番号 X

ドライブタイプ X

ドライブ疑いレベル X

HLI アドレス X
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属性 ドライブのみ メディアのみ 両方

「Library Complex Name」 X

「Library Model」 X

ライブラリ名 X

ライブラリ番号 X

ライブラリシリアル番号 X

メディアの健全性インジケータ X

メディア疑いレベル X

Media Type X

「Partition Name」 X

パーティション番号 X

「Partition Type」 X

「Physical Address」 X

レール番号 X

SCSI 要素 ID X

STA スタートトラッキング (日数) X

STA スタートトラッキング (日付) X

ボリュームシリアル番号 X

7.4. 論理グループでフィルタリング
論理グループを作成および管理できるのはオペレータ権限または管理者権限を持つユー
ザーのみですが、ビューア権限を持つユーザーを含むすべてのユーザーが、既存の論理グ
ループを使用して STA データをフィルタできます。論理グループで画面をフィルタリングする
と、そのグループのドライブとメディアだけに集中できます。

次の画面上のデータは、論理グループでフィルタできます。

• 「Drives Overview」および「Drive Analysis」

• 「Media Overview」および「Media Analysis」

• 選択したダッシュボードポートレット – ポートレットのリストは、「論理グループによるフィル
タリングが可能なダッシュボードポートレット」を参照してください。

また、次のタイプのポリシーでは、選択条件で論理グループを使用できます。
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• アラートポリシー – 詳細は、「論理グループを使用したアラートポリシーの定義」を参照し
てください。

• メディア検証ポリシー – 詳細は、「キャリブレーションメディア論理グループ」および「論理
グループごとにメディアを検証する」を参照してください。

7.4.1. 論理グループを使用したフィルタの作成

ドライブおよびメディアは、一度に複数の論理グループに属することができます。このため、
論理グループによるフィルタリングの選択条件を作成する際は、通常、「Filter Data」ダイアロ
グボックスで「Is」および「Isn't」演算子ではなく、「Contains」および「Doesn't Contain」演算子
を使用する方が適切です。「Is」および「Isn't」演算子では排他的一致が必要とされるため、
フィルタの結果、指定する論理グループに属するレコードが選択されるのではなく、どのレ
コードも選択されないか、またはすべてのレコードが選択されることになる可能性があります。

これらの演算子の使用例をこの後に示しています。これらの例では、3 つのドライブと 26 の
メディアを含む「LTO6-Drives-Media」論理グループを使用しています。

例 1 「Is」演算子の使用
「Media – Overview」画面で、「Is」演算子を使用して「LTO6-Drives-Media」論理グルー
プをフィルタしても、選択されるレコードはありません。これは、LTO6-Drives-Media グ
ループのすべてのメディアが、少なくとももう 1 つのグループにも属しているためです。

「Is」演算子は、指定された論理グループのみに属するドライブとメディアを選択します。
ドライブとメディアがその他のグループにも属している場合、それらのドライブとメディア
はフィルタで選択されません。
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例 1 「Contains」演算子の使用
フィルタの演算子を「Contains」に変更すると、論理グループ内の 26 個すべてのメディア
レコードが選択されます。「Contains」演算子は、指定された論理グループと、その他の任
意の数のグループに属するドライブとメディアを選択します。

7.4.2. 論理グループ定義の変更がフィルタに及ぼす可能性のある
影響

選択条件の一部としてフィルタに論理グループが含まれている場合、論理グループの定義
を変更すると、フィルタの動作に影響を与えます。次の例では、変更によって起こる可能性の
ある影響をステップごとに示しています。

ステップ 1 論理グループの定義
「Logical Groups」画面で、T10000 のすべてのクリーニングメディアに対する論理グルー
プ「LG-Media-T10K-Clean」が作成されています。このグループの定義は次のとおりで
す。
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この論理グループには 51 個のメディアが含まれています。

ステップ 1 フィルタでの論理グループの使用
「Media – Overview」画面は論理グループでフィルタされています。グループに含まれる
51 個のレコードが表示されています。

ステップ 1 論理グループの選択条件を変更する影響
「Logical Groups」画面で、論理グループ定義が T10000T2 クリーニングメディアのみを
含むように変更されています。
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論理グループに含まれるメディアは 11 個のみです。

「Media – Overview」画面は、適用されているフィルタに含まれる新しい論理グループ定
義を反映するように自動的に更新されます。
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ステップ 1 論理グループの名前を変更する影響
「Logical Groups」画面で、論理グループの名前が「LG-Media-T10KT2-Clean」に変更さ
れています。論理グループの選択条件に変更はなく、グループにはここでも同じ 11 個の
メディアが含まれています。

「Media – Overview」画面に適用されているフィルタで古い論理グループ名がそのまま
使用されているため、ここでは画面にレコードが表示されていません。フィルタは、現在は
存在しない論理グループ名を指定しています。

ステップ 1 フィルタの更新
選択条件に新しい論理グループ名を含むように、または選択条件の範囲を広げるよう
に、フィルタを更新する必要があります。次の例では、論理グループ名の一部のみを照合
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するように指定することで、選択条件の範囲が広げられています。フィルタがテンプレー
トに含まれている場合は、テンプレートも更新して保存し直す必要があります。

7.4.3. 論理グループによるフィルタリングが可能なダッシュボー
ドポートレット

次のダッシュボードポートレットは、論理グループでフィルタできます。詳細は、付録A「ダッ
シュボードポートレット」を参照してください。

グラフポートレット

• ドライブの健全性

• ドライブ使用率

• I/O スループット

• ライブラリドライブベイ

• ライブラリメディアスロット

• 最大マウント時間

• メディアの健全性

• マウント

表ポートレット

• 1 メートル当たりでもっともクリーニングを必要とするドライブ

• ドライブ監視リスト
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• メディア監視リスト

• モニター対象のデバイス傾向

レポートポートレット

• データ読み取りレポート

• データ書き込みレポート

• ドライブの健全性レポート

• メディアの健全性レポート

• モニター対象のデバイス数

7.5. 論理グループの作成および管理タスク

このセクションのすべてのタスクには、オペレータまたは管理者権限が必要です。

手動論理グループのみ

• 「手動論理グループの作成」

• 「手動論理グループへのドライブおよびメディアの追加」

• 「手動論理グループからのドライブおよびメディアの削除」

動的論理グループのみ

• 「動的論理グループの作成および定義」

• 「動的論理グループの選択条件の変更」

• 「動的論理グループの強制的な更新」

すべての論理グループ

• 「選択したドライブまたはメディアの論理グループ割り当ての表示」

• 「論理グループに割り当てられているすべてのドライブとメディアの一覧表示」

• 「論理グループの名前変更」

• 「論理グループの削除」

7.5.1. 手動論理グループの作成

手動論理グループを作成するには、この手順を使用します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。
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「Logical Groups」画面が表示されます。

2. 「Defined Logical Groups」ツールバーで「Add Logical Group」をクリックします。

3. 「Create Logical Group」画面に次のように入力します。

a. 「Logical Group Name」フィールドに一意の名前を入力します。

エントリには最大で英数字 249 文字を含めることができます。

b. 「Logical Group Type」フィールドで「Manual」を選択します。

c. 「Save」をクリックします。
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グループが作成され、「Defined Logical Groups」表に追加されます。現時点ではグ
ループは空です。グループにリソースを追加する詳細は、「手動論理グループへのド
ライブおよびメディアの追加」を参照してください。

7.5.2. 手動論理グループへのドライブおよびメディアの追加

ドライブ、メディア、またはその両方を既存の手動論理グループに追加するには、この手順を
使用します。ドライブまたはメディアを一度に 1 つずつ追加することも、複数のリソースを選択
してそれらすべてを一度に追加することもできます。

注:

論理グループがあらかじめ存在している必要があります。手順については、「手動論理グループの作
成」を参照してください。

注:

論理グループからのドライブおよびメディアの削除は、「Logical Groups」画面で行います。手順について
は、「手動論理グループからのドライブおよびメディアの削除」を参照してください。
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注:

ドライブまたはメディアを動的論理グループに追加することはできません。動的グループのメンバーシッ
プの変更については、「動的論理グループの選択条件の変更」を参照してください。

1. 次のようにして、適切な「Overview」画面に移動します。

• ドライブを論理グループに追加するには、ナビゲーションバーで「Tape System
Hardware」を選択して、「Drives – Overview」を選択します。

• メディアを論理グループに追加するには、ナビゲーションバーで「Tape System
Hardware」を選択して、「Media – Overview」を選択します。

2. 選択した画面 (この例では「Drives – Overview」) で、論理グループに追加するドライブ
またはメディアを選択します。

オプションで画面にフィルタを適用して、選択肢を絞り込むことができます。次の例は、
フィルタされたリストから選択した個々のドライブを示しています。

3. 表のツールバーで「Logical Groups」をクリックします。

「Logical Groups」ダイアログボックスが表示されます。

4. メニューで、選択したドライブまたはメディアの追加先となる論理グループを選択し、
「OK」をクリックします。

注:

メニューには手動論理グループのみが表示されます。
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リソースが論理グループに追加されます。更新の確認については、「論理グループに割り
当てられているすべてのドライブとメディアの一覧表示」を参照してください。

5. オプションで、次のようにしてさらにリソースをグループに追加できます。

• 同じタイプのリソース (この例ではドライブ) を追加する場合は、現在の「Overview」画
面のままで手順 2 に戻ります。

• ほかのタイプのリソース (この例ではメディア) を追加する場合は手順 1 に戻り、該当
する「Overview」画面を選択します。

7.5.3. 手動論理グループからのドライブおよびメディアの削除

選択したドライブ、メディア、またはその両方を手動論理グループから削除するには、この手
順を使用します。

注:

論理グループへのドライブおよびメディアの追加は、それぞれ該当する「Overview」画面で行います。手
順については、「手動論理グループへのドライブおよびメディアの追加」を参照してください。

注:

ドライブまたはメディアを動的論理グループから削除することはできません。動的グループのメンバー
シップの変更については、「動的論理グループの選択条件の変更」を参照してください。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。
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「Logical Groups」画面が表示されます。

2. 「Defined Logical Groups」表で、変更する手動論理グループを選択します。

そのグループに割り当てられているドライブとメディアが「Assigned Entities」表に表示さ
れます。

3. 「Drives」表または「Media」表で、グループから削除するリソースを選択し、「Unassign
Entities」をクリックします。一度に複数のレコードを選択できますが、それらはすべて同じ
表のレコードである必要があります。

注:

「Unassign Entities」ボタンは、動的論理グループに対してはアクティブになりません。ボタンがアク
ティブでない場合は、必ず手動論理グループを選択していることを確認してください。
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「Unassign Entities」ダイアログボックスが表示されます。

4. 正しい情報を指定していることを確認し、「Yes」をクリックします。

選択したリソースがグループから削除され、「Assigned Entities」表が更新されます。

5. グループからさらにドライブまたはメディアを削除する場合は、手順 3 に戻ります。

7.5.4. 動的論理グループの作成および定義

動的論理グループを作成し、そのグループに割り当てるドライブとメディアを決定する選択
条件を定義するには、この手順を使用します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。
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「Logical Groups」画面が表示されます。

2. 「Defined Logical Groups」ツールバーで「Add Logical Group」をクリックします。

3. 「Create Logical Groups」ダイアログボックスに次のように入力します。

a. 「Logical Group Name」フィールドに一意の名前を入力します。

入力には、長さ 250 文字までの英数字を含めることができます。

b. 「Logical Group Type」フィールドで「Dynamic」を選択します。

ダイアログボックスに、「Entity Assignment Policies」が表示されます。
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4. 次のようにして選択条件を指定します。

a. 「Filter Matching」フィールドで、指定するいずれかの条件と一致するか、すべての
条件と一致するかを示します。

b. 新しい空白の選択条件の行をダイアログボックスに追加するには、「Add New Filter
Criteria Row」ボタンをクリックします。

c. 行のメニューとテキストフィールドを使用して、選択条件を指定します。各行の入力の
詳細は、「属性タイプ別のフィルタ演算子」を参照してください。

注:

フィルタリングの属性を選択する際に、選択する属性の名前がわかっている場合は、最初の数
文字を入力すると、メニュー内のその項目にカーソルをすばやく移動できます。

d. 必要な数の選択条件の行を追加できます。
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e. 条件を削除するには、削除する行で「Remove This Filter Criteria Row」ボタンをク
リックします。

5. 条件が正しいことを確認して、「Save」をクリックします。

グループが作成され、「Defined Logical Groups」表に追加されて、STA がバックグラウン
ドでグループの作成を開始します。

最初は、グループのメディア数とドライブ数がゼロとして表示されます。テープライブ
ラリシステムのサイズ、および選択条件の複雑さに応じて、該当するすべてのドライブ
とメディアがグループに追加されるのに数秒から何十分までかかる場合があります。
「Logical Groups」画面から移動しても、このプロセスは中断されません。
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6. 論理グループの作成時に「Refresh Table」アイコンをクリックすると、処理中のドライブ
数およびメディア数で画面表示を更新できます。

表示が更新されています。

7.5.5. 動的論理グループの選択条件の変更

既存の動的論理グループの選択条件を変更するには、この手順を使用します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。

「Logical Groups」画面が表示されます。
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2. 「Defined Logical Groups」表で、変更する動的論理グループを選択して、「Edit Logical
Group」をクリックします。

「Edit Logical Group」ダイアログボックスが表示され、グループの選択条件が表示され
ます。

3. 必要に応じて、選択条件を追加、削除および変更できます。手順については、「動的論理
グループの作成および定義」を参照してください。

7.5.6. 動的論理グループの強制的な更新

動的論理グループの即時更新を開始して、該当するドライブまたはメディアのすべての変更
が反映されるようにするには、この手順を使用します。動的グループは 1 時間に 1 回、自動
的に更新されますが、この手順を使用すれば、更新サイクルの間にグループを更新できま
す。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。
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「Logical Groups」画面が表示されます。

2. 「Defined Logical Groups」表で、更新する動的論理グループを選択して、「Refresh
Dynamic Group」をクリックします。

STA はバックグラウンドで、グループの更新を開始します。テープライブラリシステムのサ
イズ、および選択条件の複雑さに応じて、更新が完了するのに数秒から何十分までかか
る場合があります。「Logical Groups」画面から移動しても、このプロセスは中断されませ
ん。

3. グループの更新時に「Refresh Table」ボタンをクリックすると、処理中のドライブ数およ
びメディア数で画面表示を更新できます。
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7.5.7. 選択したドライブまたはメディアの論理グループ割り当て
の表示

選択したドライブまたはメディアが割り当てられている論理グループを表示するには、この手
順を使用します。

1. 表示するレコードを「Drives – Overview」または「Media – Overview」画面から選択し、
「Detail View」をクリックします。

選択した各レコードの詳細ビューの、表示下方にある「User-Provided Information」セク
ションに、論理グループの割り当てが一覧表示されます。リソースが割り当てられている
すべてのグループが一覧表示されます。
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7.5.8. 論理グループに割り当てられているすべてのドライブとメ
ディアの一覧表示

選択した論理グループに割り当てられているすべてのドライブとメディアのリストを表示する
には、この手順を使用します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。

「Logical Groups」画面が表示されます。

2. 「Defined Logical Groups」表で、表示する論理グループを選択します。

割り当てられているすべてのドライブとメディアが、「Assigned Entities」表に表示されま
す。
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7.5.9. 論理グループの名前変更

既存の手動論理グループまたは動的論理グループの名前を変更するには、この手順を使用
します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。

「Logical Groups」画面が表示されます。

2. 「Defined Logical Groups」表で名前を変更するグループを選択して、「Edit Logical
Group」をクリックします。

「Edit Logical Groups」ダイアログボックスが表示されます。

3. 新しい名前を「Logical Group Name」フィールドに入力して、「Save」をクリックします。動
的論理グループの場合、その他のフィールドは変更しないでください。手動論理グルー
プの場合、使用可能なフィールドはこれだけです。
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「Defined Logical Groups」表が新しい名前で更新されます。

注:

「Assigned Entities」表に、グループにはドライブもメディアも含まれていないと示されています。これ
は、表の表示の単なる時間差です。

4. 「Assigned Entities」表の表示を更新するには、「Defined Logical Groups」表で論理グ
ループの選択を解除してから、再選択します。表示内容が、割り当てられたドライブおよ
びメディアで更新されます。
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7.5.10. 論理グループの削除

選択した手動論理グループまたは動的論理グループを削除するには、この手順を使用しま
す。一度に削除できるのは 1 つの論理グループのみです。

注:

この手順では、論理グループ全体が削除されます。選択したドライブまたはメディアのみを手動グループ
から削除する場合は、「手動論理グループからのドライブおよびメディアの削除」を参照してください。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logical Groups」を選
択します。

「Logical Groups」画面が表示されます。

2. 「Defined Logical Groups」表で、削除するグループを選択して、「Delete Logical Group」
をクリックします。
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「Delete Logical Group」ダイアログボックスが表示されます。

3. 正しい論理グループを選択していることを確認し、「Yes」をクリックして削除します。

グループは「Logical Groups」画面から削除および移動されます。

これで、グループでフィルタされたすべての画面、ダッシュボードポートレット、またはテン
プレートに、「No data to display」または「No data available」が表示されます。
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8 
STA メディア検証

STA メディア検証は、テープライブラリシステム内のデータを確実に長期保存するのに役立
つ STA のオプション機能です。これは、Oracle の StorageTek T10000C および T10000D ド
ライブのデータ整合性チェック機能を使用して、StorageTek SL8500 ライブラリ内の本番メ
ディアに対して、ポリシー主導型の自動検証を提供します。STA は、検証結果を分析して、
データ保存に関する推奨を行います。

注:

STA メディア検証は、最小要件を満たすテープライブラリシステム構成のみでサポートされていま
す。STA、ライブラリ、ドライブ、およびメディア要件のリストについては、『STA 要件ガイド』を参照してくだ
さい。

この章の内容は次のとおりです。

• STA メディア検証の概要

• STA メディア検証の構成

• ドライブのキャリブレーションと適格性検査

• 手動検証リクエストの送信

• 自動メディア検証の使用

• STA メディア検証リクエストキューの管理

• メディア検証用のユーザー役割

• メディア検証タスク

8.1. STA メディア検証の概要

このセクションの内容は次のとおりです。

• 「STA メディア検証の機能と利点」

• 「STA と SL コンソールの機能比較」

• 「検証テストの種類」
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8.1.1. STA メディア検証の機能と利点

STA では、1 つのユーザーインタフェースを使用して、テーブライブラリシステム内の
SL8500 ライブラリ全体でメディア検証アクティビティーを自動化および管理できます。この
セクションでは、STA メディア検証の利点について概要を示します。

8.1.1.1. コストの削減と複雑性の低減によるセキュリティーの向
上

STA メディア検証は、T10000C および T10000D ドライブ自体により内部で実行されるため、
ほかのベンダーの提供する検証手法に対していくつもの利点があります。テープライブラリ
システム内のデータは、ネットワークを介して別個のアプリケーションに送信する必要がな
いため、セキュアに保たれます。メディアやドライブから情報を読み取るための専用のホスト
サーバーも追加のホストソフトウェアも不要で、ドライブへの追加のファイバチャネルデータ
接続が不要なため、コストが削減されます。

8.1.1.2. ライブラリの本番操作が中断しない

ホストアプリケーションが検証ドライブを使用することができず、ホストが検証中のメディアを
必要とする場合には、ホストリクエストが優先権を得ます。ライブラリは、検証への割り込みを
実行し、メディアをドライブからマウント解除して、メディアをアプリケーションから利用可能に
します。これは、アプリケーションに対して透過的に実行されます。

8.1.1.3. 有効なテスト結果の保証

すべてのメディア検証テストの有効性を裏付けるため、STA はオプションのドライブキャリブ
レーションおよび適格性確認機能を提供します。キャリブレーションにより検証ドライブが正
常な動作状態にあることが保証され、適格性確認により、検証ドライブがキャリブレートされ
た状態を維持し、失敗した検証はドライブではなくメディアが問題の原因であることが保証
されます。これらの機能は、いったん構成および有効化されると、ユーザーの介入なしで動作
します。詳細は、「ドライブのキャリブレーションと適格性検査」を参照してください。

8.1.1.4. 自動化された検証動作

STA では、検証用のメディアを自動的に選択するためのポリシーを定義できます。たとえば、
メディアの健全性がアクションを開始したり、ドライブが不正なメディア情報レコード (MIR) を
検出したりしたときはいつでも検証を開始するポリシーを定義できます。 STA は、検証対象
のメディアを互換性のあるドライブ上で自動的にキューに入れます。

STA は、検証アクティビティー用に確保してあるドライブの数に応じて、複数の検証を同時に
開始および処理できます。詳細は、「自動メディア検証の使用」を参照してください。
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8.1.1.5. 検証リクエストのユーザー管理

STA を使用して、検証リクエストキューを管理できます。保留中の検証リクエストの再優先順
位付けを行なったり、進行中のリクエストを取り消したり、検証を手動で開始したりできます。
詳細は、「STA メディア検証リクエストキューの管理」を参照してください。

8.1.1.6. 検証頻度の制限

データメディアの過度な使用を防ぐため、STA は 1 つのメディアを 24 時間以内に複数回検
証することを許可しません。これは、手動と自動の両方の検証リクエストに適用されます。

8.1.1.7. 検証結果の包括的なレポート

STA は、テープライブラリシステムで実行されたすべての検証アクティビティーの結果を表
示します。これには、Oracle の StorageTek SL コンソールや Oracle の StorageTek Storage
Archive Manager (SAM) などのほかのアプリケーションにより開始された検証が含まれま
す。STA は、検証結果を分析して、実行すべきアクションを推薦します。詳細は、「検証リクエ
ストのステータスを表示する」を参照してください。

8.1.2. STA と SL コンソールの機能比較

表8.1「STA と SL コンソールのメディア検証機能の比較」 で、STA と SL コンソールで使用
可能なメディア検証機能を比較します。列の「X」は、その機能が製品でサポートされている
ことを示します。

表8.1 STA と SL コンソールのメディア検証機能の比較

機能 STA SL コンソー
ル

検証ドライブプールを構成する。 X

すべての T10000C および T10000D 検証テストタイプをサポート
する。

X X

誤検出の検証結果を自動的に軽減する。 X

検証ドライブをキャリブレートする。 X

継続的な検証ドライブ適格性確認を自動実行する。 X

一度に 1 つの検証を実行する。 X X

一度に複数の検証を実行する。 X

複数のライブラリまたはコンプレックス内の検証を一度に実行す
る。

X
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機能 STA SL コンソー
ル

自動化されたポリシー主導型検証を実行する。 X

複数の検証リクエストをユーザー管理のリクエストキューに送信
する。

X

保留中の検証リクエストを再優先度付けする。 X

進行中の検証について進捗インジケータを表示する。 X X

検証結果を一度に 1 つ表示する。 X X

複数の検証結果を一度に表示する。 X

検証結果を表とグラフの形式で表示する。 X

選択した日付範囲の検証履歴を表示する。 X

検証の障害および処理に関する詳細情報を表示する。 X

限界テープ品質の兆候を報告する (選択したドライブファーム
ウェアバージョン上のみ)。

X

検証結果に関するアラートを受信する X

検証アクティビティーのダッシュボードサマリーを PC またはモバ
イルデバイス上に表示する

X

検証アクティビティーのエグゼクティブレポートサマリーを電子
メールで受信する

X

8.1.3. 検証テストの種類

T10000C および T10000D ドライブは次のメディア検証テストを実行し、そのすべてを STA
で使用できます。メディア検証ポリシーを定義するか、手動メディア検証を開始する際に、実
行するテストの種類を示します。手順については、「手動メディア検証リクエストの送信」およ
び 「メディア検証ポリシーの作成」を参照してください。

Basic Verify
メディアがマウント可能であること、およびメディア情報レコード (MIR) が有効であること
を確認します。ドライブは、メディアをマウントして、MIR を検証するだけです。この検証に
より、MIR が読み取り不可であるか、または同期が取れていないかが検出され、メディア
の次のデータ属性が更新されます。

• Exchange Recording Technique (ドライブがメディアへの書き込みに使用する記録
フォーマット)

• メディア疑いレベル
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• MB Written (メディアに書き込まれるデータの合計量)

注:

STA がポリシー主導型の検証でメディアを使用するには、少なくともこの情報がメディアに存在す
る必要があります。詳細は、「自動検証に適したメディア」を参照してください。

この手法には約 2 分かかります。
Standard Verify
もっとも優先順位の高いメディア領域が読み取り可能であることを検証します。ドライブ
は、テープの先頭 (BOT)、テープの末尾 (EOD)、およびテープの先端と末端に書き込ま
れている最外部のデータラップでレコードを検証します。

通常、この手法には、使用するデータ量および圧縮比に関係なく、最大 30 分かかりま
す。

このテストは、空のテープでは有効ではありません。
Complete Verify
メディアのすべてのデータレコードが読み取り可能であることを検証します。ドライブは、
圧縮解除も復号化もせずに、レコード単位で検証を実行します。

デフォルトでは、検証の開始ポイントはテープの先頭 (BOT) です。T10000T2 メディアで
は、オプションで、メディア RFID チップにより示される最後の検証位置から検証を再開
することもできます。T10000T1 メディアの検証は、常に BOT から開始する必要がありま
す。

ドライブは、メディアで使用されている圧縮比に関係なく、最大のテープ速度でデータを
検証します。この手法には、開始ポイント、メディアのデータ量、およびドライブの種類に
より、約 5 - 9 時間かかることがあります。

このテストは、空のテープでは有効ではありません。
Complete Verify Plus
StorageTek データ整合性検証 (DIV) の検査を含め、メディアのすべてのデータレコー
ドが読み取り可能であることを検証します。メディア上のデータレコードに、ホストによ
り追加された DIV 循環冗長性チェック (CRC) コードが含まれる場合、データは圧縮
解除および復号化されます。そのため、このテストでは、検証ドライブが暗号化に対応
していて、Oracle Key Manager (OKM) に接続されている必要があります。このテスト
は、FICON インタフェースを使用して構成されたドライブでは有効ではありません。

デフォルトでは、検証の開始ポイントはテープの先頭 (BOT) です。T10000T2 メディアで
は、オプションで、メディア RFID チップにより示される最後の検証位置から検証を再開
することもできます。T10000T1 メディアの検証は、常に BOT から開始する必要がありま
す。
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この手法には、開始ポイント、メディアのデータ量、ドライブの種類、および圧縮比により、
約 5 - 9 時間かかることがあります。

このテストは、空のテープでは有効ではありません。

Verify and Rebuild MIR
必要に応じて、MIR を検証および再構築します。ドライブは、最初に MIR を検証します。
エラーが存在する場合、ドライブは最後に良好であったことが知られている MIR 上の領
域を見つけ、テープ上のそのポイントまで高速検索を実行します。次に、ドライブは、圧縮
解除も復号化もせずに、レコード単位で検証を実行します。MIR が無効であるか、同期さ
れていない場合、ドライブはテープの先頭 (BOT) から開始してすべてのレコードを読み
取り、MIR の再構築に必要な情報を収集してから、再構築を実行します。レコードは、圧
縮解除も復号化も行われません。

交換時に破損した MIR が存在する場合に、このメソッドを使用します。

ドライブは、最大のテープ速度でデータを読み取ります。この手法には、開始ポイント、メ
ディアのデータ量、およびドライブの種類により、約 5 - 9 時間かかることがあります。これ
は、ドライブの Virtual Operator Panel (VOP) を使用して MIR を再構築するよりも大幅に
高速です。

8.2. STA メディア検証の構成

このセクションの内容は次のとおりです。

• 「STA メディア検証の準備」

• 「検証ドライブプール」

• 「メディア検証の有効化」

• 「メディア検証の無効化」

8.2.1. STA メディア検証の準備

STA でメディア検証を有効にする前に、次の準備段階を実行します。

1. メディア検証を実装するライブラリコンプレックスおよびスタンドアロンライブラリを決定し
ます。

2. 「STA Drives – Overview」画面で、これらのライブラリ内のメディア検証に使用するドラ
イブを確認して選択します。詳細は、「検証ドライブプール」を参照してください。

3. SL コンソールを使用して、ドライブを検証プールに追加します。選択したスタンドアロンラ
イブラリまたは選択したコンプレックスの一部であるライブラリ上で、SL コンソールにログ
インする必要があります。詳細は、『SL8500 ユーザーズガイド』を参照してください。
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4. ドライブキャリブレーションおよび適格性確認を使用するかどうかを決定し、使用する場
合にはキャリブレーションメディア論理グループを作成します。詳細は、「ドライブのキャリ
ブレーションと適格性検査」を参照してください。

注:

これらの段階の一部には、管理者権限が必要な場合があります。詳細は、「メディア検証用のユーザー
役割」を参照してください。

8.2.2. 検証ドライブプール

注:

検証ドライブプールの保守には、SL コンソールのみが使用されます。プールの保守方法の詳細は、
『SL8500 ユーザーズガイド』を参照してください。

検証ドライブは、当分の間、メディア検証用に排他的に確保されているドライブです。これ
らのドライブにホストアプリケーションからアクセスすることはできません。これらは、SL コン
ソールを使用して、メディア検証ドライブプールに割り当てる必要があります。

各 SL8500 ライブラリコンプレックスおよびスタンダード SL8500 ライブラリには、独自の検証
ドライブプールがあり、各プールに最大 10 台のドライブを割り当てることができます。メディ
アを検証するライブラリコンプレックスまたはスタンドアロンライブラリごとに、1 台以上のドラ
イブをを割り当てる必要があります。暗号化されたメディアを検証する場合は、適応可能な各
ライブラリ内で、暗号化が有効にされ、かつ Oracle Key Manager (OKM) に接続されている
ドライブを 1 台以上割り当てる必要があります。

注:

サイトに検証ドライブが 1 台しかない場合は、検証対象のメディアをそのライブラリに移動する必要があ
ります。

必要に応じてドライブを検証ドライブプールに追加したり、そこから削除したりできます。STA
は、変更をすべて検出し、必要に応じて新しいドライブを使用します。

8.2.2.1. STA で使用可能な検証ドライブ

ドライブが検証ドライブプールに追加される際、SL コンソールは STA の最小要件を確認
しません。このため、プール内のドライブは、STA での使用に合わせて必ずしも有効化され
ているとは限りません。ただし、「STA Media Validation Configuration」画面には、STA メ
ディア検証の最小要件を満たす検証ドライブの総数が表示されます。そこから「Drives –
Overview」画面にリンクし、そこで、ドライブの種類、ドライブの健全性インジケータ、およびド
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ライブの位置などのドライブの詳細を表示できます。手順については、「STA メディア検証用
の検証ドライブを表示する」を参照してください。

「Drives – Overview」画面を、ナビゲーションバーから直接選択して、「STA–Drive–

MV」テンプレート (STA 定義済みテンプレート) を適用することもできます。図8.1「「Drives –
Overview」画面上の検証ドライブ」 は、表示例です。

図8.1 「Drives – Overview」画面上の検証ドライブ

8.2.2.2. 検証ドライブプール用のドライブを選択する

ドライブは SL コンソールを使用して検証ドライブプールに割り当てられますが、STA を使用
して候補のドライブを確認および選択できます。

任意のドライブをプールに割り当てることができますが、STA がそれらを使用できるようにす
るには、次の最小要件を満たす必要があります。

• ドライブのモデルが T10000C または T10000D であること。

• ドライブのファームウェアバージョンの末尾が 5.40 以降 (これは、ファームウェアが TTI 5
.4 をサポートすることを意味する) であること。

• ドライブの健全性インジケータが使用中であること。

• ドライブの疑いレベルが 0 であること。

図8.7「キャリブレーションメディア候補の確認用フィルタ」 は、「Drives – Overview」画面で
使用可能なサンプルフィルタです。



STA メディア検証の構成

第8章 STA メディア検証 · 223

図8.2 検証ドライブ候補の確認用フィルタ

これらの最小要件に加え、最近アクティビティーが含まれ、エラーがほとんどあるいはまった
く存在しない高品質のドライブを選択します。次の特性を持つドライブは、検証プール用の優
れた候補となります。

• 過去 30 日間のアクティビティー。「Drive Dismounts (30 Days)」属性を参照してください。

• ドライブエラーが存在しないこと。「Drive Errors (30 Days)」属性を参照してください。

• 過度なドライブ消去がないこと。「Cleans (30 Days)」属性を参照してください。

• 過度のアラートや SNMP トラップがないこと。アラートやトラップが存在する場合は、調査
を行なって、それらがドライブの潜在的な問題を示しているかどうかを判断することをお勧
めします。「Drive SNMP Trap Count (30 Days)」、および「Alert Count (30 Days)」属性を参
照してください。

• 比較的高速であること。「Mount R/W MB/sec (30 Days)」属性を参照してください。

選択したドライブをグラフに適用して、ドライブの特性を視覚的に表示して選択を確認でき
ます。図8.3「検証ドライブ候補が表示されている「Drives – Overview」画面」 に、「Drives –
Overview」画面のグラフに適用された 3 台の候補ドライブを示します。
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図8.3 検証ドライブ候補が表示されている「Drives – Overview」画面

8.2.3. メディア検証の有効化

STA メディア検証は、デフォルトでは無効になっているため、明示的に有効にする必要が
あります。これはグローバル設定であるため、いったん有効にすると、テープライブラリシス
テム内のすべての SL8500 ライブラリで STA メディア検証が有効になります。詳細な手順
は、「STA 上でメディア検証を有効または無効にする 」を参照してください。メディア検証の
有効化および無効化するには、管理者権限が必要です。

メディア検証が有効になると、STA を使用して次のアクティビティーを実行できます。

• 手動メディア検証リクエストの作成。詳細は、「手動検証リクエストの送信」を参照してくだ
さい。
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• メディア検証リクエストキューの表示および管理。「STA メディア検証リクエストキューの
管理」を参照してください。

• メディア検証ポリシーを使用した自動検証の実行。詳細は、「自動メディア検証の使用」を
参照してください。

注:

STA でメディア検証を有効にする前に、検証ポリシーを作成できます。

8.2.3.1. メディア検証構成のステータスメッセージ

「Media Validation Configuration」画面に、STA メディア検証機能の現在の構成ステータス
が表示されます。

ドライブのキャリブレーションおよび適格性確認なしでのメディア検証の構成中に、次の
メッセージが表示されることがあります。図8.4「Media Validation Configuration Success
Message」 に例を示します。

• Media Validation is DISABLED.

• Media Validation successfully enabled.

• Media Validation Enabled; Opted-out of Drive Calibration.

図8.4 Media Validation Configuration Success Message

ドライブのキャリブレーションおよび適格性確認機能の有効化と構成には、いくらか時間が
かかる場合があります。このプロセスの進行中に、次のメッセージが表示されることがありま
す。図8.5「ドライブキャリブレーション構成の成功メッセージ」 に例を示します。これらの機能
については、「ドライブのキャリブレーションと適格性検査」を参照してください。

• Media Calibration Process in Progress.

• Media Operation to Create History in Progress.

• Drive Qualification Type Pool Pre-Calibration SUCCESS.
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• Calibration Success.Drive Qualification is Now Active.

図8.5 ドライブキャリブレーション構成の成功メッセージ

次のメッセージは、メディア検証構成に問題があることを示します。図8.6「ドライブキャリブ
レーション構成のエラーメッセージ」 に例を示します。

• No Available Drives, Not Suitable for Media Validation Use.

• No Available Media, Not Suitable for Calibration Use.

• Warning: Insufficient Media in MV Media Pool for Number Of Drives in MV Partition.

図8.6 ドライブキャリブレーション構成のエラーメッセージ

8.2.4. メディア検証の無効化

メディア検証がサイトで有効になっている場合、ライブラリの保守時に一時的に無効にでき
ます。詳細な手順は、「STA 上でメディア検証を有効または無効にする 」を参照してくださ
い。

STA は、メディア検証が無効の場合には、新しいメディア検証リクエストを一切受け入れま
せん。保留中または進行中のリクエストは、明示的に取り消さないかぎり、完了するまで処理
されます。

メディア検証が無効になっていても、STA は、SL コンソールやライブラリコマンド行インタ
フェース (CLI) などのほかのソースから開始されたリクエストは表示します。
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8.3. ドライブのキャリブレーションと適格性検査

ドライブのキャリブレーションと適格性検査は、すべてのメディア検証テストの有効性を確認
する、 STA のオプション機能です。これらの機能が有効な場合、STA はキャリブレートおよ
び適格性検査されたドライブのみを使用してメディア検証アクティビティーを実行します。

キャリブレーションは一回限りの設定プロセスであり、検証ドライブが、メディア検証での使用
前に良好な動作状態にあることを保証します。適格性検査は、キャリブレートされたドライブ
で実行される、継続的で自動的なプロセスです。これは、失敗した検証が、ドライブではなく
メディアの問題の結果であることを検証します。

これらの機能を組み合わせることで、それぞれ、そしてすべてのメディア検証の結果がテスト
対象メディアの真の品質を反映しており、検証ドライブの未知の問題と取り違えられることが
ないことが保証されます。

このセクションの内容は次のとおりです。

• 「ドライブのキャリブレーションと適格性検査に関する用語」

• 「キャリブレーションと適格性検査の利点」

• 「キャリブレーションと適格性検査の動作」

• 「キャリブレーションと適格性検査の準備」

8.3.1. ドライブのキャリブレーションと適格性検査に関する用語

これらは、ドライブのキャリブレーションと適格性検査の概念を理解するのに役立つ用語で、
このセクション全体で使用されています。

検証交換
ドライブがメディアとそのデータに対して指定された検証テストを実行する、メディアおよ
びドライブの交換。
失敗した検証
「Degraded」または「Failed」ステータスで終了するメディア検証交換。
誤検出結果
メディアではなく検証ドライブの問題により失敗した検証。STA は、ドライブのキャリブ
レーションと適格性検査プロセスを使用して、誤検出結果の可能性を抑え、失敗した検
証がメディアの問題の結果であることを保証します。
ドライブキャリブレーション
オプションの STA メディア検証機能で、その目的は検証ドライブが最適に動作している
ことを保証することです。ドライブキャリブレーションが有効な場合、STA がメディア検証
に検証ドライブを使用する前に、検証ドライブをキャリブレートする必要があります。
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キャリブレートされたドライブ
STA ドライブキャリブレーションプロセスに合格した検証ドライブ。キャリブレーションに
失敗するドライブは、不適格と見なされ、STA で使用されません。STA ドライブキャリブ
レーション機能が無効の場合、すべての検証ドライブがキャリブレートされていないと見
なされますが、STA により使用されます。
キャリブレートされていないドライブ
まだキャリブレートされていないドライブ、または STA キャリブレーション機能が有効でな
いシステム内の検証ドライブ。
ドライブ適格性検査
検証ドライブがキャリブレートされた状態を維持していることを保証し、失敗した検証が
ドライブではなくメディアの問題であることを保証するのに役立つ、オプションの STA メ
ディア検証機能。STA は、失敗した検証が存在する場合には常に自動的にドライブ適格
性検査プロセスを開始します。ドライブ適格性検査は、ドライブキャリブレーションの一部
として有効にされます。

ドライブキャリブレーションは、基本的に一回限りのプロセスであるのに対し、ドライブ適
格性検査は継続的です。
適格なドライブ
STA ドライブ適格性検査プロセスに合格した、キャリブレート済みドライブ。
不適格なドライブ
STA キャリブレーションまたは適格性検査に失敗したドライブ。
キャリブレーションメディア
ドライブキャリブレーションおよび適格性検査のために特に確保されたメディア。STA を
使用して、キャリブレーションメディアを手動論理グループに割り当てます。キャリブレー
ションメディアはドライブのキャリブレーション専用にし、本番データには使用しないこと
が、強く推奨されています。キャリブレーションメディアは、高品質のものにしてください。
読み取り品質インデックス (RQI)
メディアに残っているエラー修正量の測定。RQI は、全体として交換に適用され、交換に
関係するメディアとドライブの両方からの関与を含みます。この用語は、メディア検証に
固有であり、読み取りマージンとは異なります。

RQI は、割合でレポートされます。大きい値ほど望ましいです。
データ品質インデックス (DQI)
メディアに残っているエラー修正量の測定で、これは読み取り品質インデックス (RQI) と
似ていますが、ドライブの関与を取り除くため、特にメディアを対象としています。ドライブ
キャリブレーションおよび適格性検査時に、STA は DQI を使用してドライブが適格か不
適格かを判定します。

DQI は、割合でレポートされます。大きい値ほど望ましいです。

8.3.2. キャリブレーションと適格性検査の利点

ドライブキャリブレーションおよび適格性検査はオプション機能ですが、次の重要な利点が
あるため、STA 上で有効にすることが強く推奨されています。
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• 検証結果の有効性の保証

• 検証ドライブのヘルス保証

• 動作効率

8.3.2.1. 検証結果の有効性の保証

各交換にはメディアの一部とドライブの一部が両方含まれるため、交換の失敗が発生した
場合、問題がドライブにあるのか、メディアにあるのか、それとも両方にあるのかは常に不確
実です。本番メディアの場合、STA は、1 つにはメディアとドライブの利用可能な履歴データ
を活用することにより、不確実性を低減する高度な健全性および疑いアルゴリズムを使用し
ます。利用可能なデータが増えるほど、分析の信頼性が高まります。

メディア検証の失敗にも、同じ本質的な不確実性が存在します。ただし、検証交換に問題メ
ディアおよび履歴がほとんどあるいはまったく利用できないメディアが通常以上の割合で含
まれる傾向があるため、問題はより複雑です。

たとえば、1 年以上使用されていないアーカイブメディアには、最小限の STA データしか含
まれていない可能性があります。このメディアの検証がキャリブレートされていないドライブ
上で実行され、その検証が失敗した場合、失敗は検証対象のメディアではなく、検証ドライ
ブに関連した問題の結果である可能性があります。メディアで最小限の履歴データしか利用
できない場合、検証結果の不確実性が高まります。STA ドライブキャリブレーションおよび適
格性検査機能は、これらの不確実性に直接対処し、失敗した検証はメディアの問題であるこ
とが確実になります。

8.3.2.2. 検証ドライブのヘルス保証

キャリブレーションと適格性検査のもう 1 つの利点は、ドライブ品質です。検証ドライブでは
問題メディアとの交換が通常より多く行われるため、本番ドライブよりも早く機能が低下する
可能性があります。ドライブ適格性検査により、STA は検証ドライブの健全性を継続的に検
証します。ドライブの問題は早期に識別されるため、本番メディアで検証ドライブに問題が発
生する前に修理または交換できます。

8.3.2.3. 動作効率

メディア検証が失敗した場合、結果を検証して、メディアに問題があることを確認するための
アクションが必要になります。ドライブキャリブレーションおよび適格性検査が無効である場
合、この検証を手動で実行する必要があります。たとえば、別のドライブを使用してメディアに
対して「Complete Verify」を実行し、この検証にも失敗するなら、ドライブではなくメディアに
問題があると合理的に判断できます。メディア上のデータ量によっては、これは数時間かか
る場合があります。
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ドライブキャリブレーションおよび適格性検査が有効であれば、STA は、ドライブ適格性検査
プロセスによりすべての失敗した検証を確認します。適格性検査は、ユーザーの介入なしで
自動的に実行されます。STA は適格性検査済みのメディアを使用するため、適格性検査に
は「Complete Verify」よりも所要時間が大幅に短い「Standard Verify」を実行するだけで十
分です。

8.3.3. キャリブレーションと適格性検査の動作

キャリブレーションと適格性検査は別個のプロセスですが、まとめて有効化および無効化で
きます。キャリブレーションと適格性検査を使用する前に、これらのアクティビティーに使用す
るメディアの手動論理グループを作成しておく必要があります。詳細は、「キャリブレーション
と適格性検査の準備」を参照してください。

8.3.3.1. ドライブキャリブレーションプロセス

ドライブキャリブレーションは、「Media Validation」画面でドライブキャリブレーションが有効
になるとすぐに実行される、一回限りの設定プロセスです。検証ドライブプール内のすべての
ドライブは、「Standard Verify」を使用してテストされます。これには、ドライブごとに 1 - 2 時間
かかる場合があります。

ドライブキャリブレーションが構成および有効化されると、手動での介入なしで処理が自動
的に実行されます。新しいドライブがメディア検証プールに追加されると、STA はこれを検出
して、ドライブのキャリブレーションを自動的に開始します。また、STA はファームウェア更新
後にドライブを自動的に再キャリブレートします。

キャリブレーションは、各検証ドライブで次の基本プロセスを使用します。

a. STA は、ドライブに対して 2 回 Standard Verify 検証を実行しますが、毎回キャリブレー
ションメディア論理グループから異なるメディアを使用します。

b. STA は、検証から得たデータ品質インデックス (DQI) 値を分析します。ドライブの適格性
検査を実行するには、次の条件を満たす必要があります。

• 1 つのメディアは DQI >= 75 である必要があります。これは、ドライブにプライマリキャ
リブレーションメディアとして割り当てられます。

• 1 つのメディアは DQI >= 50 である必要があります。これは、ドライブに セカンダリキャ
リブレーションメディアとして割り当てられます。

c. DQI 結果に応じて、STA は、次の処理を実行します。

• 2 回の検証後に両方の条件が満たされる場合、ドライブはキャリブレートされます。こ
のドライブでは 3 回目の検証は不要です。
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• 2 回の検証後にこれらの条件の 1 つだけが満たされる場合、キャリブレーションメディ
ア論理グループとは異なるメディアを使用して、3 回目の検証が実行されます。

• 3 回の検証で両方の条件が満たされない場合、ドライブは不適格と見なされます。

8.3.3.2. ドライブキャリブレーションの結果

ドライブがキャリブレーションに合格した場合、そのドライブに 2 つのメディアが専用のプライ
マリおよびセカンダリキャリブレーションメディアとして割り当てられます。キャリブレーション
プロセス中、これらのメディアは高品質であることが確認されます。各検証ドライブは、独自
のプライマリおよびセカンダリキャリブレーションメディアを保持し、これらのメディアは、ドライ
ブに対するすべてのドライブ適格性検査アクティビティーで使用されます。

ドライブがキャリブレーションに失敗する場合、それは不適格です。不適格なドライブには、
「Not Suitable」というキャリブレーション状態が割り当てられ、これらは、ドライブキャリブ
レーションが有効な間、どのような STA 検証アクティビティーにも使用されません。これら
は、SL コンソールを使用して明示的に削除しないかぎり、メディア検証ドライブプール内にと
どまります。

注:

ドライブキャリブレーションが無効な場合、STA は「Not Suitable」キャリブレーション状態を無視して、そ
のドライブを検証に使用します。これは、キャリブレーションが STA 上で、ある時点で有効であり、それ以
降無効になっている場合に発生します。

すべてのドライブがキャリブレートされると、「Media Validation Configuration」画面に「Drive
and Media Pool Setup Success--calibration has been successful.」と表示されます。個別のドラ
イブに関する詳細な結果が「Drives – Overview」画面に表示されるので、結果を確認して適
切なアクションを実行できます。手順については、「STA メディア検証用の検証ドライブを表
示する」を参照してください。

8.3.3.3. 検証ドライブの適格性検査プロセス

検証ドライブの適格性が確認されると、ドライブが引き続きキャリブレートされた状態にある
ことが保証されます。適格性検査は、バックグラウンドで自動的に実行され、ユーザーの介
入を必要としない継続的なプロセスです。STA は、メディア検証の結果が「Degraded」または
「Failed」ステータスになる場合、常に適格性検査を自動的に開始します。

適格性検査の間、検証ドライブは「Standard Verify」を使用してテストされます。テストは、ドラ
イブに割り当てられたプライマリおよびセカンダリのキャリブレーションメディアを使用して実
行されます。適格性検査は、ドライブキャリブレーションに似たプロセスに従います。
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8.3.3.4. ドライブキャリブレーションの結果

適格性検査が完了すると、STA は、ドライブとメディアの品質に関して次のいずれかを推奨
します。

• ドライブは不適格である。

• データメディアが不良である。

• データメディアが不良で、セカンダリキャリブレーションメディアが不適格である。

不適格なメディアはドライブのキャリブレーションや適格性検査には使用されません。これら
は、明示的に削除するまで、キャリブレーションメディア論理グループ内にとどまります。不適
格なドライブに関する情報は、「ドライブキャリブレーションの結果」を参照してください。

適格性検査の結果は、「Media Validation Overview」画面の「Calibration」および
「Qualification」属性に表示されます。結果を確認して、適切なアクションを実行できます。

8.3.4. キャリブレーションと適格性検査の準備

キャリブレーションと適格性検査を有効にする前に、次の準備タスクを実行する必要がありま
す。

a. 「Logical Groups」画面で、ドライブキャリブレーションに使用するメディア用の手動論理
グループを作成します。詳細は、「キャリブレーションメディア論理グループ」を参照してく
ださい。このタスクには、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

b. 「Media – Overview」画面で、ドライブキャリブレーションに使用するメディアを確認して
選択します。詳細は、「キャリブレーションメディアの選択 」を参照してください。

c. メディアを論理グループに割り当てます。このタスクには、オペレータ権限または管理者
権限が必要です。

d. ドライブのキャリブレーションと適格性検査を有効にします。手順については、「ドライブ
キャリブレーションと適格性検査の有効化」を参照してください。このタスクには、管理者
権限が必要です。

8.3.4.1. キャリブレーションメディア論理グループ

ドライブのキャリブレーションと適格性検査に使用するメディアは、この目的専用の手動論
理グループに割り当てる必要があります。これが、キャリブレーションメディア論理グループで
す。論理グループがキャリブレーションメディア論理グループとして指定されると、その内部
のメディアはホスト操作には使用できなくなり、それらを通常のメディア検証操作に使用する
ことは STA により許可されません。
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キャリブレーションメディア論理グループは、テーブライブラリシステム全体で 1 つしか存在
しません。検証ドライブプール内の各ドライブに少なくとも 2 つのメディアを割り当てる必要
があり、メディアは検証ドライブと同じスタンドアロンライブラリおよびライブラリコンプレック
ス内に存在する必要があります。たとえば、コンプレックス SL8500 1 内に 8 台の検証ドライ
ブがあり、スタンドアロンライブラリ SL8500‐Seattle 内に 1 台の検証ドライブがある場合、論
理グループは、少なくともコンプレックス SL8500 1 内のライブラリからの 16 個のメディア、お
よびライブラリ SL8500‐Seattle からの 2 個のメディアを含んでいる必要があります。グループ
に割り当てることのできるメディアの最大数はありません。

必要に応じてメディアを論理グループに追加したり、そこから削除したりできます。STA は、
変更をすべて検出し、必要に応じて新しいメディアを使用します。

8.3.4.2. キャリブレーションメディアの選択

キャリブレーションメディアはドライブキャリブレーションおよび適格性検査専用にし、本番
データには使用しないことが、強く推奨されています。これは、メディアの品質が本番操作で
低下しないことを保証するのに役立ちます。キャリブレーションメディアの優れた候補を次に
示します。

• 使用されているが、必要でなくなったデータを含むメディア。たとえば、良好な状態にある
期限切れバックアップメディア。

• ダミーデータを書き込んだ、良好な状態にある新しいまたは未使用のメディア。データを暗
号化するかどうかは、必要に応じて決定できます。

ドライブキャリブレーションと適格性検査に使用するには、メディアが次の条件を満たしてい
る必要があります。

• 「Media Type」が「T10000T2」(つまり、T100000T2 または T10000T2 Sport) であるこ
と。T10000T1 メディアは検証可能ですが、ドライブキャリブレーションと適格性検査には
使用できません。

• 「Media Health Indicator」が「Use」であること。

• 「Media Suspicion Level」が「0」であること。

• 少なくとも 2 つのデータラップがメディアに書き込まれていること。

注:

メディアをキャリブレーション論理グループに追加する場合、STA はこれらの条件をチェックしないため、
キャリブレーションや適格性検査に使用できないメディアを割り当てることも可能です。
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注:

キャリブレーション論理グループに割り当てるいずれかのメディアに、最小限の必須 STA 履歴がない場
合、STA はそれに対して Basic Verify を自動的に開始してから、ドライブキャリブレーションでの使用を
試みます。Basic Verify により、最小限必要な履歴が提供されます。詳細は、「検証テストの種類」を参照
してください。

これらの要件を満たすメディアを見つけるため、フィルタを「Media – Overview」画面に適
用できます。234 ページの図8.7「キャリブレーションメディア候補の確認用フィルタ」 に、
「Media – Overview」画面で使用できるサンプルフィルタを示します。

図8.7 キャリブレーションメディア候補の確認用フィルタ

「Media MB Avail Post」属性でフィルタ処理された結果をソートして、2 つ以上のデータラッ
プを持つメディアを見つけることができます。これは、記録フォーマットおよびメディアタイプ
によって異なります。表8.2「T10000T2 メディア、2 つのデータラップで書き込まれる M バイト
(圧縮済み)」 に、必要な量のサマリーを示します。

表8.2 T10000T2 メディア、2 つのデータラップで書き込まれる M バイト (圧縮済
み)

Media Type 書き込まれる M バイト

T10000D Standard 119,000M バイト

T10000D Sport 23,800M バイト
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Media Type 書き込まれる M バイト

T10000TC Standard 97,000M バイト

T10000TC Sport 19,400M バイト

8.4. 手動検証リクエストの送信

STA 上で検証ドライブプールが作成され、メディア検証が有効になったら、STA を使用して
手動検証リクエストを送信して、検証リクエストキューを管理できます。手順については、「手
動メディア検証リクエストの送信」を参照してください。

注:

ドライブキャリブレーションを有効にしている場合、キャリブレーションメディア論理グループに含まれるメ
ディアを手動または自動の検証リクエストに含めることはできません。STA は、そのメディアがメディア検
証に適していないというエラーメッセージを表示します。これらのメディアの詳細は、「キャリブレーション
メディア論理グループ」を参照してください。

次のいずれかの画面から手動検証リクエストを送信できます。

• 「Media Overview」 - 同じ検証テストで検証するメディアを一度に複数個選択できま
す。検証では、選択範囲において適格なメディアのみが確認されます。図8.8「「Media –
Overview」画面からメディア検証を開始する」 に例を示します。選択範囲には、さまざまな
メディアタイプが含まれており、中にはメディア検証で適格ではないメディアタイプも含ま
れています。



手動検証リクエストの送信

236

図8.8 「Media – Overview」画面からメディア検証を開始する

• 「Media Validation Overview」 – 1 回につき 1 つのメディアを検証用に選択できます。図
8.9「「Media Validation Overview」画面からメディア検証を開始する」 に例を示します。

図8.9 「Media Validation Overview」画面からメディア検証を開始する

手動リクエストを生成するには、次の情報を指定します。図8.10「複数メディア用の手動検証
リクエストの例」 に手動検証リクエストの例を示します。
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図8.10 複数メディア用の手動検証リクエストの例

• 検証対象のメディア。STA で生成できるのは T10000 メディア用のリクエストだけです。
「Media Overview」画面で複数のメディアを一度に選択し、T10000 はその一部のみであ
る場合、適切なメディアだけが検証用に確認されます。

• 検証テストのタイプ。これは、メディア上で実行される検証テストのタイプです。詳細
は、「検証テストの種類」を参照してください。

• テープの先頭 (BOT) から開始するか、検証が最後に中断された位置から再開します。
このオプションを使用できるのは、次のすべての条件が満たされる場合だけです。詳細
は、「T10000T2 メディア上で中断された「Complete Verify」テストを再開する」を参照して
ください。

◦ T10000T2 メディアを検証用に選択していること。(T10000T1 メディア検証は、常にテー
プの先頭から開始される。)

◦ 検証テストのタイプが「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」であること。(そ
の他のテストタイプは常にテープの先頭から開始される。)

◦ 選択したメディアの一部またはすべてに対して前回実行した検証が、100% 完了してい
ないこと。(前回実行した検証が完了しているメディアは、常にテープの先頭から開始さ
れる。)

• 検証ドライブ – サイトに複数の検証ドライブが存在する場合、推奨されるドライブ選択方
法は、STA で互換性のある検証ドライブを選択することです。ただし、選択したメディアす
べてが同じスタンドアロンライブラリまたはライブラリコンプレックス内にある場合、使用す
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るドライブを手動で指定できます。STA の提供する互換性のあるドライブのリストから選択
できます。メディアが複数のスタンドアロンライブラリまたはコンプレックス間で分散されて
いる場合、STA は使用するドライブを自動的に選択します。

手動リクエストを送信するとすぐに、STA メディア検証リクエストキューにそのリクエストが追
加されます。検証は、互換性のあるドライブが使用可能になると開始されます。

8.4.1. 互換性のないメディアおよびドライブに対する手動の
「Verify and Rebuild MIR」リクエスト

注:

このセクションで説明する最小ファームウェアレベルについては、『STA 要件ガイド』を参照してください。

互換性のないメディアまたはドライブに対して手動で「Verify and Rebuild MIR」リクエストを
送信した場合 (たとえば、T10000D で検証される T10000C メディアにリクエストを送信した
場合)、最小ファームウェアレベルが TTI 5.5.0 のドライブは、リクエストを適切に拒否します。
ファームウェアが最小の TTI 5.5.0 要件を満たしていないドライブも、リクエストの処理を試み
ますが、MIR を再構築できる場合は、リクエストに対して誤って正常のステータスをレポート
することがあります。STA が生成するのは、メディアとドライブに互換性があるリクエストのみ
であるため、自動リクエストではこのような状況は発生しません。

「Verify and Rebuild MIR」リクエストの STA バージョンでは、最後に良好であったことが知
られている領域がデータの末尾 (EOD) であった場合には、MIR を再構築できないことがあ
り、このときにはドライブの Virtual Operator Panel (VOP) を使用して MIR を再構築する必
要があります。

8.5. 自動メディア検証の使用

STA を使用して任意の数のメディア検証ポリシーを定義でき、さまざまなユーザー定義条件
に基づいて検証用のメディアが自動的に選択されます。STA は、選択したメディアごとに検
証リクエストを生成し、それが STA 検証キューに送信されます。互換性のあるドライブが使
用可能になるとすぐに、検証が開始されます。このアクティビティーは、STA によりすべて自
動的に管理されます。

メディア検証ポリシーの数およびその定義方法によっては、1 つのメディアが 1 日に数回検
証用に選択される可能性があります。これを防ぐために、STA は、自動検証をメディアごとに
最大 1 日 1 回に制限します。あるメディアに対して検証リクエストが生成されると、STA は、
その日、そのメディアに対する追加の検証リクエストを生成しません。
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8.5.1. 自動検証に適したメディア

注:

ドライブキャリブレーションを有効にしている場合、キャリブレーションメディア論理グループに含まれるメ
ディアを、手動または自動の検証リクエストに含めることはできません。STA は、これらのメディアを検証
ポリシーから自動的に除外します。これらのメディアの詳細は、「キャリブレーションメディア論理グルー
プ」を参照してください。

メディアが STA によりポリシー主導型の検証で使用されるには、メディアが最小限の履歴を
保持している必要があります。メディアは、次の属性の値を保持している必要があります。

• Exchange Recording Technique (ドライブがメディアへの書き込みに使用する記録フォー
マット)

• メディア疑いレベル

• MB Written (メディアに書き込まれるデータの合計量)

STA でこの履歴を保持していないメディアを検証するには、Basic Verify を手動で開始して、
これらの属性を指定する必要があります。詳細は、「検証テストの種類」および 「手動メディ
ア検証リクエストの送信」を参照してください。

8.5.2. 検証ポリシーの定義

管理者権限を持つユーザーが、「Media Validation」画面の「Setup & Administration」タブで
この部分のプロセスを実行します。検証ポリシーを作成するために、STA でメディア検証を有
効にする必要はないため、これは必要に応じて事前に実行できます。

検証ポリシーの作成時に、それをすぐに有効にすることも、しばらく無効のままにしておくこと
もできます。STA は、有効なポリシーのみを使用して、検証リクエストを生成します。

検証ポリシーを定義する場合は、次の情報を指定します。

• ポリシー名 – 英数字のポリシー識別子。ポリシー名は一意である必要があります。

• ポリシーの説明 – ポリシーのオプションの説明。

• 適用可能なメディアグループ – ポリシーの適用先を、指定したライブラリコンプレックス内
の指定した記録フォーマットのメディアにするか、指定した論理グループ内のメディアに
するかを選択できます。論理グループの詳細は、「論理グループごとにメディアを検証す
る」を参照してください。

• 選択条件 – 適用可能なメディアグループ内のメディアを検証用に選択するための定義済
みの条件。詳細は、「検証ポリシーの選択条件」を参照してください。
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• 検証テストのタイプ – メディア上で実行する検証テストのタイプ。詳細は、「検証テストの
種類」を参照してください。

詳細な手順は、「メディア検証ポリシーの作成」を参照してください。

8.5.2.1. 論理グループごとにメディアを検証する

メディア検証ポリシーを任意の既存論理グループに適用できます (ポリシーごとに 1 つの論
理グループ)。STA は、次の条件を両方とも満たすグループ内のメディアに対してのみ、検証
リクエストを生成します。

• T10000 メディア

• STA の最小要件を満たすドライブの検証ドライブプールを持つ、スタンドアロン SL8500 ラ
イブラリまたはライブラリコンプレックス内のメディア

8.5.2.2. 検証ポリシーの選択条件

STA は、次の定義済み条件のいずれかに基づいて検証用のメディアを選択できます。

• 「Random Selection」 – スタンドアロンライブラリまたはライブラリコンプレックス内の検証ド
ライブが使用可能である場合、常に検証用のメディアをランダムに選択します。

• 「Media Health = Action」 – 指定した数の一連の交換の結果が Exchange Media Health
of Action であったメディアを選択します。1 - 5 回の交換を指定できます。

• 「Media Health = Evaluate」 – 指定した数の一連の交換の結果が Exchange Media Health
of Evaluate であったメディアを選択します。1 - 5 回の交換を指定できます。

• 「Media Health = Monitor」 – 指定した数の一連の交換の結果が Exchange Media Health
of Monitor であったメディアを選択します。1 - 5 回の交換を指定できます。

• 「Extended Period of non-use」 – 指定した日数の間、交換がなかったメディアを選択しま
す。指定できるのは、365 - 1,095 日 (1 - 3 年) です。

• 「Newly Entered」 – 最近ライブラリに入れられたメディアを選択します。

• 「Bad MIR Detected」 – 交換の結果が Bad MIR Detected エラーであったメディアを選択
します。不正なメディア情報レコード (MIR) は、メディアの高速アクセスが低下しているこ
とを示します。

8.6. STA メディア検証リクエストキューの管理
メディア検証リクエストキューは、「Media Validation Overview」画面の「Tape System
Activity」タブに表示されます。このキューには、テープライブラリシステム内で発生したすべ
てのメディア検証アクティビティーがリスト表示されます。これには、STA またはほかの任意
のアプリケーションにより開始された、保留中および完了した検証リクエストが含まれます。
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デフォルトでは、リクエストは、リストの先頭が最新のリクエストになる逆 Priority Order でリス
ト表示されます。

「Media Validation Overview」画面で、次のいずれかのアクティビティーを実行できます。

• 「検証リクエストのステータスを表示する」

• 「保留中または進行中の検証リクエストを取り消す」

• 「T10000T2 メディア上で中断された「Complete Verify」テストを再開する」

8.6.1. 検証リクエストのステータスを表示する

「Media Validation Overview」画面には、すべての検証リクエストの詳細が表示されます。こ
のセクションでは、この画面上の特に興味を引く属性について説明します。

注:

ドライブ、メディア、ライブラリ接続がテープライブラリシステムから削除された場合、関連する保留中の
STA 検証リクエストは、明示的に取り消すまでリクエストキュー内にとどまります。手順については、「保
留中のメディア検証リクエストの取り消し」を参照してください。

8.6.1.1. メディア検証リクエストの優先度

Priority Order 属性は、キュー内の各検証リクエストの順序を示します。新たに作成されたリ
クエストには、新たに使用可能な Priority Order 値が割り当てられます。STA はリクエストを
優先順位ごとに処理するため、保留中のリクエストをキュー内で上または下に移動させるこ
とで再優先順位付けを行うことができます。手順については、「保留中のメディア検証リクエ
ストの再順序付け」を参照してください。

保留中および進行中のリクエストは逆 Priority Order でリスト表示されるため、最近受け取っ
たリクエストがリストの上部に配置されます。完了した検証の Priority Order 値は空白になり
ます。

8.6.1.2. メディア検証リクエストの状態

Request State は、各検証リクエストの進行状況を示します。通常、リクエストは次の順序で処
理されます。

1. 「Pending」 – リクエストが送信され、互換性のある検証ドライブが利用可能になるまで待
機しています。Request Status Information 属性に、追加の詳細が表示されます。

2. 「Starting」 – ドライブは、検証操作用に予約されています。

3. 「In-Progress」 – 検証が進行中です。Elapsed Time および Estimated Time Remaining 属
性は、操作の進行に応じて継続的に更新されます。
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4. 「Completed」 – 検証が完了しました。STA に表示される情報の詳細は、「メディア検証
結果」を参照してください。

また、次の Request States がいつでも発生する可能性があります。

• 「Error」 – リクエストに関係するエラーが発生しました。Request Status Information 属性
に、追加の詳細が表示されます。

• 「Stopping」または「Stop Requested」 – 手動またはホストアプリケーションからのメディアリ
クエストにより、リクエストが停止しました。詳細は、「保留中または進行中の検証リクエスト
を取り消す」を参照してください。

8.6.1.3. メディア検証イニシエータ

STA は、テープライブラリシステムから受信したすべてのメディア検証情報を報告します。そ
のため、STA により開始されないメディア検証が表示される場合があります。メディア検証は
さまざまなアプリケーションから実行でき、Initiator 属性はそのソースを示します。オプション
を次に示します。

• 「Drive」 – 検証が T10000C または T10000D ドライブ上で直接開始されたことを示しま
す。

• 「Host」 – Oracle の StorageTek Storage Archive Manager (SAM) などの外部ホストアプリ
ケーションを示します。これらのアプリケーションは、T10000C および T10000D ドライブの
内部メディア検証機能を使用しません。

• 「Library」 – ライブラリコマンド行インタフェース (CLI) を示します。CLI を使用したメディ
ア検証の開始が承認されるのは、Oracle サポート担当者 だけです。ただし、ライブラリ管
理者は CLI を使用して保留中または進行中の検証を取り消すことができます。詳細は、
『SL8500 ユーザーズガイド』を参照してください。

• 「SLC」 – SL コンソールを示します。

• 「STA」 – STA を示します。

8.6.1.4. メディア検証結果

検証が完了すると、メディアがメディアスロットに戻され、STA に結果および推奨されるユー
ザーアクションが表示されます。次に示すのは、特に結果がエラーとなった検証で、検証結
果を解釈するのに役立つ可能性がある「Media Validation Overview」画面の属性です。

Validation Result
STA は、次の Validation Result 値のいずれかを完了した各検証に割り当てます。
• 「Use」 – メディアが検証に合格しました。
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• 「Degraded」 – データを移行し、メディアを抹消してください。

• 「Failed」 – データを移行し、サイトのポリシーに従ってメディアを処理してください。

• 「Unknown」 – 次の状況で発生する可能性があります。

検証が STA により取り消されたか、メディアへのホストリクエストにより中断されまし
た。
検証中にエラーが発生しました。
検証中に STA とライブラリ間の通信が中断されました。
メディア情報レコード (MIR) が壊れています。
STA 以外のアプリケーションにより検証が開始され、STA がライブラリから結果を判
定するための十分な情報を受信していません。

Data Quality Index (DQI)
DQI は、検証結果に基づいて STA により計算される、メディアに残っているエラー修正
量の尺度です。この値はパーセンテージで表現され、値が大きくなるほど結果が良好で
あることを意味します。次の場合に、この属性は空白になります。

• 検証が Basic Verify である場合。

• 検証結果で、メディア検証 Perm Status が True になる場合。

• 検証結果が Invalid MIR エラーである場合。

Recommendation
この属性には、ユーザーアクションに関する STA からの推奨事項が含まれます。次に、
表示される可能性のあるいくつかのメッセージを示します。

• 「Media OK」: 引き続き使用してください。

• Media Degraded--Perform Qualification.

• Permanent error encountered: Perform drive qualification.

• Not enough data to determine MV results.Rerun media validation.

• Degraded Media: Rerun Media Validation Using a Different Drive.

• Media Validation Interrupted.

Request Status Information
通常、この属性は空白ですが、検証リクエストで発生した問題に関する情報が含まれる
ことがあります。問題の説明および実行すべき修正アクションが含まれることがあります。
次に、表示される可能性のあるいくつかのメッセージを示します。

• Drive Timeout; MDV manager cancel – 検証を完了するのに 9 時間以上かかったた
め、STA がライブラリに対してメディアをメディアスロットに戻すことをリクエストしまし
た。通常、これはライブラリ操作エラーの結果です。検証交換の Read Percentage 属性
が 100% 未満である場合、検証は完了していません。メディアが繰り返しこのステータ
スになる場合、おそらくメディアに問題があります。ドライブが繰り返しこのステータス
になる場合、おそらくドライブに問題があります。



STA メディア検証リクエストキューの管理

244

• ライブラリから返されたエラーコード – 検証リクエストの処理中にライブラリから返さ
れたエラーコードを示します。エラーコードは、Library Error 属性内にも示されます。

8.6.2. 保留中または進行中の検証リクエストを取り消す

特に Complete Verify または Complete Verify Plus 検証は完了までに数時間かかる場合が
あるため、検証リクエストを取り消すことが必要な場合があります。STA から、STA で開始さ
れた保留中または進行中の検証リクエストのみを取り消すことができます。これらのリクエス
トは、いつでも取り消すことができ、また複数のリクエストを一度に取り消すことができます。

保留中のリクエストは、取り消されるとすぐに検証リクエストキューから削除されます。

実行中の検証については、「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」テストのみを取
り消すことができます。進行中のリクエストが取り消されると、Request State が Stopped に変
更され、STA が取り消しリクエストをそのドライブに送信します。ドライブがリクエストを受信
して、メディアをロード解除およびマウント解除するのに数分かかることがあります。メディア
がメディアスロットに戻されると、検証リクエストが検証リクエストキューから削除されます。
あとで検証を再開したり繰り返したりできます。詳細は、「T10000T2 メディア上で中断された
「Complete Verify」テストを再開する」を参照してください。

8.6.3. T10000T2 メディア上で中断された「Complete Verify」テ
ストを再開する

注:

このオプションは、T10000T2 メディアでのみ使用できます。T10000T1 メディアの検証は、常にテープの
先頭 (BOT) で始める必要があります。

T10000T2 メディアの場合、ホストメディアリクエストにより中断されたか、手動で取り消され
た Complete Verify および Complete Verify Plus 検証は、テープの先頭 (BOT) からやり直
すことも、中断されたポイントから再開することもできます。検証を再開するには、前回の検
証が中断された位置を、ドライブがメディア RFID から特定できる必要があります。

このオプションは、手動で送信されたリクエストと STA メディア検証ポリシーにより開始さ
れたリクエストの両方で使用できます。手順については、「手動メディア検証リクエストの送
信」および 「メディア検証ポリシーの作成」を参照してください。

注:

前回の検証中断時以降にメディアで発生した読み取り/書き込み操作によっては、検証が有効ではなく
なっている可能性があるため、操作を最初からやり直すこともできます。
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8.7. メディア検証用のユーザー役割
表8.3「メディア検証構成のユーザーの役割」 に、STA メディア検証の構成に必要なユー
ザーの役割を示します。

表8.3 メディア検証構成のユーザーの役割

ユーザーの役割 メディア検証構成のアクティビティー 画面

ビューア以上 メディア検証ドライブプール内のドライブを表示します。 「Tape System
Hardware」を選択し
て、「Drives Overview」を
選択します。

管理者のみ メディア検証ドライブプール内のドライブを表示します。

STA 上でのメディア検証を有効または無効にします。

指定されたメディア論理グループを選択して、ドライブキャリ
ブレーションを有効または無効にします。

「Setup &
Administration」を選択し
て、「Media Validation」を
選択します。

表8.4「メディア検証リクエストキューのユーザーの役割」 に、STA メディア検証リクエスト
キューの管理に必要なユーザーの役割を示します。

表8.4 メディア検証リクエストキューのユーザーの役割

ユーザーの役割 メディア検証リクエストキューのアクティビティー 画面

ビューア以上 すべてのメディア検証リクエストのリストを表示、フィルタ処
理、および出力します。

メディア検証リクエストのリストをスプレッドシートまたはド
キュメントにエクスポートします。選択したメディア検証リクエ
ストの詳細を表示します。

メディア検証リクエストを一度に 1 つ手動で送信します。

保留中のメディア検証リクエストを並べ替えます。

選択した保留中または進行中のメディア検証リクエストを取
り消します。

T10000T2 メディアの中断した検証を再開します。

「Tape System Activity」を
選択して、「Media
Validation Overview」を選
択します。

オペレータ以上 複数のメディア検証リクエストを手動で送信します。 「Tape System
Hardware」を選択し
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ユーザーの役割 メディア検証リクエストキューのアクティビティー 画面

複数回中断された T10000T2 メディアの検証を再開します。 て、「Media Overview」を
選択します。

表8.5「メディア検証ポリシーのユーザーの役割」 に、STA メディア検証ポリシーの管理に必
要なユーザーの役割を示します。

表8.5 メディア検証ポリシーのユーザーの役割

ユーザーの役割 メディア検証ポリシーのアクティビティー 画面

オペレータ以上 メディア検証ポリシーのリストを表示および出力します。 「Setup &
Administration」を選択し
て、「Media Validation」を
選択します。

管理者のみ メディア検証ポリシーのリストを表示します。

メディア検証ポリシーを定義します。

メディア検証ポリシーを有効または無効にします。

メディア検証ポリシーをコピーします。

メディア検証ポリシーを次のように変更します。

• ポリシーの名前を変更します。

• ポリシーの条件を変更します。

メディア検証ポリシーを削除します。

「Setup &
Administration」を選択し
て、「Media Validation」を
選択します。

8.8. メディア検証タスク
メディア検証の構成タスク

• 「STA メディア検証用の検証ドライブを表示する」

• 「STA 上でメディア検証を有効または無効にする 」

• 「ドライブキャリブレーションと適格性検査の有効化」

• 「ドライブキャリブレーションと適格性検査の無効化」

メディア検証リクエストの管理タスク

• 「メディア検証リクエストキューの表示 」
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• 「手動メディア検証リクエストの送信」

• 「保留中のメディア検証リクエストの再順序付け」

• 「保留中のメディア検証リクエストの取り消し」

• 「進行中の「Complete Verify」検証の取り消し」

メディア検証ポリシーのタスク

• 「メディア検証ポリシーの作成」

• 「メディア検証ポリシーのリストを表示する 」

• 「メディア検証ポリシーの有効化または無効化 」

• 「メディア検証ポリシーのコピー 」

• 「メディア検証ポリシーを変更する 」

• 「メディア検証ポリシーの削除」

8.8.1. STA メディア検証用の検証ドライブを表示する

この手順を使用して、STA メディア検証の最小要件を満たす検証ドライブの情報を表示しま
す。詳細は、「STA で使用可能な検証ドライブ」を参照してください。

注:

検証ドライブプールの保守には、SL コンソールのみを使用します。プールの保守方法の詳細は、
『SL8500 ユーザーズガイド』を参照してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

この手順は、次のいずれかの手法で実行できます。

• 「「Media Validation」画面から」

• 「「Drives – Overview」画面から」

8.8.1.1. 「Media Validation」画面から

注:

この手法には、オペレータまたは管理者の権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。
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2. 画面の「Media Validation Configuration」セクションの「Number of Drives Reserved for
Media Validation」フィールドに、検証プールに割り当てられていて、STA 最小要件を満
たすドライブの総数が表示されます。リンクを選択します。

これらのドライブの詳細を表示するフィルタが適用済みの「Drives – Overview」画面に
移動します。

8.8.1.2. 「Drives – Overview」画面から

注:

この手法は、どのユーザーでも実行できます。
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1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

「Drives – Overview」画面が表示され、テープライブラリシステム内のすべてのドライブ
が表示されます。

2. テーブルツールバーで、「Filter Data」をクリックします。

「Filter Data」ダイアログボックスが表示されます。

3. 選択条件メニューで、「MV Drive Capable」および「True」を選択します。次
に「Apply」をクリックします。
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テーブルが更新され、検証ドライブプールに割り当てられていて、STA メディア検証の最
小要件を満たすドライブだけが表示されます。

8.8.2. STA 上でメディア検証を有効または無効にする

この手順を使用して、STA 上でメディア検証機能現在の構成を確認して、有効または無効に
します。デフォルトでは、STA のインストール時にはメディア検証は無効になっています。詳
細は、「メディア検証の有効化」および「メディア検証の無効化」を参照してください。
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注:

有効になっているメディア検証を無効にする場合、STA は新しいメディア検証リクエストを受け入れませ
ん。ただし、保留中または進行中のすべてのリクエストは検証キュー内に残り、完了まで処理されます。こ
れらのリクエストを取り消す場合は、メディア検証を無効にする前または無効にしたあとで実行できます。
詳細は、「保留中または進行中の検証リクエストを取り消す」を参照してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。

「Media Validation」画面が表示されます。

2. 「Media Validation State」フィールドで、次のように「Enable」または「Disable」を選択しま
す。

• 「Enable」 – STA によりモニターされるすべての SL8500 ライブラリで STA メディア検
証を有効にします。

• 「Disable」 – STA によりモニターされるすべての SL8500 ライブラリで、STA メディア
検証を無効にします。メディア検証を一時的に無効にして、ライブラリの保守を実行す
ることもできます。
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確認ダイアログボックスが表示されます。

3. 選択を確認して、「Yes」を選択して確定します。

選択に応じて STA のメディア検証状態が更新され、新しいステータスが画面に示され
ます。この時点でメディア検証を有効にできない場合、理由が画面に示されます。

8.8.3. キャリブレーションメディア論理グループの作成

この手順を使用して、ドライブキャリブレーションと適格性検査に使用するメディアの論理グ
ループを作成します。この論理グループ内のメディアをこの目的専用に確保することが推奨
されています。詳細は、「キャリブレーションメディア論理グループ」を参照してください。

注:

これは、オプションの手順であり、使用する必要があるのは、ドライブキャリブレーションと適格性検査を
有効にする計画がある場合だけです。

注:

この手順を使用する前に、キャリブレーションメディアのみに使用する手動論理グループを作成する必要
があります。詳細は、「キャリブレーションメディアの選択 」および「手動論理グループの作成」を参照して
ください。

注:

この手順では、オペレータ権限または管理者権限が必要です。
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1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Media Overview」を選
択します。

「Media – Overview」画面が表示され、テープライブラリシステム内のすべてのメディア
が表示されます。

2. テーブルツールバーで、「Filter Data」をクリックします。

「Filter Data」ダイアログボックスが表示されます。

3. 選択条件メニューで、「キャリブレーションメディアの選択 」に指定されている条件を入
力し、「Apply」をクリックします。
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テーブルが更新されて、条件を満たすメディアだけが表示されます。

4. 「Media MB Avail Post」属性で結果をソートして、書き込まれたデータのラップが 2 つ以
上あるメディアを見つけます。

5. リストから、ドライブキャリブレーションと適格性検査に使用するメディアを選択します。次
にテーブルツールバーの「Logical Groups」をクリックします。
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「Logical Groups」ダイアログボックスが表示されます。

6. メニューでキャリブレーションメディア用に作成した論理グループを選択して、「OK」をク
リックします。

メディアが論理グループに追加されます。「Logical Groups」画面にこれらを表示できま
す。手順については、「論理グループに割り当てられているすべてのドライブとメディアの
一覧表示」を参照してください。
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8.8.4. ドライブキャリブレーションと適格性検査の有効化

この手順を使用して、STA 上でオプションのドライブキャリブレーションおよび適格性検査機
能を有効にします。これらの機能は別個のプロセスですが、まとめて有効にしたり無効にした
りできます。

注:

STA メディア検証を使用している場合、ドライブキャリブレーションと適格性検査を有効にすることが強く
推奨されています。これらの機能の利点の詳細は、「ドライブのキャリブレーションと適格性検査」を参照
してください。

注:

この手順を使用する前に、キャリブレーションメディア論理グループを作成する必要があります。手順につ
いては、「キャリブレーションメディア論理グループの作成」を参照してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。
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「Media Validation」画面が表示されます。

2. 「Use Media From the Following Manual Logical Group for Calibration」メニューで、
キャリブレーションと適格性検査に使用するメディアを含む論理グループを選択します。
このメニューには、手動論理グループのみが表示されます。

3. 選択を確認し、「Save」をクリックして確定します。

ドライブキャリブレーションと適格性検査が有効になり、STA がメディア検証ドライブグ
ループ内のドライブのキャリブレーションを開始します。
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新しいステータスが画面に示されます。キャリブレーションが成功すると、画面にメッセー
ジ「Drive and Media Pool Setup Success--calibration has been successful.」が表示されま
す。何か問題があれば、それも示されます。

8.8.5. ドライブキャリブレーションと適格性検査の無効化

この手順を使用して、STA 上でオプションのドライブキャリブレーションおよび適格性検査機
能を無効にします。これらの機能は別個のプロセスですが、まとめて有効にしたり無効にした
りできます。

注:

STA メディア検証を使用している場合、ドライブキャリブレーションと適格性検査を有効にすることが強く
推奨されています。これらの機能の利点の詳細は、「ドライブのキャリブレーションと適格性検査」を参照
してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。

「Media Validation」画面が表示されます。

2. 「Use Media From the Following Manual Logical Group for Calibration」メニューで、
「None (Opt out of calibration; not recommended)」を選択します。
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3. 選択を確認し、「Save」をクリックして確定します。

「Media Validation Configuration」ダイアログボックスが表示されます。

4. 選択を確認し、「Yes」をクリックしてドライブキャリブレーションと適格性検査の無効化を
確定します。

ドライブキャリブレーションが無効化され、STA はキャリブレーションや適格性検査の新
規操作を一切開始しません。進行中のキャリブレーションまたは適格性検査アクティビ
ティーは、処理されて完了します。

新しいステータスが画面に示されます。何か問題があれば、それも示されます。
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8.8.6. メディア検証リクエストキューの表示

この手順を使用して、保留中、進行中、および完了したメディア検証リクエストの情報を表示
します。詳細は、「検証リクエストのステータスを表示する」を参照してください。

注:

STA でメディア検証が無効になっている場合でも、この手順を使用できます。

注:

この手順は、どのユーザーでも実行できます。

1. ナビゲーションバーから、「Tape System Activity」を選択して、「Media Validation
Overview」を選択します。

「Media Validation Overview」画面が表示され、STA が情報を受信したすべての検証リ
クエストが表示されます。

2. デフォルトでは、リクエストは「1」から始まる Priority Order でソートされるため、もっとも
古いリクエストが画面のいちばん上に表示されます。最近のリクエストを表示するには、
画面の下部までスクロールするか、「Priority Order」列の「Descending Sort」矢印を選択
します。
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3. この画面で、次のいずれかのタスクを実行して、検証リクエストキューを管理できます。

• 「手動メディア検証リクエストの送信」

• 「保留中のメディア検証リクエストの再順序付け」

• 「保留中のメディア検証リクエストの取り消し」

• 「進行中の「Complete Verify」検証の取り消し」

また、「List View」テーブルで実行できるタスクとほぼ同じことを実行できます。手順につ
いては、次の手順を参照してください。

• テーブルの出力可能なフォームをブラウザの別個のタブまたはウィンドウに表示する
には、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

• メディア検証リクエストのリストをエクスポートするには、『STA 画面基本ガイド』を参
照してください。

• 表レコードをフィルタするには、「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブル
フィルタの変更」を参照してください。

• 表に適用されたフィルタをリセットするには、「現在のフィルタのクリア」を参照してくだ
さい。

• テーブルをリフレッシュして新しいリクエストを表示するには、『STA 画面基本ガイド』
を参照してください。

• テーブルを画面から切り離して、ブラウザフォアグラウンド内の別個のウィンドウに表示
するには、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

8.8.7. 手動メディア検証リクエストの送信

この手順を使用して、メディア検証リクエストを検証リクエストキューに手動で送信します。こ
の手順は、STA でメディア検証が有効になるとすぐに使用できます。詳細は、「手動検証リク
エストの送信」を参照してください。

この手順を使用して、新しい検証を開始したり、以前に中断した検証を再開したりできます。
中断した検証を再開するオプションを使用できるのは、次の条件がすべて満たされる場合だ
けです。

• T10000T2 メディアを検証用に選択していること。(T10000T1 メディア検証は、常にテープ
の先頭から開始される。)

• 検証テストのタイプが「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」であること。(その
他のテストタイプは常にテープの先頭から開始される。)
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• 選択したメディアの一部またはすべてに対して前回実行した検証が、100% 完了していな
いこと。(前回実行した検証が完了しているメディアは、常にテープの先頭から開始され
る。)

この手順は、次のいずれかの手法で実行できます。

• 「「Media – Overview」画面から」。この手法を使用すると、複数のリクエストキューを一度
に送信できます。

• 「「Media Validation Overview」画面から」。この手法を使用すると、リクエストを 1 回につ
き 1 つだけ送信できます。

8.8.7.1. 「Media – Overview」画面から

注:

この手法は、どのユーザーでも実行できます。

1. ナビゲーションバーから、「Tape System Hardware」を選択して、「Media Overview」を
選択します。

「Media – Overview」画面が表示され、テープライブラリシステム内のすべてのメディア
が表示されます。

2. 適切なフィルタ条件を適用して、メディアのリストを絞り込みます。次の例では、画面が
「Library Complex Name Is SL8500_14, and Media Health Indicator Isn't USE」のメディ
アを表示するようにフィルタ処理されています。
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注:

定義済みの STA‐Media‐MV テンプレートでは SL8500 ライブラリ内の T10000 タイプのメディアだ
けを表示するようにフィルタ処理されるため、これを使用することもできます。

3. 検証するメディアを選択します。複数選択を使用して、任意の数のメディアを選択できま
す。次に、テーブルツールバーの「Media Validation」をクリックします。

「Validation Activities」ダイアログボックスが表示されます。検証に適したメディアの総
数がメッセージに示され、適格なメディアがリスト表示されます。メディアが不適格になる
理由として、次のいずれかが考えられます。

• メディアが T10000 タイプではない。

• メディアがクリーニングメディアである。
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• メディアが SL8500 スタンドアロンライブラリまたはコンプレックス内にない。

• ライブラリまたはコンプレックス検証ドライブプール内のドライブが、メディアと互換性
がない。

• 検証ドライブプール内のドライブが、STA メディア検証の最小要件を満たしていない。

注:

選択したメディアのいずれも検証に適していない場合、メッセージ「No valid media selected for
validation」が表示されます。

4. 「Validation test to run」メニューで、実行する検証テストのタイプを選択します。オプ
ションの詳細については、「検証テストの種類」を参照してください。

「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」を選択した場合、次のオプションの
いずれかを選択することも必要な場合があります。これらのオプションを使用できるの
は、T10000T2 メディア上で「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」検証を実
行していて、これらのメディアに対する直前の検証が完了前に中断された場合だけで
す。

• 「Perform validations from beginning of tape」 – T10000T2 メディアをテープの先頭
(BOT) から検証することを示します。

• 「Continue validations from last known validated data point」 – 部分的に検証され
た T10000T2 メディアを、以前に検証が中断された位置から再開してテストすることを
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示します (ドライブがメディアの RFID チップからその位置を特定できる場合)。ドライ
ブが以前の検証が中断された位置を特定できない場合は、テープの先頭から開始し
ます。

これらのオプションの詳細は、「T10000T2 メディア上で中断された「Complete Verify」テ
ストを再開する」を参照してください。

5. 「Drive」メニューで、検証に使用するドライブを選択します。このオプションを使用できる
のは、選択したすべてのメディアが同じライブラリコンプレックスまたはスタンドアロンライ
ブラリ内に存在する場合だけです。メニューには、コンプレックスまたはスタンドアロンラ
イブラリ内の検証ドライブがリスト表示されます。

注:

ドライブを 1 台だけ選択しますが、これは、可能な場合にすべてのメディアが同一のドライブにより
検証されることを意味します。ドライブが一部のメディアと互換性がない場合 (たとえば、「Complete
Verify Plus」の実行を選択したが、一部のメディアが暗号化されており、ドライブが暗号化に対応し
ていない場合)、検証リクエストはリクエストキューに追加されますが、保留中の状態にとどまります。

このため、STA がメディアごとに互換性のある検証ドライブを自動的に選択する「Autoselect」を選
択することが推奨されています。

6. 「Create」をクリックします。
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検証リクエストが生成され、検証リクエストキューに追加されます。

7. 「Media Validation Overview」画面にリクエストを表示できます。手順については、「メ
ディア検証リクエストキューの表示 」を参照してください。

デフォルトでは、各リクエストは、生成時に、次に使用可能な Priority Order に割り当てら
れます。再優先順位付けの手順については、「保留中のメディア検証リクエストの再順序
付け」を参照してください。
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8.8.7.2. 「Media Validation Overview」画面から

この手法を使用すると、リクエストを 1 回につき 1 つだけ送信できます。複数のリクエストを一
度に送信するには、「「Media – Overview」画面から」を参照してください。

注:

この手法には、オペレータまたは管理者の権限が必要です。

1. ナビゲーションバーから、「Tape System Activity」を選択して、「Media Validation
Overview」を選択します。

「Media Validation Overview」画面が表示されます。デフォルトでは、画面は昇順の
Priority Order で表示されます。

2. 画面を Volume Serial Number でソートする場合は、その列の「Ascending Sort」また
は「Descending Sort」矢印を選択します。

3. リクエストレコードを選択して、検証するメディアを選択します。次に、テーブルツールバー
の「Media Validation」をクリックします。

注:

選択できるレコードは 1 回につき 1 つだけで、検証リクエストが保留中または進行中のメディアは選
択できません。
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「Resubmit Media」ダイアログボックスが表示されます。

4. 「Validation test to run」メニューで、実行する検証テストのタイプを選択します。デフォ
ルトでは、このフィールドは「Basic Verify」に設定されていますが、このメディアに適した
任意の検証テストを選択できます。オプションの詳細については、「検証テストの種類」を
参照してください。

「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」を選択した場合、次のオプションの
いずれかを選択することも必要な場合があります。これらのオプションを使用できるの
は、T10000T2 メディア上で「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」検証を実
行していて、メディアに対する直前の検証が完了前に中断された場合だけです。

• 「Perform validations from beginning of tape」 – T10000T2 メディアをテープの先頭
(BOT) から検証することを示します。

• 「Continue validations from last known validated data point」 – 部分的に検証され
た T10000T2 メディアを、以前に検証が中断された位置から再開してテストすることを
示します (ドライブがメディアの RFID チップからその位置を特定できる場合)。ドライ
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ブが以前の検証が中断された位置を特定できない場合は、テープの先頭から開始し
ます。

これらのオプションの詳細は、「T10000T2 メディア上で中断された「Complete Verify」テ
ストを再開する」を参照してください。

5. 「Drive」メニューで、検証に使用するドライブを選択します。メニューには、選択したメ
ディアが現在存在するコンプレックスまたはスタンドアロンライブラリ内の検証ドライブが
リスト表示されます。

注:

選択したドライブがメディアと互換性がない場合 (たとえば、「Complete Verify Plus」の実行を選択
したが、メディアは暗号化されており、ドライブは暗号化に対応していない場合)、検証リクエストはリ
クエストキューに追加されますが、保留中の状態にとどまります。

このため、STA がメディアと互換性のある検証ドライブを自動的に選択する「Autoselect」を選択す
ることが推奨されています。

6. 「OK」をクリックします。

リクエストが生成されて、検証リクエストキューに追加されます。デフォルトでは、これは
次に使用可能な Priority Order に割り当てられます。リクエストを再優先順位付けする手
順については、「保留中のメディア検証リクエストの再順序付け」を参照してください。
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8.8.8. 保留中のメディア検証リクエストの再順序付け

この手順を使用して、メディア検証リクエストキュー内の保留中のリクエストを再優先順位付
けします。詳細は、「メディア検証リクエストの優先度」を参照してください。

注:

STA でメディア検証が無効になっている場合でも、この手順を使用できます。たとえば、ライブラリを保守
するためにメディア検証を無効にしてから、検証キュー内に残された保留中のリクエストを再優先順位付
けすることで、メディア検証がふたたび有効になったときに異なる順序で処理されるようになります。

注:

この手順は、どのユーザーでも実行できます。

1. ナビゲーションバーから、「Tape System Activity」を選択して、「Media Validation
Overview」を選択します。

「Media Validation Overview」画面が表示されます。

2. デフォルトでは、リクエストは昇順の Priority Order でソートされます。最近のリクエストを
表示するには、画面の下部にスクロールします。保留中のリクエストに留意してください。
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3. テーブルツールバーの「Reorder Pending Requests」をクリックします。

「Reorder Pending Requests」ダイアログボックスが表示され、現在の優先順位ですべて
の保留中のリクエストが示されます。リクエストは、メディアの Volume Serial Number お
よび現在の Priority Order で識別されます。
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4. 再優先順位付けするリクエストを選択し、適切な矢印をクリックしてリスト内で移動しま
す。このダイアログボックスでは、複数選択がサポートされています。

矢印 説明

選択した項目 (複数可) を 1 回につき 1 つ上または下に移動します。

選択した項目をリストの一番上または一番下に移動します。

5. リクエストが目的の順序になったら、「OK」をクリックします。

選択に従ってリクエストが再順序付けされ、「Media Validation Overview」画面の
「Priority Order」値が更新されて新しい順序が反映されます。
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8.8.9. 保留中のメディア検証リクエストの取り消し

この手順を使用して、1 つ以上の保留中の検証リクエストを取り消します。取り消された保留
中のリクエストは、すぐに検証リクエストキューから削除され、再送信することはできません。
詳細は、「保留中または進行中の検証リクエストを取り消す」を参照してください。

注:

STA でメディア検証が無効になっている場合でも、この手順を使用できます。たとえば、ライブラリを保守
するためにメディア検証を無効にして、検証キューに残された保留中のリクエストを取り消すことができま
す。

注:

この手順は、どのユーザーでも実行できます。

1. ナビゲーションバーから、「Tape System Activity」を選択して、「Media Validation
Overview」を選択します。
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「Media Validation Overview」画面が表示されます。

2. デフォルトでは、リクエストは昇順の Priority Order でソートされます。最近のリクエストを
表示するには、「Priority Order」列の「Descending Sort」矢印を選択します。保留中のリ
クエストに留意してください。

3. 取り消すリクエストを選択し、テーブルツールバーの「Cancel」をクリックします。任意の数
の保留中リクエストを選択できます。

注:

完了した検証を選択した場合、「Cancel」ボタンはアクティブになりません。

「Cancel」ダイアログボックスが表示され、選択したリクエストのボリュームシリアル番号
がリスト表示されています。

4. ボリュームシリアル番号のリストを確認し、「Yes」をクリックして取り消しを確定します。
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リクエストが取り消され、「Media Validation Overview」画面から削除されます。

8.8.10. 進行中の「Complete Verify」検証の取り消し

この手順を使用して、進行中の「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」メディア検
証を 1 つ以上取り消します。進行中のほかの検証タイプを取り消すことはできません。詳細
は、「保留中または進行中の検証リクエストを取り消す」を参照してください。

注:

STA でメディア検証が無効になっている場合でも、この手順を使用できます。たとえば、ライブラリを保守
するためにメディア検証を無効にして、検証キューに残された進行中の「Complete Verify」リクエストを取
り消すことができます。

注:

この手順は、どのユーザーでも実行できます。

1. ナビゲーションバーから、「Tape System Activity」を選択して、「Media Validation
Overview」を選択します。
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「Media Validation Overview」画面が表示されます。

2. デフォルトでは、リクエストは昇順の Priority Order でソートされます。最近のリクエストを
表示するには、「Priority Order」列の「Descending Sort」矢印を選択します。進行中の検
証に留意してください。

3. 停止する検証を選択して、テーブルツールバーの「Cancel」をクリックします。進行中の
「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」検証を任意の数だけ選択できます。

注:

完了した検証を選択した場合、「Cancel」ボタンはアクティブになりません。
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「Cancel」ダイアログボックスが表示され、選択した検証のボリュームシリアル番号が示
されます。

4. 表示された情報を確認し、「Yes」をクリックして取り消しを確定します。

STA が取り消しリクエストをドライブに発行します。このプロセスは、完了まで数分かかる
場合があります。各メディアがドライブからマウント解除され、メディアスロットに戻された
ら、関連する検証リクエストが「Media Validation Overview」画面から削除されます。

8.8.11. メディア検証ポリシーの作成

この手順を使用して、メディア検証ポリシーを作成します。メディア検証ポリシーを使用する
と、テープライブラリシステム内のメディア検証を自動化できます。詳細は、「自動メディア検
証の使用」を参照してください。
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「Media Validation Policies」ウィザードを使用すると、ポリシーに関するすべての情報を段階
を追って定義できます。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。

「Media Validation Policies」画面が表示されます。

2. 「New Media Validation Policy」をクリックします。

「Media Validation Policies」ウィザードが表示されます。

3. 次のようにウィザードの最初の画面に入力します。

a. 「Policy Name」フィールドに、一意の名前を入力します。

入力には、長さ 250 文字までの英数字を含めることができます。

b. 「Policy Description」フィールドに、ポリシーのオプションの説明を入力します。

c. 「Next」をクリックします。
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注:

ウィザードの任意の画面で、画面上部にあるブレッドクラムリンクを選択して、すぐ次の画面や、すで
に表示した画面に直接移動できます。

4. ウィザードの 2 番目の画面で、次のようにして、このポリシーで検証するメディアグルー
プを指定します。

• このポリシーで、特定の記録フォーマットの (オプションで特定のライブラリコンプレッ
クス内の) メディアを検証する場合は、「Select media format and optional library
complex」オプションを選択し、次の方法で関連するフィールドを指定します。

◦ 「Media Format」メニューで、このポリシーで検証するメディアの記録フォーマット
を選択します。任意の数のフォーマットを選択できます。オプションは、T10000T1 メ
ディアで使用可能な「T10000A」と「T10000B」、および T10000T2 メディアで使用可
能な「T10000C」と「T10000D」です。

◦ 「Library Complex (Optional)」メニューで、このポリシーで検証するライブラリコン
プレックスを選択します。「None」を選択した場合、ポリシーはすべてのコンプレック
スで指定されたメディアタイプを検証します。ライブラリコンプレックスを選択した場
合、ポリシーはそのコンプレックス内部のメディアだけを検証します。
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• このポリシーで特定の定義済み論理グループ内のメディアを検証する場合
は、「Select logical group」オプションを選択します。「Logical Group」メニューで、論
理グループを選択します。メニューに、定義されたすべての論理グループがリスト表示
されます。

注:

検証ドライブのある SL8500 コンプレックスまたはスタンドアロンライブラリ内に T10000 メディア
を含む論理グループを選択してください (STA ではこれは確認されないため)。

5. 「Next」をクリックします。

6. 次の方法で、ウィザードの 3 番目の画面を完了します。

a. 「Policy Criteria」メニューで、検証用メディアを選択する条件を選択します。オプ
ションの説明については、「検証ポリシーの選択条件」を参照してください。

選択によっては、次に示す追加フィールドを指定する必要があります。

• 「Media Health = Action, Evaluate, or Monitor」を選択した場合は、メディアを検証
用に選択する前に発生する必要のある、連続した「Number of exchanges」も指定
する必要があります。オプションは 1 – 5 です。たとえば、「2」を指定した場合、指定
されたメディアの健全性の連続した交換が 2 回発生するとすぐに、メディアが検
証用に選択されます。

• 「Extended period of non-use」を選択した場合、「Number of days」も指定する必
要があります。オプションは、365 – 1095 (1 - 3 年) です。たとえば、「730」を指定し
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た場合、前回の交換から 730 日以上が経過すると、メディアが検証用に選択され
ます。

b. 「Validation Test Type」メニューで、ドライブで実行する検証テストのタイプを選択
します。オプションの説明については、「検証テストの種類」を参照してください。

「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」を選択した場合は、次のオプショ
ンのいずれかも選択する必要があります。

注:

これらのオプションは、T10000T2 メディアにのみ適用されます。T10000T1 メディアの検証は、
常にテープの先頭 (BOT) から始める必要があります。

• 「Perform validations from beginning of tape」 – メディアが部分的に検証済み
である場合でも、すべての T10000T2 メディアをテープの先頭 (BOT) からテスト
することを示します。

• 「Continue validations from last known validated data point」 – 部分的に検証され
た T10000T2 メディアを、以前に検証が中断された位置から再開してテストするこ
とを示します (ドライブがメディアの RFID チップからその位置を特定できる場合)。
ドライブが以前の検証が中断された位置を特定できない場合は、テープの先頭
(BOT) から開始します。

これらのオプションの詳細は、「T10000T2 メディア上で中断された「Complete
Verify」テストを再開する」を参照してください。

c. 「Next」をクリックします。
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7. 次のようにウィザードの最後の画面に入力します。

a. すべてのポリシー情報が正しいことを確認します。

b. 次の方法で、「Enable Policy」チェックボックスを指定します。

• チェックボックスを選択すると、ポリシーを作成してただちに有効化します。

• ポリシーを作成するが、とりあえず無効にしておく場合に、このチェックボックスを
選択します。あとで有効にできます。手順については、「メディア検証ポリシーの有
効化または無効化 」を参照してください。

c. 「Save」をクリックします。
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ポリシーが作成されます。このポリシーが有効な場合、STA はすぐにポリシーに基づい
てメディアの評価を開始し、必要に応じてメディア検証リクエストを生成します。

ポリシーが無効になっている場合、現在のところポリシーは評価されません。

8.8.12. メディア検証ポリシーのリストを表示する

この手順を使用して、すべての STA メディア検証ポリシーの情報を表示します。

注:

これらの手順では、オペレータまたは管理者の権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。



メディア検証タスク

284

「Media Validation Policies」画面が表示されます。定義されたポリシーが、「Media
Validation Policies」セクションにリスト表示されます。

2. この画面から、次のいずれかのタスクを実行して検証ポリシーを管理できます。

• 「メディア検証ポリシーの有効化または無効化 」

• 「メディア検証ポリシーのコピー 」

• 「メディア検証ポリシーを変更する 」

• 「メディア検証ポリシーの削除」

また、「List View」テーブルで実行できるタスクとほぼ同じことを実行できます。手順につ
いては、次の手順を参照してください。

• テーブルの出力可能なフォームをブラウザの別個のタブまたはウィンドウに表示する
には、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。
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• メディア検証ポリシーのリストをエクスポートするには、『STA 画面基本ガイド』を参照
してください。

• 表レコードをフィルタするには、「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブル
フィルタの変更」を参照してください。

• 表に適用されたフィルタをリセットするには、「現在のフィルタのクリア」を参照してくだ
さい。

• テーブルをリフレッシュして新しいポリシーを表示するには、『STA 画面基本ガイド』を
参照してください。

• テーブルを画面から切り離して、ブラウザフォアグラウンド内の別個のウィンドウに表示
するには、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

8.8.13. メディア検証ポリシーの有効化または無効化

この手順を使用して、選択したメディア検証ポリシーを有効または無効にします。STA は、有
効なポリシーだけを使用して自動化されたメディア検証リクエストを生成します。詳細は、「自
動メディア検証の使用」を参照してください。

ポリシーを無効にしても、そのポリシーから生成された保留中または進行中のメディア検証リ
クエストに影響はありません。これらは、取り消さないかぎり、完了するまで処理されます。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。

「Media Validation Policies」画面が表示されます。
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2. 変更するポリシーを選択します。

ポリシーが現在有効である場合、「Media Validation Policies」ツールバーの「Disable
Media Validation Policy」アイコンがアクティブになります。ポリシーが現在有効でない
場合、「Enable Media Validation Policy」アイコンがアクティブになります。

3. 「Enable Media Validation Policy」または「Disable Media Validation Policy」のうち、
適用されるものをクリックします。

ポリシーは、選択内容に応じて更新されます。

• このポリシーを有効にしている場合、STA はすぐにポリシー条件に基づいてメディア
の評価を開始し、必要に応じてメディア検証リクエストを生成します。

• このポリシーを無効にしている場合、STA はポリシーのメディア検証リクエストを生成
しなくなります。保留中または進行中のメディア検証リクエストは、取り消さないかぎ
り、完了するまで処理されます。詳細は、「保留中または進行中の検証リクエストを取り
消す」を参照してください。

8.8.14. メディア検証ポリシーのコピー

この手順を使用して、選択したメディア検証ポリシーをコピーします。ポリシーを新しいポリ
シーのベースとして使用するには、作成したいポリシーに近い既存のポリシーをコピーして、
コピーを変更できます。手順については、「メディア検証ポリシーを変更する 」を参照してくだ
さい。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。
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「Media Validation」画面が表示されます。

2. コピーするメディア検証ポリシーを選択して、「Copy Media Validation Policy」をクリック
します。

「Media Validation Policies」ウィザードの最初の画面が表示されます。ポリシーのコピー
には、次の点を除きオリジナルと同じすべての情報が含まれています。

• 「Copy」という単語が「Policy Name」の最後に追加されます。

• ポリシーが有効になっています (「Enable Validation Policy」チェックボックスが選択
されています)。
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3. 「Policy Name」フィールドに割り当てる名前を入力し、必要に応じて「Policy
Description」を変更します。

4. 「Next」ボタン、またはダイアログボックスの上部にあるウィザードのブレッドクラムを使用
して、変更する情報がある画面に移動します。これらの画面の指定手順については、「メ
ディア検証ポリシーの作成」を参照してください。

5. 完了したら、「Save」をクリックします。

新しいポリシーが作成され、その情報で「Media Validation Policies」画面が更新されま
す。

次の例では、「STA‐T10000B non‐used」ポリシーが「STA‐T10000A non‐used」ポリシー
からコピーされ、ポリシー条件が T10000B メディアに合わせて変更されています。
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8.8.15. メディア検証ポリシーを変更する

この手順を使用して、選択したメディア検証ポリシーを変更します。ポリシーの任意の属性を
変更できます。

注:

ポリシーを有効または無効にするより直接的な手法については、「メディア検証ポリシーの有効化または
無効化 」を参照してください。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。

「Media Validation Overview」画面が表示されます。

2. 変更するメディア検証ポリシーを選択して、「Edit Media Validation Policy」をクリックし
ます。

「Media Validation Policies」ウィザードの最初の画面が表示され、ポリシーの現在の情
報が示されます。
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3. 「Next」ボタン、またはダイアログボックスの上部にあるウィザードのブレッドクラムを使用
して、変更する情報がある画面に移動します。これらの画面の指定手順については、「メ
ディア検証ポリシーの作成」を参照してください。

4. 完了したら、「Save」をクリックします。

ポリシーが更新され、変更が「Media Validation Policies」画面に表示されます。

8.8.16. メディア検証ポリシーの削除

この手順を使用して、メディア検証ポリシーを削除します。ポリシーを削除しても、そのポリ
シーから生成済みのメディア検証リクエストは削除されません。これらは、引き続き「Media
Validation Overview」画面に表示できます。ポリシーから生成された保留中および進行中の
リクエストは、完了するまで処理されます。

メディア検証ポリシーを削除する前に無効にする必要はありません。

注:

この手順では、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Media Validation」を
選択します。
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「Media Validation Policies」画面が表示されます。

2. 削除するメディア検証ポリシーを選択して、「Delete Media Validation Policy」をクリック
します。

「Delete」ダイアログボックスが表示されます。

3. 選択を確認して、「Yes」をクリックして削除を確認します。

ポリシーが削除され、「Media Validation Policies」画面のリストが更新されます。
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9 
STA ユーザー名と電子メール

この章では、STA ユーザー名を作成して管理する方法、および STA アラートとエグゼクティ
ブレポートで使用できる電子メール受信者の定義方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

• STA ユーザー名

• STA ユーザー管理タスク

• 電子メール構成タスク

9.1. STA ユーザー名

プライマリ STA 管理者のユーザー名は、STA のインストール時に作成されています。STA
画面を使用していつでも、任意の数の STA ユーザー名を作成して管理できます。各 STA
ユーザー名は一意で、1 つのパスワードと 1 つの割り当て済みユーザー役割が指定されてい
る必要があります。

9.1.1. STA ユーザー名とパスワードの要件

STA ユーザー名の要件は次のとおりです。

• 1 – 16 文字の長さにする必要があります

• すべてのユーザー名が一意である必要があります

パスワード要件は次のとおりです。

• 8 – 31 文字の長さにする必要があります

• 少なくとも 1 つの数字および 1 つの大文字を含める必要があります

• 空白文字を含めてはいけません

• 次に示す特殊文字を含めないでください。

& ' ( ) < > ? { } *  / ' "
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9.1.2. STA ユーザー役割

各 STA ユーザー名には、3 つの定義済みユーザー役割のいずれかを割り当てる必要があ
ります。各役割には 1 セットの権限が付属しており、この権限によりその STA ユーザー名で
使用できる画面とアクティビティーが決定されます。権限は定義済みで、変更はできません。
ビューア役割では最低限の権限が付与され、管理者役割では最大限の権限が付与されま
す。

ユーザーの役割と権限の概要を下に示します。詳細は、表9.1「画面別に編成したユーザー
役割の権限」 に示されています。

ビューア
ビューアは、ナビゲーションバーの「Home」、「Tape System Hardware」、および「Tape
System Activity」の各タブで画面を表示する権限を持っています。

ビューアは、現在のログインセッションの画面の外観のみの変更、画面のフィルタ、およ
びより高い権限を持つユーザーが作成したテンプレートの適用を行うことができます。ま
た、より高い権限を持つユーザーが作成したエグゼクティブレポートをダウンロードするこ
ともできます。

ビューアは、ナビゲーションバーの「Setup & Administration」タブにはアクセスできま
せん。
オペレータ
オペレータは、ビューアが使用できるすべての権限に加えて、画面テンプレートの保存と
管理、およびエグゼクティブレポートの実行を行うことができます。

オペレータは、ナビゲーションバーの「Setup & Administration」タブのすべての画面を
表示して、管理者ユーザーが定義した STA ポリシーと構成設定を表示できます。ただ
し、ポリシーを作成したり、STA 構成タスクを実行したりすることはできません。
管理者
管理者は、すべての STA 画面に完全にアクセスする権限を持っています。管理者は、オ
ペレータが使用できるすべての権限に加えて、STA ポリシーの作成、構成設定の定義、
および STA ユーザー名の作成を行うことができます。

表9.1 画面別に編成したユーザー役割の権限

タブ 画面 アクティビティー ビュー
ア

オペ
レータ

管理者

– 「Preferences」メ
ニュー

STA ユーザー名の設定を構成します。

STA ユーザー名のパスワードを変更します。

X X X

– テンプレート
ツールバー

テンプレートを現在の画面に適用します。 X X X
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タブ 画面 アクティビティー ビュー
ア

オペ
レータ

管理者

現在のテンプレートを、STA ユーザー名の画面の
デフォルトとして設定します。

– テンプレート
ツールバー

テンプレートを作成します。

カスタムテンプレートの外観を変更します。

テンプレートを新しい名前で保存します。

STA ユーザー名の所有するカスタムテンプレート
のパブリックまたはプライベート可視性設定を変
更します。

X X

Home Dashboard 「Dashboard」ポートレットの追加と変更のみで、こ
のセッションの画面表示を変更します。

X X X

Home Quick Links STA ユーザー名で使用可能なすべてのテンプ
レートのリストを表示します。

選択したテンプレートが適用された画面に移動し
ます。

X X X

Home エグゼクティブ
レポート

自動またはオンデマンドで実行したパブリックレ
ポートファイルのリストを表示します。

レポートファイルをエクスポートおよび表示します。

X X X

Home エグゼクティブ
レポート

パブリックレポートファイルを削除します。 X X

Tape System
Hardware

すべて グラフとテーブル属性の追加と変更のみで、この
セッションの画面表示を変更します。

X X X

Tape System
Hardware

Drives –
Overview

メディア検証ドライブプールに割り当てられている
ドライブを表示します。

X X X

Tape System
Hardware

Drives –
Overview

選択したドライブを手動論理グループに追加しま
す。

選択したドライブの論理グループ割り当てを表示
します。

X X

Tape System
Hardware

Media –
Overview

選択したメディアを手動論理グループに追加しま
す。

X X
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タブ 画面 アクティビティー ビュー
ア

オペ
レータ

管理者

選択したメディアの論理グループ割り当てを表示
します。

手動メディア検証リクエストを送信します。

中断された T10000T2 メディアの検証を再開しま
す。

Tape System
Activity

すべて グラフとテーブル属性の追加と変更のみで、この
セッションの画面表示を変更します。

X X X

Tape System
Activity

Alerts Overview 生成されるすべてのアラートのリストを表示しま
す。

アラートのリストをスプレッドシートまたはドキュメ
ントにエクスポートします。

アラートの詳細を表示します。

アラートの状態を変更します。

消去したアラートを表示するか非表示にします。

X X X

Tape System
Activity

Alerts Overview アラートに注釈を付けます。 X X

Tape System
Activity

Media
Validation
Overview

手動メディア検証リクエストを 1 回につき 1 つ送
信します。

保留中のメディア検証リクエストを並べ替えます。

選択した保留中または進行中のメディア検証リク
エストを取り消します。

T10000T2 メディアの中断した検証を再開します。

X X X

Tape System
Activity

All Messages –
Overview

STA が受信したすべての SNMP トラップのリスト
を表示します。

選択した SNMP トラップをスプレッドシートまたは
ドキュメントにエクスポートします。

選択した SNMP トラップの詳細を表示します。

X X X
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タブ 画面 アクティビティー ビュー
ア

オペ
レータ

管理者

Setup &
Administration

Logical Groups 手動または動的論理グループを作成します。

論理グループに割り当てられているすべてのドラ
イブとメディアを一覧表示します。

手動論理グループからドライブとメディアを追加お
よび削除します。

動的論理グループの選択条件を変更します。

動的論理グループを強制的に更新します。

論理グループの名前を変更します。

論理グループを削除します。

X X

Setup &
Administration

Alerts Policies 定義済みのアラートポリシーのリストを表示しま
す。

X X

Setup &
Administration

Alerts Policies アラートポリシーを定義、コピー、名前変更、および
削除します。

選択したポリシーの条件を変更します。

ポリシーの電子メール受信者のリストを変更しま
す。

アラートポリシーを有効または無効にします。

X

Setup &
Administration

Executive
Reports Policies

パブリックのエグゼクティブレポートポリシーのリ
ストを表示します。

パブリックレポートをオンデマンドで実行します。

X X

Setup &
Administration

Executive
Reports Policies

STA ユーザー名によって作成されたパブリックレ
ポートポリシーまたはプライベートポリシーを作
成、変更、および削除します。

STA ユーザー名によって作成されたパブリックポ
リシーおよびプライベートポリシーのリストを表示
します。

レポートの通常スケジュールを定義します。

X
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タブ 画面 アクティビティー ビュー
ア

オペ
レータ

管理者

パブリックまたはプライベート所有権をポリシーに
割り当てます。

レポートファイルを受信する電子メールアドレスを
指定します。

レポートの基になる「Dashboard」テンプレートを変
更します。

Setup &
Administration

Templates
Management

STA ユーザー名で使用可能なすべてのテンプ
レートのリストを表示します。

STA ユーザー名のデフォルト画面テンプレートを
変更します。

カスタムテンプレートの名前を変更します。

STA ユーザー名の所有するテンプレートのパブ
リックまたはプライベート可視性設定を変更しま
す。

カスタムテンプレートをエクスポートします。

テンプレートをインポートします。

テンプレートを削除します。

STA の定義済みテンプレートを復元します。

X X

Setup &
Administration

Media
Validation

メディア検証構成設定を表示します。

メディア検証ドライブプール内のドライブを表示し
ます。

メディア検証ポリシーのリストを表示します。

X X

Setup &
Administration

Media
Validation

STA 上でのメディア検証を有効または無効にしま
す。

ドライブのキャリブレーションを有効または無効に
します。

X
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タブ 画面 アクティビティー ビュー
ア

オペ
レータ

管理者

メディア検証ポリシーを定義、コピー、名前変更、
および削除します。

メディア検証ポリシーの条件を変更します。

メディア検証ポリシーを有効または無効にします。

Setup &
Administration

Service – Logs 使用できるサービスログバンドルのリストを表示し
ます。

ログバンドルを作成します。

ログバンドルの実行情報を表示します。

ログバンドルをローカルコンピュータにダウンロー
ドします。

ログバンドルを削除します。

X X

Setup &
Administration

Configuration –
SNMP
Connections

STA の SNMP クライアント設定を表示します。

すべてのモニター対象ライブラリの SNMP 接続
設定を表示します。

すべてのモニター対象ライブラリの SNMP 接続
設定をテキストファイルにエクスポートします。

X X

Setup &
Administration

Configuration –
SNMP
Connections

STA の SNMP クライアント設定を構成します。

ライブラリへの SNMP 接続を構成します。

ライブラリへの SNMP 接続をテストします。

モニター対象ライブラリの手動データ収集を実行
します。

STA からライブラリへの接続を削除します。

X

Setup &
Administration

Configuration –
Users

すべての STA ユーザー名とその役割のリストを表
示します。

X X

Setup &
Administration

Configuration –
Users

STA ユーザー名を作成および変更します。

STA ユーザー名のパスワードを変更します。

X
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タブ 画面 アクティビティー ビュー
ア

オペ
レータ

管理者

STA ユーザー名を削除します。

Setup &
Administration

Configuration –
Email

STA の SMTP サーバーの構成設定を表示しま
す。

有効なすべての電子メール受信者とその位置情
報のリストを表示します。

X X

Setup &
Administration

Configuration –
Email

STA SMTP サーバーを構成します。

有効な電子メール受信者を構成します。

テスト電子メールを有効な受信者に送信します。

有効な電子メール受信者を削除します。

X

9.2. STA ユーザー管理タスク

次に示す手順を使用すると、STA ユーザーインタフェース経由で STA ユーザー名を管理で
きます。

Open LDAP または IBM RACF ユーザー認証を構成する必要がある場合は、『STA インス
トールおよび構成ガイド』で説明されているアクセス制御サービスプロバイダの構成手順を
参照してください。

注:

このセクションのすべてのタスクには、管理者権限が必要です。

• 「STA ユーザー名の追加」

• 「STA ユーザー名の変更」

• 「STA ユーザー名の削除」

9.2.1. STA ユーザー名の追加

この手順を使用して、新しい STA ユーザー名を追加します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Users」を選択します。
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「Configuration – Users」画面が表示されます。

2. 「Create New User」アイコンをクリックします。

「User Configuration」ダイアログボックスが表示されます。

3. 次のようにダイアログボックスの操作を完了します。

• 「User Name」: ユーザーの名前を入力します。

• 「Description」: 必要に応じて、新しいユーザーの説明を入力します。

• 「Role」: メニューで、「Administrator」、「Operator」、または「Viewer」を選択します。

• 「Enter Password」: 新しいユーザーのログインパスワードを入力します。これは、
少なくとも長さ 8 文字で、文字と数字の混合を含める必要があります。

• 「Verify Password」: パスワードを再入力します。

4. 「Save」をクリックします。

ユーザー名が追加され、「Configuration – Users」テーブルが更新されます。

9.2.2. STA ユーザー名の変更

この手順を使用して、既存の STA ユーザー名のプロパティーを変更します。
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注:

すべてのユーザーは、メインツールバーから「Preferences」を選択して、「General」を選択して、自分のパ
スワードを変更できます。手順については、「パスワードの変更」を参照してください。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Users」を選択します。

「Configuration – Users」画面が表示されます。

2. テーブルで、変更する STA ユーザー名を選択して、「Modify User」アイコンをクリックし
ます。

「User Configuration」ダイアログボックスが表示されます。

3. ダイアログボックスで、ユーザーの「Description」、「Role」、または「Password」を変更し
て、「Save」をクリックします。パスワード要件の詳細については、「STA ユーザー名とパス
ワードの要件」を参照してください。

変更に従ってユーザー名が更新されます。

9.2.3. STA ユーザー名の削除

この手順を使用して、STA ユーザー名を削除します。ユーザー名が所有している論理グルー
プとテンプレートを削除するか、または保持してパブリックにするかを指定する必要がありま
す。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Users」を選択します。

「Configuration – Users」画面が表示されます。

2. テーブルで、削除する STA ユーザー名を選択して、「Delete User」アイコンをクリックしま
す。
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「Delete User」ダイアログボックスが表示されます。

3. ダイアログボックスで、次のいずれかを選択して、「Delete」をクリックします。

• 「Leave them in place, make them public」: このユーザー名が所有しているすべての
テンプレートと論理グループを保持します。項目がパプリックになり、すべてのユーザー
が使用できるようになります。

• 「Delete them」: このユーザー名が所有しているすべてのテンプレートと論理グループ
を削除します。

注:

論理グループを削除すると、その論理グループを使用しているフィルタ、テンプレート、およびエ
グゼクティブレポートがすべて無効になることがあります。

STA ユーザー名が削除されます。ユーザー名が所有しているテンプレートと論理グルー
プはすべて、選択肢に応じて、更新または削除されます。

9.3. 電子メール構成タスク
電子メールを指定した電子メールアドレスに自動的に送信するように、STA アラートとエグゼ
クティブレポートポリシーを定義できます。これを実行する前に、次の手順を使用して STA 電
子メールサーバーと有効な受信者アドレスを識別する必要があります。これらの手順は、電
子メールサーバーがすでにサイトで構成されていることを前提としています。
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有効な電子メール受信者を対応するポリシーに割り当てる方法の詳細については、「アラー
ト電子メール」および「エグゼクティブレポートの電子メール送信」を参照してください。

このセクションのすべてのタスクには、オペレータまたは管理者権限が必要です。

• 「STA SMTP サーバーの定義」

• 「有効な電子メール受信者の追加」

• 「電子メール構成情報の表示」

• 「電子メールサーバーと受信者定義のテスト」

• 「有効な電子メール受信者の変更」

• 「有効な電子メール受信者の削除」

9.3.1. STA SMTP サーバーの定義

この手順を使用して、STA 電子メールサーバーを定義します。定義できる電子メールサー
バーは 1 台のみです。

注:

このタスクには、管理者権限が必要です。

1. STA 電子メールを送信するのに使用する電子メールサーバーのホストアドレスおよび認
証要件を決定する場合は、IT 管理者にお問い合わせください。

2. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Email」を選択します。

「Configuration – Email」画面が表示されます。
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3. 「SMTP Server Settings」テーブルで、「StorageTek Tape Analytics Alerts」レコードを選択
して、「Edit Selected SMTP Server」アイコンをクリックします。

「Define SMTP Server Details」ダイアログボックスが表示されます。

4. 次のようにダイアログボックスの操作を完了します。

• 「SMTP Host Address」: STA 電子メールで使用する送信 SMTP サーバーの完全
修飾名を入力します。これは、有効な電子メールサーバーにする必要があります。

注:

電子メールサーバーで認証が必要ない場合、「SMTP Host Address」に localhost を指定する
必要があることがあります。

• 「SMTP Port」: 送信メールトランスポートのポート番号を入力します。

通常これはポート 25 ですが、これがサイトで使用されるポートであることを確認する
には、IT 管理者に問い合わせてください。

• 「From Name」: 電子メールの「From」行に表示する名前を入力します。Oracle で
は、STA サーバーを識別するテキストを使用することを推奨しています。

• 「From Email Address」: STA 電子メールの送信元となる電子メールアドレスを入
力します。これは、電子メールサーバーで有効なアドレスにする必要があります。

受信者はこのアドレスには返信できないため、DoNotReply@YourCompany.com な
ど、これを示すアドレスを入力してもかまいません。

• 「Enabled?」: 電子メールサーバーを有効にするには、このチェックボックスを選択し
ます。

• 「Use Secure Connection Protocol」: セキュア接続プロトコルを使用するため
に、このチェックボックスを選択してから、TLS または SSL をクリックしてプロトコルを
選択します。

• 「Requires Authentication」: このチェックボックスが有効なのは、「Use

Secure Connection Protocol」チェックボックスを選択した場合のみで
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す。SMTP サーバーで認証が必要な場合は、チェックボックスを選択してから、残りの
ユーザー名およびパスワードフィールドに入力します。

5. 「Save」をクリックします。

入力した情報で、「SMTP Server Settings」テーブルが更新されます。

9.3.2. 有効な電子メール受信者の追加

この手順を使用して、STA 電子メールを受信する有効な受信者のリストに電子メールアドレ
スを追加します。STA 電子メールを受信するために、STA ユーザー名は必要ありません。

注:

このタスクには、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Email」を選択します。

「Configuration – Email」画面が表示されます。
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2. 「Email Addresses」テーブルで、「Add Email」アイコンをクリックします。

「Define Email Details」ダイアログボックスが表示されます。

3. 次のようにダイアログボックスに入力し、「Save」をクリックします。

• 「Address」: 有効な電子メールアドレスを入力します (たとえ
ば、yourname@yourcompany.com)。

• 「Language-Locale」: このアドレスに送信される電子メールで優先する言語を選
択します (現在選択できるのは英語のみです)。

• 「Time Zone」: 受信者のタイムゾーンを選択します。

アドレスが「Email Addresses」テーブルに追加されます。現時点では、「Comment」フィー
ルドは空白のままです。
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9.3.3. 電子メール構成情報の表示

この手順を使用して、STA 電子メールサーバー構成と有効な電子メール受信者に関する詳
細を表示します。

注:

このタスクには、オペレータ権限または管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Email」を選択します。

「Configuration – Email」画面が表示されます。
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「SMTP Server Settings」テーブルには、STA 電子メールサーバーのすべての構成情報
が表示されます。「Email Addresses」テーブルには、STA 電子メールを受信する有効な
すべての電子メールアドレスが表示されます。

注:

「Email Addresses」テーブルの「Comment」フィールドは、各電子メールアドレス向けの電子メールア
クティビティーに関するシステム生成コメント用に予約済みです。ユーザーは、このフィールドを編集
できません。

9.3.4. 電子メールサーバーと受信者定義のテスト

この手順を使用して、選択した受信者にテスト電子メールを送信することにより、STA 電子
メールサーバーと受信者定義を確認します。テストできるのは、1 回につき 1 人の受信者の
みです。

注:

このタスクには、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Email」を選択します。

「Configuration – Email」画面が表示されます。

2. 「Email Addresses」テーブルで、テストするアドレスを選択してから、「Test SMTP and
Email Address Setup」アイコンをクリックします。

STA 電子メールサーバーは、選択したアドレスにテスト電子メールを送信し、テストに関
する詳細で「Comment」フィールドを更新します。必要な場合は、「Refresh Table」ボタン
をクリックしてコメントを表示します。
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3. 受信者の電子メールをチェックして、受信されたことを確認します。例9.1「STA テスト電
子メールの例」 に、テスト電子メールの内容の例を示します。

例9.1 STA テスト電子メールの例

From: stasmtp@example.com

Date: 10/20/2014 2:24 PM

Subject: STA Test Email Alert - 2014-10-20 14:23:54 (Test Email sta_server)

STA Test Email Alert - 2014-10-20 14:23:54   (Test Email sta_server)

4. 数分を経過しても電子メールが到着しない場合は、STA 電子メールサーバーと受信者
が正しく定義されていることを確認してください。追加情報として、次の STA ログを確認
することもできます。必要に応じて、IT 管理者にお問い合わせください。

 /Oracle_storage_home/Middleware/user_projects/domains/TBI/servers/staEngine/ logs/

staEngine.log

9.3.5. 有効な電子メール受信者の変更

この手順を使用して、既存の有効な電子メール受信者を変更します。編集できるのは 1 回に
つき 1 つのアドレスのみです。

注:

このタスクには、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Email」を選択します。

「Configuration – Email」画面が表示されます。

2. 「Email Addresses」テーブルで、変更するアドレスを選択してから、「Edit Selected
Email」アイコンをクリックします。

「Define Email Details」ダイアログボックスが表示されます。

3. ダイアログボックスで、必要な変更を加えます。完了したら、「Save」をクリックします。
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電子メールアドレスが更新され、「Email Addresses」テーブルに変更内容が表示されま
す。

9.3.6. 有効な電子メール受信者の削除

この手順を使用して、有効な受信者のリストから電子メールアドレスを削除します。このアドレ
スは、STA から電子メールを受信できなくなります。アラートまたはエグゼクティブレポートポ
リシーでこのアドレスが使用されている場合も削除されます。削除できるのは 1 回につき 1
つのアドレスのみです。

注意:

この操作では、確認ダイアログボックスは表示されません。電子メールアドレスは、「Delete Selected
Email(s)」ボタンをクリックするとすぐに削除されます。

注:

このタスクには、管理者権限が必要です。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Email」を選択します。

「Configuration – Email」画面が表示されます。

2. 「Email Addresses」テーブルで、削除する電子メールアドレスを選択してから、「Delete
Selected Email(s)」アイコンをクリックします。

有効な受信者のリストから電子メールアドレスが削除されます。また、使用されているす
べてのアラートおよびエグゼクティブレポートポリシーからも削除されます。
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10 
STA サービスログ

STA は、Oracle の Remote Diagnostics Agent (RDA) を使用して、STA サーバーでの障害の
原因を特定するために Oracle サポート担当者 で使用できる情報を収集します。

この章の内容は次のとおりです。

• サービスログの概要

• サービスログのタスク

10.1. サービスログの概要
STA サービスログは、STA ユーザーインタフェースと STA 管理対象サーバーの問題を解決
するために役立ちます。Oracle サポート担当者 は、パフォーマンス分析、デバッグ、セキュリ
ティー分析、使用状況分析、および関連するほかの用途にこれらを使用できます。

注:

サービスログは、STA によってモニターされるライブラリとドライブの問題を解決するためには使用しま
せん。

STA は、RDA を使用して、オペレーティングシステム、インストール、構成情報を含め、STA
アプリケーションおよびデータベースに関連するすべてのログの最新のスナップショットを作
成します。これらのログは自動的にログバンドルにグループ化され、関連付けられた日付とタ
イムスタンプが割り当てられます。

ログバンドルは削除しないかぎり無限に保存されますが、STA サーバーのディスク領域が
上限になります。選択したログバンドルを zip ファイルとしてダウンロードして、分析のために
Oracle サポート担当者 に転送できます。

10.1.1. ログバンドルを作成する理由

次の状況では、ログバンドルを作成できます。

• 予期しない STA アプリケーションイベントが発生し、それがバグである可能性がある場
合。

• Oracle Service からスナップショットの作成を依頼された場合。
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• STA ユーザーインタフェースに、スナップショットを作成すべきであることを示すメッセージ
が自動的に表示された場合。

10.1.2. ログスナップショットの作成

次のいずれかの方法を使用すると、サービスログスナップショットを作成できます。複数のロ
グバンドルを作成して格納できます。

STA ユーザーインタフェースから
RDA サービスログ情報を収集するためのもっとも簡単な方法は、STA ユーザーインタ
フェースを使用することです。この方法を使用すると、スナップショットは次のディレクトリ
に格納されます。

/Oracle_storage_home/Middleware/rda/snapshots

ここで、/Oracle_storage_home は、STA のインストール中に定義した Oracle のスト
レージホームの場所です。詳細は、『STA インストールおよび構成ガイド』を参照してくだ
さい。
システムコマンド行から
STA ユーザーインタフェースにアクセスできない場合、rda.sh ユーティリティーを使用
して、システムコマンド行から手動でログバンドルを作成できます。この方法を使用する
と、スナップショットは次のディレクトリに格納されます。

/Oracle_storage_home/Middleware/rda/output

rda.sh ユーティリティーに関する追加情報を表示するには、次のいずれかのコマンドを使用
します。

• ./rda.sh –M — ユーティリティーの完全なマニュアルページを表示します。

• ./rda.sh –M STA — STA のユーティリティーによって生成されたログファイルのサマ
リーを表示します。

• ./rda.sh –h — すべてのユーティリティーオプションのヘルプ情報を表示します。

10.1.3. ログバンドルのプロセス

次に、ログバンドルの収集と送信のプロセスの概要を示します。

1. STA ログスナップショットを作成します。「STA ユーザーインタフェースからのサービスロ
グバンドルの作成」または 「システムコマンド行からのサービスログバンドルの作成」を参
照してください。

2. ログバンドルの zip ファイルをコンピュータにダウンロードします。「ログバンドルのダウン
ロード」を参照してください。
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3. zip ファイルを Oracle Support に転送します。「Oracle Support へのログスナップショット
の転送」を参照してください。

10.2. サービスログのタスク
• 「STA ユーザーインタフェースからのサービスログバンドルの作成」

• 「システムコマンド行からのサービスログバンドルの作成」

• 「生成されたログバンドルの一覧表示」

• 「ログ実行情報の表示」

• 「ログバンドルのダウンロード」

• 「ログバンドルの削除」

• 「Oracle Support へのログスナップショットの転送」

10.2.1. STA ユーザーインタフェースからのサービスログバンド
ルの作成

この手順を使用して、STA サーバーにおけるサービス情報の最新のスナップショットを含む
ログバンドルを生成します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logs」を選択します。

2. 「Create New Log Bundle」アイコンをクリックします。

3. 「Log Bundle Name」フィールドに、これらの要件を満たすスナップショット名を入力しま
す。

• 最大 210 文字

• 英数字とアンダースコアのみを含む (ただし、連続する 4 つ以上のアンダースコアは
使用できません)

• スペースを入力した場合、アンダースコアに置換されます

• 次の大文字の文字で始まらないこと: COM、LPT、PRN、CON、AUX、または NUL。

4. 「Save」をクリックします。

ジョブがキューに入れられたことを示すメッセージが表示されます。送信されたジョ
ブがテーブルに表示され、プロセスが完了するまでには数分かかることがあります。
「Service – Logs」画面から離れた場合、プロセスはバックグラウンドで続行されます。
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注:

処理中のログ実行のステータスを更新するには、「Refresh Table」アイコンをクリックします。

10.2.2. システムコマンド行からのサービスログバンドルの作成

この手順を使用して、システムコマンド行から手動でサービス情報を収集します。

1. STA サーバーにシステムの root ユーザーとしてログオンします。

2. RDA ディレクトリに移動します。例:

# cd /Oracle/Middleware/rda

3. RDA setup.cfg ファイルが存在することを確認します。

# ls -la setup.cfg

-rw-r----- 1 root root 13467 Nov 13 11:25 setup.cfg

4. 次のコマンドを入力して、ログバンドルを生成します。

# ./rda.sh –v –f 

ここでは:

• –v – データ収集の進捗を表示します。このパラメータはオプションです。

• –f – 現在のデータ収集を強制的に行います。

ユーティリティーは、名前 RDA.STA_servername.zip で RDA ログバンドルを生成しま
す。これには数分かかることがあります。例10.1「サービスログ作成コマンド行の出力の
サンプル」 は、コマンド出力の抜粋です。

例10.1 サービスログ作成コマンド行の出力のサンプル

# ./rda.sh –v –f

        Collecting diagnostic data ...

-------------------------------------------------------------------------------

RDA Data Collection Started 13-Nov-2014 10:46:33

-------------------------------------------------------------------------------
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Processing Initialization module ...

Processing OCM module ...

Processing PERF module ...

Processing CFG module ...

Processing OS module ...

Processing PROF module ...

Processing NET module ...

Processing Oracle installation module ...

Processing WREQ module ...

Processing STA module ...

Hashing credential information......

Starting MySql STA database dump to /var/log/tbi/db/dump.......

MySql STA database dump complete

Processing RDSP module ...

Processing LOAD module ...

Processing End module ...

-------------------------------------------------------------------------------

RDA Data Collection Ended 13-Nov-2014 10:47:59

-------------------------------------------------------------------------------

        Generating the reports ...

                - STA_WREQ_d1_R00162_abbr.txt ...

                - STA_WREQ_d1_R00022_log_secureWebLogic_sh.txt ...

                - STA_WREQ_d1_R00114_log_nm_password_properties.txt ...

                - STA_WREQ_d1_R00107_log_readme_txt.txt ...

                - STA_WREQ_d1_R00171_log_dms_mbeans_xml.txt ...

                - STA_INST_R00009_oraInstall2014_10_30_03_53_34PM_out.dat ...

                - STA_INST_oracle_home.txt ...

                - STA_WREQ_o1_R00005_log_log_txt.txt ...

...

If this file was generated to assist in resolving a Service Request, please

 send /Oracle/Middleware/rda/output/RDA.STA_mystaserver.zip to Oracle Support by

 uploading the file via My Oracle Support. If ftp'ing the file, please be sure

 to ftp in BINARY format.

 

 Please note: Do not submit any health, payment card or other sensitive
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 production data that requires protections greater than those specified in the

 Oracle GCS Security Practices

 (http://www.oracle.com/us/support/library/customer-support-security-

practices-069170.pdf).

 Information on how to remove data from your submission is available at

 https://support.oracle.com/rs?type=doc&id=1227943.1

 

        Updating the setup file ...

#

5. RDA zip ファイルを一意の名前に変更します。例:

# mv RDA.STA_servername.zip ./RDA.STA_servername_xxxx.zip

ここで、xxxx は選択した一意の拡張子です。

6. オプションで、次のいずれかの方法を使用して、先ほど作成したファイルを表示します。

• STA サーバーでブラウザウィンドウを開き、次の URL に移動します。

file:///Oracle_storage_home/Middleware/rda/output/STA_start.htm

• zip ファイルをローカルコンピュータにダウンロードして、バンドルを解凍し、上記の
URL からログファイルにアクセスします。

10.2.3. 生成されたログバンドルの一覧表示

この手順を使用して、STA サーバーですべてのログバンドルに関するサマリー情報を表示し
ます。

注:

この手順は、STA ユーザーインタフェースから作成されたログバンドルにのみ適用されます。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logs」を選択します。

「Service Logs」画面には、ログバンドルごとに次の情報が表示されます。

• 「Bundle Name」 — ログスナップショットに割り当てられたユーザー定義の名
前。「STA ユーザーインタフェースからのサービスログバンドルの作成」を参照してく
ださい。

• 「State」 — 新しいログバンドルの実行状態 (「Running」または「Completed」)。

• 「Date Created」 — RDA の実行を開始した日付と時間。
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• 「File Size (KB)」 — ログファイルのサイズ。

10.2.4. ログ実行情報の表示

この手順を使用して、選択したログバンドルに関する詳細情報を表示します。この手順は、ロ
グ実行の進行中または完了後に実行できます。

注:

この手順は、STA ユーザーインタフェースから作成されたログバンドルにのみ適用されます。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logs」を選択します。

2. 表示するログバンドルを選択します。

3. 「Log Bundle Run Info」アイコンをクリックします。

ログ実行に関する情報が示された「Log Bundle Run Info」ダイアログボックスが表示さ
れます。

4. 「Close」をクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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10.2.5. ログバンドルのダウンロード

この手順を使用して、完了したログバンドルをローカルコンピュータにダウンロードします。

注:

この手順は、STA ユーザーインタフェースから作成されたログバンドルにのみ適用されます。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logs」を選択します。

2. ダウンロードするログバンドルを選択します。

3. 「Download Selected Log Bundle」アイコンをクリックします。

4. ファイルを保存します。
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注:

このエラーメッセージがログファイルに表示された場合は、無視しても構いません。

WARNING:

java.lang.ClassNotFoundException: oracle.tbi.view.faces.ExceptionHandler

10.2.6. ログバンドルの削除

この手順を使用して、選択したログバンドルを削除します。

注:

この手順は、STA ユーザーインタフェースから作成されたログバンドルにのみ適用されます。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「Logs」を選択します。

2. 削除するログバンドルを選択します。

3. 「Delete Selected Log Bundle」アイコンをクリックします。

10.2.7. Oracle Support へのログスナップショットの転送

この手順を使用して、ログバンドルを評価するために Oracle Support に転送します。この手順
は、STA ユーザーインタフェースまたはシステムコマンド行のいずれかから作成されたログ
バンドルに適用されます。

注:

この手順は、すべてのログバンドルに適用されます。

1. 次の URL にある My Oracle Support Web サイトにアクセスします。

https://support.oracle.com/CSP/ui/flash.html

2. 「サインイン」をクリックして、ユーザー名とパスワードを入力します。

3. 「サービス・リクエスト」タブを選択して、「SR の作成」を選択します。ウィザードのヒントを
使用して、各必須フィールドに入力します。

4. 「問題は何ですか。」セクションに問題のサマリーと説明を入力します。

https://support.oracle.com/CSP/ui/flash.html
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5. 「問題は何ですか。」セクションに入力して、報告する問題タイプの「サポート」タブ (ソフ
トウェア、ハードウェア、クラウドなど) を選択します。

6. リストから問題タイプを選択します。

7. 該当するサポート識別子 (SI) を選択し、「次へ」をクリックします。

8. 興味のあるナレッジ記事があれば閲覧します。

9. SR 作成を続行するには、ファイルをアップロードし、必要に応じて追加情報を入力しま
す。

10. 重大度を選択し、連絡先情報を確認して、「送信」をクリックします。
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11 
STA での SNMP 接続の管理

この章では、STA と、これがモニターするライブラリの間の SNMP 接続を管理するための概
念と手順について説明します。ここでは、Simple Network Management Protocol (SNMP) の
基本を理解していることを前提としています。

この章の内容は次のとおりです。

• STA 用の SNMP の構成

• STA データストア

• SNMP 接続と STA データストアの維持

• STA で実行される SNMP 保守タスク

• ライブラリで実行される SNMP 保守タスクのサポート

• 特殊な SNMP 接続更新タスク

• SNMP 接続のトラブルシューティングタスク

11.1. STA 用の SNMP の構成

STA と、これがモニターするライブラリの間の通信は、SNMP インタフェースを介して
います。ライブラリは、SNMP トラップおよび通知を通じて STA にデータを送信し、STA
は、SNMP の get 関数を使用してライブラリ構成データを取得します。SNMP の用語で
は、STA はクライアントエージェントで、各ライブラリはサーバーエージェントです。

この章では、STA とモニター対象ライブラリの間の SNMP 通信に、推奨される SNMP v3 プ
ロトコルを使用していることを前提としています。ライブラリで実行される構成タスクを含む
SNMP v3 の初期構成に関する詳細は、『STA インストールおよび構成ガイド』を参照してく
ださい。

11.2. STA データストア

STA データストアは、モニター対象ライブラリから受信した SNMP データを使用して作成さ
れ、維持されます。これには、次の情報タイプが含まれています。
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ライブラリ構成モデル
これは、ライブラリとデバイスの構成、プロパティー、およびステータスの階層型のビュー
です。この情報を取得するには、STA は、ライブラリに送信される一連の SNMP 要求を
使用してデータ収集を開始します。
交換レコード
これらのレコードには、ドライブのクリーニングアクティビティーを含む、すべてのドライブ
とメディアの交換に関する詳細情報が含まれています。ライブラリは、非同期 SNMP ト
ラップを介してこのデータを STA に送信します。
エラーとイベント
これらは、重大なライブラリのエラーとイベントのレコードです。ライブラリは、非同期
SNMP トラップを介してこのデータを STA に送信します。

11.3. SNMP 接続と STA データストアの維持

STA とライブラリの間の SNMP 接続が確立されたら、STA は通常、ライブラリからデータを
連続して中断なしで受信します。ただし、接続を維持または再確立するために、手動での介
入が推奨されるか必要になることがあります。

このセクションには、この章の後半で説明するタスクのバックグラウンド情報を提供する次の
トピックが含まれています。

• 「ライブラリの SNMP 接続のテスト」

• 「ライブラリ構成データの収集」

• 「ライブラリ接続のステータス情報」

11.3.1. ライブラリの SNMP 接続のテスト

ライブラリ接続テストでは、STA とモニター対象ライブラリの間の SNMP ハンドシェイクを確
立または再確立します。一般に、ライブラリ接続のテストは 1 秒未満で終了しますが、この間
はどのライブラリからもトラップを受信しません。そのため、接続テストはいつでも実行できま
すが、Oracle では、必要なときにのみ行うことをお勧めします。一度にテストできるライブラリ
接続は 1 つだけです。手順については、「ライブラリ SNMP 接続のテスト」を参照してくださ
い。

11.3.1.1. 接続テストを実行するとき

STA またはモニター対象ライブラリで実行される特定のアクティビティーによって、影響を受
けるライブラリとの SNMP 接続が切断されることがあり、次にスケジュールされたデータ収
集が完了するまで、STA はライブラリから SNMP データを受信できません。接続テストを実
行すると、ライブラリ接続が切断される時間が最小限に抑えられ、大量の SNMP データが失
われるのを防止できます。
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Oracle では、接続テストは次のときに実行することをお勧めします。

• STA とライブラリの間の SNMP 接続の初期構成後。初期の接続テストでは、STA とライ
ブラリの間の SNMP ハンドシェイクが確立されます。

• STA SNMP クライアントの設定の変更後 (詳細は、「STA の SNMP クライアント設定の
構成」を参照してください)。これらの設定には、SNMP ユーザー名、接続認可、およびプラ
イバシパスワードが含まれます。これらのいずれかの設定を変更した場合、すべてのモニ
ター対象ライブラリの接続をテストする必要があります。

• モニター対象ライブラリの SNMP 設定の変更後 (詳細は、「ライブラリへの SNMP 接続の
構成」を参照してください)。これらの設定を変更するたびに「Library Engine ID」フィール
ドがクリアされるため、ライブラリとの SNMP 接続が切断されたことがわかります。正しい
接続を復元するために必要なのは、影響を受けたライブラリの接続をテストすることだけで
す。

• モニター対象ライブラリのリブート後。接続テストを開始する前に、ライブラリがフル稼働状
態になるまで待ってください (詳細は、「ライブラリが動作していることの確認」を参照して
ください)。複数のライブラリをリブートする場合、そのうちの 1 つの接続のみをテストする
必要がありますが、そうする前に、すべてのライブラリがフル稼働状態になるまで待ってく
ださい。

• モニター対象ライブラリで冗長電子デバイスの切り替えが発生したあと (SL3000 および
SL8500 ライブラリのみ)。切り替えが終了し、ライブラリがフル稼働状態になるのを待って、
接続テストを開始してください。詳細は、「ライブラリの冗長電子デバイスの切り替え後の
SNMP 接続の更新」を参照してください。

• 1 つ以上のライブラリから SNMP データが失われたことが疑われる場合はいつでも。

11.3.1.2. 接続テストのステータスメッセージ

SNMP 接続テストの内容は次のとおりです。

• MIB ウォークチャネルテスト — ライブラリの初期化、ネットワーク接続性、正しい SNMP
クライアント設定、および正しいライブラリファームウェアを検査します。

• トラップチャネルテスト — ライブラリがテストトラップ (13) を STA に送信するように要求し
ます。

• メディア検証サポートテスト — STA メディア検証をサポートするために必要な最小のライ
ブラリファームウェアと構成を検査します。

接続テストが完了したら、「Connection Test Status」メッセージボックスにこれらの各テスト
の結果が表示されます。例11.1「成功した接続テスト」 から例11.4「失敗したメディア検証サ
ポートテスト」 は、接続テスト結果の例です。
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接続テストが失敗した場合、推奨されるトラブルシューティング手順について 「SNMP 接続
のトラブルシューティングタスク」を参照してください。

例11.1 成功した接続テスト

例11.2 失敗した MIB ウォークチャネルテスト

例11.3 失敗したトラップチャネルテスト

例11.4 失敗したメディア検証サポートテスト

11.3.2. ライブラリ構成データの収集

ライブラリとの SNMP 接続を確立すると、STA は SNMP トラップの受信を開始し、このデー
タを STA データストアに格納します。ただし、STA ライブラリ構成モデルが構築されるまで、
このデータはユーザーインタフェースには表示されません。
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11.3.2.1. STA ライブラリ構成モデルの構築

STA でライブラリの最初の構成モデルを構築するため、ライブラリ接続を確立したらすぐに、
手動のデータ収集を開始してください。手順については、「手動のデータ収集の実行」を参照
してください。

最初のデータ収集中に、STA は次のものを含むすべてのライブラリ構成情報を取得します。

• アクティブ化されているストレージセルの場所

• パーティション情報

• ドライブのタイプ、識別子、および場所

• メディアのタイプ、ボリュームシリアル番号 (volser)、および場所

最初のデータ収集にかかる時間は、ライブラリのサイズとアクティビティーレベルに応じて、
数分から 1 時間以上です。データ収集が完了するまで、STA ユーザーインタフェースにはラ
イブラリ環境と交換アクティビティーの全体像は表示されず、この間に、さまざまな分析とサ
マリーデータの変動が表示されることがあります。これは正常です。

11.3.2.2. 構成モデルを最新の状態にする

最初のデータ収集後、STA ライブラリ構成モデルは定期データ収集によって更新されま
す。1 台のライブラリ上で同時に実行できるデータ収集は 1 件のみで、同時実行できるデー
タ収集は 5 件のみです。

11.3.2.3. データ収集の開始方法

データ収集は、次のいずれかの方法で開始できます。

• スケジュール型 — スケジュール型データ収集は、ユーザー定義の時間に 24 時間ごとに
自動的に実行されます。これは全ライブラリ構成データの完全収集で、ライブラリのアク
ティビティーが少ない時間帯にスケジュールする必要があります。手順については、「ライ
ブラリへの SNMP 接続の構成」を参照してください。

• トリガー型 — STA は、ライブラリの状態や構成で重大な変更 (たとえば、ドライブやメディ
アの追加、パーティション構成の変更など) を検出したときは常に、トリガー型データ収集
を自動的に開始します。これは部分的なデータ収集で、変更の影響を受けるライブラリ構
成のみ更新されます。たとえば、新しいメディアを追加したためにトリガーされたデータ収
集の場合、メディア構成情報のみが更新されます。トリガー型データ収集は短期間で済み
ます。
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• 手動 — ライブラリへのアクティブな接続があるかぎり、手動データ収集はいつでも開始で
きます。これは、全ライブラリ構成データの完全収集です。手順については、「手動のデー
タ収集の実行」を参照してください。

11.3.2.4. データ収集とライブラリのパフォーマンス

ライブラリは SNMP アクティビティーとデータ収集を通常のライブラリ操作より低い優先度
で処理するため、データ収集はライブラリのパフォーマンスにほとんど影響を与えません。た
だし、ライブラリのアクティビティーが多い期間にデータ収集を実行すると、データ収集自体
が完了するのにより長い時間かかることがあります。Oracle では、スケジュール型データ収
集と手動のデータ収集は、ライブラリのアクティビティーが少ない期間に実行することをお勧
めします。

11.3.2.5. データ収集が必要なとき

STA がライブラリから SNMP データを収集するには、次のときに手動のデータ収集を実行す
る必要があります。

• 新しいライブラリ接続が構成されたとき。これによって、最初の STA ライブラリ構成モデル
が構築されます。

• STA とライブラリで SNMP 設定を変更したあと。詳細は、「ライブラリへの SNMP 接続の
構成」を参照してください。

• 冗長電子デバイスの切り替えが発生したとき。「ライブラリの冗長電子デバイスの切り替え
後の SNMP 接続の更新」を参照してください。

11.3.2.6. データ収集が推奨されるとき

ライブラリ環境で変更の可能性があった場合にできるだけすぐに STA に通知するに
は、Oracle では、次のときに手動のデータ収集を実行することをお勧めします。

• SL3000 アクセス拡張モジュール (AEM) からなど、ライブラリから多数のメディアが挿入
されたり取り出されたりしたとき。STA は、挿入と取り出しがライブラリによって通知される
とすぐに、トリガー型データ収集を開始しますが、大規模な変更の通知は完了するのに長
時間かかる可能性があります。

• ドライブを追加、取り外し、または交換したとき。これは特に、以前に別のドライブがあった
スロットにドライブが取り付けられるドライブの交換で重要です。古いドライブが取り外さ
れた時間と、新しいドライブが取り付けられた時間と、ライブラリが STA に変更を通知す
る時間の間には、遅れがある可能性があります。この時間の間、新しいドライブを使用する
交換によって、新しいドライブと古いドライブの間にデータが混在する可能性があります。
次のガイドラインに従ってデータ収集を開始してください。
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◦ ドライブの追加または交換では、ドライブが初期化されたあとで 15 分待ってください。

◦ ドライブの取り外しでは、取り外し後に約 1 分待ってください。

• ロボットを追加、取り外し、または交換したとき。

• 冗長電子デバイスの切り替えが発生したか、ライブラリのアクティブなストレージ領域また
はパーティションが変更されたとき。STA は、これらのタイプの変更がライブラリによって
通知されるとすぐに、トリガー型データ収集を開始しますが、これらの変更は STA ライブラ
リ構成モデルに重大な影響を与える可能性があるため、手動のデータ収集を開始するこ
とをお勧めします。次のガイドラインに従ってデータ収集を開始してください。

◦ ライブラリのアクティブなストレージ領域またはパーティションに対する変更の場合、ラ
イブラリコントローラデータベースの更新後 15 分待ってください。

◦ 冗長電子デバイスの切り替えの場合、新しくアクティブになったコントローラカードが完
全に初期化されたあとで 15 分待ってください。手順については、「ライブラリの冗長電
子デバイスの切り替え後の SNMP 接続の更新」を参照してください。

• ライブラリ構成データが STA で同期されていないことが疑われるときはいつでも。追加情
報については、「「欠落した」メディア」および 「重複したボリュームシリアル番号」を参照し
てください。

• STA の外部の理由により、データ収集が失敗したことが疑われるときはいつでも。

11.3.3. ライブラリ接続のステータス情報

「Settings – SNMP Connections」画面の「Monitored Libraries」セクションの接続ステータス
フィールドには、最近のライブラリ接続テストまたはデータ収集のステータスが表示されま
す。

表11.1「「Monitored Libraries」テーブルのライブラリ接続ステータスフィールド」 に、これらの
フィールドの説明を示します。

表11.1 「Monitored Libraries」テーブルのライブラリ接続ステータスフィールド

フィールド 説明

Last Successful
Connection

最後に成功した接続テストまたはデータ収集の実行日時。

Last Connection Attempt 最新の接続テストまたはデータ収集の試行日時。試行が失敗した場合、この日付と
時間は、「Last Successful Connection」より最近のものです。

Last Connection Status 最新の接続テストまたはデータ収集のステータス。データ収集では、プロセスが行わ
れている間、STA ユーザー名に対して定義された画面のリフレッシュレートに従って
ステータスが更新されます。ステータスには、次のものがあります。
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フィールド 説明

• IN PROGRESS – データ収集の実行中です。

• SUCCESS – 接続テストまたはデータ収集が正常に終了しました。

• FAILED – 接続テストまたはデータ収集に失敗しました。考えられる理由が「Last
Connection Failure Detail」フィールドに表示されます。

• REJECTED – ライブラリがビジーであるか使用不可であるため、データ収集リク
エストは拒否されました。

• DUPLICATE – 進行中の別のデータ収集リクエストがあるため、データ収集リク
エストは拒否されました。

Last Connection Failure
Detail

接続テストまたはデータ収集は失敗したか、拒否されました。考えられる原因がこの
フィールドに一覧表示されます。

11.4. STA で実行される SNMP 保守タスク

次のタスクでは、STA と、これがモニターするライブラリの間の SNMP 接続を保守します。こ
れらの手順は必要に応じて実行してください。

特に明記していないかぎり、これらの手順は、STA 管理者権限を持つユーザー名によって
STA ユーザーインタフェースから実行されます。

• 「ライブラリとの SNMP 通信の検証」

• 「STA の SNMP クライアント設定の構成」

• 「ライブラリへの SNMP 接続の構成」

• 「ライブラリ SNMP 接続のテスト」

• 「手動のデータ収集の実行」

• 「SNMP 接続設定のテキストファイルへのエクスポート」

• 「STA からのライブラリ接続の削除」

注:

このセクションの手順では、STA 通信に推奨される SNMP v3 プロトコルを使用していることを想定して
います。

11.4.1. ライブラリとの SNMP 通信の検証

この手順を使用して、STA サーバーとライブラリの間の良好な SNMP 接続を確認します。
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この手順では、UDP ポート 161 および 162 が、STA サーバーとライブラリの間のすべての
ネットワークノードで有効になっていることを検証します。SNMP v3 トラップ受信者が正しく
指定されていることは検証できません。

モニター対象の各ライブラリでこの手順を実行してください。冗長電子デバイスまたはデュ
アル TCP/IP のいずれかを備えた SL3000 または SL8500 ライブラリでは、この手順をライブ
ラリに対して 2 回、プライマリライブラリ IP アドレスとセカンダリ IP アドレスのそれぞれについ
て 1 回実行します。

注:

この手順は、STA サーバーのシステムコマンド行から実行します。

1. STA サーバーで端末ウィンドウを開き、システムの root ユーザーとしてログインします。

2. SNMP v3 接続をテストします。指定する値は、ライブラリ上の対応する値と一致する必
要があります。

# snmpget –v3 –u SNMP_user –a SHA –A auth_pwd –x DES –X priv_pwd –l

 authPriv library_IP_addr 1.3.6.1.4.1.1211.1.15.3.1.0

ここでは:

• v3 は SNMP v3 を示しています

• SNMP_user は SNMP v3 ユーザー名です。

• SHA は認証プロトコルを示しています。

• auth_pwd は認可パスワードです。

• DES はプライバシプロトコルを示しています。

• priv_pwd はプライバシパスワードです。

• authPriv はコマンドでプライバシが実行されることを示しています。

• library_IP_addr はライブラリのパブリックポートの IP アドレスです。

◦ SL150 ライブラリの場合、これはネットワークポート 1 です。

◦ SL500 ライブラリの場合、これはポート 1B です。

◦ SL3000 および SL8500 ライブラリの場合、デュアル TCP/IP または冗長電子デバイ
スがライブラリでアクティブ化されているかどうかに応じて、テストするポートが複数
存在する可能性があります。複数のポートがある場合、IP アドレスごとにこのコマン
ドを実行します。

• 1.3.6.1.4.1.1211.1.15.3.1.0 は、すべてのライブラリモデルで同じである、ライ
ブラリの SNMP オブジェクト識別子 (OID) です。
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コマンド出力にライブラリモデルが表示される場合、テストは成功です。次にコマンドの
例を示します。

例11.5 成功した snmpget コマンド

# snmpget –v3 –u STAsnmp –a SHA –A authpwd1 –x DES –X privpwd1 –l authPriv 192.0.2.20 1

.3.6.1.4.1.1211.1.15.3.1.0

SNMPv2–SMI::enterprises.1211.1.15.3.1.0 =STRING: "SL8500"

例11.6 失敗した snmpget コマンド — ネットワークのタイムアウト

# snmpget –v3 –u STAsnmp –a SHA –A authpwd1 –x DES –X privpwd1 –l authPriv 192.0.2.20 1

.3.6.1.4.1.1211.1.15.3.1.0

Timeout: No Response from 192.0.2.20.

例11.7 失敗した snmpget コマンド — 無効なパスワード

# snmpget –v3 –u WrongUsr –a SHA –A authpwd1 –x DES ‐X WrongPwd ‐l authPriv 192.0.2.20

 1.3.6.1.4.1.1211.1.15.3.1.0

snmpget: Authentication failure (incorrect password, community or key)

3. SNMP v2c 接続をテストします。

# snmpget –v2c –c public –l authPriv library_IP_addr

ここでは:

• v2c は SNMP v2c を示しています

• public はコミュニティー文字列を示しています。

• authPriv はコマンドでプライバシが実行されることを示しています。

• library_IP_addr はライブラリのパブリックポートの IP アドレスです。

4. 両方の SNMP 接続テストが成功した場合、この手順を終了できます。いずれかのテスト
が失敗した場合、次の段階に進んで、必要に応じて疑わしいネットワークの問題をトラブ
ルシューティングします。

5. STA サーバーからライブラリへのパケットルーティングを確認します。

# traceroute –I library_IP_addr

ここでは:
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• ‐I (大文字の「I」) は、User Datagram Protocol (UDP) データグラムの代わりに
Internet Control Message Protocol (ICMP) エコーリクエストパケットを使用することを
示しています。

• library_IP_addr はライブラリのパブリックポートの IP アドレスです。

出力に、ホップ数と各ホップに到達するための往復時間が示されます。往復時間 (コマ
ンド出力の最後の行) は、1 秒未満であるべきです。そうではない場合、ネットワークのパ
フォーマンスをネットワーク管理者と確認してください。

6. STA サーバーとライブラリの間で送信される TCP/IP パケットをモニターします。

# tcpdump –v host library_IP_addr > /var/tmp/file_name &

ここでは:

• ‐v は詳細出力を示しています。

• host は指定したホスト (この場合、ライブラリ) で送受信されるパケットのみを収集す
ることを示しています。

• library_IP_addr はライブラリのパブリックポートの IP アドレスです。

• file_name は出力の保存先のファイル名です。

11.4.2. STA の SNMP クライアント設定の構成

STA の SNMP クライアント設定を追加または変更するには、この手順を使用します。これら
の設定では、1 つ以上のライブラリから SNMP データを受信するように STA を構成します。

サイトには STA インスタンスごとに 1 つの SNMP クライアントエントリのみが存在します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「SNMP Connections」
を選択します。

2. 次のように進めます。

• はじめてクライアント設定を構成するには、「Client Attributes」表で空の表行を選択し
て、「Edit」を選択します。
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• 既存のクライアント設定を変更するには、「Client Attributes」表でエントリを選択して、
「Edit」をクリックします。

「Define SNMP Client Settings」ダイアログボックスが表示されます。これが新しい構成
の場合、フィールドは空白です。

3. 次のようにダイアログボックスの操作を完了します。指定する値は、ライブラリ上の対応
する値と一致する必要があります。

注:

STA が SNMP v2c 通信用に構成されたライブラリのみをモニターしている場合でも、SNMP v3 に
適用されるフィールドを含め、すべてのフィールドに入力する必要があります。フィールドを空白のま
まにはできません。

• 「STA SNMP Connection Username (Auth)」— SNMP v3 ユーザー名を入力しま
す。

• 「Enter STA SNMP Connection Password (Auth)」— 接続承認パスワードを入
力します。

• 「Enter Privacy Encryption Password (Privacy)」— プライバシ暗号化パス
ワードを入力します。

• 「User Community」— ライブラリとの SNMP ハンドシェイクの場合、またはライブラリ
との STA 通信に SNMP v2c を使用している場合、このフィールドは必須です。ライブ
ラリで指定したコミュニティー名を入力します。デフォルト値は public です。

• 「Trap Community」— ライブラリとの通信に SNMP v2c を使用する場合にのみ使用
されます。SNMP v3 を使用している場合、この値はデフォルトである「public」に設定
されたままにします。SNMP v2c を使用している場合、ライブラリで指定したトラップコ
ミュニティー名を入力します。
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4. 「Save」をクリックします。

構成レコードが更新され、ライブラリとの SNMP 通信ハンドシェイクを確立または再確立
するためにライブラリ接続テストを実行すべきであることを示すメッセージボックスが表
示されます。

5. 「OK」をクリックしてメッセージを閉じます。

11.4.3. ライブラリへの SNMP 接続の構成

この手順を使用して、STA でモニターする各ライブラリへの SNMP 接続を構成するか、既存
の接続を変更します。既存の接続では、ライブラリ IP アドレスへの変更など、モニター対象ラ
イブラリでいずれかの SNMP 構成設定に対する変更がある場合に、この手順を実行する必
要があります。

注:

一度に複数のライブラリ接続を構成している場合、ライブラリの中断を最小限に抑えるために、SNMP 接
続をテストする前にすべてのライブラリに対してこの手順を実行してください。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「SNMP Connections」
を選択します。
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2. 次のように進めます。

• ライブラリへの接続をはじめて構成するには、「Monitored Libraries」ツールバーで
「Add」をクリックします。

• 既存のライブラリ接続を変更するには、「Monitored Libraries」表でライブラリを選択し
て、「Edit」をクリックします。

「Define Library Connection Details」ダイアログボックスが表示されます。これが新しい
ライブラリ接続の場合、フィールドは空白です。

3. 次のようにダイアログボックスの操作を完了します。指定する値は、ライブラリ上の対応
する値と一致する必要があります。

• 「Library Name」— STA ユーザーインタフェース画面全体でライブラリを識別する
名前を入力します (たとえば、ライブラリホスト名)。

• 「Library Primary IP Address」— ライブラリでのプライマリパブリックポートの
IP アドレスを入力します。ほかのモニター対象ライブラリの IP アドレスは指定できませ
ん。

• 「Library Secondary IP Address」— デュアル TCP/IP または冗長電子デバイ
スを使用している SL3000 および SL8500 ライブラリにのみ適用されます。ライブラリ
でのセカンダリパブリックポートの IP アドレスを指定します。ほかのモニター対象ライ
ブラリの IP アドレスは指定できません。すべての SL500 および SL150 ライブラリを含
め、その他すべてのライブラリではフィールドを空白のままにします。

• 「STA IP Address」— STA サーバーの IP アドレスを選択します。

• 「Library Engine ID」— このフィールドは変更しないでください。これは、ライブラ
リの一意の SNMP エンジン ID であり、STA とライブラリの間の初期接続の確立時に
自動的に指定されます。新しい接続では空白です。

• 「Automated Daily Data Refresh」— STA がライブラリから最新の構成データ
を収集する時間を指定します。データは、この時間に 24 時間ごとに自動的に収集さ
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れます。通常、ライブラリの使用率が低くなる時間を選択するべきです。デフォルトは
00:00 (深夜 12:00) です。24 時間制を使用してください。

注意:

このフィールドを空白のままにする場合、スケジュールされた自動ライブラリデータ収集は無効に
なります。この場合、STA ライブラリ構成データがライブラリと同期しなくなります。

• 「Library Time Zone」— ライブラリのローカルタイムゾーンを選択します。

4. 「Save」をクリックします。

構成レコードが更新され、ライブラリとの SNMP 通信ハンドシェイクを確立または再確立
するためにライブラリ接続テストを実行すべきであることを示すメッセージボックスが表
示されます。

5. 「OK」をクリックしてメッセージを閉じます。

既存のライブラリ接続を変更した場合、「Monitored Libraries」表内の「Library Engine
ID」フィールドはクリアされるため、SNMP 接続が切断されたことがわかります。

11.4.4. ライブラリ SNMP 接続のテスト

この手順を使用して、STA とライブラリの間の SNMP 接続をテストして、通信ハンドシェイク
を確立または再確立します。接続が切断されて SNMP トラップが失われるのを防ぐには、ラ
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イブラリまたは STA クライアントの SNMP 構成設定を追加または変更したときは必ず、モニ
ター対象ライブラリごとにこの手順を実行してください。

一度にテストできるライブラリ接続は 1 つだけです。

注:

接続テストを実行すると、着信 SNMP パケットが一瞬失われる可能性があるため、この手順は必要なと
きにのみ行うべきです。

注:

この手順を実行する前に、ライブラリが動作していることを確認できます。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「SNMP Connections」
を選択します。

2. 「Monitored Libraries」表で、ライブラリを選択して、「Check / Test Connection」をクリック
します。

「MIB Walk Channel」、「Trap Channel」、および「Media Validation Support」テストの結果
が示された「Connection Test Status」メッセージボックスが表示されます。

3. 「OK」をクリックして、メッセージボックスを閉じます。

「Monitored Libraries」表がテストの結果で更新されます。
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• 「Library Complex」フィールドは空白の場合、手動データ収集の実行後に指定さ
れます。

• 「Library Engine ID」は、ライブラリの一意の SNMP エンジン ID を示しています。

• 「Last Connection Attempt」は、接続テストが開始された日付と時間を示してい
ます。

• 「Last Successful Connection」は、テストが成功した場合の完了時の日付と時
間を示しています。

• 「Last Connection Status」はテストの結果を示しています。テストが失敗した場
合、STA は、「Last Connection Failure Detail」フィールドに情報を表示しま
す。(値全体を表示するには、列幅の拡大が必要になることがあります。)

注:

タイムアウトのためにテストが失敗した場合、ライブラリのアクティビティーが少ない期間中にこ
の手順を繰り返してください。

11.4.5. 手動のデータ収集の実行

この手順を使用して、ライブラリの手動のデータ収集を開始して、最新のライブラリ構成デー
タを取得します。この手順が正常に完了すると、STA はライブラリのモニタリングとデータで
の分析の実行を開始します。

STA は、スケジュールされた時間に 24 時間ごとにデータ収集を自動的に実行しますが、ラ
イブラリまたは STA クライアントの SNMP 構成設定を追加または変更するたびに、モニター
対象ライブラリごとに手動のデータ収集を実行する必要があります。

データ収集には、ライブラリサイズに応じて数分から 1 時間かかる場合があります。

注:

複数のデータ収集を同時に実行できますが、一度に開始するのは 1 つにする必要があります。毎回別の
ライブラリを選択して、必要な回数だけこの手順を繰り返します。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「SNMP Connections」
を選択します。

2. 「Monitored Libraries」表でライブラリを選択して、「Get latest data」をクリックします。ライ
ブラリは一度に 1 つのみ選択できます。



STA で実行される SNMP 保守タスク

340

確認メッセージボックスが表示されます。

3. 「OK」をクリックして、メッセージボックスを閉じます。

データ収集が続行され、「Monitored Libraries」表が結果で更新されます。

• 「Library Complex」は、ライブラリコンプレックス ID を示しています。

• 「Library Engine ID」は、ライブラリの一意の SNMP エンジン ID を示しています。

• 「Last Connection Attempt」は、データ収集が開始された日付と時間を示してい
ます。

• 「Last Successful Connection」は、データ収集が成功した場合の完了時の日付
と時間を示しています。

• 「Last Connection Status」は次のように更新されます。

◦ 「IN PROGRESS」: データの収集プロセスが進行中です。

◦ 「SUCCESS」: データ収集が成功しました。STA は、ライブラリからの交換データの受
信を開始します。

◦ 「FAILED」: データ収集に失敗しました。可能な場合、STA は、「Last Connection
Failure Detail」フィールドに情報を表示します。(値全体を表示するには、列幅
の拡大が必要になることがあります。)

注:

ステータスは 4 分ごとに更新され、デフォルトの画面リフレッシュ間隔は 480 秒です。ただし、
「Refresh Table」ボタンをクリックして、表のリフレッシュをいつでも強制的に行えます。

• 「Recent SNMP Trap Communication Status」に、「MISSED HEARTBEAT」が断
続的に示されることがあります。これは正常なことです。
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11.4.6. SNMP 接続設定のテキストファイルへのエクスポート

この手順を使用して、すべての SNMP 接続情報をテキストファイルにエクスポートします。パ
スワードはファイルに含まれていません。

このファイルは、接続問題のトラブルシューティングや接続情報の再入力時に役立ちま
す。例11.8「SNMP 構成ファイルのサンプル」 はサンプルファイルです。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「SNMP Connections」
を選択します。

2. 画面の下部で、「Export」をクリックします。

ファイルは名前 SnmpConfiguration.txt で保存されます。

例11.8 SNMP 構成ファイルのサンプル

Define SNMP Client Settings
---------------------------
 
Client Attributes
-----------------
 
STA SNMP Connection Username (Auth) = abc1
Connection Password Encryption (Auth) = Not Specified
Connection Password Encryption (Auth) = SHA
Privacy Encryption Password (Privacy) = Not Specified
Connection Password Encryption (Auth) = DES
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STA Engine ID = 0x8000002a050000014817ec1dc1
SNMP Trap Levels = 1,2,3,4,11,13,14,21,25,27,41,45,61,63,65,81,85,100
Trap Community = public
User Community = public
V2C Fallback = false
 
Monitored Libraries
-------------------
 
STA IP Address = 10.80.145.78
Library Name = SL3000A
Library Complex = SL3000_5720123200089
Library Primary IP Address = 10.80.104.51
Library Secondary IP Address = Not Specified
Library Engine ID = 0x80001f880431303030123123303000
Requested MIB Walk Time = 00:00:00
Library Serial Number = 5720123200089
Library Time Zone = UTC
Recent SNMP Trap Communication Status = GOOD
Last Connection Status = SUCCESS
Last Connection Failure Detail = Not Specified

11.4.7. STA からのライブラリ接続の削除

STA からライブラリの SNMP 接続を削除するには、この手順を使用します。ライブラリのす
べての既存のデータが STA の画面から削除されますが、STA データストアには保持されま
す。この手順の影響の詳細は、「取り外したライブラリ」を参照してください。

1. ナビゲーションバーで、「Setup & Administration」を選択して、「SNMP Connections」
を選択します。

2. 「Monitored Libraries」テーブルで、削除するライブラリを選択し、「Delete」をクリックしま
す。

3. ライブラリから STA SNMP トラップ受信者を削除します。

snmp deleteTrapRecipient id index

ここでは:

• index は削除するトラップ受信者のインデックス番号です。

例:
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ADMIN> snmp deleteTrapRecipient id 1

requestId 1 

requestId 2 

Device 1,0,0,0 

Success true 

Done 

Failure Count 0 

Success Count 1 

COMPLETED 

11.5. ライブラリで実行される SNMP 保守タスクのサポート
必要に応じてこれらの手順を使用して、ライブラリで SNMP 接続情報を表示または変更しま
す。

• 「ライブラリが動作していることの確認」

• 「すべての SNMP トラップ受信者の表示」

• 「STA トラップ受信者の削除または変更」

11.5.1. ライブラリが動作していることの確認

この手順を使用して、ライブラリが完全に初期化され、動作していることを確認します。ライブ
ラリが完全に初期化されていない場合、これらのプロセスは失敗するため、SNMP 接続テス
トまたはデータ収集を行う前にこの手順を実行できます。

注:

一度に複数のライブラリ接続を構成している場合、ライブラリの中断を最小限に抑えるために、SNMP 接
続をテストする前にすべてのライブラリに対してこの手順を実行してください。

この手順は、SL コンソールまたは SL150 ブラウザベースのインタフェースから実行します。

SL500 ライブラリ

1. SL コンソールを使用してライブラリにログインします。

2. 「Tools」メニューで、「System Detail」を選択します。



ライブラリで実行される SNMP 保守タスクのサポート

344

3. ナビゲーションツリーで、「Library」を選択します。

4. 「Status」タブを選択します。

5. ライブラリの「Operational State」に「Operational」と示されていることを確認します。

SL3000 および SL8500 ライブラリ

1. SL コンソールを使用してライブラリにログインします。

2. 「Tools」メニューで、「System Detail」を選択します。

3. ナビゲーションツリーで、「Library」を選択します。

4. 「Status」タブを選択して、「General」タブを選択します。

5. 「Device State」に「Ready」と示されていることを確認します。

SL150 ライブラリ

1. ブラウザベースのユーザーインタフェースにログインします。

2. 画面の上部で、「Health」フィールドに「Operational」と示されていることを確認します。

11.5.2. すべての SNMP トラップ受信者の表示

この手順を使用して、ライブラリで定義されたすべてのトラップ受信者を表示して、設定を確
認します。

SL150 を除くすべてのライブラリ

1. ライブラリ CLI にログインします。

2. 次のコマンドを発行します。

snmp listTrapRecipients

例:

ADMIN> snmp listTrapRecipients

requestId 

requestId 1 

Attributes Auth SHA

 AuthPass *****

Engine Id 0x80001f88807ad87e39453f 



ライブラリで実行される SNMP 保守タスクのサポート

第11章 STA での SNMP 接続の管理 · 345

Host 192.0.2.20 

Index 1 

Name STAuser 

Port 162 

Priv DES 

Priv Pass *****

Trap Level 1,2,3,4,11,13,14,21,25,27,41,45,61,63,65,81,85,100 

Version v3 

Object Snmp snmp 

Done 

Failure Count 0 

Success Count 1 

COMPLETED 

3. 表示された出力から STA トラップ受信者のインデックス番号をメモします。上の例では、
インデックス番号は「1」です。

SL150 ライブラリ

1. ブラウザベースのユーザーインタフェースにログインします。

2. ナビゲーションツリーで、「SNMP」を選択して、「SNMP Trap Recipients」を選択し、ト
ラップ受信者のリストを表示します。

11.5.3. STA トラップ受信者の削除または変更

この手順を使用して、ライブラリで STA トラップ受信者を変更または削除します。SL150 を除
くすべてのライブラリモデルでは、トラップ受信者定義を変更するには、最初に既存の定義を
削除してから、新しい定義を追加する必要があります。

SL150 を除くすべてのライブラリ

1. ライブラリ CLI にログインします。

2. トラップ受信者を削除します。
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snmp deleteTrapRecipient id index

ここでは:

• index は削除するトラップ受信者のインデックス番号です。

例:

ADMIN> snmp deleteTrapRecipient id 1

requestId 1 

requestId 2 

Device 1,0,0,0 

Success true 

Done 

Failure Count 0 

Success Count 1 

COMPLETED 

3. 必要に応じて、トラップ受信者を追加し直します。手順については、『STA インストールお
よび構成ガイド』を参照してください。

SL150 ライブラリ

1. ブラウザベースのユーザーインタフェースにログインします。

2. ナビゲーションツリーで、「SNMP」を選択して、「SNMP Trap Recipients」を選択します。

3. リストからトラップ受信者を選択します。

4. 「Edit Trap Recipient」または「Delete Trap Recipient」を選択します。

5. トラップ受信者を変更する場合は、設定を変更し、「Save」をクリックします。

11.6. 特殊な SNMP 接続更新タスク
次のタスクは、特殊な状況でのみ必要です。次を参照してください

• 「ライブラリの冗長電子デバイスの切り替え後の SNMP 接続の更新」

• 「ライブラリファームウェアのアップグレード後の SNMP 接続の更新」

• 「STA サーバーの IP アドレスへの変更後に SNMP 接続を更新」
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11.6.1. ライブラリの冗長電子デバイスの切り替え後の SNMP 接
続の更新

注:

この手順は、SL3000 および SL8500 ライブラリにのみ適用されます。

STA が冗長電子デバイスをサポートするように構成されている場合に、コントローラカードの
切り替えが行われると、STA は、セカンダリライブラリ IP アドレスとして指定されたポートを
介してライブラリとの接続を保持します。ただし、切り替えの完了後に、次の手動の手順も実
行する必要があります。

この手順は、STA ユーザーインタフェースから実行します。

1. 新しくアクティブになったコントローラカードの初期化が完全に終了してから、15 分待ち
ます。

2. 接続テストを実行して、ライブラリの SNMP 接続を検証します。手順については、「ライブ
ラリ SNMP 接続のテスト」を参照してください。

3. データ収集を実行して、最新のライブラリ構成データを取得します。手順については、「手
動のデータ収集の実行」を参照してください。

4. 冗長電子デバイスの切り替え後にコントローラカードを交換した場合、ライブラリの IP ア
ドレスが変更されるため、STA に SNMP 接続情報を再度入力する必要があります。手順
については、「ライブラリへの SNMP 接続の構成」を参照してください。

冗長電子デバイスをサポートするよう STA を構成する方法の詳細は、『STA インストールお
よび構成ガイド』を参照してください。

11.6.2. ライブラリファームウェアのアップグレード後の SNMP
接続の更新

注:

この手順は SL150 ライブラリには適用されません。

次のバージョン以上のライブラリファームウェアにアップグレードしたあと、この手順を使用し
てライブラリと STA の SNMP 構成を更新します。

• SL500 – FRS 1468

• SL3000 – FRS 4.0

• SL8500 – FRS 8.0
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これらのファームウェアバージョン以降、ライブラリエンジン ID は新しい 32 ビットの値で生
成されます。この手順を実行しなかった場合、STA はライブラリから SNMP トラップを受信で
きません。

この手順は、2 つのパートに分かれています。

• STA での SNMP 設定の更新

• ライブラリでの SNMP 設定の確認

STA での SNMP 設定の更新

1. STA ユーザーインタフェースにログインします。

2. アップグレードしたライブラリのライブラリ接続の詳細を編集します。「ライブラリへの
SNMP 接続の構成」を参照してください。

3. 「Define Library Connection Details」ダイアログボックスで「Library Engine ID」フィール
ドをクリアして、「Save」をクリックします。これによって、STA がライブラリに再接続したと
きに、エンジン ID を新しい値に強制的に更新します。

4. ライブラリとの SNMP 接続を再確立します。手順については、「ライブラリ SNMP 接続の
テスト」を参照してください。

5. SNMP 接続テーブルに表示された新しい SNMP エンジン ID を記録します。この値は、
手順の次のパートで使用します。

ライブラリでの SNMP 設定の確認

1. アップグレードしたライブラリの CLI にログインします。

2. すべての SNMP トラップ受信者を表示します。手順については、「すべての SNMP トラッ
プ受信者の表示」を参照してください。

3. STA サーバーについて表示される SNMP バージョンレベルを確認して、次のように続行
します。

• 「v2c」の場合、この手順を終了できます。

• 「v3」の場合、次の段階に進みます。

4. 表示されたエンジン ID と、この手順の最初のパートでメモした ID を比較します。

• 一致した場合、この手順を終了できます。

• 一致しなかった場合は、次の段階に進みます。

5. STA トラップ受信者のインデックス番号を記録します。

6. STA トラップ受信者を削除します。手順については、「STA トラップ受信者の削除または
変更」を参照してください。
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7. 新しいライブラリエンジン ID を使用して、STA SNMP v3 トラップ受信者を追加し直しま
す。手順については、『STA インストールおよび構成ガイド』で SNMP v3 トラップ受信者
の作成手順を参照してください。

11.6.3. STA サーバーの IP アドレスへの変更後に SNMP 接続を更
新

STA サーバーの IP アドレスが変更された場合、この手順を使用して、STA とすべてのモニ
ター対象ライブラリの間の SNMP 接続を確認します。モニター対象ライブラリごとに完全な
手順を実行する必要があります。

手順は次のパートに分かれています。

• ネットワークと SNMP 接続の確認

• ライブラリでの SNMP 設定の更新

• STA での SNMP 設定の更新

ネットワークと SNMP 接続の確認

1. STA とライブラリの間の良好な接続を確認します。手順については、「ライブラリとの
SNMP 通信の検証」を参照してください。

ライブラリでの SNMP 設定の更新

1. STA トラップ受信者のインデックス番号を取得します。手順については、「すべての
SNMP トラップ受信者の表示」を参照してください。

2. 古い IP アドレスを持つ STA トラップ受信者を削除します。手順については、「STA トラッ
プ受信者の削除または変更」を参照してください。

3. 新しい IP アドレスを持つ STA トラップ受信者を追加します。手順については、『STA イン
ストールおよび構成ガイド』を参照してください。

STA での SNMP 設定の更新

1. SNMP 接続設定内の STA の IP アドレスを更新します。手順については、「ライブラリへ
の SNMP 接続の構成」を参照してください。

2. ライブラリとの SNMP 接続を再確立します。手順については、「ライブラリ SNMP 接続の
テスト」を参照してください。

3. ライブラリ構成データを更新します。ドライブまたはメディアの構成変更がライブラリで
発生した場合にのみ、この段階が必要です。手順については、「手動のデータ収集の実
行」を参照してください。
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11.7. SNMP 接続のトラブルシューティングタスク

次のタスクは、STA とモニター対象ライブラリの間の SNMP 接続の問題を診断して解決す
るために役立ちます。発生している問題に適用される手順を使用してください。

• 「失敗した MIB ウォークチャネルテストのトラブルシューティング」

• 「失敗したトラップチャネルテストのトラブルシューティング」

• 「失敗したメディア検証サポートテストのトラブルシューティング」

• 「失敗したトラップ処理のトラブルシューティング」

失敗した接続テストとともに表示されるメッセージの例については、「接続テストのステータ
スメッセージ」を参照してください。

11.7.1. 失敗した MIB ウォークチャネルテストのトラブルシュー
ティング

MIB ウォークチャネルテストは、ライブラリの初期化、ネットワーク接続性、正しい SNMP クラ
イアント設定、および正しいライブラリファームウェアを検査します。このテストが失敗した場
合、次の 1 つ以上の問題が原因になっている可能性があります。

• STA が構成されていない。

• ライブラリが初期化されていない。

• ライブラリファームウェアが STA の最小を満たしていない。

• STA サーバーとライブラリの間にネットワークの問題がある。

• 静的 IP アドレスが STA サーバーまたはライブラリに割り当てられていない。

• SNMP がライブラリで有効になっていない。

• SNMP クライアント設定が STA サーバーとライブラリの間で一致しない。

この手順を使用して、問題を診断して解決します。ライブラリで実行する段階の詳細な手順
については、『STA インストールおよび構成ガイド』を参照してください。

ライブラリで実行する段階

1. ライブラリ CLI にログインします。

2. ライブラリが完全に初期化されていることを確認します。手順については、「ライブラリが
動作していることの確認」を参照してください。

3. ライブラリから STA サーバーへの通信を確認します。このコマンドは、SL150 では使用で
きません。
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• SL8500 および SL3000:

traceRoute sta_server_IP_addr

• SL500:

traceroute sta_server_IP_addr

ここでは:

• sta_server_IP_addr は、STA サーバーでのパブリックポートの IP アドレスです。

出力に、ホップ数と各ホップに到達するための往復時間が示されます。往復時間 (コマ
ンド出力の最後の行) は、1 秒未満であるべきです。そうではない場合、ネットワークのパ
フォーマンスをネットワーク管理者と確認してください。

4. SNMP がパブリックポートで有効になっていることを確認します。手順については、『STA
インストールおよび構成ガイド』でライブラリの SNMP を有効にする手順を参照してくだ
さい。

5. SNMP v2c ユーザーが 1 つのみ存在することを確認します。手順については、『STA イン
ストールおよび構成ガイド』で SNMP v2c ユーザーが 1 つ存在することを確認するため
の手順を参照してください。

6. SNMP v3 ユーザーが正しく追加されたことを確認します。

• SL500、SL3000、および SL8500 ライブラリで、snmp listUsers コマンドを使用して
SNMP ユーザーのリストを表示します。SL150 ライブラリの場合、ナビゲーションツリー
で、「SNMP」を選択して、「SNMP Trap Recipients」を選択します。

• SNMP v3 ユーザーを追加するには、『STA インストールおよび構成ガイド』で
SNMP v3 ユーザーを作成するための手順を参照してください。

7. 静的 IP アドレスがライブラリに割り当てられていることを確認します。手順については、
『STA インストールおよび構成ガイド』でライブラリ IP アドレスを取得する手順を参照し
てください。

8. ライブラリと STA サーバーの両方でその他すべての段階を実行したあとで、SNMP v3
ユーザーを削除して再度追加することを検討してください。

STA サーバーで実行する段階

1. STA サーバーにログインします。

2. STA サーバーが静的 IP アドレスを使用していることを確認します。

3. STA サーバーからライブラリへの通信を確認します。

# traceroute –I library_IP_addr
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ここでは:

• ‐I (大文字の「I」) は、User Datagram Protocol (UDP) データグラムの代わりに
Internet Control Message Protocol (ICMP) エコーリクエストパケットを使用することを
示しています。

• library_IP_addr はライブラリのパブリックポートの IP アドレスです。

出力に、ホップ数と各ホップに到達するための往復時間が示されます。往復時間 (コマ
ンド出力の最後の行) は、1 秒未満であるべきです。そうではない場合、ネットワークのパ
フォーマンスをネットワーク管理者と確認してください。

4. STA サーバーがライブラリのパブリックポートに到達できることを確認するには、プライ
マリライブラリ IP アドレスの ping を行なって、該当する場合はセカンダリ IP アドレスの
ping を行います。

5. UDP ポート 161 および 162 が、STA サーバーとライブラリの間のすべてのネットワーク
ノードで有効になっていることを確認します。手順については、「ライブラリとの SNMP 通
信の検証」を参照してください。

6. STA の「SNMP Client Attributes」画面の設定が、ライブラリ上の SNMP v3 ユーザー
とトラップ受信者の対応する設定と正確に一致することを確認します。手順について
は、333 ページの「STA の SNMP クライアント設定の構成」を参照してください。

7. STA の「Monitored Libraries」画面の設定がライブラリについて正しいことを確認しま
す。手順については、335 ページの「ライブラリへの SNMP 接続の構成」を参照してく
ださい。

11.7.2. 失敗したトラップチャネルテストのトラブルシューティン
グ

トラップチャネルテストは、ライブラリがテストトラップ (13) を STA サーバーに送信するように
要求します。テストが失敗した場合、STA は、最後のトラップまたは通知を受信した日付と時
間を示しています。テストが失敗したか、「Unknown」と示される場合、次の 1 つ以上の問題
が原因になっている可能性があります。

• ライブラリファームウェアがテストトラップをサポートしていない。

• STA がライブラリでトラップ受信者として正しく構成されていない。

• 最近 STA 2.0.x にアップグレードした場合、STA サーバーの IP アドレスがライブラリの接
続詳細で指定されていない。

この手順を使用して、問題を診断して解決します。ライブラリで実行する段階の詳細な手順
については、『STA インストールおよび構成ガイド』を参照してください。
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1. ライブラリが推奨以上のファームウェアを実行していることを確認します。詳細は、『STA
要件ガイド』を参照してください。より低いファームウェアバージョンではテストトラップ
(13) がサポートされない可能性があります。

2. STA 2.0.x へのアップグレード後に、STA サーバーの IP アドレスをライブラリの接続詳細
で選択したことを確認します。手順については、「ライブラリへの SNMP 接続の構成」を
参照してください。

3. snmp engineId (SL500 ライブラリの場合) または snmp engineId print (SL3000
および SL8500 ライブラリの場合) コマンドを使用して、ライブラリエンジン ID を表示しま
す。(SL150 ライブラリには適用されません。)

4. STA がトラップ受信者として正しく構成されていることを確認します。手順について
は、「すべての SNMP トラップ受信者の表示」を参照してください。

• 「Engine Id」: 段階 3 で表示されたライブラリエンジン ID と一致する必要がありま
す。入力には、大文字が含まれてはいけません。SL8500 および SL3000 ライブラリの
場合、入力には 0x 接頭辞が含まれている必要があります (SL500 でもこの接頭辞が
表示されることがあります)。

• 「Host」: STA サーバーの IP アドレス。

• 「Version」: 「v3」である必要があります。

• 「Auth」: 「SHA」である必要があります。

• 「Priv」: 「DES」である必要があります。

• 「Auth Pass」および「Priv Pass」: STA の「SNMP Client Attributes」画面のパス
ワード、および SNMP ユーザーの作成時に指定したパスワードと一致する必要があり
ます。SL500 ライブラリの場合、パスワードに単一引用符がテキストとして含まれてい
ないことを確認します。

• 「Trap Level」: トラップ 13 が含まれている必要があります。

5. 段階 3 のライブラリエンジン ID が、STA の「Monitored Libraries」画面の値と一致する
ことを確認します。詳細は、「ライブラリへの SNMP 接続の構成」を参照してください。

一致しない場合、画面の「Library Engine ID」フィールドをクリアして、ライブラリ接
続テストを実行します。手順については、337 ページの「ライブラリ SNMP 接続のテス
ト」を参照してください。

11.7.3. 失敗したメディア検証サポートテストのトラブルシュー
ティング

メディア検証サポートテストでは、STA メディア検証をサポートするために必要な最小のライ
ブラリファームウェアと構成を検査します。ライブラリ構成でメディア検証がサポートされない
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場合、テストでは「Not Applicable」と報告されます。メディア検証をサポートできるライブ
ラリでテストが失敗した場合、次の 1 つ以上の問題が原因になっている可能性があります。

• ライブラリファームウェアがメディア検証をサポートしていない。

• SNMP v3 が構成されていない。

• メディア検証プール内にドライブがない。

• メディア検証プール内に空のドライブまたは予約可能なドライブがない。

この手順を使用して、問題を診断して解決します。ライブラリで実行する段階の詳細な手順
については、『STA インストールおよび構成ガイド』を参照してください。

1. ライブラリどドライブがメディア検証で必要な最小のファームウェアレベルを満たしている
ことを確認します。詳細は、『STA 要件ガイド』を参照してください。

2. ライブラリと STA サーバーの両方で SNMP v3 ユーザーが構成されていること、および
ライブラリでのトラップ受信者にする STA サーバーが構成されていることを確認します。
『STA インストールおよび構成ガイド』でライブラリの SNMP 構成の段階を確認します。

メディア検証の構成に関する詳細は、『STA ユーザーズガイド』を参照してください。

11.7.4. 失敗したトラップ処理のトラブルシューティング

トラップが STA サーバーによって受信されていないか、トラップが STA によって処理されて
いない場合、この手順を使用します。

1. STA サーバーにシステムの root ユーザーとしてログインします。

2. STA サーバーが静的 IP アドレスを使用していることを確認します。

3. STA サーバーとライブラリの間で送信される TCP/IP パケットをモニターします。

# tcpdump –v host library_IP_addr > /var/tmp/file_name &

ここでは:

• ‐v は詳細出力を示しています。

• host は指定したホスト (この場合、ライブラリ) で送受信されるパケットのみを収集す
ることを示しています。

• library_IP_addr はライブラリのパブリックポートの IP アドレスです。

• file_name は出力の保存先のファイル名です。

4. 出力で、.snmptrap と SNMPv3 を探します。データ収集要求のネットワークトラフィックに
は .snmp が含まれています。
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ライブラリ上でアクティビティーがあっても、トラップを受信していない場合、ライブラリト
ラップ受信者のエントリが正しいことを確認します。「失敗したトラップチャネルテストのト
ラブルシューティング」を参照してください。

5. SNMP ポート 162 が STA で使用可能であることを確認します。STA トラップリスナー
は、このポートを使用してトラップを処理します。

必要に応じて、次の段階を実行して、このポートを介した通信をトラブルシューティングし
ます。

a. /Oracle_storage_home/Middleware/user_projects/domains/tbi/

servers/staAdapter/logs/staAdapter.log ファイルで次のような「SEVERE」
エラーを調べます。

"SEVERE: SNMP Trap/Inform Listener Port 162 is NOT bindable.Stop the

 application currently bound to that port." 

b. ポート 162 がすでに使用中の場合、これを使用しているプロセスを判別します。

# netstat –ap |grep –I snmp

# netstat –anp |grep ":162"

c. ポートに関連するプロセスを調べるか、システムのブート中に開始された可能性があ
るサービスを確認します。

# chkconfig ––list

6. snmpd または snmtrapd サービスが実行中の場合、次の段階を実行して、これらのサー
ビスが永続的にオフになっていることを確認します。

a. SNMP サービスを構成解除します。

# chkconfig snmpd off

# chkconfig snmptrapd off

b. SNMP サービスを停止します。

# service snmptrapd stop

# service snmpd stop

c. STA サービスを停止して再起動します。

# STA stop all
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# STA start all

7. STA の「Notifications」画面で一部のトラップが報告される場合、ライブラリでのトラップ
受信者の作成時にすべてのトラップレベルを指定したことを確認します。サポートされる
トラップレベルのリストについては、『STA インストールおよび構成ガイド』で SNMP v3 ト
ラップ受信者の作成手順を参照してください。

8. SL500 の場合、サポートされるバージョンの SL コンソールでライブラリを構成したことを
確認します。前のバージョンの SL コンソールでは、入力できるトラップレベル文字の数
が制限されます。

9. SL500 および SL150 ライブラリの場合、ボリュームラベル形式が正しく設定されている
ことを確認します。詳細は、『STA インストールおよび構成ガイド』でボリュームラベル形
式の設定手順を参照してください。
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12 
STA の分析の理解

このセクションでは、STA によって提供されるデータを解釈して使用するために役立つ概念
とタスクについて説明します。ここでは、STA の機能の基本を理解していることを前提として
います。

この章の内容は次のとおりです。

• データの保存

• 不完全な交換

• STA 画面で選択できない値

• 取り外したドライブとメディア

• 取り外したライブラリ

• 「欠落した」メディア

• 重複したボリュームシリアル番号

• ホストと STA ドライブ識別子のマップ

12.1. データの保存
STA データストア内のデータは、履歴レコードとして無期限に保存され、削除されません。
ただし、ユーザー名の「Data Handling」設定によっては、取り外したリソース (ライブラリ、ド
ライブ、およびメディア) のデータは、STA データ画面で非表示になることがあります。詳細
は、「取り外したドライブとメディア」と 「取り外したライブラリ」を参照してください。

STA がはじめてライブラリ、ドライブ、またはメディアの追跡を開始すると、そのリソースには
STA の「Start Tracking」のタイムスタンプが割り当てられます。リソースがあとでライブラリ環
境から取り外された場合、STA の「Stop Tracking」のタイムスタンプが割り当てられます。さら
に、リソースがあとで再度追加された場合、STA の「Start Tracking」属性には、STA がはじめ
てリソースの追跡を開始したときに割り当てられた元のタイムスタンプが反映されます。

注:

データベースが大きくなるのを最小限に抑えるために、定期的に、MySQL のイベントスケジューラは、処
理された SNMP レコードをデータベースからパージします。
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12.2. 不完全な交換
開始ホスト要求の性質によっては、メディアの交換は処理して完了するために数分から数
時間かかることがあります。交換および更新ドライブとメディアの健全性に関する完全な分
析を実行するには、STA が、メディアのマウントイベントとマウント解除イベントの両方から情
報を受信する必要があります。交換の進行中にライブラリ接続が切断されると、「Exchanges
Overview」画面に不完全な交換が表示されることがあります。

次に、ライブラリ接続が切断される場合がある理由を示します。

• STA ユーザーインタフェースからライブラリ接続を手動で削除します。

• サーバーの保守または STA のアップグレードを実行するために STA を停止します。

• STA サーバーに影響を与える電源またはネットワークの停止が発生します。

ライブラリ接続が復元されると、STA はすべての新しい交換を正常に処理して報告します。
ただし、接続のダウン中には、STA は交換情報を受信せず、これによって次の影響がありま
す。

• STA は、接続のダウンタイム中に完全に開始および終了した交換のレコードを受信しませ
ん。これらの交換は STA 画面には表示されず、ドライブまたはメディアの健全性の計算時
に使用されません。

• STA は、接続のダウン中に開始または終了した交換に関する部分的な情報しか受信しま
せん。たとえば、接続のダウン中に開始して、接続の復元後に終了した交換の場合、STA
はマウント解除情報のみを受信します。逆に、STA は、接続のアップ中に開始しても、接
続のダウン中に終了した交換についてはマウント情報しか受信しません。これらの部分的
な交換については、STA は、完全な分析を実行するために十分な情報を持っておらず、
「Exchanges Overview」画面上の「Drive and Media Health」、「Exchange Elapsed Time」、
「Exchange Mount Time」、「Media and Drive Exchange Status」などの属性は、null または
「Unknown」に設定されます。さらに、これらの交換は、ドライブまたはメディアの健全性の
計算時には使用されません。

12.3. STA 画面で選択できない値
画面で選択できない (またはグレー表示された) データ要素またはリソース識別子が表示さ
れることがあります。これらのデータ要素は通常、追加の詳細へのアクティブなリンクですが、
選択不可の値はリンクではありません。次に、選択不可になる可能性がある要素を示します。

• 取り外したドライブ。詳細は、「取り外したドライブとメディア」を参照してください。

• 取り外したメディア。詳細は、「取り外したドライブとメディア」を参照してください。
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• まだ完了していない交換。交換が完了したら、識別子は選択不可ではなくなり、リンクがア
クティブになります。

• 対応する要素が存在しないアラートイベントタイプ

選択不可のデータ要素は、進行中のアップグレードによっても発生することがあります。処理
されるにつれて、徐々にアクティブになります。

12.4. 取り外したドライブとメディア
デフォルトでは、テープライブラリ環境から取り外されたドライブとメディアは、STA 画面には
表示されません。STA ユーザー名の「Data Handling」設定では、取り外したドライブ、取り外
したメディア、またはその両方の表示をオンにできます。選択は即時に有効になるため、ニー
ズに応じて、取り外したドライブとメディアをログインセッション全体で選択的に表示したり非
表示にしたりできます。詳細は、次のセクションを参照してください。

• これらの表示設定の変更手順については、『STA 画面基本ガイド』。

• 取り外したドライブとメディアが「Overview」画面に表示される方法については、「取り外し
たドライブとメディアの特定」。

• 計算値がこれらの表示設定によって受ける影響については、「計算される合計に対する取
り外したドライブとメディアの影響」。

注:

取り外したドライブとメディアのデータは STA データストアから削除されません。詳細は、「データの保
存」を参照してください。

12.4.1. 取り外したドライブとメディアの特定

取り外したドライブまたはメディアを表示することを選択する場合、「Drives – Overview」と
「Media – Overview」画面の次の属性値で特定されます。

• STA の「Stop Tracking」の日付は、いずれのモニター対象ライブラリにもドライブまたはメ
ディアが存在していないと STA が判断した日付と時間を示します。ドライブまたはメディ
アが取り外された時間と、ライブラリが STA に変更を通知する時間の間には遅れがある
可能性があるため、この値は、項目が物理的に取り外された時間とはわずかに異なる場
合があります。

• 次の属性が「REMOVED」に設定されます。

◦ 「Library Complex Name」

◦ 「Drive Library Name」または「Media Library Name」

◦ 「Library Model」
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◦ 「Partition Type」

◦ 「Partition Name」

◦ 「Physical Address」

「Exchanges – Overview」や「Media Validation Overview」などのアクティビティー画面で
は、取り外したドライブとメディアの識別子は選択不可です。詳細は、「STA 画面で選択で
きない値」を参照してください。

12.4.2. 計算される合計に対する取り外したドライブとメディアの
影響

STA は、テープライブラリシステムに関する最新情報と、ある期間にわたって収集された
履歴情報の両方を提供します。ドライブとメディアが追加されてシステムから取り外される
と、STA の計算に使用されるドライブのメディアの合計数も異なります。これらのばらつき
は、30 日のローリング平均などの履歴サマリー値と、現在表示されているレコードのみを使
用して計算された対応する値の間の相違によって発生する可能性があります。

• 履歴サマリー — ローリングの 30 日および日次のサマリーと平均は常に、レポート期間中
のシステム内のドライブとメディアの数に基づいて計算されるため、STA ユーザー名の取
り外したドライブとメディアの設定によって影響を受けません。たとえば、30 日の期間の 10
日目に取り外されたドライブは、この期間の最初の 10 日間のサマリーと平均の計算に含
められますが、残りの 20 日間のサマリーと平均の計算には含められません。例について
は、「取り外したドライブとメディアが、計算されるサマリーに与える影響」を参照してくださ
い。

• 現在表示されている値 — 「Overview」と「Analysis」画面に表示される合計とアグリゲー
ションは、現在表示されているレコードの数に基づいて計算されるため、STA ユーザー名
の取り外したドライブとメディアの設定によって影響を受けます。たとえば、取り外したドラ
イブの表示設定をオフにしている場合、取り外したドライブは、「Drives – Overview」画面
には一覧表示されず、その画面のレコード数合計にも含められず、「Drives – Analysis」画
面のアグリゲーションにも含められません。例については、「取り外したドライブとメディア
が「Overview」と「Analysis」画面に与える影響」を参照してください。

12.4.3. 取り外したドライブとメディアが、計算されるサマリーに
与える影響

STA は、読み取り、書き込み、送信、および受信 M バイト数、ドライブエラーと消去の数、ドラ
イブ利用率など、日次および 30 日のさまざまなサマリー属性を計算します。ドライブとメディ
アは、テープライブラリシステムから取り外されるまでこれらの値の計算に含められます。
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たとえば、4 月 15 日の 17:00 にモニター対象ライブラリからドライブを取り外すと、これらの
サマリー値は次の影響を受けます。

• 日次サマリー — 17:00 より前の 4 月 15 日のドライブのアクティビティーは、その日の日
次サマリーに含められます。ドライブは取り外されているため、4 月 16 日以降の日次サマ
リーに含めるアクティビティーはありません。

• 30 日のサマリー — 30 日の期間が進むにつれて含められる日数のアクティビティーは
日に日に減りますが、ドライブのアクティビティーは、4 月 15 日と次の 30 日間の 30 日
のサマリーすべてに含められます。5 月 15 日の 30 日のサマリーは、ドライブのアクティビ
ティーを含まない最初のサマリーになります。

12.4.4. 取り外したドライブとメディアが「Overview」と
「Analysis」画面に与える影響

このセクションでは、取り外したドライブとメディアの表示設定が次の画面に与える影響を説
明する例を示します。

• 「「Drives – Overview」画面」

• 「「Drives – Analysis」画面」

• 「交換とクリーニングのアクティビティーの画面」

• 「「Alerts Overview」画面」

• 「「Media Validation Overview」画面」

注:

これらの例では取り外したドライブに焦点を当てていますが、同じ原則と画面表示の特徴が、取り外した
メディアと「Show Removed Media」設定に適用されます。

12.4.4.1. 「Drives – Overview」画面

図12.1「「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「On」」 は、「Show
Removed Drives」設定を選択したあとの「Drives – Overview」画面を示しています。取り外
したドライブは「Drives – Overview」画面に一覧表示され、レコードの合計数には取り外し
たドライブが含まれています。この例では、合計 1,024 のドライブがあり、「Library Complex
Name」と「Drive Library Name」の両方が「REMOVED」を示しており、ドライブが取り外され
た日付が「STA Stop Tracking」列に表示されていることを示すためにドライブ HU180214PT
が強調表示されています。
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図12.1 「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「On」

図12.2「「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「Off」」 と図
12.3「「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「Off」で、既知の取り外し
たドライブでフィルタ」 は、「Show Removed Drives」設定が選択解除されたあとの「Drives
– Overview」画面を示しています。取り外したドライブは「Drives – Overview」画面に一
覧表示されておらず、レコードの合計数には取り外したドライブは含まれていません。図
12.2「「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「Off」」 では、合計 936 の
ドライブがあり、「STA Stop Tracking」の日付は、表示されているすべてのドライブで空白で
す。
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図12.2 「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「Off」

図12.3「「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「Off」で、既知の取り
外したドライブでフィルタ」 では、「Drives – Overview」画面はフィルタされ、「HU180214」
で始まるシリアル番号が付いたすべてのドライブが表示されています。取り外したドライブ
HU180214PT は、リストには表示されません。

図12.3 「Drives – Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「Off」で、既知の取り外
したドライブでフィルタ

12.4.4.2. 「Drives – Analysis」画面

図12.4「「Drives – Analysis」画面、「Show Removed Drives」設定は「On」」 は、「Show
Removed Drives」設定が選択されたあとの「Drives – Analysis」画面を示しています。取り
外したドライブの集約データは、見出し「Library Complex Name」の「REMOVED」と「Drive
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Library Number」の「‐1」に含まれています。ドライブの合計数は 1024 で、取り外したドライブ
の合計数は 88 です。

図12.4 「Drives – Analysis」画面、「Show Removed Drives」設定は「On」

図12.4「「Drives – Analysis」画面、「Show Removed Drives」設定は「On」」は、「Show
Removed Drives」設定が選択解除されたあとの「Drives – Analysis」画面を示しています。
取り外したドライブの集約データは、表には含まれていません。「Library Complex Name」の
「REMOVED」と「Drive Library Name」の「‐1」の見出しはありません。ドライブの合計数は
936 です。
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図12.5 「Drives – Analysis」画面、「Show Removed Drives」設定は「Off」

12.4.4.3. 交換とクリーニングのアクティビティーの画面

「Exchanges Overview」と「Drive Cleanings Overview」画面には常に、表示設定に関係なく、
取り外したドライブとメディアに関する交換が表示されます。すべての画面属性が、交換時の
値を示しています。

図12.6「「Exchanges Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「On」」 では、「Show
Removed Drives」設定が選択されています。取り外したドライブの「Drive Serial Number」の
項目は「Drives – Overview」、「Detail View」画面へのアクティブなリンクです。

図12.6 「Exchanges Overview」画面、「Show Removed Drives」設定は「On」
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図12.7「「Exchanges Overview」画面、「Removed Drives」設定は「Off」」 では、「Show
Removed Drives」設定が選択解除されています。取り外したドライブの「Drive Serial
Number」の項目は選択不可で、アクティブなリンクではありません。

図12.7 「Exchanges Overview」画面、「Removed Drives」設定は「Off」

12.4.4.4. 「Alerts Overview」画面

「Alerts Overview」画面には常に、表示設定に関係なく、取り外したドライブとメディアに関す
るアラートが表示されます。関連するドライブまたはメディアが取り外されたあとでも、アラー
トは常に保持されます。

次の例では、「Show Removed Drives」設定が選択解除されています。STA は、60 のドライブ
がある LibraryABC をモニターしており、2 つのドライブが過去 30 日の期間に表示された 27
のドライブアラートすべてに関与します。2 つのドライブは、あとでライブラリから取り外されま
す。

「Drives – Overview」画面で、LibraryABC 内にあるすべてのドライブの「Drive Alerts (30
Days)」属性の値が「0」に設定されています。これは、27 のアラートすべてに関与するドライブ
がライブラリから取り外されたためです。

「Alert Type Is Drive」でフィルタされた「Alerts Overview」画面には、27 のアラートが表示さ
れます。

12.4.4.5. 「Media Validation Overview」画面

取り外したドライブとメディアの保留中の STA メディア検証要求は、ユーザーが明示的に取
り消すまで検証要求キューに残ります。詳細は、「保留中のメディア検証リクエストの取り消
し」を参照してください
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12.5. 取り外したライブラリ

テープライブラリ環境からライブラリを取り外した場合、STA 画面に次の更新が即時に行わ
れます。

• STA は、ライブラリからデータを収集しなくなり、ユーザーは、ライブラリ SNMP 構成から
STA サーバーのトラップ受信者を削除できます。

• ライブラリは「Libraries Overview」と「Complexes Overview」画面から削除されます。

• ライブラリ内に含まれていたドライブとメディアは、「Drives」と「Media」画面から削除され
ます。

• ライブラリで発生したすべての交換とクリーニングのアクティビティーが、「Exchanges
Overview」と「Drive Cleanings Overview」画面から削除されます。

• ライブラリとそのドライブとメディアに関するすべてのメッセージが、「Drives Messages」、
「Media Messages」、および「All Messages Overview」画面から削除されます。

• 保留中の STA メディア検証要求は、ユーザーが明示的に取り消すまで検証要求キュー
に残ります。詳細は、「保留中のメディア検証リクエストの取り消し」を参照してください

手順については、「STA からのライブラリ接続の削除」を参照してください。

ライブラリデータはユーザーインタフェース画面から削除されますが、STA データストアから
は削除されません。あとでライブラリへの接続を再確立した場合、既存のすべてのライブラリ
データが STA 画面で再度使用可能になります。「データの保存」を参照してください。

12.6. 「欠落した」メディア

メディアは、検出されるためには、データの収集時にライブラリストレージセルまたはドライブ
内に存在する必要があります (データ収集プロセスの詳細は、「SNMP 接続と STA データス
トアの維持」を参照してください)。「一時的な」場所にあるメディアはデータ収集で検出され
ません。一時的な場所は、次のいずれかとして定義されます。

• ロボットハンド

• エレベータ — SL8500 ライブラリのみ

• パススルーポート (PTP) — SL8500 コンプレックスのみ

• ライブラリの初期化時 (つまり、メディアがまだドライブ内に残っている間にライブラリが再
初期化されたとき) のドライブ。

STA アプリケーションには、これらの一時的な移動を処理するためのロジックが組み込まれ
ています。予期せず「消えた」メディアは、特定の短い期間内に再度検出されることを予期し
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て STA 画面に保持されます。STA は、その期間内にメディアをまだ検出しない場合にのみ
そのメディアを画面から削除します。これはまれにしか発生しませんが、メディアカートリッジ
がパススルーポート (PTP) を使用して頻繁にあるライブラリから別のライブラリに転送される
SL8500 コンプレックスで発生する可能性がもっとも高くなります。

「Media – Overview」画面に表示されることが予期されるボリュームシリアル番号 (VSN また
は volser) が見つからない場合、次の操作を行うことをお勧めします。

1. 正しい volser があることを確認します。

2. その volser で「Media – Overview」画面をフィルタして、本当にリストにないことを確認し
ます。

3. volser が「Media – Overview」画面に表示される場合、「Start Tracking」、「End
Tracking」、および「Ejected Date」属性を確認します。「Ejected Date」は、メディアがカート
リッジアクセスポート (CAP) またはアクセス拡張モジュール (AEM) (SL3000 ライブラリ)
またはメールスロット (SL150 ライブラリ) から取り出されたことを示しています。

4. メディアに「End Tracking」の日付があっても、「Ejected Date」がない場合、メディアは、開
いたライブラリのドアなどのサポートされない方法でライブラリ環境から取り外された可
能性があります。「Dashboard」で、「Media Exception Report」ポートレットを確認してくだ
さい。このレポートには、CAP、AEM、またはメールスロット以外の方法を使用してライブ
ラリに残っていたメディアが一覧表示されます。

5. メディアがあることが予期されるライブラリで手動によるデータ収集を開始します。手順
については、「手動のデータ収集の実行」を参照してください。

12.7. 重複したボリュームシリアル番号

STA データストアでは、メディアの履歴はボリュームシリアル番号 (VSN または volser) に
よって保持されます。つまり、メディアの特定部分のすべての履歴がその volser に関連付け
られています。このため、STA によってモニターされるテープ環境では重複したボリュームシ
リアル番号 (VSN または volser) を避けることをお勧めします。volser は、モニター対象のす
べてのライブラリにわたって一意であるべきです。volser が重複していると、メディアの異なる
部分のデータが混在します。

同じ volser を持つメディアのドメインとタイプも同じ場合にのみ、volser は重複していると見
なされます。次の例に示すように、ドメインはメディアの形式を示し、タイプはバージョンを示し
ます。

• LTO6 –「LTO」がドメインで、「6」がタイプです。

• T10000T1 –「T10000」がドメインで、「T1」がタイプです。
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2 つの異なる LTO4 カートリッジで使用される同じ volser は重複していると見なされるの対
して、LTO4 カートリッジと LTO5 または T10000T1 カートリッジの同じ volser は重複してい
ると見なされません。

本当の重複する volser は、次のようなさまざまな理由で発生する可能性があります。

• クリーニングメディアの場合、グローバルに使用可能な volser は 999 しかありませ
ん。1,000 以上のクリーニングメディアがある大規模なテープ環境では、必然的に重複し
た volser が発生します。

• さまざまなテープ管理アプリケーションでは、重複した volser が許可されることがありま
す。これは、SCSI ホスト接続のあるライブラリである SL150、SL500、および一部の SL3000
ライブラリにのみ当てはまります。Host Library Interface (HLI) ホスト接続を持つライ
ブラリである SL8500 と一部の SL3000 ライブラリは、重複が許可されない Oracle の
StorageTek エンタープライズライブラリソフトウェア (ELS) または Oracle の StorageTek
自動カートリッジシステムライブラリソフトウェア (ACSLS) を使用します。

次に、重複した volser があるように見えても、実際には 1 つのメディアで、volser は一意であ
る状況を示します。

• メディアがあるライブラリから別のライブラリに移動される。

• メディアがライブラリから取り出され、しばらくの間サイトから切り離されてから、ライブラリ
に再度入れられる。

12.7.1. 交換での「Duplicate Detected」フラグ

「Duplicate Detected」フラグが「Exchanges Overview」画面に表示され、交換で使用される
volser が重複していることが示されます。メディアには、ドメインとタイプが同じでも、メディア
シリアル番号 (MSN) が異なる別のメディアと同じ volser があります。このフラグが付いた交
換を検出した場合、2 つのメディアのデータが混在するため、調査して、メディアの 1 つに別
の volser を割り当てるかどうかを決定するべきです。詳細は、『STA データリファレンスガイ
ド』を参照してください。

注:

一部のドライブタイプとファームウェアレベルのみが MSN を報告するため、一部のドライブタイプで
は、STA は重複した volser を検出するために必要なすべての情報を受信しない可能性があります。

12.8. ホストと STA ドライブ識別子のマップ
STA では、テープドライブは、ドライブのシリアル番号、World Wide Name (WWN)、または
ライブラリ内の物理的な場所で識別できます。ただし、STA は、ホストがドライブを識別する
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ために使用する論理デバイス ID を認識せず、表示できません。ホストのドライブ識別子を
STA 識別子にマップする場合は、これを手動で行う必要があります。

12.8.1. メインフレーム識別子

メインフレームホストは、4 桁の 16 進のドライブ ID (0000 – FFFF) を使用してドライブを識
別します。ホスト識別子を STA 識別子にマップするには、メインフレームホストで Oracle の
エンタープライズライブラリソフトウェア (ELS) の Display DRives コマンドを使用できま
す。IDEntity オプションは、ドライブごとにメインフレームの 16 進 ID、シリアル番号、および
WWN を一覧表示します。次に、コマンド出力の例を示します。

例12.1 サンプルの ELS Display DRives コマンドの出力

DISPLAY DRIVES IDENTITY
.SLS4633I Display Drives Command 994
 DRIVE LOCATION MODEL WORLD WIDE NAME SERIAL NUMBER
 0A10 00:02:01:08 T9840D 50:01:04:F0:00:79:18:CD 5700GU008737
 0A11 00:02:01:09 T9840D 50:01:04:F0:00:79:18:C1 5700GU006080
 0B04 01:01:01:14 T9940B 50:01:04:F0:00:89:A7:74 479000025047
 0B05 01:02:01:14 T9940B 50:01:04:F0:00:89:A7:44 479000026693
 0B06 01:02:01:15 T1B35 50:01:04:F0:00:89:A7:68 572004003720
 0B07 01:02:01:11 T1B35 50:01:04:F0:00:89:A7:68 572004003720

このコマンドは、オペレータコンソールや SMCUUUI ユーティリティーバッチジョブなどのメイン
フレームホスト上のさまざまな場所から発行できます。オプションで、コマンドの出力を .csv
または .xml ファイルに保存できます。使用法、構文、およびオプションの詳細は、ELS コマン
ド、制御文、およびユーティリティーに関するリファレンスのマニュアルを参照してください。

12.8.2. オープンシステム識別子

オープンシステムホスト (Linux および Solaris) では、テープドライブの論理デバイス名は /
dev/rmt ディレクトリにあります。ホストの論理名を STA 識別子にマップするには、このディ
レクトリの長い一覧表示 (ls -l) を行う必要があります。このコマンド出力は、論理デバイス
名、およびドライブの WWN が含まれている raw デバイスファイルへのポインタを示していま
す。次に、Linux での出力の例を示します。各ドライブの論理デバイス名と WWN は太字で
強調表示されています。

例12.2 サンプルの Linux /dev/rmt ディレクトリの一覧表示

# ls -l /dev/rmt
lrwxrwxrwx 1 root root 86 Jan 31 16:31 /dev/rmt/0cbn ->../../devices/pci@79,0/
pci10de,377@a/pci1077,171@0/fp@0,0/tape@w500104f000b8050e,0:cbn
lrwxrwxrwx 1 root root 86 Jan 31 16:31 /dev/rmt/1cbn ->../../devices/pci@79,0/
pci10de,377@a/pci1077,171@0/fp@0,0/tape@w500104f000b80511,0:cbn
#
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13 
STA を使用したテープ環境に関する質問への回答

この章では、前の章で説明した内容と手順を組み合わせて、テープストレージの操作および
健全性に関する一般的な質問に対処します。ここでは、方法について完全には説明しません
が、STA を使用して、これらの質問や同様の質問に回答し、その過程で、STA 製品の使用に
ついての専門知識を構築できるいくつか方法の例を示します。

各手順には、前の章で示した内容と手順を参照する「参照タスク」セクションが含まれていま
す。

質問は、次のカテゴリに分類されています。

• ドライブとメディアの健全性に関する質問

• 容量およびリソース管理に関する質問

13.1. ドライブとメディアの健全性に関する質問

質問 タスク

最近 30 日間で、もっとも多くのエラーが発生したドライ
ブとメディアはどれですか。2 つの間には相関関係があ
りますか。

「もっとも多くのエラーが発生したメディアとドライブのレ
ポート」

今週、もっとも多くのエラーが発生したドライブはどれで
すか。エラー率は上がりましたか。

「ドライブのエラー率の傾向のレポート」

長期にわたって、効率性が大幅に低下しているドライブ
はどれですか。

「ドライブの効率性傾向のレポート」

今日 2 回目の障害が発生したのは、2 か月前に問題が
発生したものと同じドライブですか。

「ドライブの障害傾向のレポート」

今日の午前 9 時に、テープジョブのいずれかでエラーが
発生しました。関与したドライブとメディアはどれですか。
ほかのエラーも発生しましたか。

「テープジョブエラーのトラブルシューティングに役立つ
情報のレポート」

先月、STA にレポートされたクリティカルなエラーは何で
すか。合計数は増加している傾向ですか。それとも、安
定していますか。

「クリティカルなエラーの傾向のレポート」



ドライブとメディアの健全性に関する質問

372

13.1.1. もっとも多くのエラーが発生したメディアとドライブのレ
ポート

これらの手順は次の質問に対処します。「最近 30 日間で、もっとも多くのエラーが発生した
ドライブとメディアはどれですか。2 つの間には相関関係がありますか。」

次の方法について説明します。

• 「もっとも多くのエラーが発生したドライブのレポート 」 (下記)

• 「もっとも多くのエラーが発生したメディアのレポート 」

• 「2 つの間の相関関係の表示」

13.1.1.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• ライブラリリソースをグラフに適用するには、『STA 画面基本ガイド』

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

13.1.1.2. もっとも多くのエラーが発生したドライブのレポート

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Drive-Health」テンプレートを適用します。
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3. 「Drive Errors (30 Days)」列で、「Sort Descending」矢印をクリックします。

もっとも多くのエラーが発生したドライブがリストの 1 番目に表示されます。

4. 次の段階を使用して、選択したドライブをグラフに追加します。

ドライブをグラフに追加すると、その属性値をシステム平均と比較できます。デフォルトで
は、常にグラフにシステム平均が含まれています。

a. リストビューテーブルで、グラフに追加するドライブを選択します。

b. テーブルツールバーで「Apply Selection」をクリックします。
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グラフはドライブデータで更新されます。次の例では、システム平均と比較すると、1
台のドライブで高レベルのエラーが表示されています。

13.1.1.3. もっとも多くのエラーが発生したメディアのレポート

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Media Overview」を選
択します。
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2. 「Templates」メニューで、「STA-Media-Health」テンプレートを適用します。

3. 「Dismounts With Errors (30 Days)」列で、「Sort Descending」矢印をクリックします。

もっとも多くのエラーが発生したメディアがリストの 1 番目に表示されます。
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4. 次の段階を使用して、選択したメディアをグラフに追加します。

メディアをグラフに追加すると、その属性値を簡単にシステム平均と比較できます。デ
フォルトでは、常にグラフにシステム平均が含まれています。

a. リストビューテーブルで、グラフに追加するメディアを選択します。

b. テーブルツールバーで「Apply Selection」をクリックします。

グラフはメディアデータで更新されます。次の例では、システム平均と比較すると、両
方のメディアで多数のエラーが表示されています。
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13.1.1.4. 2 つの間の相関関係の表示

この手順は、もっとも多くのエラーが発生したドライブとメディアとの間に相関関係があるか
どうかを判断する際に役立ちます。このアクティビティーでは、交換ごとに正確に 1 台のドラ
イブと 1 つのメディアが関与するため、「Exchanges Overview」画面がもっとも役立ちます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Exchanges Overview」を
選択します。

2. 次の段階を使用して、最近 30 日以内で発生した交換のうち、もっとも多くのエラーが発
生したドライブが関与したもののみを表示します。
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もっとも多くのエラーが発生したドライブは、「もっとも多くのエラーが発生したドライブの
レポート 」で特定されました。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 「Filter Matching」フィールドで「Match ALL entered criteria」を選択します。

c. 次のフィルタ条件を追加します。

• 「Exchange Start (Dates)」は、30 日前の日付後

• 「Drive Serial Number」は、もっとも多くのエラーが発生したドライブのシリアル番
号

d. 「Apply」をクリックします。

テーブルは選択条件に従って更新されます。

3. エラーに関与するメディアに焦点を当てるには、関連する列でテーブルをソートします。

推奨されている列は、「Media Exchange Status」、「Exchange FSC」、または「Media
Health Indicator」です。
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4. 「Volume Serial Number」フィールドに目を通して、ドライブのエラーと特定のメディアと
の間に相関関係があるかどうかを確認します。

5. 潜在的な相関関係を見つける場合は、次の段階を使用して、障害のあるドライブと疑わ
しいメディアの両方が関与する交換のみが表示されるように、データをさらにフィルタリン
グします。

a. 「Filter Data」をクリックします。

すでに有効になっている選択条件は、「Filter Data」ダイアログボックスに表示されま
す。

b. 現在の条件をそのままにして、次の行を追加します。

• 「Volume Serial Number」は、段階 4 で特定された、疑わしいメディアの volser で
す。

c. 「Apply」をクリックします。

テーブルは選択条件に従って更新されます。
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13.1.2. ドライブのエラー率の傾向のレポート

この手順は、「今週、もっとも多くのエラーが発生したドライブはどれですか。エラー率は上が
りましたか」という質問に対処します。

STA の画面には、デフォルトで 30 日分のデータが表示されますが、フィルタおよび選択条
件を使用すれば、今週のみに絞り込むことができます。次の方法について説明します。

• 「「Drives – Overview」画面の使用 」 (下記)

• 「「Exchanges – Overview」画面の使用」

• 「「Drives – Messages」画面の使用 」

13.1.2.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• ライブラリリソースをグラフに適用するには、『STA 画面基本ガイド』

• 日付範囲を変更するには、『STA 画面基本ガイド』

• 列を移動するには、『STA 画面基本ガイド』

• 列を非表示にしたり表示したりするには、『STA 画面基本ガイド』

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

13.1.2.2. 「Drives – Overview」画面の使用

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Drive-Health」テンプレートを適用します。
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テーブルおよびグラフペインのいずれかに、連続 30 日間のドライブエラーの合計が表
示されます。

3. 「Drive Errors (30 Days)」列で、「Sort Descending」矢印をクリックします。

もっとも多くのエラーが発生したドライブがリストの 1 番目に表示されます。

4. 次の段階を使用して、上位 5 台のドライブを画面のグラフに追加します。

a. リストビューテーブルで、上位 5 台のドライブを選択します。

b. リストビューのツールバーで「Apply Selection」をクリックします。

これらのドライブが 30 日間にわたって表示されるように、すべてのグラフ (「Drive
Errors」を含む) が更新されます。
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5. 次の段階を使用して、「Drive Errors」グラフペインで日付範囲を絞り込みます。

a. 「Drive Errors Graph」グラフペインのツールバーで「Choose Date Range」をクリック
します。

b. 次のように、「Choose Date Range」ダイアログボックスを設定します。

• 「Time Range」を選択します。

• 「Starting Date」および「Ending Date」フィールドに、今週の開始日付と終了日付
を入力します。

c. 「OK」をクリックします。



ドライブとメディアの健全性に関する質問

第13章 STA を使用したテープ環境に関する質問への回答 · 383

グラフは選択条件に従って更新されます。グラフ線の変動は、該当週におけるエラー
率の増減を示しています。

13.1.2.3. 「Exchanges – Overview」画面の使用

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Exchanges Overview」を
選択します。
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2. 「Templates」メニューで、「STA-Exchange‐Alerts‐Errors」テンプレートを適用します。

このテンプレートをフィルタに適用すると、エラーが発生した交換のみが表示されます。

3. 「Drive Serial Number」列で、「Sort Ascending」または「Sort Descending」矢印をクリック
します。

エラーがドライブ別にグループ化されるため、障害のあるドライブに絞り込むことができ
ます。

4. 特定のエラーに焦点を当てるには、次のタスクを使用して、列を並べ替え、空の列を削除
します (該当する場合)。

• 列を移動するには、『STA 画面基本ガイド』

• 列を非表示にしたり表示したりするには、『STA 画面基本ガイド』

5. 次の段階を使用して、今週のデータのみを表示します。
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a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 「Filter Matching」フィールドで「Match ALL entered criteria」を選択します。

c. 次の選択条件を追加します。

• 「Exchange Start (No. Days)」は、7 日前よりも前

d. 「Apply」をクリックします。

テーブルは選択条件に従って更新されます。

13.1.2.4. 「Drives – Messages」画面の使用

ほとんどのメッセージには特定ドライブの参照が含まれていないため、この方法で取得した
情報は、その他の情報ほど包括的ではありません。しかし、この方法によって、健全性状態が
変化したドライブのスナップショットをすばやく提供できます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Messages」を選
択します。
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2. 「Device Serial Number」列で、「Sort Ascending」または「Sort Descending」矢印をクリッ
クします。

エラーおよびステータスは、ドライブ別にグループ化されます。

3. リストに目を通して、各ドライブのデバイス状態に変化がないかどうかを確認します。

13.1.3. ドライブの効率性傾向のレポート

この手順は、「長期にわたって、効率性が大幅に低下しているドライブはどれですか」という
質問に対処します。

STA では、データ転送速度の効率性 (読み取り、書き込み、および読み取りと書き込みを組
み合わせた速度を含む) を測定する数多くの値が記録および表示されます。STA では、交換
ごとの速度が収集され、毎日および 30 日間に集約されます。さらに、一部のドライブタイプ
では、独自の効率性計算も提供されています。STA によってレポートされる一部の効率性属
性を次に示します。

13.1.3.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」
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• グラフペインを追加するには、『STA 画面基本ガイド』

• グラフ化された属性を変更するには、『STA 画面基本ガイド』

• ライブラリリソースをグラフに適用するには、『STA 画面基本ガイド』

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Drive-Performance‐30‐Days」テンプレートを適用しま
す。

このテンプレートには、ドライブのパフォーマンスに関連する属性が含まれています。グラ
フペインは含まれていません。

注:

STA がデータを収集し、正確な数値を計算するのに十分な長さの時間、ドライブをモニターしてい
ない場合、一部の測定値が NULL またはゼロになります。
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3. 次の段階を使用して、目的のグラフをグラフ領域に追加します。

選択した属性をグラフ化すると、長期にわたる効率性の増減を確認し、各ドライブの効率
性の数値をシステム平均と比較できます。

a. 画面のいちばん上にある「Restore Pane」をクリックして、グラフィックス領域を表示し
ます。

グラフィックス領域は空白です。

b. グラフィックス領域のツールバーで「Add Graph」をクリックします。

グラフィック領域の表示に、「MB Read」属性が指定された新しいグラフペインが追
加されます。

c. グラフペインのツールバーで「Change Graphed Attribute」をクリックし、目的の属
性を選択します。
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d. グラフ化する属性を追加するたびに、前の 2 つの段階を繰り返します。

グラフは、選択した属性のシステム平均が表示されるように更新されます。次の例で
は、「Mount Read MB/sec」、「Mount Write MB/sec」、および「Mount R/W MB/sec」が
表示されています。

4. 次の段階を使用して、上位 5 台のドライブをグラフに追加します。

ドライブをグラフに追加すると、その属性値をシステム平均と比較できます。デフォルトで
は、常にグラフにシステム平均が含まれています。

a. リストビューテーブルで、上位 5 台のドライブを選択します。

b. テーブルツールバーで「Apply Selection」をクリックします。
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すべての画面のグラフにドライブが追加されます。

13.1.4. ドライブの障害傾向のレポート

この手順は、「今日 2 回目の障害が発生したのは、2 か月前に問題が発生したものと同じド
ライブですか」という質問に対処します。

「Messages」または「Exchanges」テーブルにドライブのエラーが表示されている場合は、ドラ
イブ ID でテーブルをフィルタリングして、現在のデータと過去のデータを調査できます。特
に、「Exchanges」テーブルでは、特定期間のデータを選択できます。

13.1.4.1. 参照タスク

• グラフ領域を縮小したり復元したりするには、『STA 画面基本ガイド』
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• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Exchanges Overview」を
選択します。

2. より多くのテーブルデータを一度に表示するには、画面の中央にある「Collapse Pane」ア
イコンをクリックして、テーブルを縦方向に拡張します。

3. 次の段階を使用して、4 か月前から 5 か月前までの間に発生した交換のうち、疑わしいド
ライブが関与したものにデータを絞り込みます。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 「Filter Matching」フィールドで「Match ALL entered criteria」を選択します。

c. 次の選択条件を追加します。

• 「Exchange Start (Dates)」は、3 か月前の日付後

• 「Exchange End (Dates)」は、2 か月前の日付前

• 「Drive Serial Number」は、エラーが発生したドライブのシリアル番号

注:

サイトで交換が数日間続いた場合は、問題のドライブが関与した交換が完全に含まれるよう
に、日付の設定を調整する必要があることがあります。

d. 「Apply」をクリックします。
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テーブルは選択条件に従って更新されます。

4. データに目を通して、この期間内にドライブの交換でエラーが発生したかどうかを判断し
ます。

13.1.5. テープジョブエラーのトラブルシューティングに役立つ情
報のレポート

この手順は、「今日の午前 9 時に、テープジョブのいずれかでエラーが発生しました。関与
したドライブとメディアはどれですか。ほかのエラーも発生しましたか」という質問に対処しま
す。

次の方法について説明します。

• 「「Exchanges – Overview」画面の使用」

• 「「All Messages – Overview」画面の使用」
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13.1.5.1. 参照タスク

• グラフ領域を縮小したり復元したりするには、『STA 画面基本ガイド』

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

• リンクを使用して移動するには、『STA 画面基本ガイド』

13.1.5.2. 「Exchanges – Overview」画面の使用

各「ジョブ」が独立した交換 (つまり、マウント、データの読み取り/書き込み、マウント解除) で
ある場合、この方法を使用すると、テープジョブの失敗に関する情報にアクセスできます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Exchanges Overview」を
選択します。

2. したがって、より多くのテーブルデータを一度に表示し、画面の中央にある「Collapse
Pane」アイコンをクリックすると、テーブルを縦方向に拡張できます。

3. 次の段階を使用して、エラーが発生した交換だけにデータを絞り込みます。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 「Filter Matching」フィールドで「Match ANY entered criteria」を選択します。

c. 次の選択条件を追加します。

• 「Drive Exchange Status」に「ERROR」が含まれる

• 「Media Exchange Status」に「ERROR」が含まれる

注:

エントリの大文字と小文字は区別されないため、「ERROR」は「error」や「Error」と一致します。
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d. 「Apply」をクリックします。

テーブルは選択条件に従って更新されます。

注:

「Drive Health Indicator」および「Media Health Indicator」列には、エラー発生後も「Use」と表示
される場合があります。これは、これらの属性値が長期にわたって集計されたことが原因です。
特定の値は、エラーの頻度や重大度、および後続の交換で問題が発生していないかどうかに
よって異なります。最近の交換で問題が発生していなければ、集計された値が「Use」ステータ
スに移行します。

4. エラーに関する詳細については、今日の午前 9 時ごろに発生した交換までスクロールし
て、「Drive Exchange Status」、「Media Exchange Status」、および「Exchange FSC」列の情
報を確認してください。

デフォルトでは、テーブルの行は「Exchange Start」の時間でソートされます。
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5. オプションで、エラーに関与するドライブまたはメディアに関する詳細を表示するには、
「Drive Serial Number」または「Volume Serial Number」列でテキストリンクを選択します。

13.1.5.3. 「All Messages – Overview」画面の使用

ジョブの失敗が発生した時間が判明している場合は、この方法を使用して、関連する STA
エラーメッセージを確認できます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「All Messages Overview」
を選択します。

2. 次の段階を使用して、エラーに関与したトラップだけにデータを絞り込みます。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. • 「Severity」が「error」

c. 「Apply」をクリックします。
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テーブルは選択条件に従って更新されます。

3. 今日の午前 9 時ごろに受信されたトラップまでスクロールして、エントリを確認します。

デフォルトでは、テーブルの行は「Date SNMP trap recv'd」の時間でソートされます。

13.1.6. クリティカルなエラーの傾向のレポート

この手順は、「先月、STA にレポートされたクリティカルなエラーは何ですか。合計数は増加
している傾向ですか。それとも、安定していますか」という質問に対処します。

STA では、多種多様なエラータイプの事例がレポートされます。この手順では、エラーデータ
をスプレッドシートアプリケーションにエクスポートする方法を示します。これを使用すると、長
期にわたるエラーの傾向を集約できます。

次の方法について説明します。

• 「「All Messages – Overview」画面の使用」

• 「「Exchanges – Overview」画面の使用 」
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13.1.6.1. 参照タスク

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

• 列を移動するには、『STA 画面基本ガイド』

• ツールチップについては、『STA 画面基本ガイド』

• 列の幅を変更するには、『STA 画面基本ガイド』

• テーブルデータをエクスポートするには、『STA 画面基本ガイド』

• 「テンプレートの適用」

• グラフ領域を縮小したり復元したりするには、『STA 画面基本ガイド』

• グラフペインを追加するには、『STA 画面基本ガイド』

• グラフ化された属性を変更するには、『STA 画面基本ガイド』

13.1.6.2. 「All Messages – Overview」画面の使用

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「All Messages Overview」
を選択します。

2. 次の段階を使用して、先月中に送信されたトラップにデータを絞り込みます。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 「Filter Matching」フィールドで「Match ALL entered criteria」を選択します。

c. 次の選択条件を追加します。

• 「Date SNMP trap recv'd (Dates)」は、1 か月前の日付後

• 「Severity」が「error」

d. 「Apply」をクリックします。
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テーブルは選択条件に従って更新されます。「Severity」列と「Text」列は隣接してい
るため、同時に確認できます。列を表示するために、右方向にスクロールする必要が
ある場合があります。

3. 次の方法のいずれかを使用すると、エラーメッセージのフルテキストを表示できます。

• セル下部の境界線上にマウスを移動すると、ツールチップにフルテキストが表示されま
す。

• 「Text」列の幅を広げます。
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• テーブルをファイルにエクスポートします。次に、互換性のあるスプレッドシートアプリ
ケーションを使用してファイルを開き、テーブルの列内で折り返されるようにエラーメッ
セージのテキストを書式設定します。

13.1.6.3. 「Exchanges – Overview」画面の使用

ドライブおよびメディアのエラーは、交換の結果としてレポートされます。したがって、
「Drives」や「Media」画面よりも、ドライブおよびメディアのデータが統合されている
「Exchanges Overview」画面でエラーを検索した方が効率的です。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Activity」を選択して、「Exchanges Overview」を
選択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA‐Exchanges‐Alerts‐All」テンプレート (より細かい部分を
表示する場合は、「STA‐Exchanges‐Alerts‐Errors」テンプレート) を適用します。

このテンプレートには、さまざまなタイプのエラーを示す複数の列が含まれています。交
換は逆年代順 (最近の交換が最初) でソートされるため、先月サイトで多く見られたエ
ラータイプをひと目で確認できます。
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3. 潜在的な傾向を示すのに十分なエラーがある場合は、次の段階を使用して、目的のグラ
フをグラフ領域に追加します。

エラーと関連する可能性のある属性は、「Write Efficiency」、「Read Margin」、「R/W Rate
MB/sec」などです。

a. 画面のいちばん上にある「Restore Pane」アイコンをクリックして、グラフィックス領域
を表示します。

グラフィックス領域は空白です。

b. グラフィックス領域のツールバーで「Add Graph」アイコンをクリックします。

グラフィック領域の表示に、「Mount Read MB」属性が指定された新しいグラフペイ
ンが追加されます。

c. グラフペインのツールバーで「Change Graphed Attribute」アイコンをクリックして、
グラフ化する属性を選択します。
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d. グラフ化する属性を追加するたびに、前の 2 つの段階を繰り返します。

グラフは、選択した属性のシステム平均が表示されるように更新されます。次のサン
プルでは、「Write Efficiency」、「Read Margin」、および「R/W Rate MB/sec」が表示さ
れています。

4. エラーの合計数をエラータイプ別に計算するには、外部スプレッドシートアプリケーショ
ンを使用する必要があります。次の段階を使用して、HTML ベースの Excel 互換性ファ
イルに、テーブルに表示されたデータをエクスポートします。

a. テーブルツールバーで「Export」アイコンをクリックし、「Exchange.xls」を選択します。
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b. ローカルコンピュータ上の場所にファイルを保存します。

c. 互換性のあるスプレッドシートアプリケーションを使用してファイルを開き、データを
集約します。

13.2. 容量およびリソース管理に関する質問
質問 タスク

テープシステム環境内に、ライブラリ、ドライブ、またはメ
ディアがいくつありますか。

「ライブラリ、ドライブ、またはメディアの合計数のレポー
ト」

テープシステム環境内に、特定タイプのドライブまたはメ
ディアはいくつありますか。

「ドライブおよびメディアタイプのレポート」

利用率に関して上位 3 台のドライブはどれですか。 「もっとも利用率が高いドライブのレポート 」

供給不足のメディアタイプはどれですか。供給過剰のタ
イプはありますか。

「メディアの不足または過剰のレポート」

来年は、より多くのメディア、ドライブ、またはストレージセ
ルが必要になる見込みですか。その場合は、いくつです
か。

「今後のメディア、ドライブ、またはストレージセルに対す
る要件の計画」

テープシステムで、もっとも多く使用されているドライブ
またはメディアのタイプはどれですか。

「もっとも利用率が高いリソースのレポート」

テープ環境内で、もっともビジー状態であるライブラリは
どれですか。もっともビジー状態でないのはどれですか。

「ライブラリ関連のアクティビティーレベルのレポート」

満杯の 90% を超えているメディアはどれですか。ライブ
ラリから取り出すためのスクリプトを作成する際に使用
できるリストは、どのように生成しますか。

「満杯に近づいているメディアのレポート」

ドライブはすべて最新のファームウェアにアップグレード
されていますか。

「ドライブのファームウェアレベルのレポート」

13.2.1. ライブラリ、ドライブ、またはメディアの合計数のレポー
ト

これらの手順は、「テープシステム環境内に、ライブラリ、ドライブ、またはメディアがいくつあ
りますか」という質問に対処します。

次の方法について説明します。
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• 「「Dashboard」の使用」

• 「「Overview」画面の使用 」

• 「「Analysis」画面の使用 」

13.2.1.1. 関連トピック

• ツールチップについては、『STA 画面基本ガイド』

• 「現在のフィルタのクリア」

13.2.1.2. 「Dashboard」の使用

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Dashboard」を選択します。

2. リソース (ライブラリ、ドライブ、またはメディア) の数が少ない場合は、グラフを読むだけ
で、すばやく目視で数えることができます。

次のサンプルでは、ライブラリの合計数が 10 台 (8 + 2) であることがグラフから推定で
きます。

3. リソースの数が多い場合は、円グラフの各スライス上にマウスを移動すると、合計数など
の情報を説明したツールチップを表示できます。

次のサンプルでは、円グラフのツールチップに合計台数 (13 + 9 +23 =45) が表示されて
います。
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13.2.1.3. 「Overview」画面の使用

「Overview」画面では、表示されたレコードの合計数がリストビューテーブルの右下隅にリス
ト表示されます。フィルタが適用されていなければ、この数値は STA でモニターされるリソー
スタイプ (ライブラリ、ドライブ、またはメディア) の合計数です。

1. ナビゲーションバーで「Overview」画面を選択します。

2. テーブルの「Applied Filter」領域をチェックして、フィルタが有効になっていないことを確
認します。フィルタが適用されている場合は、「現在のフィルタのクリア」を参照して、クリ
アする方法を確認してください。

次のサンプルでは、「Drives – Overview」画面に、フィルタが適用されておらず、STA で
モニターされるドライブの合計数が 232 台であることが表示されています。
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13.2.1.4. 「Analysis」画面の使用

「Analysis」画面では、さまざまな条件に従ってデータが集計されます。

1. ナビゲーションバーで「Analysis」画面を選択します。

2. テーブルの「Applied Filter」領域をチェックして、フィルタが有効になっていないことを確
認します。フィルタが適用されている場合は、「現在のフィルタのクリア」を参照して、クリ
アする方法を確認してください。

次の「Drives – Analysis」画面のサンプルでは、フィルタが適用されておらず、ピボット
テーブルで合計 232 台のドライブがライブラリコンプレックス別および状態別に分類さ
れています。
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13.2.2. ドライブおよびメディアタイプのレポート

次の手順は、「テープシステム環境内に、特定タイプのドライブまたはメディアはいくつありま
すか」という質問に対処します。

次の方法について説明します。

• 「「Dashboard」の使用」

• 「「Analysis」画面の使用 」

13.2.2.1. 参照タスク

• ツールチップについては、『STA 画面基本ガイド』

• リンクを使用して移動するには、『STA 画面基本ガイド』

13.2.2.2. 「Dashboard」の使用

1. ナビゲーションバーで「Dashboard」を選択します。

2. 円グラフまたは棒グラフの関連セクション上にマウスを移動して、記述的情報および合計
数を示すツールチップを表示します。

次のサンプルでは、T10000C のバー上にマウスを移動すると、健全性が「Evaluate」の
T10000C ドライブが 4 台あることが表示されます。
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3. 棒グラフまたは円グラフのセクションを選択すると、該当するタイプのドライブまたはメ
ディアでフィルタリングされた状態の関連する「Overview」画面に移動します。

次のサンプルでは、健全性が「Evaluate」の T10000C ドライブのみが表示されるように
フィルタリングされた状態で、「Drives – Overview」画面が表示されています。

13.2.2.3. 「Analysis」画面の使用

この方法は、一連の条件 (ライブラリの状態やメディアの状態など) 別にデータを集計する場
合に、特に役立ちます。「Analysis」画面のピボットテーブルには、この情報が簡潔な形式で
表示されます。

1. ナビゲーションバーで、「Analysis」画面 (「Drives – Analysis」または「Media – Analysis」)
を選択します。
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次の「Media – Analysis」画面のサンプルでは、各列のいちばん下に小計、各行の右側に
合計が表示されています。

13.2.3. もっとも利用率が高いドライブのレポート

これらの手順は、「利用率に関して上位 3 台のドライブはどれですか」という質問に対処しま
す。

利用率は、有効使用期間、渡されたデータの量、マウントの回数など、複数の方法で定義で
きます。次の方法について説明します。

• 「合計稼働時間の使用」

• 「最近 30 日間にわたる使用時間の使用」
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13.2.3.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

13.2.3.2. 合計稼働時間の使用

注:

この情報は、StorageTek エンタープライズドライブでのみ提供されます。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Drive-Utilization」テンプレートを適用します。

3. 「Drive Lifetime Hours in Motion」列で、「Sort Descending」矢印をクリックします。
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稼働時間に関して上位 3 台のドライブがリストの 1 番目に表示されます。

13.2.3.3. 最近 30 日間にわたる使用時間の使用

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Drive-Utilization」テンプレートを適用します。
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3. 「% Drive Utilization (30 Days)」列で、「Sort Descending」矢印をクリックします。

使用時間の割合に関して上位 3 台のドライブがリストの 1 番目に表示されます。

13.2.4. メディアの不足または過剰のレポート

この手順は、「もっとも不足しているメディアのタイプはどれですか。供給過剰のタイプはあり
ますか」という質問に対処します。

書き込み可能なメディアの定義は、サイトによって異なります。たとえば、メディアを再利用し
ないサイトでは、単にメディアタイプごとに合計容量と使用可能な容量を比較する場合があ
ります。メディアを再利用する別のサイトでは、代わりに、いくつかのメディアの有効期間の測
定値を調査する場合があります。STA 内では、これらの測定値の両方 (およびその他の測定
値) を使用できます。この手順では、合計容量と使用可能な容量を使用します。
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13.2.4.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

• 複数の列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• 列を移動するには、『STA 画面基本ガイド』

• テーブルデータをエクスポートするには、『STA 画面基本ガイド』

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Media Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Media-Utilization」テンプレートを選択します。

注:

STA ユーザー名が使用できるテンプレートの数によっては、選択肢を表示するために、メニューで
下にスクロールする必要がある場合があります。



容量およびリソース管理に関する質問

第13章 STA を使用したテープ環境に関する質問への回答 · 413

このテンプレートには、利用率に関連するすべての属性 (「Media Dismounts (30
Days)」、「MB Read (30 Days)」、「Media Life Indicator」など) が含まれています。

3. 次の段階を使用して、容量または可用性に関する情報が使用できないメディアを削除し
ます。

STA がライブラリをモニターする時間が長くなるほど、受信される交換データが多くな
り、全体の不確実性レベルが低くなります。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 次の選択条件を追加します。

• 「Media MB Capacity」が 0 よりも大きい

c. 「Apply」をクリックします。
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4. 不確実性レベルに反映されるため、削除されたレコードの数に留意してください。

次のサンプルでは、レコード数が 647 から 431 までであり、不確実性レベルが高いことを
示しています。このライブラリは、数日間だけモニターされています。

5. 結果リストのメディアに対して次の段階を使用して、表示されたメディアごとに使用可能
な容量と空き領域を表示します。

a. 表のツールバーで、「View」、「Sort」、「Advanced」の順に選択します。

b. 次のように、「Advanced Sort」ダイアログボックスに入力します。

• 「Sort By」メニューで、「Media Type」を選択します。

• 最初の「Then By」メニューで、「Media MB Avail Pre」を選択します。

• 次の「Then By」メニューで、「Media MB Avail Post」を選択します。
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注:

LTO ドライブでは「Media MB Avail Pre」属性がレポートされ、StorageTek エンタープライズド
ライブでは「Media MB Avail Post」がレポートされます。ソート条件に両方の属性を含めると、
すべてのメディアタイプが含まれます。

c. 「OK」をクリックします。

テーブルは条件に従ってソートされます。

6. 画面に容量データをまとめて表示して見やすくするには、次の段階を使用して、テーブル
の列を並べ替えます。

a. 表のツールバーで、「View」を選択して、「Reorder Columns」を選択します。

b. 「Reorder Columns」ダイアログボックスで、次の属性がまとめてリスト表示されるよう
に整理します。

• Media Type

• Media MB Capacity

• Media MB Avail Pre

• Media MB Avail Post

c. 「OK」をクリックします。
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テーブルの列は条件に従って並べ替えられます。

7. メディアタイプごとに合計容量および空き領域を計算するには、外部スプレッドシートア
プリケーションを使用する必要があります。次の段階を使用して、HTML ベースの Excel
互換性ファイルに、テーブルに表示されたデータをエクスポートします。

a. テーブルツールバーで「Export」アイコンをクリックし、「Media.xls」オプションを選択
します。

b. ローカルコンピュータ上の場所にファイルを保存します。

8. 互換性のあるスプレッドシートアプリケーションを使用してファイルを開き、データを集約
します。たとえば、合計、使用されている割合、または平均をメディアタイプ別に計算する
場合があります。
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13.2.5. 今後のメディア、ドライブ、またはストレージセルに対す
る要件の計画

次の手順は、「来年は、より多くのメディア、ドライブ、またはストレージセルが必要になる見込
みですか。その場合は、いくつですか」という質問に対処します。

ドライブまたはメディアを交換する必要があるかどうかを判断する条件は、サイトによって異
なります。

ドライブの場合、STA では、多数の適用可能な条件 (特に、「Drive Lifetime Loads」、「Drive
Lifetime Meters」、「Drive Lifetime Power Hours」などのドライブの有効期間に関する複数の
測定値) が追跡されます。一例については、下記の「ドライブの利用率のレポート 」を参照し
てください。

メディアの場合、STA では、次のようなさまざまなシナリオで役立つデータが提供されます。

• サイトをあるタイプのメディアから移行していて、別のメディアに交換する必要がある (詳
細については、「メディアの移行に関連するデータのレポート」を参照)。

• 既存のメディアがエージング中であるか、またはサイトで定義された適切なしきい値を上
回るエラーを示している (詳細については、「メディアのエージングに関連するデータのレ
ポート」を参照)。

• 既存のメディアが満杯に近づいている (詳細については、「メディアの不足または過剰のレ
ポート」を参照)。

13.2.5.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

• ツールチップについては、『STA 画面基本ガイド』

• 「テンプレートの作成」

13.2.5.2. ドライブの利用率のレポート

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。
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2. 「Templates」メニューで、「STA-Drive-Utilization」テンプレートを選択します。

画面上の 1 番目のグラフは、長期にわたるドライブ利用率 (%) のシステム平均が表示
される「% Drive Utilization」です。このグラフでは、環境内にあるすべてのドライブのアク
ティビティーを高いレベルで測定できます。
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3. 各ドライブのアクティビティーレベルを区別および比較し、潜在的なホットスポットを特定
するには、ドライブタイプやライブラリなどのさまざまな条件によって、テーブル内のドライ
ブをソートまたはフィルタリングします。

次のサンプルでは、「% Drive Utilization (30 Days)」の降順 (もっとも高い利用率が 1 番
目) でテーブルがソートされています。

4. 次の段階を使用して、上位 5 台のドライブを画面のグラフに追加します。

ドライブをグラフに追加すると、その属性値をシステム平均と比較できます。

a. リストビューテーブルで、上位 5 台のドライブを選択します。

b. リストビューのツールバーで「Apply Selection」アイコンをクリックします。

グラフにドライブが追加されます。
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13.2.5.3. メディアの移行に関連するデータのレポート

1. ナビゲーションバーで、「Home」を選択して、「Dashboard」を選択します。

この画面では、タイプ別に集計されたメディア数を高いレベルで表示できます。

2. 「Library Media Cells」グラフ上にマウスを移動して、ライブラリシステムに格納されたメ
ディアのタイプごとに詳細を表示します。

次のサンプルでは、旧世代の LTO2 および LTO3 テープから移行する配置計画を示し
ます。円グラフの次の 2 つのセクション上にマウスを移動すると、合計で 27 個の LTO2
メディアと 64 個の LTO3 メディアを交換する必要があることが表示されます。
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3. 円グラフのセクションを選択して、該当するメディアタイプでフィルタリングされている
「Media – Overview」画面に移動します。

次のサンプルでは、LTO2 メディアでフィルタリングされた画面が表示されています。こ
の画面では、残り容量、物理的な場所、または移行プロセスに関するその他の属性別に、
メディアレコードを整理できます。

4. この情報を収集する代替のアプローチは、タイプ別にメディアの合計を集約、フィルタリ
ング、または集計できる次の画面のいずれかを使用する方法です。

• Media – Overview

• Media – Analysis

13.2.5.4. メディアのエージングに関連するデータのレポート

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Media Overview」を選
択します。
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2. 「Templates」メニューで、「STA-Media-Expired」を選択します。

このテンプレートには、期限切れになったため、サービスから削除すべきメディアに関連
するフィルタおよび属性が含まれています。
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13.2.6. もっとも利用率が高いリソースのレポート

この手順は、「テープシステムで、もっとも多く使用されているドライブまたはメディアのタイ
プはどれですか」という質問に対処します。

必ずしも、システムの大部分を構成するドライブおよびメディアがもっとも多く使用されると
は限りません。利用率は、クライアントの構成や、これらのクライアントによって要求されたドラ
イブおよびメディアのタイプによる影響を受けます。この手順は、もっとも多い使用を定義す
るもっとも一般的な方法のいくつかに対処します。

次の方法について説明します。

• 「ドライブの利用率のレポート」

• 「メディアの利用率のレポート」

13.2.6.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

• 複数の列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• テーブルデータをエクスポートするには、『STA 画面基本ガイド』

13.2.6.2. ドライブの利用率のレポート

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Drive-Utilization」テンプレートを適用します。
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このテンプレートでは、すべてのドライブタイプに関する利用率の統計情報が表示されま
す。

3. 次の段階を使用して、STA に利用率データが存在しないドライブを削除します。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 選択条件で、目的の利用率の測定方法を表す属性を選択します。「Greater Than」
を選択し、「0」を入力します。

ドライブ利用率の測定に推奨されている属性の一部を次に示します。

• もっとも利用率が高いドライブを特定するには、「% Utilization (30 Days)」を使用
します。

• 最新のデータを記録したドライブを特定するには、「MB Write (30 Days)」または
「MB Received (30 Days)」を使用します。

• ドライブヘッドで大部分のデータが渡されたドライブを特定するには、「MB R/W
(30 Days)」を使用します。

• 使用期間全体でライブラリ内に存在したドライブの場合、ドライブの有効期間属
性 (「Drive Lifetime Loads」や「Drive Lifetime Hours in Motion」など) もアクティ
ビティーの測定に役立ちます。

c. 「Apply」をクリックします。
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4. 複数列でソートを実行して、ドライブタイプ別、利用率別の順にレコードをグループ化しま
す。

a. 表のツールバーで、「View」、「Sort」、「Advanced」の順に選択します。

b. 次のように、「Advanced Sort」ダイアログボックスに入力します。

• 「Sort By」フィールドで、「Drive Type」を選択します。

• 「Then By」フィールドで、上記の段階 b で使用した属性、および「Descending」を
選択します。

c. 「OK」をクリックします。

テーブルは条件に従ってソートされます。
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5. ドライブタイプ別にデータを集約するには、外部スプレッドシートアプリケーションを使用
する必要があります。次の段階を使用して、HTML ベースの Excel 互換性ファイルに、
テーブルに表示されたデータをエクスポートします。

a. テーブルツールバーで「Export」アイコンをクリックし、「Drives.xls」を選択します。

b. ローカルコンピュータ上の場所にファイルを保存します。

6. 互換性のあるスプレッドシートアプリケーションを使用してファイルを開き、データを集約
します。

13.2.6.3. メディアの利用率のレポート

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Media Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA‐Media‐Utilization」テンプレートを適用します。
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このテンプレートでは、すべてのメディアタイプに関する利用率の統計情報が表示されま
す。

3. 次の段階を使用して、STA に利用率データが存在しないメディアを削除します。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 選択条件で、目的の利用率の測定方法を表す属性を選択します。「Greater Than」
を選択し、「0」を入力します。

メディア利用率の測定に推奨されている属性の一部を次に示します。

• もっとも移動量が多いメディアを特定するには、「Time Spent Reading or Writing」
を使用します。

• 空き領域の特定のしきい値を下回るメディアを特定するには、「Media MB Avail
Pre/Post」を使用します。

• もっともマウントおよびマウント解除の回数が多いメディアを特定するには、
「Media Dismounts (30 days)」を使用します。

• もっともデータの読み取りまたは書き込みの量が多いメディアを特定するには、
「MB R/W (30 days)」を使用します。

c. 「Apply」をクリックします。
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4. 複数列でソートを実行して、メディアタイプ別、利用率別の順にレコードをグループ化しま
す。

a. 表のツールバーで、「View」、「Sort」、「Advanced」の順に選択します。

b. 次のように、「Advanced Sort」ダイアログボックスに入力します。

• 「Sort By」フィールドで、「Media Type」を選択します。

• 「Then By」フィールドで、上記の段階 b で使用した属性、および「Descending」を
選択します。

c. 「OK」をクリックします。

テーブルは条件に従ってソートされます。
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5. メディアタイプ別にデータを集約するには、外部スプレッドシートアプリケーションを使用
する必要があります。次の段階を使用して、HTML ベースの Excel 互換性ファイルに、
テーブルに表示されたデータをエクスポートします。

a. テーブルツールバーで「Export」アイコンをクリックし、「Media.xls」を選択します。

b. ローカルコンピュータ上の場所にファイルを保存します。

6. 互換性のあるスプレッドシートアプリケーションを使用してファイルを開き、データを集約
します。

13.2.7. ライブラリ関連のアクティビティーレベルのレポート

この手順は、「テープ環境内で、もっともビジー状態であるライブラリはどれですか。もっとも
ビジー状態でないのはどれですか」という質問に対処します。

ビジー状態の定義は、サイトによって異なります。一般的な定義には、交換、マウント、または
マウント解除の回数が含まれています。この手順では、マウントの回数を使用します。さらに、
ライブラリを相互に比較したり、システム平均と比較したりできるように、データをグラフ化す
る手順も提供します。

13.2.7.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• グラフペインを追加するには、『STA 画面基本ガイド』

• グラフ化された属性を変更するには、『STA 画面基本ガイド』

• ライブラリリソースをグラフに適用するには、『STA 画面基本ガイド』

• グラフペインを切り離すには、『STA 画面基本ガイド』
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1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Libraries Overview」を
選択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Lib-Utilization」テンプレートを適用します。

3. 「Mounts (30 Days)」列で、「Sort Ascending」または「Sort Descending」矢印をクリックし
ます。

注:

ソート基準となり得るその他の列は、「Enters (30 Days)」、「Ejects (30 Days)」、「Occupied Storage
Cells」、または「MB R/W (30 Days)」です。

4. 次の段階を使用して、マウント解除が表示されているグラフペインを追加します。

a. グラフィックス領域のツールバーで「Add Graph」アイコンをクリックします。
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グラフィック領域表示の末尾に、「MB Read」属性が指定された新しいグラフペイン
が追加されます。グラフを表示するために、下方向にスクロールする必要がある場合
があります。

b. グラフペインのツールバーで「Change Graphed Attribute」アイコンをクリックして、
メニューから「Dismounts」属性を選択します。

グラフは、マウント解除データのシステム平均が表示されるように更新されます。
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5. 次の段階を使用して、選択したライブラリを画面のグラフに追加します。

ライブラリをグラフに追加すると、属性値をシステム平均と比較できます。

a. リストビューテーブルで、グラフに追加するライブラリを選択します。

b. リストビューのツールバーで「Apply Selection」アイコンをクリックします。

次のサンプルでは、もっともマウント回数が多い 3 台のライブラリがすべてのグラフ
に追加されています。
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6. 「Dismounts」グラフペインで「Detach Pane」アイコンをクリックして、拡大してより詳細に
表示されるように、グラフを切り離します。

13.2.8. 満杯に近づいているメディアのレポート

この手順は、「満杯の 90% を超えているメディアはどれですか。ライブラリから取り出すため
のスクリプトを作成する際に使用できるリストは、どのように生成しますか」という質問に対処
します。

STA では、メディアの容量および空き領域がパーセンテージではなく、数値のみでレポートさ
れます。この手順では、数値をスプレッドシートアプリケーションにエクスポートする方法を示
します。これを使用すると、パーセンテージを計算できます。結果リストは、メディア取り出しス
クリプトで使用できます。

13.2.8.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」
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• 列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• テーブルデータをエクスポートするには、『STA 画面基本ガイド』

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Media Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA-Media-Utilization」テンプレートを適用します。

このテンプレートには、「Media MB Available」および「Media MB Capacity」属性が含ま
れています。

3. 「Media MB Capacity」列で、「Sort Descending」矢印をクリックします。
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もっとも容量が多いメディアがリストの 1 番目に表示されます。このソートは、容量がメ
ディアタイプによって変わる傾向があるため、タイプ別にメディアをグループ化する際に
も役立ちます。

4. メディア取り出しスクリプトで使用できるリストを作成するには、外部スプレッドシートアプ
リケーションを使用する必要があります。次の段階を使用して、HTML ベースの Excel 互
換性ファイルに、テーブルに表示されたデータをエクスポートします。

a. テーブルツールバーで「Export」アイコンをクリックし、「Media.xls」オプションを選択
します。

b. ローカルコンピュータ上の場所にファイルを保存します。

5. 互換性のあるスプレッドシートプログラムを使用して、エクスポートされたテーブルの属
性から導出された計算値を含む「Percentage Full」列を追加します。列の値でテーブルを
ソートして、満杯の 90% を超えているメディアのリストを特定します。

13.2.9. ドライブのファームウェアレベルのレポート

この手順は、「ドライブはすべて最新のファームウェアにアップグレードされていますか」とい
う質問に対処します。通常、ファームウェアレベルはドライブタイプまたはモデルで評価されま
す。

次の方法について説明します。
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• 「「Drives – Overview」画面の使用 」

• 「「Drives – Analysis」画面の使用 」

13.2.9.1. 参照タスク

• 「テンプレートの適用」

• 列を移動するには、『STA 画面基本ガイド』

• 複数の列でソートするには、『STA 画面基本ガイド』

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」

• 行の高さを変更するには、『STA 画面基本ガイド』

• 集約数リンクを使用して移動するには、『STA 画面基本ガイド』

13.2.9.2. 「Drives – Overview」画面の使用

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Overview」を選
択します。

2. 「Templates」メニューで、「STA‐Drives‐Base‐Information」テンプレートを適用します。
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このテンプレートには、ドライブのファームウェアバージョンやその他の関連する属性が
含まれています。

3. 次の段階を使用して、ドライブのファームウェアレベルがドライブモデルの横に表示され
るように、テーブルの列を並べ替えます。

a. 表のツールバーで、「View」を選択して、「Reorder Columns」を選択します。

b. 「Reorder Columns」ダイアログボックスで、次の属性がまとめてリスト表示されるよう
に整理します。

• Drive Model

• Drive Firmware Version

c. 「OK」をクリックします。
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テーブルの列は条件に従って並べ替えられます。

4. ファームウェアレベルをドライブタイプ別に表示するには、次の段階を使用して、複数列
のソートを設定します。

a. 表のツールバーで、「View」、「Sort」、「Advanced」の順に選択します。

b. 次のように、「Advanced Sort」ダイアログボックスに入力します。

• 「Sort By」フィールドで、「Drive Model」を選択します。

• 「Then By」フィールドで、「Drive Firmware Version」および「Descending」を選択
します。

c. 「OK」をクリックします。
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テーブルは条件に従ってソートされます。

5. 次の段階を使用して、特定のドライブモデルに対応するファームウェアレベルを表示しま
す。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 次の選択条件を指定します。

• 「Drive Model」は目的のドライブモデル。

c. 「Apply」をクリックします。
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テーブルは選択条件に従って更新されます。

13.2.9.3. 「Drives – Analysis」画面の使用

この方法では、ドライブ別およびファームウェアレベル別の合計を提供し、その合計をライブ
ラリコンプレックス別に集計します。

1. ナビゲーションバーで、「Tape System Hardware」を選択して、「Drives Analysis」を選
択します。
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2. 次の段階を使用して、特定のドライブモデルに対応するファームウェアレベルを表示しま
す。

a. 「Filter Data」をクリックします。

b. 次の選択条件を指定します。

• 「Drive Model」は目的のドライブモデル。

c. 「Apply」をクリックします。

テーブルは選択条件に従って更新されます。



容量およびリソース管理に関する質問

442

3. 次の段階を使用して、ファームウェアレベルがドライブモデル別に集計されるように、ピ
ボットテーブルを再構成します。

a. ピボットテーブルのツールバーで「Change Attribute」アイコンをクリックします。

b. 「Change Attributes」ダイアログボックスで、「Selected Attributes」リストが次のように
表示されるように、属性を再配置します。

• Drive Model

• Drive Firmware Version

• 「Library Complex Name」

注:

リスト内の最後の属性 (この場合は、「Library Complex Name」) には、常に列ヘッダーが指定
されます。残りの属性には、リスト表示された順序で入れ子になった行レイヤー (この場合は、
「Drive Model」内の「Drive Firmware Version」) が指定されます。

c. 「OK」をクリックします。
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ピボットテーブルは条件に従って更新されます。

4. いずれかの小計の詳細なリストを表示するには、セル内のテキストリンクをクリックしま
す。

選択した小計に含まれるドライブに関する追加の詳細が表示された
「Drives – Overview」画面に移動します。
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付録A 
ダッシュボードポートレット

このセクションには、使用可能なダッシュボードポートレットの説明が含まれています。

• グラフポートレット

• 表ポートレット

• レポートポートレット

注:

ダッシュボードポートレットのすべてのデータは、UTC 時間で報告されます。詳細は、「「Dashboard」に表
示される時間」を参照してください。

A.1. グラフポートレット
グラフポートレットには、複数の形式が含まれます。棒グラフと円グラフは、関連データのポイ
ントインタイムレポートです。線グラフおよび面グラフは、選択した日付範囲の値を示します。
これらのグラフ形式の詳細については、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

ダッシュボードを表示するタイミングによっては、各グラフの最後の期間にデータの急降下が
みられることがありますが、これは期間の一部であるためです。

Alerts
選択した日付範囲における生成されたドライブ、メディア、ライブラリ、CAP、および PTP
の STA アラートの合計数を示す棒グラフ。

注:

アラートは、ユーザー定義のアラートポリシーに基づいて生成されます。アラートポリシーの数、およ
びアラートポリシーの条件と重要度は完全にユーザー定義であるため、このグラフは、必ずしもテー
プライブラリシステム環境の問題を示していません。

Alert Trends
選択した日付範囲の各日における STA アラートの合計数と重要度を示す線グラフ。

注:

アラートは、ユーザー定義のアラートポリシーに基づいて生成されます。アラートポリシーの数、およ
びアラートポリシーの条件と重要度は完全にユーザー定義であるため、このグラフは、必ずしもテー
プライブラリシステム環境の問題を示していません。
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Cum Data Read and Written
選択した日付範囲における読み書きされたデータの合計量を示す線グラフ。
Drive Activity Trends
選択した日付範囲の各日におけるマウント解除の合計数をドライブモデル別に示す面グ
ラフ。
Drive Health
STA で計算された各 Drive Health Indicator のドライブの合計数をドライブモデル別に
示す棒グラフ。
Drive Health Trends
選択した日付範囲の各日における平均の Drive Suspicion Level をドライブモデル別に
示す線グラフ。
Drive Utilization (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
各時、日、週、または月におけるドライブ占有時間の平均割合を示す線グラフ。ドライブ位
置 (コンプレックス、ライブラリ、レールなど) 別および日付範囲別にフィルタできます。
I/O Throughput (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月における読み書きされたデータの合計量を
示す線グラフ。
Library Component Health Trends
選択した日付範囲における平均の日次状態をライブラリコンポーネントタイプ (ロボッ
ト、CAP、エレベータ、パススルーポートなど) 別に示す線グラフ。

注:

状況は、STA の分析ではなくライブラリによって報告されたものです。

Library Component Status
報告された各状況であるコンポーネントの現在の合計数をライブラリコンポーネントタイ
プ (ロボット、CAP、エレベータ、パススルーポートなど) 別に示す棒グラフ。

注:

状況は、STA の分析ではなくライブラリによって報告されたものです。

Library Drive Bays
取り付けられたドライブの現在のタイプ別分布、および空のドライブスロットを示す円グラ
フ。
Library Media Slots
占有されたメディアスロットの現在のメディアタイプ別分布、および空のドライブスロット
を示す円グラフ。
Library Status
ライブラリによって報告される各 Top-Level Indicator の現在の合計数をライブラリモデ
ル別に示す棒グラフ。
Maximum Mount Times (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月におけるマウントにかかる時間が最長だった
1 回の交換でのマウントにかかる時間の合計を示す線グラフ。プロットされる値は、交換
の開始からマウントの開始までの合計時間です。
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Media – Least Recently Mounted (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月における前回の交換から最長であるメディア
を示す線グラフ。プロットされる値は、前回の交換以降の合計時間です。交換アクティビ
ティーがあったメディアのみが含まれます。
Media Health
STA で計算された各 Media Health Indicator のメディアの合計数をメディアタイプ別に
示す棒グラフ。
Media Health Trends
選択した日付範囲の各日における平均の Media Suspicion Level をメディアタイプ別に
示す線グラフ。
Media Movements (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月におけるメディアがエンター、イジェクト、
または移動された合計時間を示す線グラフ。「その他」の移動には、ロボット、エレベー
タ、PTP などによる移動が含まれます。
Media Slots Available (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月における使用可能なメディアスロット数の最
小および最大を示す線グラフ
Media Utilization (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月における平均メディア使用率の見積もりを示
す線グラフ。メディア使用率とは、データで使用された合計メディア容量の割合、つまりメ
ディアの「満杯度」です。交換アクティビティーがあったメディアのみが含まれます。
Media Utilization Bands (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月におけるメディア帯域 (使用率の範囲) の見
積もりを示す線グラフ。帯域は、使用率の値がその範囲内であるメディアがある場合の
みグラフに表示されます。

0.001% 未満の帯域には、文字どおり空であるメディアと、内部ラベルは付いているもの
の実際のデータはないために実質的に空であるメディアの両方が含まれます。

Media Validation
選択した期間におけるメディア検証の合計数、および合格、失敗、不明の合計を示す線
グラフ。
Mounts (Hourly, Daily, Weekly, or Monthly)
選択した日付範囲の各時、日、週、または月におけるマウントの合計数を示す線グラフ。
プロットされる値は、マウント解除ではなくマウントの回数です。
Robot Health
STA で計算された Robot Health 別のロボットの現在数を示す棒グラフ。
SL8500 Dismount Efficiency (moves)
交換の一部としてマウント解除リクエストを完了するためにメディアが移動するレールの
合計数をサマリーする棒グラフ。これには、ロボット、エレベータ、および PTP による移動
が含まれます。メディアが停止せずにレール上を移動した場合、そのレールはカウントに
含まれません。例:

• ドライブから同じレールのメディアスロットにメディアが移動した場合、カウントは「1」で
す。
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• レール #4 のドライブからレール #1 のメディアスロットにメディアが移動した場合、カウ
ントは「2」です。

• レール #4 のドライブからレール #3 の PTP へ、そこから別ライブラリのレール #1 のド
ライブにメディアが移動した場合、カウントは「3」です。

注:

StorageTek ACSLS によって管理されるライブラリでメディアのフロートオプションが有効な場合、メ
ディアスロットがドライブと同じ LSM 内で使用可能なときには常にマウント解除による移動効率は
「1」です。

SL8500 Mount Efficiency (moves)
交換の一部としてマウントリクエストを完了するためにメディアが移動するレールの合計
数をサマリーする棒グラフ。これには、ロボット、エレベータ、および PTP による移動が含
まれます。メディアが停止せずにレール上を移動した場合、そのレールはカウントに含ま
れません。例:
• メディアスロットから同じレールのドライブにメディアが移動した場合、カウントは「1」で

す。

• レール #1 のメディアスロットからレール #4 のドライブにメディアが移動した場合、カウ
ントは「2」です。

• レール #1 のドライブからレール #3 の PTP へ、そこから別ライブラリのレール #4 のド
ライブにメディアが移動した場合、カウントは「3」です。

A.2. 表ポートレット
一部の表ポートレットは、関連データのポイントインタイムレポートです。その他には、選択し
た日付範囲における開始値、終了値、高値、低値を示す傾向レポートです。カーソルを表セル
の上に置くと、詳細な値および日付が含まれるツールチップが表示されます。

傾向レポートには、選択した日付範囲における開始値、終了値、高値、低値という最大 4 つ
の重要な値をプロットする小さな線グラフである、埋め込みのスパークチャートがあります。ス
パークチャートの詳細については、『STA 画面基本ガイド』を参照してください。

Data Read/Written Trends
選択した日付範囲における読み書きされたデータの量および平均データ圧縮率をサマ
リーします。

「Total Data Stored」の値は、示された日付における選択したライブラリのすべてのメディ
アに格納されているデータの合計量です。

表に表示される「Data Compression」の値は直近の整数に丸められ、表セルのツール
チップには小数値の詳細が表示されます。
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このポートレットには、過去 6 か月 (180 日) 内の日付における値のみが表示されます。
過去 6 か月よりも前の日付範囲でフィルタすると、ポートレットには許容範囲内にある日
付における値のみが表示されます。次に例を示します。

• 「Number of Days More Than 25」のフィルタでは、60 - 25 日前までの期間における値
が表示されます。

• 「Number of Days Less Than 75」のフィルタでは、60 日前から現在までの期間におけ
る値が表示されます。

• 「Number of Days More Than 200」のフィルタでは、データが表示されません。

Drive Capacity Planning (30 Days)
過去 30 日間における取り付けられたドライブスロット、取り付けられたドライブ、取り外さ
れたドライブ、およびドライブ使用率統計をサマリーします。

「Drives Under-utilized」カウントには、不明ドライブ (STA がデータを受信したことのない
ドライブ) および一度も使用されたことのないドライブが含まれます。

Drives Fewest Meters Between Recent Cleanings
直近の 2 回のクリーニングの間で使用されたメートル数がもっとも少ないドライブを一
覧表示します。表には、STA が少なくとも 2 回のクリーニングアクションを記録したドライ
ブのみが含まれます。これは現時点の状態です。
Drives Watch List
ドライブの健全性が「Action」または「Evaluate」であるドライブをサマリーします。ドライブ
のシリアル番号、モデル、Drive Health Indicator、Drive Health Trend、および最新の注釈
が一覧表示されます。これは現時点の状態です。
Media Capacity Planning (30 Days)
過去 30 日における取り付けられ、アクティブ化され、占有されたメディアスロット、取り外
されたメディア、およびメディア使用率統計をサマリーします。
Media Exceptions
カートリッジアクセスポート (CAP)、SL3000 アクセス拡張モジュール (AEM)、SL150 メー
ルスロット以外の何らかの方法でテープライブラリシステムから取り外されたメディアを
一覧表示します。これは現時点の状態です。
Media Validation
検証テストタイプ別にメディア検証結果をサマリーします。デフォルトで、このポートレット
には過去 14 日間のデータが表示されます。「Pass」、「Fail」、および「Unknown」列の値
は、次のように「MV Result」属性に基づきます。

• Use – 「MV Result」が「Use」

• Fail – 「MV Result」が「Failed」または「Degraded」

• Unknown – 「MV Result」が「Unknown」

この表では、完了した検証のみが報告されます。保留中または進行中の検証は含まれ
ません。これには、ホストアプリケーション、SL Console、ライブラリ CLI、STA など、すべて
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のソースによって開始された検証が含まれます。詳細については、「メディア検証イニシ
エータ」を参照してください。

Media Watch List
メディアの健全性が「Action」または「Evaluate」であるメディアをサマリーします。ボリュー
ムのシリアル番号 (volser)、タイプ、Media Health Indicator、Media Health Trend、および
最新の注釈が一覧表示されます。これは現時点の状態です。
Monitored Device Trends
選択した日付範囲におけるテープライブラリシステム内のリソース数をサマリーします。
情報には、ライブラリ、ロボット、CAP、パススルーポート (PTP)、エレベータ、ドライブ、メ
ディアのほか、CAP、SL3000 AEM、または SL150 メールスロットによって取り外されたメ
ディアが含まれます。

A.3. レポートポートレット

レポートポートレットは、テープライブラリシステムに関する現在の情報のテキストのみのサマ
リーです。

Data Read Report
メディアから読み込まれた合計データをサマリーします (日次の平均、日次の高点と低
点、平均圧縮率など)。
Data Written Report
メディアに書き込まれた合計データをサマリーします (日次の平均、日次の高点と低点、
平均圧縮率など)。
Drives Health Report
STA によって計算された Drive Health Indicator 別のドライブ数をサマリーします。
Library Status Report
ライブラリによって報告された Library Top-Level Indicator 別のライブラリ数をサマリー
します。
Media Health Report
STA によって計算された Media Health Indicator 別のメディア数をサマリーします。
「Unknown」カテゴリには、STA が十分なデータを受信しなかったために健全性を計算で
きていないメディアが含まれます。これは、次の理由で発生することがあります。

• メディアは、STA がモニターしている間にドライブにマウントされませんでした。

• メディアの「STA Supported」属性の値が「True」です。これは、メディアのタイプが
STA 分析の最小要件を満たしていないことを示しています (SDLT、LTO-2 メディアな
ど)。サポートされるメディアタイプの詳細については、『STA 要件ガイド』を参照してく
ださい。

Media Validation Report
実行された検証のブレークダウン、検証されたメディア数、使用されたドライブ数、検証
の経過時間など、メディア検証アクティビティーをサマリーします。
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Monitored Device Counts
テープライブラリシステムのモニター対象である合計デバイス数をサマリーします (ラ
イブラリ、ロボット、CAP、パススルーポート (PTP)、エレベータ、ドライブ、メディアのほ
か、CAP、SL3000 AEM、または SL150 メールスロットによって取り外されたメディアを含
む)

デフォルトで、このレポートには、現在の日付時点におけるすべてのデバイスが含まれ
ます。ただし、「STA Start Tracking Date (Days)」または「STA Start Tracking Date (No.
Days)」によってフィルタされているときは、「STA Start Tracking」の日付が指定された日
付範囲内または日数内であるデバイスの数がレポートカウントに含まれます。たとえば、
「STA Start Tracking Date Less Than 7 Days Ago」というフィルタを使用する場合、過去
7 日間にテープライブライブラリ環境に追加されたデバイスのみがレポートで計上され、
それよりも長い間モニターされているデバイスは含まれません。
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付録B 
STA の定義済みテンプレート

このセクションでは、各「Overview」、「Analysis」、および「Messages」画面の定義済みテンプ
レートについて簡潔に説明します。STA 定義済みテンプレートには常に、「STA–」接頭辞が
付けられています。

「Home」タブ

• 「「Dashboard」のテンプレート」

「Tape System Hardware」タブ

• 「「Complexes Overview」のテンプレート」

• 「「Libraries – Overview」のテンプレート」

• 「「Libraries – Messages」のテンプレート」

• 「「Drives – Overview」のテンプレート」

• 「「Drives – Analysis」のテンプレート」

• 「「Drives – Messages」のテンプレート」

• 「「Media – Overview」のテンプレート」

• 「「Media – Analysis」のテンプレート」

• 「「Media – Messages」テンプレート」

• 「「Robots Overview」のテンプレート」

• 「「CAPs Overview」のテンプレート」

• 「「PTPs Overview」のテンプレート」

• 「「Elevators Overview」のテンプレート」

「Tape System Activity」タブ

• 「「Alerts Overview」のテンプレート」

• 「「Exchanges Overview」のテンプレート」

• 「「Drive Cleanings Overview」のテンプレート」

• 「「Media Validation Overview」のテンプレート」

• 「「All Messages – Overview」のテンプレート」

• 「「All Messages – Analysis」テンプレート」
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B.1. 「Dashboard」のテンプレート

STA‐Default
テープライブラリシステムの状態、構成、および日常的なパフォーマンスの包括的なサマ
リーを提供します。
STA‐Dashboard-All-Graphs
使用可能なすべてのグラフポートレットをアルファベット順に表示します。このテンプレー
トは、Dashboard テンプレートやエグゼクティブレポートに含めるポートレットを選択する
際に役立ちます。
STA‐Dashboard‐All‐Reports
使用可能なすべてのレポートポートレットをアルファベット順に表示します。このテンプ
レートは、Dashboard テンプレートやエグゼクティブレポートに含めるポートレットを選択
する際に役立ちます。
STA‐Dashboard‐All‐Tables
使用可能なすべてのテーブルポートレットをアルファベット順に表示します。このテンプ
レートは、Dashboard テンプレートやエグゼクティブレポートに含めるポートレットを選択
する際に役立ちます。
STA‐Dashboard‐Nearline‐Daily
過去 30 日間のテープライブラリシステムのドライブおよびメディアアクティビティーに
関する日次サマリー情報を表示します。表示されるポートレットには、マウントアクティビ
ティー、I/O スループット、ドライブとメディアの利用率、およびドライブとメディアスロット
の可用性の概要が示されます。

注:

このテンプレートに表示されるデータは、毎日の終わりに更新されます。棒グラフの場合、データを
表示するには、少なくとも丸 1 日分のデータが STA により収集されている必要があります。折れ線
グラフの場合、2 つ以上のデータポイントが必要であるため、少なくとも 2 日分のデータが必要にな
ります。

STA‐Dashboard‐Nearline‐Hourly
過去 4 日間のテープライブラリシステムのドライブおよびメディアアクティビティーに関
する日次サマリー情報を表示します。表示されるポートレットには、マウントアクティビ
ティー、I/O スループット、ドライブとメディアの利用率、およびドライブとメディアスロット
の可用性の概要が示されます。
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注:

このテンプレートに表示されるデータは、毎時間の最後に更新されます。棒グラフの場合、データを
表示するには、少なくとも丸 1 時間分のデータが STA により収集されている必要があります。折れ
線グラフの場合、2 つ以上のデータポイントが必要であるため、少なくとも 2 時間分のデータが必要
になります。

STA‐Dashboard‐Nearline‐Monthly
過去 365 日間のテープライブラリシステムのドライブおよびメディアアクティビティーに
関する月次サマリー情報を表示します。表示されるポートレットには、マウントアクティビ
ティー、I/O スループット、ドライブとメディアの利用率、およびドライブとメディアスロット
の可用性の概要が示されます。

注:

このテンプレートに表示されるデータは、毎月の最後に更新されます。棒グラフの場合、データを表
示するには、少なくとも丸 1 か月分のデータが STA により収集されている必要があります。折れ線
グラフの場合、2 つ以上のデータポイントが必要であるため、少なくとも 2 か月分のデータが必要に
なります。

STA‐Dashboard‐Nearline‐Weekly
過去 100 日間のテープライブラリシステムのドライブおよびメディアアクティビティーに
関する日次サマリー情報を表示します。表示されるポートレットには、マウントアクティビ
ティー、I/O スループット、ドライブとメディアの利用率、およびドライブとメディアスロット
の可用性の概要が示されます。

注:

このテンプレートに表示されるデータは、毎週の最後に更新されます。棒グラフの場合、データを表
示するには、少なくとも丸 1 週間分のデータが STA により収集されている必要があります。折れ線
グラフの場合、2 つ以上のデータポイントが必要であるため、少なくとも 2 週間分のデータが必要に
なります。

STA‐Dashboard‐Quick‐Start
テープライブラリシステムの全体的な構成および状態に関する情報を表示します。『STA
クイックスタートガイド』を参照してください。

B.2. 「Complexes Overview」のテンプレート

STA‐Default
基本的なライブラリコンプレックス構成を表示します。
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STA-Complex-All
ライブラリコンプレックスのグラフおよびテーブル属性をすべて表示します。
STA-Complex-Configuration
ライブラリコンプレックスの物理およびパーティションの構成に関する情報を表示します。
STA-Complex-Utilization
ライブラリコンプレックスの物理構成を表示し、コンプレックス内にアクティビティー (入
力数と取り出し数、マウント数とマウント解除数、ドライブ使用率を含む) の概要を表示し
ます。

B.3. 「Libraries – Overview」のテンプレート

STA-Default
基本的なライブラリプロパティーと構成の情報を表示します。
STA-Lib-All
すべてのライブラリテーブル属性を表示します。
STA-Lib-Base-Information
基本ライブラリ構成および比較的静的なデータを表示します。ライブラリの説明およびイ
ンベントリのリスト作成に役立ちます。
STA-Lib-Configuration
ライブラリの物理およびパーティションの構成に関する情報を表示します。接続の問題
のトラブルシューティングに役に立つ接続情報も含まれています。
STA-Lib-Health
ライブラリの健全性、ファームウェア、および STA との SNMP 接続に関する情報を表示
します。
STA‐Lib‐Quick‐Start
ライブラリの全体的な構成および状態に関する情報を表示します。『STA クイックスター
トガイド』を参照してください。
STA-Lib-Utilization
ライブラリのアクティビティーおよびドライブ利用の量と割合に関するサマリー情報を表
示します。

B.4. 「Libraries – Messages」のテンプレート
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STA-Default
関係するライブラリとデバイスの詳細を含む、SNMP トラップを表示します。トラップ
タイプが CAP、ハートビート、ライブラリ環境のチェック、ライブラリのログ、ライブラリ
のステータス、および PTP であるメッセージが含まれています。一部のメッセージは、
「Drives – Messages」および「Media – Messages」画面に表示されることもあります。

B.5. 「Drives – Overview」のテンプレート

STA-Default
ドライブ構成情報およびドライブで最近発生した交換のステータスを表示します。
STA-Drive-All
ドライブのグラフおよびテーブル属性をすべて表示します。
STA-Drive-Base-Information
基本ドライブ構成および比較的静的なデータを表示します。ドライブの説明およびインベ
ントリのリスト作成に役立ちます。
STA-Drive-Enterprise-Performance
エンタープライズドライブのみのサマリーパフォーマンスデータを表示します。
STA-Drive-Health
すべてのドライブの健全性およびアクティビティーに関する現在の情報とサマリー情報
を表示します。
STA-Drive-Last-Exchange
各ドライブで発生した前回の交換に関する情報を表示します。
STA-Drive-LTO-Performance
LTO ドライブのみのパフォーマンスデータを表示します。
STA-Drive-LTO-Utilization
LTO ドライブのみの利用率統計を表示します。
STA‐Drive‐MV
STA メディア検証を実行するための条件を満たすドライブを表示します。表示される属
性は、検証ドライブプールに割り当て可能なドライブのパフォーマンスの選択やモニタリ
ングに役立つ詳細を提供します。
STA-Drive-Performance-30-Days
過去 30 日間のすべてのドライブのサマリーパフォーマンスデータを表示します。
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STA-Drive-Utilization
すべてのドライブの利用率統計を表示します。

B.6. 「Drives – Analysis」のテンプレート

STA-Default
現在のドライブの健全性の概要を、ライブラリコンプレックスごとに表示します。
STA-Drive-Firmware-Levels
現在のドライブファームウェアレベルの概要を、ドライブタイプごとに示します。
STA-Drive-Read-Marginal
適用可能なドライブの「Exchange Read Marginal」ステータスの概要を、ライブラリコンプ
レックス名ごとに表示します。StorageTek T10000 ドライブのみに適用できます。

B.7. 「Drives – Messages」のテンプレート

STA-Default
関係するドライブの詳細を含む、SNMP トラップを表示します。トラップタイプがドライブ、
ライブラリ環境のチェック、およびライブラリのログであるドライブ関連のメッセージが含
まれています。一部のメッセージは、「Libraries – Messages」および「Media – Messages」
画面に表示されることもあります。

B.8. 「Media – Overview」のテンプレート
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STA-Default
メディア、最近の交換、および関係するドライブに関する基本情報を表示します。
STA-Media-All
すべてのメディアグラフおよびテーブル属性を表示します。
STA- Media-Base-Information
基本メディア情報および比較的静的なデータを表示します。メディアの説明およびインベ
ントリのリスト作成に役立ちます。
STA-Media-Cleaning
クリーニングメディアのみに関する基本情報を表示します。また、クリーニングメディアの
最近の交換および関係するドライブのステータスも表示します。
STA-Media-Expired
期限切れのメディアの情報を表示します。Oracle サポート担当者 から、エラーログ情報
を送信する前にこのテンプレートを使用するよう求められることがあります。
STA-Media-Health
すべてのメディアの健全性およびアクティビティーに関する現在の情報とサマリー情報
を表示します。
STA-Media-Last-Exchange
各メディアの前回の交換に関する情報を表示します。
STA-Media-LTO-Performance
LTO メディアのみのサマリーパフォーマンス情報を表示します。
STA-Media-LTO-Utilization
LTO メディアのみのサマリー利用率情報を表示します。
STA-Media-MIR-Stats
メディア情報レコード (MIR) からのデータを表示します。
STA‐Media‐MV‐Calibration
キャリブレーションメディア論理グループに割り当てられているメディアに関する詳細 (メ
ディアが実行した最後のキャリブレーションに関する情報を含む) を表示します。
STA‐Media‐MV‐Performed
過去 30 日以内に検証されたメディアを表示します。表示される属性は、これらのメディ
アで実行されたメディア検証操作に関する詳細を提供します。
STA-Media-Stats-Last-Exchange
各メディアの前回の交換に関するスループットおよび効率性の情報を表示しま
す。Oracle サポート担当者 から、エラーログ情報を送信する前にこのテンプレートを使用
するよう求められることがあります。
STA‐Media‐T10K‐Performance
T10000 メディアのみのサマリーパフォーマンス情報を表示します。
STA‐Media‐T10K‐Utilization
T10000 メディアのみのサマリー利用率情報を表示します。
STA-Media-Utilization
すべてのメディアのサマリー利用率情報を表示します。
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B.9. 「Media – Analysis」のテンプレート

STA-Default
現在のメディアの健全性の概要を、ライブラリコンプレックスごとに表示します。
STA-Media-HealthByMediaType
現在のメディアの健全性の概要を、メディアタイプごとに表示します。

B.10. 「Media – Messages」テンプレート

STA-Default
関係するメディアの詳細を含む、SNMP トラップを表示します。トラップタイプがライブラ
リ環境のチェックおよびライブラリのログである、メディア関連のメッセージが含まれてい
ます。一部のメッセージは、「Libraries – Messages」および「Drives – Messages」画面に表
示されることもあります。

B.11. 「Robots Overview」のテンプレート

STA-Default
すべてのライブラリロボットのプロパティーおよびアクティビティーを表示します。
STA‐Robot‐All
すべてのライブラリロボットで使用可能なすべてのデータ属性を表示します。

B.12. 「CAPs Overview」のテンプレート

STA-Default
すべてのライブラリカートリッジアクセスポート (CAP)、SL3000 Access Expansion
Module (AEM)、および SL150 メールスロットのプロパティーとアクティビティーを表示し
ます。
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STA‐CAP‐All
すべてのライブラリ CAP、SL3000 AEM、および SL150 メールスロットで使用可能なすべ
てのデータ属性を表示します。

B.13. 「PTPs Overview」のテンプレート

STA-Default
すべての SL8500 ライブラリパススルーポート (PTP) のプロパティーとアクティビティー
を表示します。
STA‐PTP‐All
すべての SL8500 ライブラリ PTP で使用可能なすべてのデータ属性を表示します。

B.14. 「Elevators Overview」のテンプレート

STA-Default
すべての SL8500 ライブラリエレベータのプロパティーおよびアクティビティーを表示しま
す。
STA‐Elevator‐All
すべての SL8500 ライブラリエレベータで使用可能なすべてのデータ属性を表示します。

B.15. 「Alerts Overview」のテンプレート

STA-Default
すべての STA アラートのサマリー情報を表示します。表示される属性で、アラートポリ
シー、重要度、条件、およびアラートが生成されるテープライブラリシステムのリソースま
たはイベントを識別できます。
STA‐Alert‐All
すべての STA アラートで使用可能なすべての属性を表示します。
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B.16. 「Exchanges Overview」のテンプレート

STA-Default
各交換に関係するドライブ、メディア、およびライブラリの識別情報とステータス情報を表
示します。
STA-Exchange-Alerts-All
交換時に発生するアラートに関する情報を表示します。アラートを生成しなかった交換は
含まれません。
STA-Exchange-Alerts-Errors
1 つ以上の重大または警告のテープアラートが発生したすべての交換を表示します。表
示される属性は、発生したエラーのタイプに関する詳細を提供します。重大なテープア
ラートは、データを危険にさらす可能性のある交換時のエラーを示します。警告のテープ
アラートは、ハードウェア障害が関係している可能性のあるエラーを示します。

Oracle サポート担当者 から、エラーログ情報を送信する前にこのテンプレートを使用す
るよう求められることがあります。
STA-Exchange-Alerts-Informational
1 つ以上の情報テープアラートが発生したすべての交換を表示します。表示される属性
は、発生したアラートのタイプに関する詳細を提供します。情報テープアラートは、クリー
ニングアラートのように、交換時のエラーを意味しません。
STA-Exchange-Alerts-Severe
1 つ以上の重大テープアラートが発生したすべての交換を表示します。表示される属性
は、発生したエラーのタイプに関する詳細を提供します。重大なテープアラートは、データ
を危険にさらす可能性のある交換時のエラーを示します。
STA-Exchange-Alerts-Warning
1 つ以上の警告のテープアラートが発生したすべての交換を表示します。表示される
属性は、発生したエラーのタイプに関する詳細を提供します。警告のテープアラートは、
ハードウェア障害が関係している可能性のある交換時のエラーを示します。
STA-Exchange-Base Information
すべての交換の基本情報 (ドライブやボリュームのシリアル番号、ドライブやメディアの
健全性、ドライブやメディアの交換ステータス、MB 読み取りと書き込み、時間など) を表
示します。
STA-Exchange-MIR-Alerts
メディア情報レコード (MIR) 関連のアラートが発生したすべての交換を表示しま
す。Oracle サポート担当者 から、エラーログ情報を送信する前にこのテンプレートを使用
するよう求められることがあります。
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B.17. 「Drive Cleanings Overview」のテンプレート

STA-Default
各クリーニング交換に関係するドライブ、メディア、およびライブラリの識別情報とステー
タス情報を表示します。
STA-Cleaning-All
すべてのクリーニング交換属性を表示します。
STA-Cleaning-Base-Information
すべてのクリーニング交換の基本情報 (ドライブやボリュームのシリアル番号、ドライブ
の有効期間クリーン、現在および最大のクリーニング使用) を表示します。

B.18. 「Media Validation Overview」のテンプレート

STA-Default
すべてのメディア検証リクエストのサマリー情報を表示します。表示される属性は、リクエ
ストの状態、検証テスト、イニシエータ、およびポリシー名 (適用可能な場合) を示します。
問題のあるリクエストに対する推奨アクションを含む、完了した検証の検証結果が表示
されます。
STA‐MediaValidation‐All
すべてのメディア検証で使用可能なすべての属性を表示します。

B.19. 「All Messages – Overview」のテンプレート

STA-Default
関係するライブラリとデバイスの詳細を含む、SNMP トラップを表示します。
STA-Messages-All
SNMP トラップで使用可能なすべての属性を表示します (この画面で使用可能なグラフ
はありません)。
STA- Messages-Base-Information
SNMP トラップの基本データを表示します。STA メッセージの概要、説明、およびリスト表
示に役立ちます。
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B.20. 「All Messages – Analysis」テンプレート

STA-Default
STA メッセージの重大度レベルの概要を、ライブラリコンプレックスごとに表示します。
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付録C 
STA ダイアログボックスリファレンス

このセクションには、次のタイプの STA データ入力ダイアログボックスに関するリファレンス
情報が含まれています。

• 「Login」ダイアログボックス

• ダッシュボードのダイアログボックス

• フィルタのダイアログボックス

• メディア検証の概要のダイアログボックス

• 論理グループのダイアログボックス

• 「Alerts Policies」ダイアログボックス

• エグゼクティブレポートポリシーのダイアログボックス

• テンプレート管理のダイアログボックス

• メディア検証ポリシーのウィザードおよびダイアログボックス

• サービスログのダイアログボックス

• SNMP 接続のダイアログボックス

• ユーザー管理のダイアログボックス

• 電子メール構成のダイアログボックス

ユーザー設定および表に関連するダイアログボックスの説明については、『STA 画面基本ガ
イド』を参照してください。

C.1. 「Login」ダイアログボックス

• 「Login」
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C.1.1. Login

C.1.1.1. 説明

このダイアログボックスは、ブラウザで STA サーバーの URL を入力するときに表示されま
す。ログイン用の STA ユーザー名およびパスワードは、STA 管理者から提供されます。

注:

ログインに成功するには最大で 5 回の機会があります。失敗したログイン試行が 5 分以内に 5 回ある
と、ユーザーアカウントが 30 分間ロックアウトされます。セキュリティー上の理由から、STA 管理者であっ
てもロックアウト期間中にアカウントをリセットすることはできないため、再度ログインを試行するまで 30
分間待つ必要があります。

C.1.1.2. 画面のフィールド
Username
必須。

ログインに使用する STA ユーザー名を入力します。
Password
必須。

STA ユーザー名に割り当てられたパスワードを入力します。

C.1.1.3. ボタン
Login
クリックすると、ログインします。ユーザー名およびパスワードが認証されると、
「Dashboard」に移動します。

注:

「Dashboard」の前に、「Accessibility Settings」ダイアログボックスが表示されることがあります。

C.1.1.4. 関連項目

• 「STA へのログイン」
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C.2. ダッシュボードのダイアログボックス
• 「Annotate」

C.2.1. Annotate

C.2.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、「Dashboard」ポートレット注釈を追加または変更できます。これ
は、「Dashboard」ポートレットで「Portlet Information」をクリックすると表示されます。

注:

入力するテキストは、現在の「Dashboard」テンプレートに固有です。たとえば、「Drive Health」ポートレット
はいくつかの「Dashboard」テンプレートに表示され、「Drive Health」ポートレットの各インスタンスには異
なる注釈が関連付けられています。

注:

注釈テキストは STA ユーザー名に固有です。たとえば、あるユーザーが「Drive Health」ポートレットで入
力した注釈は、別の STA ユーザー名を使用してログインしたユーザーには表示されません。

C.2.1.2. 画面のフィールド

You may add additional notes to this panel:
エグゼクティブレポートに表示するテキストを入力します。

注釈の長さの最大は 1,000 ASCII 文字です。太字や色などの書式オプションはありま
せん。また、強制的な改行などの余白オプションは、エグゼクティブレポートでは保存さ
れません。
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C.2.1.3. ボタン

Save Annotation
クリックすると、注釈をダッシュボードポートレットに適用します。
Cancel
クリックすると、注釈を適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.2.1.4. 関連項目

• 「「Dashboard」ポートレットの注釈の追加または変更」

C.3. フィルタのダイアログボックス

• 「Filter Data」

C.3.1. Filter Data

C.3.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、リストビュー表またはピボットテーブルでデータをフィルタする
ときに使用する条件を指定できます。条件は必要な数だけ指定できます。



フィルタのダイアログボックス

付録C STA ダイアログボックスリファレンス · 469

このダイアログボックスは、表ツールバーの「Filter Data」をクリックすると表示されます。

C.3.1.2. 画面のフィールド

Filter Matching
フィルタに使用する一致のタイプを示します。オプションは次のとおりです。
• Match ANY of the following – 指定する条件のいずれかと一致する表レコードを選択

します。これはデフォルトです。

• Match ALL of the following – 指定する条件のすべてと一致するレコードのみを選択
します。

フィルタ条件リスト
表に適用するフィルタ条件を入力します。行は必要な数だけ追加できます。行ごとに、次
のメニュー選択を使用して条件を指定します。
• 表属性 – 表で使用可能なすべての属性がメニューに一覧表示されます。

注:

選択する属性の名前が判明している場合は、最初の数文字を入力すると、メニュー内のその項
目にカーソルをすばやく移動させることができます。

• フィルタ演算子 – フィルタ演算子は、属性タイプによって異なります。

• 属性値 – 属性値は、属性によって異なります。

メニューの選択肢の詳細については、「属性タイプ別のフィルタ演算子」を参照してくだ
さい。

C.3.1.3. ボタン

新しいフィルタ条件行の追加
クリックすると、フィルタ条件のリストに新しい行を追加します。
このフィルタ条件行の削除
クリックすると、フィルタ条件の現在の行を削除します。
Apply
クリックすると、エントリを適用します。表が更新され、指定した選択条件を満たすレコード
のみが表示されます。
Reset
クリックすると、ダイアログボックスをデフォルト設定にリセットします。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.3.1.4. 関連項目

• 「「Filter Data」ダイアログボックスを使用したテーブルフィルタの変更」
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C.4. メディア検証の概要のダイアログボックス

• 「リクエストの取消し」

• 「Resubmit Media」

• 「Reorder Pending Requests」

C.4.1. リクエストの取消し

C.4.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したメディア検証リクエストを取り消すことができます。こ
れは、「Media Validation Overview」画面で進行中または保留中のメディア検証リクエストを
選択し、「Cancel」をクリックしたときに表示されます。

C.4.1.2. ボタン

Yes
クリックすると、選択したメディア検証リクエストを取り消します。
No
クリックすると、メディア検証リクエストを取り消さずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.4.1.3. 関連項目

• 「保留中のメディア検証リクエストの取り消し」

• 「進行中の「Complete Verify」検証の取り消し」
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C.4.2. Resubmit Media

C.4.2.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したメディア検証リクエストを再送信できます。これ
は、「Media Validation Overview」画面で完了済みのメディア検証リクエストを選択
し、「Resubmit Media」をクリックしたときに表示されます。

C.4.2.2. 画面のフィールド

Validation test to run
実行するメディア検証を選択します。メニューには、T10000C および T10000D ドライブで
使用可能なすべての検証テストが一覧表示されます。
Perform validations from beginning of tape
「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」を選択した場合のみ表示されます。
テープの先頭 (BOT) からすべての選択したメディアを検証する場合は、このオプション
を選択します。
Resume interrupted validations when possible, otherwise start at beginning
「Complete Verify」または「Complete Verify Plus」を選択した場合のみ表示されます。前
回の検証の終了位置をメディア情報レコード (MIR) から判断できるときにそこからすべ
ての選択したメディアを検証する場合は、このオプションを選択します。
Drive
使用する検証ドライブを選択します。メニューには、スタンドアロンライブラリまたはライブ
ラリコンプレックス内のすべての検証ドライブが表示されます。

このオプションは、検証対象として選択したすべてのメディアが同一のスタンドアロンラ
イブラリまたはライブラリコンプレックス内にある場合のみ使用できます。このオプション
を使用できない場合、STA は、互換性のあるドライブを自動で選択して検証を実行しま
す。
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C.4.2.3. ボタン
OK
クリックすると、リクエストを送信します。
Cancel
クリックすると、リクエストを送信せずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.4.2.4. 関連項目

• 「手動メディア検証リクエストの送信」

C.4.3. Reorder Pending Requests

C.4.3.1. 説明

このダイアログボックスでは、保留中のメディア検証リクエストを並べ替えることができます。
これは、「Media Validation Overview」画面で「Reorder Pending Requests」をクリックすると
表示されます。

C.4.3.2. 画面のフィールド
Reorder Pending Requests
すべての保留中のメディア検証リクエストを実行順に一覧表示します。並べ替える 1 つ
以上のリクエストを選択します。このフィールドは複数選択をサポートしています。

C.4.3.3. ボタン
Ordering arrows
これらのボタンは、「Reorder Pending Requests」リストで 1 つ以上の項目を選択した場合
のみアクティブです。

矢印 説明

選択した項目 (複数可) を 1 回につき 1 つ上または下に移動します。

選択した項目をリストの一番上または一番下に移動します。
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OK
クリックすると、更新を適用します。
Cancel
クリックすると、更新を適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.4.3.4. 関連項目

• 「保留中のメディア検証リクエストの再順序付け」

C.5. 論理グループのダイアログボックス

• 「Logical Groups」

• 「「Create Logical Group」または「Edit Logical Group」」

• 「Delete Logical Group」

• 「Unassign Entities」

C.5.1. Logical Groups

C.5.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、ドライブまたはメディアを手動論理グループに追加できます。こ
れは、「Drives – Overview」または「Media – Overview」画面で 1 つ以上のドライブまたはメ
ディアを選択して「Logical Groups」をクリックしたときに表示されます。

C.5.1.2. 画面のフィールド

論理グループへの追加メニュー
選択したドライブまたはメディアの追加先論理グループを選択します。
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C.5.1.3. ボタン

OK
クリックすると、エントリを適用します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.5.1.4. 関連項目

• 「手動論理グループへのドライブおよびメディアの追加」

C.5.2. 「Create Logical Group」または「Edit Logical Group」

C.5.2.1. 説明

このダイアログボックスでは、手動および動的の論理グループを作成できます。動的グルー
プの場合は、このダイアログボックスを使用して、グループのドライブおよびメディアを選択す
るために照合するポリシー条件を定義します。

このダイアログボックスは、「Logical Groups」画面で「Add Logical Group」または「Edit
Logical Group」をクリックしたときに表示されます。

C.5.2.2. 画面のフィールド

Logical Group Name
論理グループにユーザーが割り当てた名前。エントリは最大 249 文字の英数字にするこ
とができ、一意にする必要があります。
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Logical Group Type
「Create Logical Group」ダイアログボックスの必須フィールド。「Edit Logical Group」ダイ
アログボックスの表示専用フィールド。

論理グループのタイプを示します。オプションは次のとおりです。

• Dynamic – ドライブおよびメディアは、定義した選択条件に基づいて、このグループ用
に自動で選択されます。

• Manual – ドライブおよびメディアは、このグループ用に手動で選択されます。

Filter Matching

注:

このフィールドは、動的論理グループのみに表示されます。

選択条件に使用する一致のタイプを示します。オプションは次のとおりです。

• Match ANY of the following – 指定する条件のいずれかと一致するドライブおよびメ
ディアを選択します。これはデフォルトです。

• Match ALL of the following – 指定する条件のすべてと一致するドライブおよびメディ
アのみを選択します。

Selection criteria rows

注:

これらのフィールドは、動的論理グループのみに表示されます。

このグループ用に使用する選択条件を入力します。行は必要な数だけ追加できます。行
ごとに、次のメニュー選択を使用して条件を指定します。

• ドライブおよびメディアの属性 – 選択したドライブおよびメディアの属性がメニューに
一覧表示されます。完全なリストについては、「動的グループの選択条件」を参照して
ください。

注:

選択する属性の名前が判明している場合は、最初の数文字を入力すると、メニュー内のその項
目にカーソルをすばやく移動させることができます。

• 選択演算子 – 選択演算子は、属性タイプによって異なります。これらは、「Filter Data」
ダイアログボックスの演算子と似ています。詳細は、「属性タイプ別のフィルタ演算
子」を参照してください。

• 属性値 – 属性値は、属性によって異なります。
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C.5.2.3. ボタン
新しいフィルタ条件行の追加

注:

このボタンは、動的論理グループのみに表示されます。

クリックすると、選択条件のリストに新しい行を追加します。
このフィルタ条件行の削除

注:

このボタンは、動的論理グループのみに表示されます。

クリックすると、関連する選択条件行を削除します。
Save
クリックすると、論理グループを保存します。動的グループの場合、STA は、指定された
選択条件に従ってグループの構築を開始します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.5.2.4. 関連項目

• 「手動論理グループの作成」

• 「動的論理グループの作成および定義」

C.5.3. Delete Logical Group

C.5.3.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択した論理グループを削除するかどうかを確認できます。こ
れは、「Logical Groups」画面で論理グループを選択してから「Delete」をクリックしたときに表
示されます。

C.5.3.2. ボタン
Yes
クリックすると、選択した論理グループを削除します。
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No
クリックすると、削除を取り消し、選択した論理グループを保持します。

C.5.3.3. 関連項目

• 「論理グループの削除」

C.5.4. Unassign Entities

C.5.4.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したドライブまたはメディアを手動論理グループから削除
するかどうかを確認できます。これは、「Logical Groups」画面の「Drives」または「Media」表で
1 つ以上のレコードを選択してから「Unassign Entities」をクリックしたときに表示されます。

C.5.4.2. ボタン

Yes
クリックすると、選択したドライブまたはメディアをグループから削除します。
No
クリックすると、削除を取り消し、グループ内で選択したドライブまたはメディアを保持しま
す。

C.5.4.3. 関連項目

• 「手動論理グループからのドライブおよびメディアの削除」

C.6. 「Alerts Policies」ダイアログボックス

• 「「Alert Policy」ウィザード」
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C.6.1. 「Alert Policy」ウィザード

C.6.1.1. 説明

このウィザードでは、新しいアラートポリシーを定義および有効化することができます。また、
既存のポリシーの情報を変更することもできます。

このウィザードは、「Alerts Policies」画面で「New Alert Policy」または「Edit Alert Policy」を
選択したときに表示されます。

C.6.1.2. 画面のフィールド
Policy Name

Policy Name
アラートポリシーにユーザーが割り当てた名前。エントリは最大 250 文字の英数字にす
ることができ、一意にする必要があります。
Policy Description
オプションのフィールド。アラートポリシーにユーザーが割り当てた説明。

Policy Type

Entity Type
このポリシーによってアラートが生成される可能性のあるライブラリシステムコンポーネ
ントまたはイベントのタイプを選択します。
Select Severity
アラートポリシーの重要度レベルを選択します。オプションは次のとおりです。
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• Severe – 1 時間ごとにアラートを生成する可能性があります

• Warning – 24 時間ごとにアラートを生成する可能性があります

• Informative – 1 つだけアラートを生成する可能性があります

Alert Criteria

Filter Matching
アラートポリシー条件に使用する一致のタイプを示します。オプションは次のとおりです。
• Match ANY of the following – 指定する条件のいずれかと一致するときにアラートを

トリガーします。これはデフォルトです。

• Match ALL of the following – 指定する条件のすべてと一致するときに限りアラートを
トリガーします。

Alert criteria rows
このアラートポリシー用に使用する条件を入力します。行は必要な数だけ追加できます。
行ごとに、次のメニュー選択を使用して条件を指定します。
• 属性 – 属性は、選択したエンティティタイプによって異なります。

注:

選択する属性の名前が判明している場合は、最初の数文字を入力すると、メニュー内のその項
目にカーソルをすばやく移動させることができます。

• 選択演算子 – 選択演算子は、属性タイプによって異なります。これらは、「Filter Data」
ダイアログボックスの演算子と似ています。詳細は、「属性タイプ別のフィルタ演算
子」を参照してください。

• 属性値 – 属性値は、属性によって異なります。

Recipients

Email Recipients
このポリシーからアラートが生成されたときに必ず電子メールを受信する各電子メール
アドレスのチェックボックスを選択します。

Review

Enable Alert Policy
チェックボックスを選択すると、ポリシーを作成してただちに有効化します。チェックボッ
クスを選択解除すると、ポリシーを作成しますが、無効なままにしておきます。あとで有効
にすることができます。

C.6.1.3. ボタン
ブレッドクラム
ウィザードの画面のうちすでにアクセスした画面と直後の画面のブレッドクラムがアク
ティブ化されます。リンクをクリックすると、選択した画面に直接移動します。
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Back
クリックすると、ウィザードで前の画面に戻ります。
Next
クリックすると、ウィザードで次の画面に移動します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、ウィザードを終了します。
Save

注:

このボタンは、ウィザードの最後の画面にのみ表示されます。

クリックすると、エントリを適用し、アラートポリシーを作成または更新します。

C.6.1.4. 関連項目

• 「アラートポリシーの作成」

• 「アラートポリシーの変更」

C.7. エグゼクティブレポートポリシーのダイアログボックス

• 「Add/Edit Executive Reports Policy」

• 「Reports」

• 「Delete」

C.7.1. Add/Edit Executive Reports Policy
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C.7.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、名前、ソースダッシュボードテンプレート、実行頻度、共有ス
テータス、電子メール受信者などのエグゼクティブレポート定義を定義または変更すること
ができます。

このダイアログボックスは、「Executive Reports Policies」画面で「Add」または「Edit」をクリッ
クしたときに表示されます。

C.7.1.2. 画面のフィールド

Report Name
レポートに割り当てる名前を入力します。エントリには 255 文字までの英数字を使用でき
ます。
Source Dashboard Template
メニューには、現在の STA ユーザー名で使用可能なすべてのダッシュボードテンプレー
トが一覧表示されます。エグゼクティブレポートの基として使用するテンプレートを選択
します。レポートには、このテンプレート内のすべての情報が含まれます。
Locale
メニューには、エグゼクティブレポートを生成できるすべての言語が一覧表示されます。
「English」を選択します。
Start Date
このレポートのスケジュール実行を開始する日付を指定します。レポートは、この日付か
ら開始して、00:30 UTC の直後に実行されます。デフォルトは翌日であり、定義した次の
日の 00:30 UTC にレポートが初回実行されます。
Run Frequency
メニューで、レポートを実行する頻度を選択します。オプションは次のとおりです。

• Daily

• Every 7 days

• Every 30 days

• Every 90 days

• Every 365 days

Shared
このフィールドでは、STA ユーザーインタフェースでこのレポートをすべての STA ユー
ザーと共有することができるかどうかを指定できます。次のオプションの 1 つを選択する
必要があります。

• Public – レポートは、すべてのユーザーが使用できます。

• Private – レポートは、現在の STA ユーザー名のみが使用できます。これは、電子メー
ル受信者リストには影響せず、STA に定義された任意のアドレスに対してレポートの
コピーを電子メールで送信できます (後述)。
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Email Recipients
各レポート実行後にこのレポートのコピーを電子メールで送信する宛先となる電子メー
ルアドレスを指定します。電子メールは、レポートの PDF 添付ファイル付きで各アドレス
に送信されます。

メニューには、STA に定義されたすべての電子メールアドレスが一覧表示されます。メ
ニューで、このレポートを受信する各電子メールアドレスの横にあるチェックボックスを選
択します。アドレスは必要な数だけ選択できます。「All」チェックボックスを選択すると、リ
スト内のすべてのチェックボックスが選択されます。

C.7.1.3. ボタン

Save
クリックすると、エントリを適用します。レポートは、最初のスケジュール済み日付に自動
で実行されます。「Setup & Administration」を選択して、「Executive Reports Policies」
を選択することで、レポートを手動で実行することもできます。
Save and Run
クリックすると、エントリを適用し、このレポートをただちに実行します。これは、レポートの
定期スケジュールに影響を与えません。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.7.1.4. 関連項目

• 「エグゼクティブレポートポリシーの作成または変更」

C.7.2. Reports

C.7.2.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したエグゼクティブレポートを実行するかどうかを確認で
きます。レポートは、最初の利用可能な機会に実行されます (最大 2 分遅れることがありま
す)。

このダイアログボックスは、「Executive Reports Policies」画面で「Run」をクリックしたときに
表示されます。
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C.7.2.2. ボタン

OK
クリックすると、レポートを実行します。
Cancel
クリックすると、レポートを実行せずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.7.2.3. 関連項目

• 「エグゼクティブレポートのオンデマンド実行」

C.7.3. Delete

C.7.3.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したエグゼクティブレポート定義を削除するかどうかを確
認できます。

このダイアログボックスは、「Executive Reports Policies」画面で「Delete」をクリックしたときに
表示されます。

C.7.3.2. ボタン

Yes
クリックすると、選択したエグゼクティブレポート定義を削除します。これは、すでに実行
されたこのレポートのコピーに影響せず、「Home」を選択して、「Executive Reports」を選
択することで引き続き表示できます。
No
クリックすると、削除を取り消し、選択したエグゼクティブレポート定義を保持します。

C.7.3.3. 関連項目

• 「エグゼクティブレポートポリシーの削除」

C.8. テンプレート管理のダイアログボックス
• 「「Reset」 (テンプレート)」
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• 「Import Template」

• 「Rename Template」

• 「Delete Template」

• 「Save Template」

• 「Save Template (上書き)」

• 「Default Template」

C.8.1. 「Reset」 (テンプレート)

C.8.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、削除されたすべての STA 事前定義済みテンプレートを復元で
きます。テンプレートが復元され、すべてのユーザーが使用できるようになります。

このダイアログボックスは、「Templates Management」画面で「Restore Predefined
Templates」をクリックしたときに表示されます。

C.8.1.2. 画面のフィールド

なし

C.8.1.3. ボタン
Yes
クリックすると、すべての STA 事前定義済みテンプレートを復元します。
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No
クリックすると、テンプレートを復元せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.8.1.4. 関連項目

• 「STA 定義済みテンプレートの復元」

C.8.2. Import Template

C.8.2.1. 説明

このダイアログボックスでは、自分の STA ユーザー名で使用できるようにテンプレートを
ローカルコンピュータからインポートできます。

C.8.2.2. 画面のフィールド

Template File
「Browse」をクリックして、インポートするテンプレートファイルの場所に移動します。ファ
イルには、.xml 拡張子が付いている必要があります。

C.8.2.3. ボタン

OK
クリックすると、指定したテンプレートをインポートします。
Cancel
クリックすると、テンプレートをインポートせずに、ダイアログボックスを閉じます。



テンプレート管理のダイアログボックス

486

C.8.2.4. 関連項目

• 「テンプレートのインポート」

C.8.3. Rename Template

C.8.3.1. 説明

このダイアログボックスでは、カスタムテンプレートの名前を変更できます。

C.8.3.2. 画面のフィールド

New Name
割り当てる名前を入力します。エントリは最大 255 文字の英数字にすることができ、一意
にする必要があります。

C.8.3.3. ボタン

OK
クリックすると、変更を適用します。
Cancel
クリックすると、変更を適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.8.3.4. 関連項目

• 「テンプレート名の変更」
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C.8.4. Delete Template

C.8.4.1. 説明

このダイアログボックスでは、テンプレートの削除を確認できます。これは、確認の設定でテ
ンプレートの削除前に確認を求めるように指定されている場合に、「Templates Management」
画面で「Delete」をクリックしたときに表示されます。

C.8.4.2. 画面のフィールド

Do not ask for confirmation in the future
このチェックボックスを選択すると、今後のテンプレート削除時にこのダイアログボックス
を抑制します。

ダイアログボックスをいつでも復元できます。手順については、『STA 画面基本ガイド』を
参照してください。

C.8.4.3. ボタン

Delete
クリックすると、テンプレートを削除します。
Cancel
クリックすると、テンプレートを削除せずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.8.4.4. 関連項目

• 「テンプレートの削除」



テンプレート管理のダイアログボックス

488

C.8.5. Save Template

C.8.5.1. 説明

このダイアログボックスでは、現在の画面設定をテンプレートとして保存できます。これは、テ
ンプレートツールバーの「Save Template」をクリックすると表示されます。

C.8.5.2. 画面のフィールド

Template Name
このテンプレートのユーザー定義名。エントリには 255 文字の長さまでの英数字を使用
できます。

新しい名前を入力した場合、新しいテンプレートが作成されます。すでに存在する名前を
入力した場合、指定したテンプレートは、画面に対する変更で上書きされます。確認の設
定によっては、既存のテンプレートを上書きする前に、確認を求められることがあります。

Shared
テンプレートをほかの STA ユーザー名に表示するかどうかを示します。オプションは次
のとおりです。

• Private – テンプレートは、現在の STA ユーザー名のみが使用できます。

• Public – テンプレートは、すべての STA ユーザー名が使用できます。

C.8.5.3. ボタン

Yes
クリックすると、テンプレートを保存します。
No
クリックすると、テンプレートを保存せずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.8.5.4. 関連項目

• 「テンプレートの作成」
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C.8.6. Save Template (上書き)

C.8.6.1. 説明

このダイアログボックスでは、既存のテンプレートに対する変更を確認できます。これは、確
認の設定で事前に確認を求めるように指定されている場合に、既存のテンプレートを上書き
しようとしているときに表示されます。

C.8.6.2. 画面のフィールド

Do not ask for confirmation in the future
このチェックボックスを選択すると、今後のテンプレート変更時にこのダイアログボックス
を抑制します。

ダイアログボックスをいつでも復元できます。手順については、『STA 画面基本ガイド』を
参照してください。

C.8.6.3. ボタン

Yes
クリックすると、現在のレイアウトと一致するようにテンプレートを上書きします。
No
クリックすると、テンプレートを上書きせずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.8.6.4. 関連項目

• 「テンプレートの変更」

C.8.7. Default Template
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C.8.7.1. 説明

このダイアログボックスでは、現在適用されているテンプレートをこの画面のデフォルトとし
て確認できます。これは、確認の設定で新しいデフォルトの設定前に確認を求めるように指
定されている場合に、任意の画面のテンプレートツールバーで「Default Template」をクリッ
クしたときに表示されます。

C.8.7.2. 画面のフィールド

Do not ask for confirmation in the future
このチェックボックスを選択すると、今後のデフォルトテンプレート設定時にこのダイアロ
グボックスを抑制します。

ダイアログボックスをいつでも復元できます。手順については、『STA 画面基本ガイド』を
参照してください。

C.8.7.3. ボタン

Yes
クリックすると、このテンプレートをデフォルトとして保存します。
No
クリックすると、デフォルトテンプレートを設定せずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.8.7.4. 関連項目

• 「画面のデフォルトテンプレートを設定する」

C.9. メディア検証ポリシーのウィザードおよびダイアログボックス

• 「メディア検証の構成の確認」

• 「メディア検証ポリシーウィザード」

C.9.1. メディア検証の構成の確認
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C.9.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、STA でメディア検証機能を有効にするのか無効にするのかを
確認できます。これはグローバル設定であり、テープライブラリシステム全体のメディア検証
操作に影響します。

このダイアログボックスは、「Media Validation Configuration」画面の「Media Validation
State」フィールドで「Enabled」または「Disabled」ラジオボタンを選択したときに表示されま
す。

C.9.1.2. ボタン

Yes
クリックすると、選択を確認します。
Cancel
クリックすると、選択を適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.9.1.3. 関連項目

• 「STA 上でメディア検証を有効または無効にする 」

C.9.2. メディア検証ポリシーウィザード
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C.9.2.1. 説明

このウィザードでは、新しいメディア検証ポリシーを定義および有効化することができます。ま
た、既存のポリシーの情報を変更することもできます。

このウィザードは、メディア検証ポリシーツールバーの「New Media Validation
Policy」、「Edit Media Validation Policy」、または「Copy Media Validation Policy」をクリッ
クしたときに表示されます。

C.9.2.2. 画面のフィールド

Enter Policy Name

Policy Name
メディア検証ポリシーにユーザーが割り当てた名前。エントリは最大 250 文字の英数字
にすることができ、一意にする必要があります。
Policy Description
オプションのフィールド。メディア検証ポリシーにユーザーが割り当てた説明。

Select Target

Select media type and optional library complex
このボタンをクリックすると、メディアタイプおよびオプションでライブラリコンプレックスに
基づいて検証用にメディアが選択されるようにすることを指定します。
Media Type
メディアのタイプを選択します。
Library Complex (Optional)
ライブラリコンプレックスを選択します。
Select logical group
このボタンをクリックすると、定義された論理グループに基づいて検証用にメディアが選
択されるようにすることを指定します。
Logical Group
論理グループを選択します。

Set Up Policy

Policy Criteria
前の画面で指定したグループ内のメディアを選択する条件を選択します。オプションは
次のとおりです。

• Random selection – これはデフォルトです。

• Media Health = Action

• Media Health = Evaluate

• Media Health = Monitor
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• Extended period of non-use

• Newly entered

• Bad MIR detected

Validation Test Type
このポリシーで実行される検証のタイプを選択します。オプションは次のとおりです。

• Basic Verify

• Standard Verify

• Complete Verify

• Complete Verify Plus

• Verify Rebuild MIR

Review

Enable Policy
チェックボックスを選択すると、ポリシーを作成してただちに有効化します。チェックボッ
クスを選択解除すると、ポリシーを作成しますが、無効なままにしておきます。あとで有効
にすることができます。

C.9.2.3. ボタン

ブレッドクラム
ウィザードの画面のうちすでにアクセスした画面と直後の画面のブレッドクラムがアク
ティブ化されます。リンクをクリックすると、選択した画面に直接移動します。
Back
クリックすると、ウィザードで前の画面に戻ります。
Next
クリックすると、ウィザードで次の画面に移動します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、ウィザードを終了します。
Save

注:

このボタンは、ウィザードの最後の画面にのみ表示されます。

クリックすると、エントリを適用し、アラートポリシーを作成または更新します。

C.9.2.4. 関連項目

• 「メディア検証ポリシーの作成」

• 「メディア検証ポリシーを変更する 」
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C.10. サービスログのダイアログボックス
• 「Create New Log Bundle」

• 「Log Bundle Run Info」

• 「Delete Selected Log Bundle」

C.10.1. Create New Log Bundle

C.10.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、新しい RDA (Remote Diagnostic Agent) ログバンドルに名前を
割り当てます。

このダイアログボックスは、ログツールバーの「Create New Log Bundle」をクリックしたとき
に表示されます。

C.10.1.2. 画面のフィールド
Log Bundle Name
名前を入力します。ログ名の要件は次のとおりです。
• 最大 210 文字

• 半角英数字とアンダースコアのみ使用できますが、4 文字以上の連続するアンダース
コアは使用できません。

• スペースはアンダースコアで置き換えられます。

• 次の大文字で開始することはできません。

COM
LPT
PRN
CON
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AUX
NUL

C.10.1.3. ボタン

Save
クリックすると、エントリを適用します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.10.1.4. 関連項目

• 「STA ユーザーインタフェースからのサービスログバンドルの作成」

C.10.2. Log Bundle Run Info

C.10.2.1. 説明

このダイアログボックスには、最新のログバンドル作成実行からの詳細情報が表示されま
す。これは、「Service – Logs」画面でログバンドルを選択し、「Log Bundle Run Info」をクリッ
クしたときに表示されます。これは表示専用のダイアログボックスです。
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C.10.2.2. ボタン

Close
クリックすると、このダイアログボックスを閉じます。

C.10.2.3. 関連項目

• 「ログ実行情報の表示」

C.10.3. Delete Selected Log Bundle

C.10.3.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したログバンドルを削除するかどうかを確認できます。これ
は、「Service – Logs」画面でバンドルを選択してから「Delete」をクリックしたときに表示されま
す。選択したバンドルの名前がダイアログボックスに表示されます。

C.10.3.2. ボタン

Delete
クリックすると、ログバンドルを削除します。
Cancel
クリックすると、ログバンドルを削除せずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.10.3.3. 関連項目

• 「ログバンドルの削除」

C.11. SNMP 接続のダイアログボックス

• 「Define SNMP Client Settings」
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• 「Define Library Connection Details」

• 「Confirmation (ライブラリ接続の削除)」

C.11.1. Define SNMP Client Settings

C.11.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、1 つ以上のライブラリから SNMP データを受信できるよう
に、STA の SNMP 接続設定を定義できます。SNMP v3 と SNMP v2c の両方のプロトコルの
設定を定義する必要があります。ライブラリファームウェアレベルおよびライブラリで使用する
ように構成されている SNMP プロトコルに応じて、各モニター対象ライブラリに対して適切な
設定 (SNMP v3 または SNMP v2c) が使用されます。

次のすべての設定を定義する必要があります。

• SNMP v3 接続の場合:

◦ ユーザー名

◦ 接続承認パスワード

◦ プライバシパスワード

• SNMP v2c 接続の場合:

◦ ユーザーコミュニティー名

◦ トラップ受信者名

このダイアログボックスは、SNMP クライアント属性ツールバーの「Edit」をクリックしたときに
表示されます。
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C.11.1.2. 画面のフィールド

注:

次のフィールドは、STA の SNMP v3 接続設定を定義し、すべてが必須です。すべてのモニター対象ライ
ブラリが STA 通信に SNMP v2c を使用する場合、これらのエントリは無視されるため、任意の値を入力
できます。

STA SNMP Connection Username (Auth)
必須。

STA SNMP v3 ユーザーの名前を入力します。このユーザーは、STA 通信に SNMP v3
プロトコルを使用するすべてのモニター対象ライブラリでも定義される必要があります。

Enter STA SNMP Connection Password (Auth)
必須。

SNMP v3 ユーザーの接続承認パスワードを入力します。このパスワードは、STA 通信に
SNMP v3 プロトコルを使用するすべてのモニター対象ライブラリでも定義される必要が
あります。

Verify STA SNMP Connection Password (Auth)
必須。

接続パスワードを再度入力して、正しく入力したことを確認します。2 つのパスワードが一
致しない場合は、エラーメッセージが表示されます。

Connection Password Encryption (Auth)
表示専用。

接続パスワードを格納するための暗号化手法。これは常に SHA (Secure Hash
Algorithm) です。

Enter Privacy Encryption Password (Privacy)
必須。

SNMP v3 ユーザーのプライバシ暗号化パスワードを入力します。このパスワードは、STA
通信に SNMP v3 プロトコルを使用するすべてのモニター対象ライブラリでも定義される
必要があります。

Verify Privacy Encryption Password (Privacy)
必須。

プライバシパスワードを再度入力して、正しく入力したことを確認します。2 つのパスワー
ドが一致しない場合は、エラーメッセージが表示されます。

Privacy Encryption Protocol (Privacy)
表示専用。
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SNMP プライバシメカニズムの暗号化手法。これは常に DES (Data Encryption
Standard) です。

STA Engine ID
表示専用。

グローバルに一意な STA サーバーの SNMP エンジン ID。これは、STA によって割り当
てられ、各ライブラリによって提供されるライブラリエンジン ID とは異なります。セキュア
な通信を確保するには両方が必要です。

Trap Levels
表示専用。

STA が処理できるすべての SNMP トラップのリスト。これは、これらのトラップがモニ
ター対象ライブラリで構成済みであることを必ずしも意味しないため、各ライブラリで検
証する必要があります。

注:

次のフィールドは、STA の SNMP v2c 接続設定を定義し、両方が必須です。

User Community
必須。

STA SNMP v2c ユーザーの名前を入力します。このユーザーは、STA 通信に SNMP v2
プロトコルを使用するすべてのモニター対象ライブラリでも定義される必要があります。
デフォルトは、public です。

注:

すべてのモニター対象ライブラリが STA 通信に SNMP v3 を使用する場合、このエントリは無視さ
れるため、値が public に設定されたままにする必要があります。

Trap Community
必須。

STA SNMP v2c トラップ受信者の名前を入力します。このトラップ受信者は、STA にト
ラップを送信するために SNMP v2 プロトコルを使用するすべてのモニター対象ライブラ
リでも定義される必要があります。デフォルトは、public です。

注:

すべてのモニター対象ライブラリが STA トラップの送信に SNMP v3 を使用する場合、このエントリ
は無視されるため、値が public に設定されたままにする必要があります。
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C.11.1.3. ボタン

Save
クリックすると、エントリを適用します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.11.1.4. 関連項目

• 「STA の SNMP クライアント設定の構成」

C.11.2. Define Library Connection Details

C.11.2.1. 説明

このダイアログボックスでは、STA に接続させるライブラリの接続の詳細を定義できます。

このダイアログボックスは、SNMP モニター対象ライブラリツールバーの「Add」また
は「Edit」をクリックしたときに表示されます。

C.11.2.2. 画面のフィールド

Library Complex
表示専用。

ライブラリコンプレックス ID。この ID は、最新のライブラリ構成データを正常に受信した
ときに STA によって自動で生成されます。
Library Name
必須。
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ライブラリに割り当てる名前を入力します。この名前は、STA の画面全体でライブラリを
識別するために使用されます。ライブラリホスト名を使用できます。

Library Primary IP Address
必須。

ライブラリのパブリックポートの IP アドレスを入力します。これは、SL150 ライブラリの
場合は Network Port 1 ポート、SL500 ライブラリの場合は 1B ポート、SL3000 および
SL8500 ライブラリの場合は 2B ポートです。

注:

冗長電子デバイス機能を使用する SL3000 および SL8500 ライブラリの場合、これはアクティブコン
トローラカード上の 2B ポートです。

Library Secondary IP Address
このフィールドは、SL150 および SL500 ライブラリには適用されないため、空白のままに
する必要があります。

SL3000 および SL8500 ライブラリの場合、このフィールドのエントリは固有のライブラリ
構成に依存します。このエントリによって、冗長電子デバイスの切り替えまたはデュアル
TCP/IP のフェイルオーバーが発生した場合に、STA はライブラリとの無中断 SNMP 通
信を維持できます。

• 冗長電子デバイス機能を使用するライブラリの場合、代替 (スタンバイ) コントローラ
カード上の 2B ポートの IP アドレスを入力します

• デュアル TCP/IP 機能を使用するライブラリの場合、アクティブコントローラカード上の
2A ポートの IP アドレスを入力します。

• 両方の機能を使用するライブラリの場合、STA で中断なしにサポートさせる機能に応
じて、入力する IP アドレスを選択できます。

• これらの機能をどちらも使用しないライブラリの場合、このフィールドを空白のままにし
ます。

STA IP Address
必須。

メニューには、STA サーバーの使用可能なすべての IP アドレスが一覧表示されま
す。SNMP データをサーバーに送信するためにライブラリが使用する必要のある IPv4 ア
ドレスを選択します。複数が一覧表示されていて、どれを使用するのかがわからない場合
は、STA 管理者に問い合わせてください。

Library Engine ID
ライブラリデータ収集が実行されるときには常にライブラリによって自動で提供される、
一意なライブラリの SNMP エンジン ID。
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通常の状況では、このフィールドを変更しないでください。ただし、(たとえばファームウェ
アのアップグレードが原因で) ライブラリエンジン ID が変更されたと考えられる場合は、
このフィールドを空白にすると、STA が次回の「Check/Test Connection」または「Get
Latest Data」操作の間に新しいエンジン ID を検出します。これがこのフィールドを変更
する必要がある唯一のタイミングです。

Automated Daily Data Refresh
STA がライブラリから最新の構成データを収集する時間を入力します。データは 24 時
間おきのこの時間 (「Time Zone」フィールドで指定するタイムゾーンにローカル) に自動
で収集されます。

デフォルトは 00:00 (深夜 12:00) です。エントリには 24 時間形式を使用します (たとえば
13:00 は午後 1:00 です)。

注:

データ収集がその他の重要なライブラリアクティビティーと競合しないように、ライブラリの使用率
が通常は低い時間帯を選択することをお勧めします。

注意:

このフィールドを空白のままにする場合、スケジュールされた自動ライブラリデータ収集は無効にな
ります。この場合、STA ライブラリ構成データがライブラリと同期しなくなります。

Library Time Zone
メニューで、ライブラリのローカルタイムゾーンを選択します。

C.11.2.3. ボタン

Save
クリックすると、エントリを適用します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.11.2.4. 関連項目

• 「ライブラリへの SNMP 接続の構成」

C.11.3. Confirmation (ライブラリ接続の削除)
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C.11.3.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したライブラリ接続を削除するかどうかを確認できます。
これは、「Configuration – SNMP Connections」画面でモニター対象ライブラリを選択してか
ら「Delete」をクリックしたときに表示されます。

C.11.3.2. ボタン

OK
クリックすると、選択したライブラリ接続を削除します。
Cancel
クリックすると、削除を取り消し、ライブラリ接続を保持します。

C.11.3.3. 関連項目

• 「STA からのライブラリ接続の削除」

C.12. ユーザー管理のダイアログボックス

• 「User Configuration」

• 「Delete User」

C.12.1. User Configuration

C.12.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、STA ユーザー名を作成または変更できます。これは、
「Configuration – Users」画面で「Create New User」または「Modify User」をクリックしたとき
に表示されます。
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C.12.1.2. 画面のフィールド

User Name

注:

このフィールドは、「Create New User」の場合のみアクティブです。

この STA ユーザーに割り当てる名前を入力します。

STA ユーザー名の要件は次のとおりです。

• 1 – 16 文字の長さにする必要があります

• すべてのユーザー名が一意である必要があります
Description
STA ユーザー名の短い説明を入力します。
Role
この STA ユーザー名に割り当てる役割を選択します。オプションは次のとおりです。
• 「Viewer」 – 「Home」、「Tape System Hardware」、および「Tape System Activity」画面

のすべてにアクセスできます。

• 「Operator」– 「Viewer」役割のすべての権限を持っています。また、「Setup &
Administration」の一部の画面の編集権限、および「Configuration」の画面の表示専
用権限も持っています。

• 「Administrator」– 「Operator」役割のすべての権限を持っており、さらに、「Setup &
Administration」のすべての画面のフル編集権限も持っています。

Enter Password
ユーザーに割り当てるパスワードを入力します。エントリは、入力するとマスクされます。

パスワード要件は次のとおりです。

• 8 – 31 文字の長さにする必要があります

• 少なくとも 1 つの数字および 1 つの大文字を含める必要があります

• 空白文字を含めてはいけません

• 次に示す特殊文字を含めないでください。

& ' ( ) < > ? { } *  / ' "

Verify Password
正しく入力したことを確認するために、パスワードをもう一度入力します。

C.12.1.3. ボタン

Save
クリックすると、エントリを適用します。
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Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.12.1.4. 関連項目

• 「STA ユーザー名の追加」

C.12.2. Delete User

C.12.2.1. 説明

このダイアログボックスでは、選択したユーザーを削除するかどうかを確認できます。これは、
「Configuration – Users」画面で STA ユーザー名を選択してから「Delete」をクリックしたとき
に表示されます。

C.12.2.2. 画面のフィールド

If this user has private templates or groups, how do you wish to handle them?
この STA ユーザー名が所有する論理グループまたはプライベートテンプレートに対する
処理を指定します。オプションは次のとおりです。

• Make them public – テンプレート、エグゼクティブレポートポリシー、および論理グルー
プを保持しますが、パブリックにしてすべての STA ユーザー名が使用できるようにしま
す。これはデフォルトです。

• Delete them – この STA ユーザー名が所有するすべてのプライベートテンプレート、エ
グゼクティブレポートポリシー、および論理グループを削除します。

C.12.2.3. ボタン

Delete
クリックすると、STA ユーザー名を削除します。
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Cancel
クリックすると、STA ユーザー名を削除せずに、ダイアログボックスを閉じます。

C.12.2.4. 関連項目

• 「STA ユーザー名の削除」

C.13. 電子メール構成のダイアログボックス
• 「Define SMTP Server Details」

• 「Define Email Details」

C.13.1. Define SMTP Server Details

C.13.1.1. 説明

このダイアログボックスでは、STA アプリケーションから電子メールを送信するときに使用さ
れる SMTP サーバーの電子メール設定を定義できます。

このダイアログボックスは、「Configuration – Email」画面で「Edit Selected SMTP Server」を
クリックしたときに表示されます。

C.13.1.2. 画面のフィールド

SMTP Host Address
SMTP 電子メールサーバーの IP アドレスまたは完全修飾 DNS エイリアスを入力しま
す。
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SMTP Port
送信メール伝送用の SMTP ポート番号を入力します。通常、これはポート 25 ですが、IT
システム管理者に確認して、これがサイトで使用されているポートであることを検証して
ください。
From Name
サーバーからの電子メールの「From」行に表示される名前を入力します。
From Email Address
電子メールの送信元である電子メールアドレスを入力します。ユーザーがこの電子メー
ルに返信できないようにする場合は、次の形式でアドレスを入力できます。

DoNotReply@Your_Company.com

Enabled?
このチェックボックスを選択すると、SMTP 電子メールサーバーが有効になります。この
チェックボックスを選択解除すると、電子メールサーバーが無効になります。
Use Secure Connection Protocol
このチェックボックスを選択して、適切なセキュア接続プロトコルを選択します。適切な接
続を判断するには、IT システム管理者に問い合わせてください。次のオプションの 1 つ
を選択する必要があります。
• TLS – クリックすると、Transport Layer Security が選択されます。

• SSL – クリックすると、Secure Sockets Layer が選択されます。
Requires Authentication
このチェックボックスを選択すると、SMTP サーバーで認証が必要であることを指定しま
す。
Username
SMTP サーバーでサポートされるユーザー名を入力します。「Requires
Authentication」チェックボックスを選択した場合のみ必須です。
Enter Password
ユーザーに割り当てられたパスワードを入力します。「Requires Authentication」チェック
ボックスを選択した場合のみ必須です。
Verify Password
パスワードをもう一度入力して、パスワードを正しく入力したことを検証します。「Requires
Authentication」チェックボックスを選択した場合のみ必須です。

C.13.1.3. ボタン

Save
クリックすると、エントリを適用します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.13.1.4. 関連項目

• 「STA SMTP サーバーの定義」
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C.13.2. Define Email Details

C.13.2.1. 説明

このダイアログボックスでは、STA から電子メールを受信するのに的確な電子メールアドレ
スを追加できます。

このダイアログボックスは、「Configuration – Email」画面の電子メールアドレスツールバー
で「Add Email」または「Edit Selected Email」をクリックしたときに表示されます。

C.13.2.2. 画面のフィールド

Address
電子メールの送信先を次の形式で入力します。

your_name@your.company.com

Language-Locale
メニューで、「English」が表示されていない場合は選択します。
Time Zone
メニューで、受信者のローカルタイムゾーンを選択します。

C.13.2.3. ボタン

Save
クリックすると、エントリを適用します。
Cancel
クリックすると、エントリを適用せずに、このダイアログボックスを閉じます。

C.13.2.4. 関連項目

• 「有効な電子メール受信者の追加」
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